


会社概要

事業所

対象範囲　ユニー株式会社215店舗及び本社事務所（各エリア事務所含む）
対象読者　ユニーの各店舗をご利用いただくお客様のほか、店舗の近隣住民の方々・お取

引先様・従業員など、当社にかかわる全ての皆様を対象とします。
対象期間　2015年度（2015年2月21日～2016年2月20日）
　　　　　※一部上記対象期間以外の活動等を記載しています。
　　　　　※掲載している従業員の所属は8月21日時点のものです。
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代 表 者

事業内容

売上構成

決 算 期

店 舗 数

従業員数

営業収益

主要取引銀行

HPアドレス

主なグループ企業

〒492-8680　愛知県稲沢市天池五反田町1番地
2012年2月16日※

100億円（2016年2月21日時点）
佐古　則男
衣・食・住・余暇にわたる総合小売業のチェーンストア
衣料品13.7％・食料品69.9％・住居関連品14.8％・その他1.6％（2016年2月期）
2月20日（年1回）
1府19県下に215店舗（2016年9月1日時点）
28,176名（2016年2月期）
7,579億円（2016年2月期）
三菱東京UFJ銀行、住友信託銀行
http://www.uny.co.jp

㈱ファミリーマート、㈱99イチバ、㈱モリエ、UNY（HK）CO.,LIMITED、
優友（上海）商貿有限公司、㈱UCS、㈱サン総合メンテナンス、㈱サンリフォーム、㈱ネクスコム、
㈱マイサポート、㈱ユニフード、㈱ナガイ、㈱ピアゴ関東

CONTENTS

中京エリア
■名古屋市　ポートウォークみなと（アピタ港店）、
ヒルズウォーク徳重ガーデンズ（ピアゴ ラ フーズコア徳重店）、アピタ新守山店、アピタ千代田橋店、
アピタ東海通店、アピタ名古屋北店、アピタ名古屋南店、アピタ鳴海店、アピタ緑店、ピアゴ味鋺店、
ピアゴ植田店、ピアゴ西城店、ピアゴ鹿山店、ピアゴ清水山店、ピアゴ守山店、ピアゴ中村店、
ピアゴ平針店、ピアゴ ラ フーズコア萱場店、ピアゴ ラ フーズコア正保店、ピアゴ ラ フーズコア柴田店、
ピアゴ ラ フーズコア神野店、ピアゴ ラ フーズコア滝ノ水店、ピアゴ ラ フーズコア黒川店、
ピアゴ ラ フーズコア今池店、ピアゴ ラ フーズコア桜山店、ピアゴ ラ フーズコアアラタマ店

■愛知県　エアポートウォーク名古屋（アピタ名古屋空港店）、リーフウォーク稲沢（アピタ稲沢東店）、
テラスウォーク一宮（アピタ一宮店）、ヴェルサウォーク西尾（アピタ西尾店）、ラスパ太田川（ピアゴ太田川店）、
アピタ阿久比店、アピタ安城南店、アピタ稲沢店、アピタ岩倉店、アピタ大口店、アピタ大府店、
アピタ岡崎北店、アピタ蒲郡店、アピタ刈谷店、アピタ木曽川店、アピタ高蔵寺店、アピタ江南西店、
アピタ小牧店、アピタ瀬戸店、アピタ知立店、アピタ東海荒尾店、アピタ桃花台店、アピタ豊田元町店、
アピタ長久手店、アピタ向山店、ピアゴ ラ フーズコア赤池店、ピアゴ阿久比北店、ピアゴ井ヶ谷店、
ピアゴ印場店、ピアゴ大清水店、ピアゴ大治店、ピアゴ香久山店、ピアゴ上和田店、ピアゴ気噴店、
ピアゴ清洲店、ピアゴ吉良店、ピアゴ国府店、ピアゴ幸田店、ピアゴ江南店、ピアゴ佐屋店、
ピアゴ篠木店、ピアゴ甚目寺店、ピアゴ十四山店、ピアゴ勝幡店、ピアゴ新城店、ピアゴ武豊店、
ピアゴ知立店、ピアゴ伝法寺店、ピアゴ東栄店、ピアゴ常滑店、ピアゴ豊明店、ピアゴ中切店、
ピアゴ西春店、ピアゴ半田店、ピアゴ東刈谷店、ピアゴ菱野店、ピアゴ福釜店、ピアゴ碧南東店、
ピアゴ洞店、ピアゴ布袋店、ピアゴ妙興寺店、ピアゴ八剱店、ピアゴ矢作店、ピアゴ大和店、
ピアゴ豊川店、ピアゴ蟹江店、ピアゴ黒笹店、ピアゴ尾西店、ピアゴ碧南店、
ピアゴ ラ フーズコア半田清城店、ピアゴ ラ フーズコア三河安城店、
ピアゴ ラ フーズコア長久手南店

■岐阜県　アクアウォーク大垣（アピタ大垣店）、ラスパ御嵩（アピタ御嵩店）、
アピタ各務原店、アピタ北方店、アピタ岐阜店、アピタ中津川店、
アピタ飛騨高山店、アピタ美濃加茂店、ピアゴ浅草店、ピアゴ鶉店、
ピアゴ恵那店、ピアゴ各務原店、ピアゴ笠松店、ピアゴ川辺店、ピアゴ関店、
ピアゴ多治見店、ピアゴ長良店、ピアゴ穂積店、ピアゴ瑞浪店、ピアゴ可児店

■三重県　アピタ伊賀上野店、アピタ桑名店、アピタ鈴鹿店、アピタ名張店、
アピタ松阪三雲店、アピタ四日市店、ピアゴ赤尾店、ピアゴ阿倉川店、ピアゴ嬉野店、
ピアゴ上地店、ピアゴ久保田店、ピアゴ菰野店、ピアゴ多度店、
ピアゴ東員店、ピアゴ星川店

■長野県　レイクウォーク岡谷（アピタ岡谷店）、アピタ飯田店、アピタ伊那店、アピタ高森店、
ピアゴ飯田駅前店

■滋賀県　ピアゴ一里山店、ピアゴ今崎店、ピアゴ近江八幡店、ピアゴ水口店

■京都府　アピタ精華台店

■奈良県　アピタ大和郡山店、アピタ西大和店

山静エリア
■静岡県　プレ葉ウォーク浜北（アピタ浜北店）、アピタ伊東店、アピタ磐田店、アピタ大仁店、
アピタ掛川店、アピタ静岡店、アピタ島田店、アピタ初生店、アピタ富士吉原店、
ピアゴ於呂店、ピアゴ香貫店、ピアゴ上岡田店、ピアゴ上島店、ピアゴ大覚寺店、
ピアゴ中里店、ピアゴ浜松泉町店、ピアゴ榛原店、ピアゴ袋井店、ピアゴ富士中央店、
ピアゴ富士宮店、ピアゴ森店、ピアゴ ラ フーズコア中田店

■山梨県　ラザウォーク甲斐双葉（アピタ双葉店）、アピタ石和店、アピタ田富店

北陸エリア
■石川県　ラスパ白山（ピアゴ白山店）、アピタ金沢店、アピタ松任店、
ピアゴ七尾店、ピアゴ金沢ベイ店

■富山県　アピタ魚津店、アピタ黒部店、アピタ砺波店、アピタ富山店、
アピタ富山東店、ピアゴ小矢部店、ピアゴ富山西町店

■福井県　アピタ敦賀店、アピタ福井店、アピタ福井大和田店、
ピアゴ丸岡店

関東エリア
■神奈川県　アピタ戸塚店、アピタ長津田店、
ピアゴ大口店、ピアゴ弘明寺店、ピアゴ座間店、
ピアゴイセザキ店

■埼玉県　ピオニウォーク東松山（アピタ東松山店）、
ベニバナウォーク桶川（アピタ桶川店）、
アピタ岩槻店、アピタ吹上店、アピタ本庄店、
ピアゴ大桑店、ピアゴ川本店

■群馬県　けやきウォーク前橋（アピタ前橋店）、
アピタ伊勢崎東店、アピタ笠懸店、アピタ高崎店、
アピタ館林店、ピアゴ藤岡店

■茨城県　アピタ佐原東店

■千葉県　アピタ市原店、アピタ木更津店、
アピタ君津店

■栃木県　アピタ足利店、アピタ宇都宮店

■新潟県　リバーサイド千秋（アピタ長岡店）、
アピタ新潟亀田店、アピタ新潟西店

■福島県　アピタ会津若松店

　ユニー株式会社は、衣・食・住・余暇にわたる総合小売業とし
て、関東から北陸・東海エリアに215店舗（2016年9月1日時点）
を展開するチェーンストアです。その代表であるモール型ショッピング
センターをはじめ、豊かで楽しい生活提案を取り入れた「日常生活
向上店」を目指すアピタ、立地やマーケット特性にあわせたミニモー
ル型ショッピングセンターのラスパ、毎日楽しく買い物ができる「日
常生活便利店」を目指すピアゴなど、地域の中でライフスタイルを
多面的にカバーできるよう、さまざまなタイプの店づくりに取り組ん
でいます。
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※純粋持株会社体制移行にあたり、準備会社としてユニーグループ・ホールディングス（株）を設立した日です。
　なお、2013年2月21日付けで（旧）ユニー（株）を事業会社と持株会社（存続会社）に会社分割し、準備会社が事業会社を吸収するとともに両社の商号を入れ替えました。

「未来の子ども達に美しい自然を残したい」ユニーは
環境に優しい生活をお客様と一緒に進めていきます。

地域の中でライフスタイルを
多面的にカバーする、ユニーの各業態

環境にイイこと、プラス。

社会・地域にイイこと、プラス。

従業員にイイこと、プラス。

※2016年9月1日時点

店舗紹介

数多くの専門店とエンターテイメントを兼ね備えた
広域型複合ショッピングセンター

モール型ショッピングセンター

「日常生活便利店」として、ファッショ
ンから食料品まで地域密着型の品揃
えを提供する総合スーパーマーケット

こだわりの高品質食材を取り揃え
る都市型小型スーパーマーケット

ピアゴ ピアゴ ラ フーズコア

「日常生活向上店」として、お客
様により豊かな生活を提案する総
合スーパーマーケット

アピタ
日常からハレの日までお客様の生
活を豊かにする、地域に根ざした
ミニモール型ショッピングセンター

ラスパ
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■静岡県　プレ葉ウォーク浜北（アピタ浜北店）、アピタ伊東店、アピタ磐田店、アピタ大仁店、
アピタ掛川店、アピタ静岡店、アピタ島田店、アピタ初生店、アピタ富士吉原店、
ピアゴ於呂店、ピアゴ香貫店、ピアゴ上岡田店、ピアゴ上島店、ピアゴ大覚寺店、
ピアゴ中里店、ピアゴ浜松泉町店、ピアゴ榛原店、ピアゴ袋井店、ピアゴ富士中央店、
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アピタ伊勢崎東店、アピタ笠懸店、アピタ高崎店、
アピタ館林店、ピアゴ藤岡店
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　ユニー株式会社は、衣・食・住・余暇にわたる総合小売業とし
て、関東から北陸・東海エリアに215店舗（2016年9月1日時点）
を展開するチェーンストアです。その代表であるモール型ショッピング
センターをはじめ、豊かで楽しい生活提案を取り入れた「日常生活
向上店」を目指すアピタ、立地やマーケット特性にあわせたミニモー
ル型ショッピングセンターのラスパ、毎日楽しく買い物ができる「日
常生活便利店」を目指すピアゴなど、地域の中でライフスタイルを
多面的にカバーできるよう、さまざまなタイプの店づくりに取り組ん
でいます。

会社概要・事業所・店舗紹介 1

環境理念・環境方針 3

社長インタビュー 5

エコ・ファーストの約束 7

環境マネジメント 9

環境計画の概要 11

低炭素社会

　低炭素社会の構築 13

　環境負荷 19

循環型社会

　廃棄物を削減する取り組み 21

　環境にやさしい容器包装 23

　食品廃棄物リサイクルシステム 27

自然共生社会

　生物多様性 31

子ども環境学習 33

環境教育 37

ピック・アップ・エコストア 38

店舗での取り組み 39

社会貢献・地域貢献 41

ユニーの食育について 49

働きやすい職場環境づくり 51

※純粋持株会社体制移行にあたり、準備会社としてユニーグループ・ホールディングス（株）を設立した日です。
　なお、2013年2月21日付けで（旧）ユニー（株）を事業会社と持株会社（存続会社）に会社分割し、準備会社が事業会社を吸収するとともに両社の商号を入れ替えました。

「未来の子ども達に美しい自然を残したい」ユニーは
環境に優しい生活をお客様と一緒に進めていきます。

地域の中でライフスタイルを
多面的にカバーする、ユニーの各業態

環境にイイこと、プラス。

社会・地域にイイこと、プラス。

従業員にイイこと、プラス。

※2016年9月1日時点

店舗紹介

数多くの専門店とエンターテイメントを兼ね備えた
広域型複合ショッピングセンター

モール型ショッピングセンター

「日常生活便利店」として、ファッショ
ンから食料品まで地域密着型の品揃
えを提供する総合スーパーマーケット

こだわりの高品質食材を取り揃え
る都市型小型スーパーマーケット

ピアゴ ピアゴ ラ フーズコア

「日常生活向上店」として、お客
様により豊かな生活を提案する総
合スーパーマーケット

アピタ
日常からハレの日までお客様の生
活を豊かにする、地域に根ざした
ミニモール型ショッピングセンター

ラスパ
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地球規模での環境破壊が深刻化している今日、
低炭素社会・循環型社会・自然共生社会を実現させた持続可能な社会を構築するために、
ユニーは企業活動を通して貢献します。

持 続 可 能 な 社 会 を 目 指 し て持 続 可 能 な 社 会 を 目 指 し て
現在のことだけではなく未来に向かって地球環境を壊さずに、
人間や地球の生き物が共存していく社会を構築していくこと、

この未来に続く仕組みが持続可能な社会です。

2016年9月1日

低炭素社会
CO2など温室効果ガス
発生抑制を目指す社会

自然共生社会
生物多様性を
実現する社会

循環型社会
限りある資源を大切に、
3Rを実践する社会

エコストア
レイクウォーク岡谷

エコ野菜リサイクル
ステーション

●リデュース…コピー用紙使用削減
●リユース…マイバッグキャンペーン
●リサイクル…リサイクルボックス

●化石燃料の使用削減
●エネルギーの節約
●カーボンフットプリントの少ない商品
●バイオマスの利活用
●エコストアの建設

●自然の恵みを大切にした農業
●自然や生物に配慮した商品

お買い物をする際の、ほんのちいさなエコゴコロが地球の未来を救います。
10年後、20年後の地球の未来を快適なものにするために、

ユニーと一緒に地球環境にやさしい生活をはじめてみませんか？

ユニー株式会社は

持 続 可 能 な 社 会

　持続可能な社会を実現する担い手となる人材の育成に取り組むユニーでは、地域の小
学校や市役所、児童館などで出張授業を行い、お買い物を通じたESD活動を実践してい
ます。こうした活動が「従業員が地域に出張授業に出ており、教える立場、地域に役立つ
経験をすることでモチベーションにつながり学習効果を高めている」と評価されました。

授賞式　左／環境人材育成コンソーシアム代表幹事 安井至氏
　　　　右／関東営業部 業務管理部長 澤井民樹

ユニー株式会社
代表取締役社長

1

2

3

4

5

環 境 理 念

環 境 方 針

「環境 人づくり企業大賞2014」奨励賞を受賞 （表彰式：2015年8月）
　

衣・食・住・余暇にわたる総合小売業として、環境負荷の少ない安全安心な商品及び
サービスの提供と店舗開発の推進に努めます。

全従業員が環境問題に関心を持ち、環境マネジメントシステムを機能させ、運用することにより、
汚染の予防及び環境保護に向けて持続的な改善に努めます。

持続可能な社会を目指した環境目標を設定し、営業活動を通じて環境パフォーマンスの向上に努めます。
　●低炭素社会の実現のために、省エネ型店舗・サプライチェーン全体でのCO2排出量の削減を目指します。
　●循環型社会実現のために、廃棄物削減やリサイクル推進に努めます。
　　また、容器包装の削減とリサイクル及び環境負荷の少ない容器包装の使用を推進します。
　●自然共生社会実現のために、食品リサイクルループの構築、生態系保全に配慮した商品を販売します。
　●次世代を担う子どもたちに、持続可能な社会について学ぶ環境学習を実施します。

この環境方針を実行･維持し、また広く一般に開示して、お客様と一緒に、
地域環境保全活動及び社会貢献活動を推進します。

法律、条例やエコ・ファーストの約束、地方自治体と締結した協定など、
当社の遵守義務を満たし、お客様ならびに一般市民・行政機関とパートナーシップをとり、
人と環境にやさしい持続可能な社会の実現に努めます。
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人と環境にやさしい持続可能な社会の実現に努めます。
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お客様とともに地域に根ざし、
ストーリーのある環境・地域貢献で
エコ・ファースト企業であり続けます。

　　 ストーリーを大切に

■百瀬　ユニーの環境活動は、「法令順守」
とともに、「地域を汚さない」を最重要課題と
しています。特に店舗からの廃棄物の発生抑
制と資源循環に関しては、全店で分別・計
量を実施しており、毎年発生量を削減し、リ
サイクル率を向上させています。2015年度
は、まずエコ・ファーストで約束している食品
廃棄物発生抑制において、総量で2014年
度より357t削減し、前年比94.7％という結
果を出すことができました。
■佐古　昨年から稼働した瀬戸プロセスセン
ターに生鮮食品の店内加工業務の一部を移
行することで、端肉などのムダを削減した成
果でしょう。高性能機械の導入による業務の
効率化と食品廃棄物削減の両方に効果が見
られたということですね。
■百瀬　リサイクル率も大きく改善しました。
年間61.6％で前年比1.6％の改善です。食
品残さをリサイクル飼料に再生利用し、それ
で生産した鶏卵を仕入れ販売するといった16
件目のリサイクルループが岐阜県でスタート
しました。
■佐古　食品リサイクルだけでなく、使用済
み容器包装などを再生利用し製品化するプ
ロセスにお客様が参加する「リサイクルボッ
クス」は、いまや取り立てて言うほどのこと
もないと思われるかもしれませんが、お客様
とともにという私たちの環境活動の根幹とな
る重要なもので、とてもわかりやすい環境貢
献です。
■百瀬　新しい取り組みに、ペットボトルの
キャップを再生利用し、「自動車の部品にする」
というものがあります。ユニーでは、6年前

ユニー株式会社 代表取締役社長

佐古則男

から読売新聞販売店と共同でアピタ・ピアゴ
の店舗で集めたキャップを販売店が収集し、
新聞の運搬車の帰り便で印刷工場に運び、
リサイクル業者に売却。その売却益を世界の
子どもたちにワクチンを届ける運動に寄付し
ていました。しかし、その運動に問題が発生
したため、見直しを図り、トヨタのハイブリッ
ド車「SAI」や「新型プリウス」の部品に再生
利用するプラスチックメーカーと連携し、新た
なルートでワクチンへの寄付を継続することに
しました。
■佐古　活動にしっかりとしたストーリーがあ
ることが重要だと考えています。そのストー
リーにお客様の行動が反映されることで、よ
り参加へのモチベーションが上がりますね。
■百瀬　そのためには、成果を目に見える形
でお客様に伝えることも大事ですね。ユニー
の店舗全店で1年間にエコキャップが約100
トン集まり、ワクチンの協会への寄付額は約
360万円です。この金額は、協会への寄付
団体の中で群を抜く数字になっています。

　　 「楽しい学び」が行動を生む

■百瀬　「伝える」ということでは、ユニーは
子どもを中心とした環境学習には特に力を入
れています。リサイクル工場見学、夏休み自
然探検隊、循環型農業体験、環境出前授業
といった特別な催しだけでなく、店舗でお店
探検隊やエコクイズラリーなどを実施し、年
間約1万人の小学生が買い物を通して気軽に
環境を学べる機会を設けています。
■佐古　子どもの行動は家庭内に必ず波及
しますからね。参加者数を一つの指標として
拡大していくことが重要だと思います。

■百瀬　店舗で楽しみながらエコライフを体
験できる来店者参加型の環境イベント「エコ
博」も長く継続している一つです。昨年1年
間、計10回の開催で、延べ約5万人という
数字になっています。
■佐古　今のお母さん世代は、例えば野菜
の生え方、扱い方を知らない方が多くいま
す。食育を含めて、体験になる“気づき”を

“行動”へと移らせる活動が必要ですね。楽し
んで学んだことはやってみようと思うし、つ
いつい人にも伝えたくなる（笑）。実体験を話
すと説得力もあります。
■百瀬　5万人のお客様が口コミで10人に
伝えて下さると、50万人が学んでいただけ
ることになりますね。
 

　　 「COOL CHOICE」を促す
　　 買い物風景の創出

■百瀬　一方、日々のお買い物を通じて消
費者の行動変革を促していける活動も重要で
すね。それは、「ある商品を買うことで自然と
環境貢献に参加できる」というメニューを用
意することです。その一つとして、今年、環
境配慮型商品「eco！on」において、「オーガ
ニックコットンTシャツ」を販売したところ、目
標売り上げの116％を達成しました。この商
品は、3年間農薬や化学肥料を使わない農地
で生育したコットンを原料とし、地球環境や
農地で働く人の健康や環境の改善に貢献して
います。
■佐古　「環境にいいオーガニックコットン」
と言われても、それだけではなかなか触手は
伸びません。このTシャツの購入が遠い国の
子ども達の笑顔につながるストーリーが伝わ

れば、もっともっと共感を得ながら、「買い物
を楽しむ」=「環境に貢献する、誰かが喜ぶ」
ことへと結びつくと思います。
■百瀬　今回のオーガニックコットンTシャツ
では、2015年度に愛知県が立ち上げた大
学生向けプログラム「かがやけ☆あいちサス
ティナ研究所」（※）との協同で制作したPR動
画を売り場で放映したことが効果を発揮しま
した。もちろん、商品の背景をすべて伝える
ことは難しいですが、環境に関心や興味が
生まれるきっかけを日常の買い物風景の中に
配置していくということをどんどんやっていく
べきですね。
■佐古　賢い選択というのは、いわば、環
境問題に対する一人ひとりの自覚が問われる
行動なのですが、ユニーが大事にしたいの
は、エコ・ファースト企業だからということで
はなく、「お客様とともにやりましょう」という
働きかけです。COOL CHOICE活動は、非
常に領域が広い活動ですから、お客様からの
提案も受けて継続していきたいですね。

（※）持続可能な未来のあいちの担い手の育成を目的に、
20 名の大学生が 研究員となり、パートナー企業から提示さ
れた環境課題について解決策を研究・提案。

　　 「つなげる」という役割

■百瀬　お客様の共感を呼んで成功している
ものとして、「ドネーション企画」がありますね。
これは東日本大震災を機にスタートし、協賛
企業の対象商品を購入すると、1点につき1
円をユニーと協賛メーカーとで出し合い、寄
付金にするというものです。多い時では700
万を超える金額が集まり、2015年夏には宮
城県七ヶ浜町の子ども達のミュージカル上演
を12社のメーカー協賛で実現しました。また
花王さんとの間では、保育園・幼稚園への
100冊絵本プレゼントを4年前から続けてい
ます。昨年、この様子を見たハーゲンダッツ
さんが自ら手を上げてくれ、こちらは木琴、
カスタネットなどの楽器プレゼントをスタート
させています。
■佐古　ドネーション企画の良いところは、1
本1円であっても、100万本売れると100万
円の寄付ができること。まさに一人ひとりの
思いが大きな形になるわけです。また、お客
様は1円余分に出すのではなく、「この商品を
買う」というチョイスによってそのメーカーの
応援をする。それに対してメーカーは「ありが
とう」の思いを込めた寄付を行うわけです。
非常にうれしいコミュニケーションが生まれて
いるのです。環境や社会貢献活動は、つま
り、「何かと何かをつなげる」という社会にお
いて非常に重要な役割も含まれている。その
ことにしっかり視点を置いて取り組んでいきた
いですね。
■百瀬　昨年秋にスタートさせた盲導犬育成
支援のための「ドネーション」＋「パトラッシュ

募金」がまさにそうですね。ペットフード商品
のドネーション企画開催と同時に、パトラッ
シュ募金を連動企画として行いました。わか
りやすさにも配慮し、パトラッシュの子犬に参
加してもらい、盲導犬1頭あたり500万円か
かることを訴えました。結果的に寄付金額は
500万円には至りませんでしたが、お客様か
ら大変好評でした。１回で結果を出すという
ことではなく続けることが重要ですね。
■佐古　継続こそ、まさに大切です。この4
月に発生した熊本地震への支援として、ユ
ニーでも店頭での募金活動とともに、救援物
資や従業員からのタオルを届けました。従業
員からのタオルについては、避難所では車椅
子用のトイレが少ないなどの理由で在宅にな
らざるを得ない障がい者宅へ物資を配布する
NPOにピンポイントで寄付しました。これは
東日本大震災以降、より支援物資が渡りや
すい方法を考え、継続して活動を行ってきた
ことが生きています。

　　 安心・安全で
　　 利用価値の高い“場”づくりを

■百瀬　社会貢献活動にはもう一つ、大切
な視点として、「高齢者が安心して楽しくお買
い物ができる支援活動」がありますが、これ
は毎年、従業員向けの講習会を開催するな
ど、継続して行っていることです。
■佐古　「リアルな店舗で買い物を楽しんで
いただく環境づくり」がより一層求められると
考えています。「買い物に行く」というのは、
単に購買行動だけが目的ではなく、人とのふ
れあいや運動につながるもの。店舗は、そう
いったことも含めて利用しやすい、足を運び
やすい環境でなくてはならないと思います。
課題として、段差解消がその代表例として言
われますが、表示の見やすさや健康に関する
表現方法、あるいは健康に導くアプローチを
強めていかなければいけません。
■百瀬　これは高齢者をターゲットにしつつ
も、実はすべてのお客様にとって大切な視点
ですよね。ショッピングセンターを使っていた
だく上で、医院やリラクゼーション施設、美
容室・床屋、そしてもっといえばコミュニティ
としての喫茶機能も強めていき、地域のコ
ミュニティーセンターとして、安全安心に集う
場所としてお買い物以外にも訪れていただき
たいですね。

■佐古　高い信頼度と利用価値を維持でき
るよう取り組みつつ、近い将来的に、美容院
やクリーニングなど高齢者宅へのさまざまな
出張サービスも考えています。きれいになる、
身ぎれいでいるというのは、いくつになって
も喜びのある暮らしを送るのに欠かせないも
の。リアルな店舗を看板として持つユニーが
取り組むことで、安心して利用していただけ
る仕組みをつくっていければと考えています。

　　 ダイバーシティを具体的に進めていく

■百瀬　そういった挑戦を展開していくため
に、ダイバーシティへの取り組みもますます
重要になってきますね。ダイバーシティとは、
男女や障がい、年齢、国籍などの垣根なく
多様性のある人材活用ですが、その一つとし
て、働く女性を応援する商品開発プロジェク
ト「デイジーラボ」では、豊田自動織機さんと
共同でカーグッズの開発や女性ファッション
誌「In Red」とコラボしたショコラの制作など
もスタートさせています。
■佐古　店舗の来店顧客の8割が女性であ
るにもかかわらず、多くの場合、男性が中心
の商品開発がいまだに行われているという現
実は否めません。もちろん、同じ女性がやれ
ば成功するという単純な話ではなく、「女性と
しての感覚や視点と、消費者のニーズをどう
つないでいくか」をポイントに進めています。
例えば、カーシートを女性が選ぶ場合、その
色目やデザインなどは、男性感覚ではありえ
ないと思うものが好まれたりする。その開発
プロジェクトに女性目線が注がれていないこ
とはやはりおかしい。8割の顧客が女性であ
ることを大前提に、男性だから、女性だから
ではなく、一つひとつの取り組みに対して、
よりふさわしい人材活用を行っていくことが
大切だと思います。
■百瀬　環境先進企業として「エコ・ファー
ストの約束」を実現してきたユニーだからこ
そ、ダイバーシティ推進においても、掛け声
だけでなく、一つひとつ具体的に実現への道
を歩んでいきたいですね。

ユニーが環境に関する業界のトップランナーとして継続して進め
る「エコ・ファーストの約束」。昨年度もさまざまな約束項目におい
て、前年を上回る成果を上げることができました。今後もお客様と
ともに広く深く取り組むために、大きなポイントになってくるのは
“伝える”“伝わる”ことにより力を注ぐこと。ユニーの環境・社会貢
献活動の今を、佐古則男代表取締役社長と百瀬則子執行役員業
務サポート本部CSR部長による対談でご紹介します。

（インタビュー：2016年6月27日）

代表取締役社長 佐古則男（左）
執行役員 業務サポート本部 CSR部長 百瀬則子（右）

ク ー ル    チ ョ イ ス

社長インタビュー

サ イ
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お客様とともに地域に根ざし、
ストーリーのある環境・地域貢献で
エコ・ファースト企業であり続けます。

　　 ストーリーを大切に

■百瀬　ユニーの環境活動は、「法令順守」
とともに、「地域を汚さない」を最重要課題と
しています。特に店舗からの廃棄物の発生抑
制と資源循環に関しては、全店で分別・計
量を実施しており、毎年発生量を削減し、リ
サイクル率を向上させています。2015年度
は、まずエコ・ファーストで約束している食品
廃棄物発生抑制において、総量で2014年
度より357t削減し、前年比94.7％という結
果を出すことができました。
■佐古　昨年から稼働した瀬戸プロセスセン
ターに生鮮食品の店内加工業務の一部を移
行することで、端肉などのムダを削減した成
果でしょう。高性能機械の導入による業務の
効率化と食品廃棄物削減の両方に効果が見
られたということですね。
■百瀬　リサイクル率も大きく改善しました。
年間61.6％で前年比1.6％の改善です。食
品残さをリサイクル飼料に再生利用し、それ
で生産した鶏卵を仕入れ販売するといった16
件目のリサイクルループが岐阜県でスタート
しました。
■佐古　食品リサイクルだけでなく、使用済
み容器包装などを再生利用し製品化するプ
ロセスにお客様が参加する「リサイクルボッ
クス」は、いまや取り立てて言うほどのこと
もないと思われるかもしれませんが、お客様
とともにという私たちの環境活動の根幹とな
る重要なもので、とてもわかりやすい環境貢
献です。
■百瀬　新しい取り組みに、ペットボトルの
キャップを再生利用し、「自動車の部品にする」
というものがあります。ユニーでは、6年前

ユニー株式会社 代表取締役社長

佐古則男

から読売新聞販売店と共同でアピタ・ピアゴ
の店舗で集めたキャップを販売店が収集し、
新聞の運搬車の帰り便で印刷工場に運び、
リサイクル業者に売却。その売却益を世界の
子どもたちにワクチンを届ける運動に寄付し
ていました。しかし、その運動に問題が発生
したため、見直しを図り、トヨタのハイブリッ
ド車「SAI」や「新型プリウス」の部品に再生
利用するプラスチックメーカーと連携し、新た
なルートでワクチンへの寄付を継続することに
しました。
■佐古　活動にしっかりとしたストーリーがあ
ることが重要だと考えています。そのストー
リーにお客様の行動が反映されることで、よ
り参加へのモチベーションが上がりますね。
■百瀬　そのためには、成果を目に見える形
でお客様に伝えることも大事ですね。ユニー
の店舗全店で1年間にエコキャップが約100
トン集まり、ワクチンの協会への寄付額は約
360万円です。この金額は、協会への寄付
団体の中で群を抜く数字になっています。

　　 「楽しい学び」が行動を生む

■百瀬　「伝える」ということでは、ユニーは
子どもを中心とした環境学習には特に力を入
れています。リサイクル工場見学、夏休み自
然探検隊、循環型農業体験、環境出前授業
といった特別な催しだけでなく、店舗でお店
探検隊やエコクイズラリーなどを実施し、年
間約1万人の小学生が買い物を通して気軽に
環境を学べる機会を設けています。
■佐古　子どもの行動は家庭内に必ず波及
しますからね。参加者数を一つの指標として
拡大していくことが重要だと思います。

■百瀬　店舗で楽しみながらエコライフを体
験できる来店者参加型の環境イベント「エコ
博」も長く継続している一つです。昨年1年
間、計10回の開催で、延べ約5万人という
数字になっています。
■佐古　今のお母さん世代は、例えば野菜
の生え方、扱い方を知らない方が多くいま
す。食育を含めて、体験になる“気づき”を

“行動”へと移らせる活動が必要ですね。楽し
んで学んだことはやってみようと思うし、つ
いつい人にも伝えたくなる（笑）。実体験を話
すと説得力もあります。
■百瀬　5万人のお客様が口コミで10人に
伝えて下さると、50万人が学んでいただけ
ることになりますね。
 

　　 「COOL CHOICE」を促す
　　 買い物風景の創出

■百瀬　一方、日々のお買い物を通じて消
費者の行動変革を促していける活動も重要で
すね。それは、「ある商品を買うことで自然と
環境貢献に参加できる」というメニューを用
意することです。その一つとして、今年、環
境配慮型商品「eco！on」において、「オーガ
ニックコットンTシャツ」を販売したところ、目
標売り上げの116％を達成しました。この商
品は、3年間農薬や化学肥料を使わない農地
で生育したコットンを原料とし、地球環境や
農地で働く人の健康や環境の改善に貢献して
います。
■佐古　「環境にいいオーガニックコットン」
と言われても、それだけではなかなか触手は
伸びません。このTシャツの購入が遠い国の
子ども達の笑顔につながるストーリーが伝わ

れば、もっともっと共感を得ながら、「買い物
を楽しむ」=「環境に貢献する、誰かが喜ぶ」
ことへと結びつくと思います。
■百瀬　今回のオーガニックコットンTシャツ
では、2015年度に愛知県が立ち上げた大
学生向けプログラム「かがやけ☆あいちサス
ティナ研究所」（※）との協同で制作したPR動
画を売り場で放映したことが効果を発揮しま
した。もちろん、商品の背景をすべて伝える
ことは難しいですが、環境に関心や興味が
生まれるきっかけを日常の買い物風景の中に
配置していくということをどんどんやっていく
べきですね。
■佐古　賢い選択というのは、いわば、環
境問題に対する一人ひとりの自覚が問われる
行動なのですが、ユニーが大事にしたいの
は、エコ・ファースト企業だからということで
はなく、「お客様とともにやりましょう」という
働きかけです。COOL CHOICE活動は、非
常に領域が広い活動ですから、お客様からの
提案も受けて継続していきたいですね。

（※）持続可能な未来のあいちの担い手の育成を目的に、
20 名の大学生が 研究員となり、パートナー企業から提示さ
れた環境課題について解決策を研究・提案。

　　 「つなげる」という役割

■百瀬　お客様の共感を呼んで成功している
ものとして、「ドネーション企画」がありますね。
これは東日本大震災を機にスタートし、協賛
企業の対象商品を購入すると、1点につき1
円をユニーと協賛メーカーとで出し合い、寄
付金にするというものです。多い時では700
万を超える金額が集まり、2015年夏には宮
城県七ヶ浜町の子ども達のミュージカル上演
を12社のメーカー協賛で実現しました。また
花王さんとの間では、保育園・幼稚園への
100冊絵本プレゼントを4年前から続けてい
ます。昨年、この様子を見たハーゲンダッツ
さんが自ら手を上げてくれ、こちらは木琴、
カスタネットなどの楽器プレゼントをスタート
させています。
■佐古　ドネーション企画の良いところは、1
本1円であっても、100万本売れると100万
円の寄付ができること。まさに一人ひとりの
思いが大きな形になるわけです。また、お客
様は1円余分に出すのではなく、「この商品を
買う」というチョイスによってそのメーカーの
応援をする。それに対してメーカーは「ありが
とう」の思いを込めた寄付を行うわけです。
非常にうれしいコミュニケーションが生まれて
いるのです。環境や社会貢献活動は、つま
り、「何かと何かをつなげる」という社会にお
いて非常に重要な役割も含まれている。その
ことにしっかり視点を置いて取り組んでいきた
いですね。
■百瀬　昨年秋にスタートさせた盲導犬育成
支援のための「ドネーション」＋「パトラッシュ

募金」がまさにそうですね。ペットフード商品
のドネーション企画開催と同時に、パトラッ
シュ募金を連動企画として行いました。わか
りやすさにも配慮し、パトラッシュの子犬に参
加してもらい、盲導犬1頭あたり500万円か
かることを訴えました。結果的に寄付金額は
500万円には至りませんでしたが、お客様か
ら大変好評でした。１回で結果を出すという
ことではなく続けることが重要ですね。
■佐古　継続こそ、まさに大切です。この4
月に発生した熊本地震への支援として、ユ
ニーでも店頭での募金活動とともに、救援物
資や従業員からのタオルを届けました。従業
員からのタオルについては、避難所では車椅
子用のトイレが少ないなどの理由で在宅にな
らざるを得ない障がい者宅へ物資を配布する
NPOにピンポイントで寄付しました。これは
東日本大震災以降、より支援物資が渡りや
すい方法を考え、継続して活動を行ってきた
ことが生きています。

　　 安心・安全で
　　 利用価値の高い“場”づくりを

■百瀬　社会貢献活動にはもう一つ、大切
な視点として、「高齢者が安心して楽しくお買
い物ができる支援活動」がありますが、これ
は毎年、従業員向けの講習会を開催するな
ど、継続して行っていることです。
■佐古　「リアルな店舗で買い物を楽しんで
いただく環境づくり」がより一層求められると
考えています。「買い物に行く」というのは、
単に購買行動だけが目的ではなく、人とのふ
れあいや運動につながるもの。店舗は、そう
いったことも含めて利用しやすい、足を運び
やすい環境でなくてはならないと思います。
課題として、段差解消がその代表例として言
われますが、表示の見やすさや健康に関する
表現方法、あるいは健康に導くアプローチを
強めていかなければいけません。
■百瀬　これは高齢者をターゲットにしつつ
も、実はすべてのお客様にとって大切な視点
ですよね。ショッピングセンターを使っていた
だく上で、医院やリラクゼーション施設、美
容室・床屋、そしてもっといえばコミュニティ
としての喫茶機能も強めていき、地域のコ
ミュニティーセンターとして、安全安心に集う
場所としてお買い物以外にも訪れていただき
たいですね。

■佐古　高い信頼度と利用価値を維持でき
るよう取り組みつつ、近い将来的に、美容院
やクリーニングなど高齢者宅へのさまざまな
出張サービスも考えています。きれいになる、
身ぎれいでいるというのは、いくつになって
も喜びのある暮らしを送るのに欠かせないも
の。リアルな店舗を看板として持つユニーが
取り組むことで、安心して利用していただけ
る仕組みをつくっていければと考えています。

　　 ダイバーシティを具体的に進めていく

■百瀬　そういった挑戦を展開していくため
に、ダイバーシティへの取り組みもますます
重要になってきますね。ダイバーシティとは、
男女や障がい、年齢、国籍などの垣根なく
多様性のある人材活用ですが、その一つとし
て、働く女性を応援する商品開発プロジェク
ト「デイジーラボ」では、豊田自動織機さんと
共同でカーグッズの開発や女性ファッション
誌「In Red」とコラボしたショコラの制作など
もスタートさせています。
■佐古　店舗の来店顧客の8割が女性であ
るにもかかわらず、多くの場合、男性が中心
の商品開発がいまだに行われているという現
実は否めません。もちろん、同じ女性がやれ
ば成功するという単純な話ではなく、「女性と
しての感覚や視点と、消費者のニーズをどう
つないでいくか」をポイントに進めています。
例えば、カーシートを女性が選ぶ場合、その
色目やデザインなどは、男性感覚ではありえ
ないと思うものが好まれたりする。その開発
プロジェクトに女性目線が注がれていないこ
とはやはりおかしい。8割の顧客が女性であ
ることを大前提に、男性だから、女性だから
ではなく、一つひとつの取り組みに対して、
よりふさわしい人材活用を行っていくことが
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■百瀬　環境先進企業として「エコ・ファー
ストの約束」を実現してきたユニーだからこ
そ、ダイバーシティ推進においても、掛け声
だけでなく、一つひとつ具体的に実現への道
を歩んでいきたいですね。

ユニーが環境に関する業界のトップランナーとして継続して進め
る「エコ・ファーストの約束」。昨年度もさまざまな約束項目におい
て、前年を上回る成果を上げることができました。今後もお客様と
ともに広く深く取り組むために、大きなポイントになってくるのは
“伝える”“伝わる”ことにより力を注ぐこと。ユニーの環境・社会貢
献活動の今を、佐古則男代表取締役社長と百瀬則子執行役員業
務サポート本部CSR部長による対談でご紹介します。

（インタビュー：2016年6月27日）

代表取締役社長 佐古則男（左）
執行役員 業務サポート本部 CSR部長 百瀬則子（右）

ク ー ル    チ ョ イ ス

社長インタビュー

サ イ

ク ー ル チ ョ イ ス
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　消費者の行動変革による持続可能な社会構築
　2015年から環境省の進める「COOL CHOICE」を、お買
い物を通して消費者に実践していただくために、店舗や社外
での啓発活動に取り組みました。特に環境配慮商品やリサイ
クルボックス、電気自動車の充電ス
タンドには「COOL CHOICE」のロ
ゴマークを表示して、消費者の認知
度向上に努めています。

　エコ・ファーストの約束の進捗状況

循環型社会構築を目指し、
廃棄物の発生抑制と
資源循環を推進します。

●食品リサイクルループを全店に拡大します。
食品リサイクルループ参加店舗
145店舗（食品取扱い215店舗中） p30参照

p28参照

p28参照

p23参照

p21参照

p34参照

p47～48参照

p9～10参照

p37参照

p17～18参照

p17～18・p24
参照

p20参照

p16参照

●再生利用等実施率80%を2018年度までに達成します。

●食品廃棄物発生抑制を図り、2018年度までに年間売上高（百万円）
　当たりの発生量32㎏以下を達成します。 

年間売り上げ百万円当たり
31.3㎏

● 2018年度までにレジ袋辞退率85%を達成します。 
レジ袋辞退率
86.1%

●小型家電のリサイクル回収を推進します。 小型家電リサイクル回収店舗
12店舗

持続可能な
社会構築のために、

環境教育を実施します。

●全店で年間 1 万人の子ども達に子ども環境学習を実施します。
エコロお店探検／106回実施（850人参加）
エコラリー／121回実施（2,558人参加）
小中学校の見学／94回実施（6,339人参加）

●消費者の行動変革による持続可能な社会実現のために、店舗において
　 5 万人の消費者を対象に環境イベントによる啓発活動を実施します。 

エコ博／10回実施（5万人参加）
エコフェスタ、その他／12回実施（1万2,000人参加）

●店舗での省エネ・地域での資源循環を目指し、年間3万人の従業員に
　環境教育を実施します。（2015年2月21日～2016年2月20日）

ISO14001取得のために
26店舗4,420人に教育実施

●ユニーと取り引きのある環境関連事業者（廃棄物・リサイクル関連等）に環境法令・
　循環型社会構築などの啓発を図ります。

環境関連事業者連絡会
2回実施　329人参加

消費者の行動変革による、
持続可能な社会を
構築します。

●環境配慮商品を開発・販売、消費者にお買い物を通してエコライフスタイルを
　啓発して地球温暖化防止を推進します。 

環境配慮商品eco!onを大学生と
コラボでプロモーション

●環境配慮PB商品の容器包装を見直して、バイオマスプラスチックの活用や
　軽量化を図ります。 

PB商品の容器包装削減実施
NPOごみじゃぱんと減装ショッピングで消費者に啓発

●店舗開発において、スマートシティを研究し導入を図ります。 店舗業務副店長に省エネ教育実施

●地球温暖化防止を目指したEV・PHV普及のため、電気自動車の充電スタンドを
　大型店舗100店舗以上に設置します。 

充電スタンド設置店舗
51店舗71台（うち急速充電器4台）

再生利用等実施率
72.9%（2015年度）

循環型農業でできた野菜の売場

　廃棄物の発生抑制と資源循環の推進
　循環型社会を実現するためには、廃棄物を削減することと、排出して
しまった廃棄物を再資源化する再生利用を推進しなければなりません。
　今期は特に「食品廃棄物の不正処理」が
本社と同じ稲沢市で起き、大きな問題になり
ました。ユニーはこうした問題が起きないよ
うに、国から認定された食品リサイクルルー
プを構築しています。

　エコ・ファースト推進協議会活動
　さまざまな業界から選ばれたエコ・ファースト企業が集まり、業界を超えて持続可能な社会構築を目指して、2009年にエコ・ファースト推進協議
会を発足させました。総会に出席した環境大臣は、COP21パリ協定で日本が提示したCO2削減に対する取り組みを一緒に進めることを表明しま
した。また2015年秋には東日本大震災の
被災地の子ども達への支援活動を会員企
業が共同で実施しました。

COOL CHOICEを展開

東日本大地震 子ども支援活動 情報交換会で発表

　エコ・ファースト企業とのコラボレーション
　総合小売業として唯一エコ・ファースト企業に認定されているユニーは、メー
カーと消費者をつないで環境貢献を推進する役割を果たすために、エコ・ファー
スト企業であるライオン・キリンと協働で体験型環境イベントを開催しました。ま
た、エコ・ファースト推進協
議会は大型ショッピングセ
ンターで開催するエコ博に
ブースを出展し、消費者へ
の認知度を高めました。

　持続可能な社会構築のための環境教育を実施
　ユニーは企業としての環境問題への取り組みを推進しています。ま
た、地域に根差した小売事業者として消費者と一緒に地域環境貢献
活動を実施し、さらに家庭でのエコライフ
スタイルを広げるために店舗や地域で啓
発活動を行っています。特に未来を担う子
ども達を対象に、環境学習を全店舗で実施
しました。 店舗での環境学習

エコ・ファースト推進協議会総会 エコとわざコンクール表彰式

エコ博に出展（アピタ富山東店）キリン・ライオンとの共同企画

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

　新しい「エコ・ファーストの約束」

1

2

3

ユニーは2008年に、環境への取り組みのトップランナーとして、環境大臣とエコ・ファーストの約束を交わしました。
消費者と一緒に環境問題解決に取り組み、持続可能な社会構築を推進することを約束にしています。
食品廃棄物に関わる問題や地球温暖化対策など、エコライフスタイルを提案し推進することがユニーのエコ・ファーストです。

エコ ･ フ ァーストの約束

エコ・ファーストの約束と環境活動
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い物を通して消費者に実践していただくために、店舗や社外
での啓発活動に取り組みました。特に環境配慮商品やリサイ
クルボックス、電気自動車の充電ス
タンドには「COOL CHOICE」のロ
ゴマークを表示して、消費者の認知
度向上に努めています。

　エコ・ファーストの約束の進捗状況

循環型社会構築を目指し、
廃棄物の発生抑制と
資源循環を推進します。

●食品リサイクルループを全店に拡大します。
食品リサイクルループ参加店舗
145店舗（食品取扱い215店舗中） p30参照
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●再生利用等実施率80%を2018年度までに達成します。

●食品廃棄物発生抑制を図り、2018年度までに年間売上高（百万円）
　当たりの発生量32㎏以下を達成します。 

年間売り上げ百万円当たり
31.3㎏

● 2018年度までにレジ袋辞退率85%を達成します。 
レジ袋辞退率
86.1%

●小型家電のリサイクル回収を推進します。 小型家電リサイクル回収店舗
12店舗

持続可能な
社会構築のために、

環境教育を実施します。

●全店で年間 1 万人の子ども達に子ども環境学習を実施します。
エコロお店探検／106回実施（850人参加）
エコラリー／121回実施（2,558人参加）
小中学校の見学／94回実施（6,339人参加）

●消費者の行動変革による持続可能な社会実現のために、店舗において
　 5 万人の消費者を対象に環境イベントによる啓発活動を実施します。 

エコ博／10回実施（5万人参加）
エコフェスタ、その他／12回実施（1万2,000人参加）

●店舗での省エネ・地域での資源循環を目指し、年間3万人の従業員に
　環境教育を実施します。（2015年2月21日～2016年2月20日）

ISO14001取得のために
26店舗4,420人に教育実施

●ユニーと取り引きのある環境関連事業者（廃棄物・リサイクル関連等）に環境法令・
　循環型社会構築などの啓発を図ります。

環境関連事業者連絡会
2回実施　329人参加

消費者の行動変革による、
持続可能な社会を
構築します。

●環境配慮商品を開発・販売、消費者にお買い物を通してエコライフスタイルを
　啓発して地球温暖化防止を推進します。 
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●環境配慮PB商品の容器包装を見直して、バイオマスプラスチックの活用や
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PB商品の容器包装削減実施
NPOごみじゃぱんと減装ショッピングで消費者に啓発
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　大型店舗100店舗以上に設置します。 
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51店舗71台（うち急速充電器4台）

再生利用等実施率
72.9%（2015年度）

循環型農業でできた野菜の売場

　廃棄物の発生抑制と資源循環の推進
　循環型社会を実現するためには、廃棄物を削減することと、排出して
しまった廃棄物を再資源化する再生利用を推進しなければなりません。
　今期は特に「食品廃棄物の不正処理」が
本社と同じ稲沢市で起き、大きな問題になり
ました。ユニーはこうした問題が起きないよ
うに、国から認定された食品リサイクルルー
プを構築しています。

　エコ・ファースト推進協議会活動
　さまざまな業界から選ばれたエコ・ファースト企業が集まり、業界を超えて持続可能な社会構築を目指して、2009年にエコ・ファースト推進協議
会を発足させました。総会に出席した環境大臣は、COP21パリ協定で日本が提示したCO2削減に対する取り組みを一緒に進めることを表明しま
した。また2015年秋には東日本大震災の
被災地の子ども達への支援活動を会員企
業が共同で実施しました。

COOL CHOICEを展開

東日本大地震 子ども支援活動 情報交換会で発表

　エコ・ファースト企業とのコラボレーション
　総合小売業として唯一エコ・ファースト企業に認定されているユニーは、メー
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議会は大型ショッピングセ
ンターで開催するエコ博に
ブースを出展し、消費者へ
の認知度を高めました。

　持続可能な社会構築のための環境教育を実施
　ユニーは企業としての環境問題への取り組みを推進しています。ま
た、地域に根差した小売事業者として消費者と一緒に地域環境貢献
活動を実施し、さらに家庭でのエコライフ
スタイルを広げるために店舗や地域で啓
発活動を行っています。特に未来を担う子
ども達を対象に、環境学習を全店舗で実施
しました。 店舗での環境学習
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消費者と一緒に環境問題解決に取り組み、持続可能な社会構築を推進することを約束にしています。
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環境マネジメントシステム（EMS）の組織と活動

環境マネジメント（ISO14001）の取り組み

ユニーの環境方針に「持続可能な社会構築を企業活動を通して実現することが、企業責任である」と明記しています。持続可能な社会とは、
現在のことだけではなく、未来に向かって地球環境を守り、人間が自然と共存し、誰もが平和で幸せに暮らせる社会です。この大きな目的を果たすために、
ユニーはISO14001環境マネジメントシステムを用い、店舗や事業所の環境影響を調べて改善することに努めています。そして、お客様と一緒に「環境に
やさしいお買い物」によって持続可能な社会実現を目指しています。

環 境 マ ネ ジ メ ン ト

●CSR部

ユニー株式会社
代表取締役社長

ワーキングチーム

ユニーグループ・ホールディングス株式会社
 代表取締役社長

業務サポート本部長 グループ戦略本部長

内部監査責任者

環境管理責任者

環境会議

●コピー用紙削減
●廃棄物削減
●省資源・省エネルギー

ISO事務局

Plan
計画

Do
実施・運用

Check
点検是正処置

Action
見直し

各部門の代表的な環境目的目標
業
務
サ
ポ
ー
ト
本
部

●総務部　●人事部
●法務部
●店舗会計部
●CSR部
コピー用紙使用量削減。フロン
排出抑制法対応（総務部）。定
期健康診断の要精密検査再受
診率100％（人事部）。事務セン
ター化による店舗作業効率の
向上（店舗会計部）。理解活動
を通じて改善手法の理解度を
上げる（改善部）。エコ・ファース
トの約束を達成する（CSR部）。

I
T
物
流
本
部

●情報システム部
●物流部
電子帳票化による本部出力帳
票の削減。仕入伝票のペーパレ
ス化（情報システム部）。物流に
おけるCO2の排出量削減。関東
北センター内にリサイクルセン
ター設置（物流部）。

開
発
部

●管財部　●建設部
●店舗開発部
●ユーライフ部
地球温暖化防止のため、エネル
ギー消費量の少ないエコストア
を建設、アピタ岡谷店への対
応 。既 存 店 舗 の 照 明 設 備 の
LED化。

テ
ナ
ン
ト
部

●開発導入部　●運営部
●催事部
専門店の廃棄物削減・リサイク
ルを推進。分別徹底による再生
紙比率向上への取り組み。

営
業
サ
ポ
ー
ト
本
部

●管理部
●商品・品質管理部
●お客様サービス部
●営業企画部
●営業政策部
お客様の理解を得ながら空調
温度設定による省エネ化推進。
地方自治体と協力しながら、お
客様の安全・安心のための取り
組みを推進（管理部）。PLCに関
与し、価値ある商品を提供（商
品・品質管理部）。環境配慮企
画の政策立案・推進・進捗の確
認（営業政策部）。折り込みチラ
シの削減、WEBなどの媒体の
活用（営業企画部）。

衣
料
部

●レディス部　●メンズ部
●子供ベビー・靴服飾部
●インナー部
●衣料企画部
●アピタ衣料部
●ピアゴ衣料部

「eco!onオーガニック・シャン
カーコットン」商品の企画・販
売 。「カイテキープ 　 CO OL 
ON」「COOL FUNCTION」

「DRY FUNCTION」商品の企
画・販売。

住
関
部

●ヘルス&ビューティ部
●ホームファッション部
●ハウスウェア
　&エレクトリック部
●ホビー
　&ステーショナリー部
●住関企画部
●アピタ住関部　
●ピアゴ住関部
環境配慮商品eco!onの販売推
進。部内におけるコピー使用量
の削減。

食
品
本
部

●ドライ食品部　●鮮魚部
●精肉部　●青果部
●コンセ部
●食品企画部　
●アピタ食品部
●ピアゴ食品部
店舗での食品廃棄物の発生抑
制。StyleONE商品・留型商品
の拡販（包材削減の環境配慮
商品）。

関
東
事
務
所

●業務管理部
●営業管理部
●関東営業部
●衣料部　●住関部
●食品部
食品リサイクルを適正かつ積極
的に推進。2018年までにレジ袋
の辞退率85％を達成する。使用
済み容器包装の店頭回収を積
極的に推進。環境イベントのエコ
博とエコフェスタの開催。EV充
電スタンドの設置を推進。ISO
認証をアピタ全店舗へ拡大。

山
静
事
務
所

●業務管理部
●営業管理部
●山静営業部
●衣料部　●住関部
●食品部
静岡県との包括協定による取
り組みの推進。エコ博の開催

（ラザウォーク甲斐双葉、アピタ
静岡店）。行政との共同による
環境学習の実施。静岡県・山梨
県で食品リサイクルループの継
続。ISO認証をアピタ全店舗へ
拡大。

北
陸
事
務
所

●業務管理部
●営業管理部
●北陸営業部
●衣料部　●住関部
●食品部
食品リサイクル率の向上（目標
70％）。食品リサイクルループの
構築。レジ袋辞退率の向上（目
標87％）。エコ博の開催（アピタ
富山東店、アピタ松任店、アピタ
福井大和田店）。EV充電スタン
ドの設置を推進。ISO認証をア
ピタ全店舗へ拡大。

グ
ル
ー
プ
経
理
財
務
本
部

●財務部　●経理部
経営統合に伴うIFRS（国
際財務報告基準）導入に
より、ユニーおよび子会社
に新たな発生や負荷が予
想される経理関連業務の
把握と効率的な運用方法
の提案、指導。

グ
ル
ー
プ
戦
略
本
部

●経営企画部
●オムニチャネル
　戦略部
自分達の業務における環
境に対する負荷の削減。
事業会社への環境影響の
軽減の施策を提案・実施。

グ
ル
ー
プ
業
務
企
画
部

●グループ業務企画部
ユニーならびに各事業会
社の環境影響の負荷軽減
につながる施策の企画、
立案、実施。

改善部・国際部

ECビジネス部

関係会社管理部
秘書室
広報IR室

監査室

店　舗　※p10に店舗環境ISO推進体制の詳細を記載しています。

環境側面の特定

本社サーベイランス審査 本社サーベイランス部門審査 本社サーベイランス現場内審査

アピタ岐阜店 ISOバックヤード審査 アピタ各務原店 ISO審査 アピタ美濃加茂店 ISO売り場内審査

　2004年1月に本社事務所がISO14001を認証取得し、その後関東事務所・山静事務所・北陸事務所がそれぞれ本部として認証取得しました。
2008年2月、本社が各本部を統合、同年8月にはユーストアを合併し組織変更・拡大を図りました。2013年8月、ユニーグループ・ホールディン
グスが認証範囲に加わり、そして、2014年2月からモデル店舗（アピタ千代田橋店、アピタ長津田店、アピタ富士吉原店、アピタ松任店）が認
証取得し、順次、店舗認証の拡大を進めています。

　店舗での環境活動をより推進していくためにISO14001の認証取
得を全店へと拡大していきます。モデル店舗の4店舗に加えて、
2015年度は、ユニーが店舗展開する1府18県で各府県1店舗の19
店舗にて認証の拡大を図りました。2016年7月には新たに17店舗が
認証を取得、これで40店舗になりました。
　2016年度中にアピタ全店舗、2017年度中には、ピアゴ全店舗に
てISO14001の理解活動を拡大していきます。
　ISOの環境目標には、従業員から提案された環境側面をテーマに
取り組んでいます。

　環境影響で重大なものに災害があります。愛知県稲沢市の本社では
2011年の東日本大震災レベルの災害が東海地方におこることを想定
し、防災訓練を計画して実施しました。

　ユニーは営業活動の中で地球環境に対してさまざまな影響を及ぼしています。商品を生産者から
仕入れ、運び、販売し、お客様に消費していただくバリューチェーンのそれぞれの過程で発生する
環境に悪い影響（環境負荷）をできるだけ低減することを環境目的目標にしています。また、環境
配慮商品の販売やエコストアの建設、容器包装の削減や廃棄物のリサイクルなど、環境をよくする
ための活動をさらに進めることも、環境マネジメントシステムで実践しています。このシステムは、
Ｐlan（計画）・Ｄｏ（実行）・Ｃheck（検証）・Ａction（見直し、改善）のスパイラルで環境方針を
実現し、持続可能な社会構築のために持続的に改善していくものです。

　環境方針・環境目標やマネジメントシステムの理解を深め、環境活
動を実践していくために、適用範囲の全従業員と関係する人々に教
育を実施しました。環境目標は、部門ごとに業務の環境影響調査を
行い、環境側面を抽出して設定しました。「環境実施計画」策定につ
いての教育を実施しました。
　また、環境マネジメントシステムの内部監査の監査員教育を行い、
認定取得は352名になりました。

　店舗でISO14001認証取得、40店舗に拡大 　緊急事態への対応

　ISO14001推進のための社員教育

電気使用量の削減環境関連法令の遵守

排水水質の改善廃棄物の削減とリサイクルの推進

営業と一体となった地域貢献活動

①

③

⑤

②

④

◆店舗におけるISOの環境・目標（2016年度）

　店舗の環境ISO推進体制に基づくメンバー
により、月に1度、ISO推進委員会が開催さ
れます。店舗で作成した環境実施計画書の
具体的な数値を評価して、点検・見直しを
実施し、具体的な施策を講じていきます。 ISO推進委員会

　店舗環境ISO推進体制

ISO委員長:店長

ISO推進委員会

ISO副委員長:業務副店長（管理事務局）

設備担当

衣料副店長 住関副店長 食品副店長 テナント担当副店長 専門店代表者

ユニー株式会社
代表取締役社長

業務サポート本部長

内部監査責任者

環境管理責任者

ワーキングチーム ISO事務局

ISO14001認証取得に向けて

リーフウォーク稲沢
支配人　朱宮 伸治

　アピタ稲沢東店は、2016年3月からISO14001の
理解活動を開始しました。従業員の環境への意識が
向上し、これまで推進してきた環境保全活動の精度を
上げて取り組みました。その効果として、活動開始の3
月から6月までの環境目標は毎月すべての項目で目標を
大きく上回って達成できました。

アピタ稲沢東店　2016年7月ISO14001認証取得

本社合同消火訓練

内部監査員養成合宿 本社従業員集合教育

店舗でのISO14001理解活動
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環境マネジメントシステム（EMS）の組織と活動

環境マネジメント（ISO14001）の取り組み

ユニーの環境方針に「持続可能な社会構築を企業活動を通して実現することが、企業責任である」と明記しています。持続可能な社会とは、
現在のことだけではなく、未来に向かって地球環境を守り、人間が自然と共存し、誰もが平和で幸せに暮らせる社会です。この大きな目的を果たすために、
ユニーはISO14001環境マネジメントシステムを用い、店舗や事業所の環境影響を調べて改善することに努めています。そして、お客様と一緒に「環境に
やさしいお買い物」によって持続可能な社会実現を目指しています。

環 境 マ ネ ジ メ ン ト

●CSR部

ユニー株式会社
代表取締役社長

ワーキングチーム

ユニーグループ・ホールディングス株式会社
 代表取締役社長

業務サポート本部長 グループ戦略本部長

内部監査責任者

環境管理責任者

環境会議

●コピー用紙削減
●廃棄物削減
●省資源・省エネルギー

ISO事務局

Plan
計画

Do
実施・運用

Check
点検是正処置

Action
見直し

各部門の代表的な環境目的目標
業
務
サ
ポ
ー
ト
本
部

●総務部　●人事部
●法務部
●店舗会計部
●CSR部
コピー用紙使用量削減。フロン
排出抑制法対応（総務部）。定
期健康診断の要精密検査再受
診率100％（人事部）。事務セン
ター化による店舗作業効率の
向上（店舗会計部）。理解活動
を通じて改善手法の理解度を
上げる（改善部）。エコ・ファース
トの約束を達成する（CSR部）。

I
T
物
流
本
部

●情報システム部
●物流部
電子帳票化による本部出力帳
票の削減。仕入伝票のペーパレ
ス化（情報システム部）。物流に
おけるCO2の排出量削減。関東
北センター内にリサイクルセン
ター設置（物流部）。

開
発
部

●管財部　●建設部
●店舗開発部
●ユーライフ部
地球温暖化防止のため、エネル
ギー消費量の少ないエコストア
を建設、アピタ岡谷店への対
応 。既 存 店 舗 の 照 明 設 備 の
LED化。

テ
ナ
ン
ト
部

●開発導入部　●運営部
●催事部
専門店の廃棄物削減・リサイク
ルを推進。分別徹底による再生
紙比率向上への取り組み。

営
業
サ
ポ
ー
ト
本
部

●管理部
●商品・品質管理部
●お客様サービス部
●営業企画部
●営業政策部
お客様の理解を得ながら空調
温度設定による省エネ化推進。
地方自治体と協力しながら、お
客様の安全・安心のための取り
組みを推進（管理部）。PLCに関
与し、価値ある商品を提供（商
品・品質管理部）。環境配慮企
画の政策立案・推進・進捗の確
認（営業政策部）。折り込みチラ
シの削減、WEBなどの媒体の
活用（営業企画部）。

衣
料
部

●レディス部　●メンズ部
●子供ベビー・靴服飾部
●インナー部
●衣料企画部
●アピタ衣料部
●ピアゴ衣料部

「eco!onオーガニック・シャン
カーコットン」商品の企画・販
売 。「カイテキープ 　 CO OL 
ON」「COOL FUNCTION」

「DRY FUNCTION」商品の企
画・販売。

住
関
部

●ヘルス&ビューティ部
●ホームファッション部
●ハウスウェア
　&エレクトリック部
●ホビー
　&ステーショナリー部
●住関企画部
●アピタ住関部　
●ピアゴ住関部
環境配慮商品eco!onの販売推
進。部内におけるコピー使用量
の削減。

食
品
本
部

●ドライ食品部　●鮮魚部
●精肉部　●青果部
●コンセ部
●食品企画部　
●アピタ食品部
●ピアゴ食品部
店舗での食品廃棄物の発生抑
制。StyleONE商品・留型商品
の拡販（包材削減の環境配慮
商品）。

関
東
事
務
所

●業務管理部
●営業管理部
●関東営業部
●衣料部　●住関部
●食品部
食品リサイクルを適正かつ積極
的に推進。2018年までにレジ袋
の辞退率85％を達成する。使用
済み容器包装の店頭回収を積
極的に推進。環境イベントのエコ
博とエコフェスタの開催。EV充
電スタンドの設置を推進。ISO
認証をアピタ全店舗へ拡大。

山
静
事
務
所

●業務管理部
●営業管理部
●山静営業部
●衣料部　●住関部
●食品部
静岡県との包括協定による取
り組みの推進。エコ博の開催

（ラザウォーク甲斐双葉、アピタ
静岡店）。行政との共同による
環境学習の実施。静岡県・山梨
県で食品リサイクルループの継
続。ISO認証をアピタ全店舗へ
拡大。

北
陸
事
務
所

●業務管理部
●営業管理部
●北陸営業部
●衣料部　●住関部
●食品部
食品リサイクル率の向上（目標
70％）。食品リサイクルループの
構築。レジ袋辞退率の向上（目
標87％）。エコ博の開催（アピタ
富山東店、アピタ松任店、アピタ
福井大和田店）。EV充電スタン
ドの設置を推進。ISO認証をア
ピタ全店舗へ拡大。

グ
ル
ー
プ
経
理
財
務
本
部

●財務部　●経理部
経営統合に伴うIFRS（国
際財務報告基準）導入に
より、ユニーおよび子会社
に新たな発生や負荷が予
想される経理関連業務の
把握と効率的な運用方法
の提案、指導。

グ
ル
ー
プ
戦
略
本
部

●経営企画部
●オムニチャネル
　戦略部
自分達の業務における環
境に対する負荷の削減。
事業会社への環境影響の
軽減の施策を提案・実施。

グ
ル
ー
プ
業
務
企
画
部

●グループ業務企画部
ユニーならびに各事業会
社の環境影響の負荷軽減
につながる施策の企画、
立案、実施。

改善部・国際部

ECビジネス部

関係会社管理部
秘書室
広報IR室

監査室

店　舗　※p10に店舗環境ISO推進体制の詳細を記載しています。

環境側面の特定

本社サーベイランス審査 本社サーベイランス部門審査 本社サーベイランス現場内審査

アピタ岐阜店 ISOバックヤード審査 アピタ各務原店 ISO審査 アピタ美濃加茂店 ISO売り場内審査

　2004年1月に本社事務所がISO14001を認証取得し、その後関東事務所・山静事務所・北陸事務所がそれぞれ本部として認証取得しました。
2008年2月、本社が各本部を統合、同年8月にはユーストアを合併し組織変更・拡大を図りました。2013年8月、ユニーグループ・ホールディン
グスが認証範囲に加わり、そして、2014年2月からモデル店舗（アピタ千代田橋店、アピタ長津田店、アピタ富士吉原店、アピタ松任店）が認
証取得し、順次、店舗認証の拡大を進めています。

　店舗での環境活動をより推進していくためにISO14001の認証取
得を全店へと拡大していきます。モデル店舗の4店舗に加えて、
2015年度は、ユニーが店舗展開する1府18県で各府県1店舗の19
店舗にて認証の拡大を図りました。2016年7月には新たに17店舗が
認証を取得、これで40店舗になりました。
　2016年度中にアピタ全店舗、2017年度中には、ピアゴ全店舗に
てISO14001の理解活動を拡大していきます。
　ISOの環境目標には、従業員から提案された環境側面をテーマに
取り組んでいます。

　環境影響で重大なものに災害があります。愛知県稲沢市の本社では
2011年の東日本大震災レベルの災害が東海地方におこることを想定
し、防災訓練を計画して実施しました。

　ユニーは営業活動の中で地球環境に対してさまざまな影響を及ぼしています。商品を生産者から
仕入れ、運び、販売し、お客様に消費していただくバリューチェーンのそれぞれの過程で発生する
環境に悪い影響（環境負荷）をできるだけ低減することを環境目的目標にしています。また、環境
配慮商品の販売やエコストアの建設、容器包装の削減や廃棄物のリサイクルなど、環境をよくする
ための活動をさらに進めることも、環境マネジメントシステムで実践しています。このシステムは、
Ｐlan（計画）・Ｄｏ（実行）・Ｃheck（検証）・Ａction（見直し、改善）のスパイラルで環境方針を
実現し、持続可能な社会構築のために持続的に改善していくものです。

　環境方針・環境目標やマネジメントシステムの理解を深め、環境活
動を実践していくために、適用範囲の全従業員と関係する人々に教
育を実施しました。環境目標は、部門ごとに業務の環境影響調査を
行い、環境側面を抽出して設定しました。「環境実施計画」策定につ
いての教育を実施しました。
　また、環境マネジメントシステムの内部監査の監査員教育を行い、
認定取得は352名になりました。

　店舗でISO14001認証取得、40店舗に拡大 　緊急事態への対応

　ISO14001推進のための社員教育

電気使用量の削減環境関連法令の遵守

排水水質の改善廃棄物の削減とリサイクルの推進

営業と一体となった地域貢献活動

①

③

⑤

②

④

◆店舗におけるISOの環境・目標（2016年度）

　店舗の環境ISO推進体制に基づくメンバー
により、月に1度、ISO推進委員会が開催さ
れます。店舗で作成した環境実施計画書の
具体的な数値を評価して、点検・見直しを
実施し、具体的な施策を講じていきます。 ISO推進委員会

　店舗環境ISO推進体制

ISO委員長:店長

ISO推進委員会

ISO副委員長:業務副店長（管理事務局）

設備担当

衣料副店長 住関副店長 食品副店長 テナント担当副店長 専門店代表者

ユニー株式会社
代表取締役社長

業務サポート本部長

内部監査責任者

環境管理責任者

ワーキングチーム ISO事務局

ISO14001認証取得に向けて

リーフウォーク稲沢
支配人　朱宮 伸治

　アピタ稲沢東店は、2016年3月からISO14001の
理解活動を開始しました。従業員の環境への意識が
向上し、これまで推進してきた環境保全活動の精度を
上げて取り組みました。その効果として、活動開始の3
月から6月までの環境目標は毎月すべての項目で目標を
大きく上回って達成できました。

アピタ稲沢東店　2016年7月ISO14001認証取得

本社合同消火訓練

内部監査員養成合宿 本社従業員集合教育

店舗でのISO14001理解活動
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ユニーは持続可能な社会を目指し、低炭素企業活動を通して循環型社会・自然共生社会を実現するために、環境方針に基づき、さらにエコ・ファースト
企業として、継続的な環境保全活動を行っています。そのために、ISO14001マネジメントシステムを用い、具体的な環境目的および数値的な環境目標
を設定し、達成するために取り組んでいます。2014年度からは環境マネジメントシステムの範囲を店舗に拡大、2016年度には68店舗でPDCAの環を
回す計画です。現在だけではなく、未来のことも考えて計画を立て、お客様と一緒に「環境にやさしいお買い物」で持続可能な社会を実現します。

環境計画の概要

環境計画

環境方針 取り組み項目 2015年度目標 2015年度結果 評価 2016年度目標

環境マネジメントシステムの構築 ■‌�ISO14001による全社における環境マネ
ジメントシステムの構築

■エコ・ファーストの約束達成のための環境実施計画年度目標を達成する ■エコ・ファーストの約束をISO14001の環境マネジメントに組み込み、達成する ○ ■エコ・ファーストの約束のフォローアップを環境大臣と行う

■‌�環境マネジメントシステムの範囲を店舗に拡大する今年度は、府県ごとに
　1店舗の登録認証範囲の拡大を目指す

■茨城県（水害の影響）を除き1府18県下23店舗で認証取得
■‌�エネルギー、廃棄物排出状況、レジ袋削減、排水質管理、リサイクルなどの管理
システムで目標管理を実施

○
■‌�環境マネジメントシステムの範囲を店舗に拡大する今年度
は、アピタ全店舗で導入、68店舗の登録認証範囲の拡大を
目指す

エコストアの実現

■省エネ設備によるエネルギー削減 ■新店、改築店舗に有効な環境機器を導入し、その効果を測定する ■‌�68店舗の照明器具にLEDを設置、食品売り場の冷凍ケースに扉付き（リーチイン）
を導入した ○ ■‌�既設店舗のLED照明付け替え効果および新店、改築店舗に有

効な環境機器を導入し、その効果を測定する

■‌�環境配慮商品の販売による低炭素型ライ
フスタイルを提供

■‌�環境配慮商品eco!onの容器包装の開発コンセプトを見直し、開発商品数
　および売り上げ拡大を図る

■環境配慮商品eco!onの開発、販売を拡大した
■eco!on開発数　148件
■売上　約5億円（62.5%）※主力商品リニューアル中で売上減少

×
■‌�環境配慮商品eco!onの容器包装の開発コンセプトの見直し
を実施する

■開発商品数および売り上げ拡大を図る（前年比　110%）
■‌�環境配慮商品eco!onのバリューチェーンの環境負荷低減効果を見える化し、
　お客様に訴求する ■カーボンフットプリントの算出ができなかった × ■‌�環境配慮商品eco!onのバリューチェーンの環境負荷低減効

果を見える化し、お客様に訴求する（CO2換算など）

環境負荷の低減

■省エネへの取り組み

■CO2を原単位で1%削減する ■2014年度比4.8％削減 ○ ■CO2を原単位で1%削減する
■COOL CHOICE活動をお客様と一緒に取り組む

■店舗エネルギー管理者に省エネ教育を実施する ■業務副店長会議で省エネ講習を開催（2回） ○ ■店舗エネルギー管理者に省エネ教育を実施し、検証する

■使用エネルギーを1%削減する
■電気使用量	932,416千kWh	 （99.0%）	 △1.0%
■ガス使用量	 21,228千㎥	（95.7%）	 △4.3%
■石油使用量	 5,956千ℓ	（93.5%）	 △6.5%

○ ■使用エネルギーを1%削減する

■物流システムの見直し ■物流の合理化による環境負荷低減を図る ■輸送距離・量・エネルギー使用量とも増加したが、CO2発生源単位は98.2%
■デジタコ・ドライブレコーダー導入、エコ運転啓発 △ ■物流の合理化による環境負荷低減を図る

■エコドライブ啓発を推進する
■段ボール　2%削減 ■段ボール　1.6％削減　※通いカゴ（青果など）の利用拡大のため △ ■段ボール　2%削減

■包装資材の使用削減

■‌�PB商品の容器包装を見直し、包装資材の軽減化、バイオマスプラスチッ
　ク製容器包装の拡大を図る ■バイオマスプラスチック製容器の店頭回収で再生製品を作製した △ ■‌�PB商品の容器包装を見直し、包装資材の軽減化、バイオマ

スプラスチック製容器包装の拡大を図る

■包装資材　3%削減
■レジ袋　587ｔ（95.3%）　△4.7%
■包装紙　137ｔ（99.3%）　△0.7%
■紙袋　　146ｔ（96.0%）　△4.0%
■合計で前年比△3.97％

○ ■包装資材　3%削減

■レジ袋辞退率　80%目標（2018年までに85%達成を目指す） ■全店有料化店舗　100%達成
■全社換算　86.1% ○ ■‌�レジ袋辞退率85%を維持する（2018年までに85%達成を目

指す）

廃棄物の適正処理と
リサイクル推進

■廃棄物排出削減 ■廃棄物排出総量　前年比　2%削減 ■廃棄物総排出量　1%削減
■廃棄物処理場、リサイクル現場を確認 × ■廃棄物排出総量　前年比　2%削減

■食品リサイクル推進

■リサイクルループに周辺店舗を組み入れ、規模の拡大を図る
■営業店舗所在地1府18県でリサイクルループ15件を運用。（福島県を除く）
■岐阜県でエコフィードを製造し鶏卵を生産する「橋本」が食品リサイクルループ
に認定された ○

■�事業継続のために、既存のリサイクルループの運用状況を確
認し、生産品の流通ルートの確保、販売拡大を図る

■‌�既存のリサイクルループに周辺店舗を組み入れ、規模の拡大
を図る

■リサイクルループ参加店舗145店舗実現 ■リサイクルループ参加店舗　145店舗 ■リサイクルループ参加店舗150店舗で実施
■リサイクル率　61.0% ■リサイクル率　61.6%

○

■リサイクル率　63.0%
■発生抑制　△25.0%（2007年度比） ■発生抑制　△28.9%（2007年度比） ■発生抑制　△25.0%
■売り上げ100万円あたりの発生量　33kg
■再生利用等実施率　70.0%

■売り上げ100万円あたりの発生量　31.3kg
■再生利用等実施率　72.9%

■売り上げ100万円あたりの発生量　31.0kg
■再生利用等実施率　72.0%

■店頭容器包装回収の推進

■リサイクルボックスの回収品目を増やす
■全店4品目を回収する
■リサイクル回収量を増やす

■牛乳パック　　　530,667kg（97.8%）
■トレイ　　　　　274,643kg（97.9%）
■アルミ缶　　　　647,981kg（107.1%）
■ペットボトル　2,200,183kg（103.5%）
■リサイクルボックス回収実績　2.8%向上

○
■リサイクルボックスの回収品目を増やす
■全店4品目を回収する
■リサイクル回収量を増やす

■一部店舗で透明プラ容器を回収しリサイクルする ■透明プラスチック容器回収は未実施 × ■回収した商品トレイをケミカルリサイクルで再資源化する

■バイオマスプラ製容器包装
■使用品目を増やす ■PB商品の容器包装の見直しを検討中 △ ■使用品目を増やす

■回収店頭を拡大する ■リサイクル製品（道路工事資材）作製
■店頭回収140店舗で実施 × ■回収店頭を拡大する

環境情報の開示と環境保全活動

■環境情報の開示
■環境学習DVDの作成
■チラシ・POPなどで環境配慮商品eco!onを紹介し、拡販する
■新しいポスターを作成し、さらに情報提供を進める

■ISO店舗導入教育用DVDを作成した
■eco!onなどの情報を掲載、HPのリニューアル
■環境掲示板の設置を標準化

○
■環境学習DVDの作成
■チラシ・POP・HPなどで環境配慮商品eco!onを紹介し、
　拡販する
■新しいポスターを作成し、さらに情報提供を進める

■環境保全活動 ■クリーンアップキャンペーンを全店で年2回実施 ■全店実施 ○ ■クリーンアップキャンペーンを全店で年2回実施

■環境教育、啓発活動の拡大

■店舗の省エネ教育を実施 ■テナントの廃棄物分別教育を実施

○

■店舗の省エネ教育を実施
■子ども環境学習120回、農業体験8回 ■子ども環境学習106回、農業体験8回を実施 ■子ども環境学習120回、農業体験8回

■エコ博を10回開催、エコフェスタを4回実施 ■エコ博を10店舗で10回開催、エコフェスタを5店舗で開催
■メッセナゴヤ、EPOCに参加 ■エコ博を10回開催、エコフェスタを8回実施

■環境関連事業者連絡会セミナーの開催 ■講演会、リサイクル施設見学会を2回実施 ■環境関連事業者連絡会セミナーの開催

環境汚染防止 ■環境汚染物質の排出抑制と監視
■全店舗での排水水質監視を実施
■低濃度PCBの適正管理を実施

■水質検査の実施と排水管理マニュアル（DVD作成）の徹底
■排水水質検査の全店実施、基準値以内に法令遵守 △

■‌�教育用資料作成（iPad全対応）店舗での排水水質監視を実施
■低濃度PCBの適正管理を実施

■フロン排出抑制法対応を実施 ■適正管理の実施 ■フロン排出抑制法対応を実施
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ユニーは持続可能な社会を目指し、低炭素企業活動を通して循環型社会・自然共生社会を実現するために、環境方針に基づき、さらにエコ・ファースト
企業として、継続的な環境保全活動を行っています。そのために、ISO14001マネジメントシステムを用い、具体的な環境目的および数値的な環境目標
を設定し、達成するために取り組んでいます。2014年度からは環境マネジメントシステムの範囲を店舗に拡大、2016年度には68店舗でPDCAの環を
回す計画です。現在だけではなく、未来のことも考えて計画を立て、お客様と一緒に「環境にやさしいお買い物」で持続可能な社会を実現します。

環境計画の概要

環境計画

環境方針 取り組み項目 2015年度目標 2015年度結果 評価 2016年度目標

環境マネジメントシステムの構築 ■‌�ISO14001による全社における環境マネ
ジメントシステムの構築

■エコ・ファーストの約束達成のための環境実施計画年度目標を達成する ■エコ・ファーストの約束をISO14001の環境マネジメントに組み込み、達成する ○ ■エコ・ファーストの約束のフォローアップを環境大臣と行う

■‌�環境マネジメントシステムの範囲を店舗に拡大する今年度は、府県ごとに
　1店舗の登録認証範囲の拡大を目指す

■茨城県（水害の影響）を除き1府18県下23店舗で認証取得
■‌�エネルギー、廃棄物排出状況、レジ袋削減、排水質管理、リサイクルなどの管理
システムで目標管理を実施

○
■‌�環境マネジメントシステムの範囲を店舗に拡大する今年度
は、アピタ全店舗で導入、68店舗の登録認証範囲の拡大を
目指す

エコストアの実現

■省エネ設備によるエネルギー削減 ■新店、改築店舗に有効な環境機器を導入し、その効果を測定する ■‌�68店舗の照明器具にLEDを設置、食品売り場の冷凍ケースに扉付き（リーチイン）
を導入した ○ ■‌�既設店舗のLED照明付け替え効果および新店、改築店舗に有

効な環境機器を導入し、その効果を測定する

■‌�環境配慮商品の販売による低炭素型ライ
フスタイルを提供

■‌�環境配慮商品eco!onの容器包装の開発コンセプトを見直し、開発商品数
　および売り上げ拡大を図る

■環境配慮商品eco!onの開発、販売を拡大した
■eco!on開発数　148件
■売上　約5億円（62.5%）※主力商品リニューアル中で売上減少

×
■‌�環境配慮商品eco!onの容器包装の開発コンセプトの見直し
を実施する
■開発商品数および売り上げ拡大を図る（前年比　110%）

■‌�環境配慮商品eco!onのバリューチェーンの環境負荷低減効果を見える化し、
　お客様に訴求する ■カーボンフットプリントの算出ができなかった × ■‌�環境配慮商品eco!onのバリューチェーンの環境負荷低減効

果を見える化し、お客様に訴求する（CO2換算など）

環境負荷の低減

■省エネへの取り組み

■CO2を原単位で1%削減する ■2014年度比4.8％削減 ○ ■CO2を原単位で1%削減する
■COOL CHOICE活動をお客様と一緒に取り組む

■店舗エネルギー管理者に省エネ教育を実施する ■業務副店長会議で省エネ講習を開催（2回） ○ ■店舗エネルギー管理者に省エネ教育を実施し、検証する

■使用エネルギーを1%削減する
■電気使用量	932,416千kWh	 （99.0%）	 △1.0%
■ガス使用量	 21,228千㎥	（95.7%）	 △4.3%
■石油使用量	 5,956千ℓ	（93.5%）	 △6.5%

○ ■使用エネルギーを1%削減する

■物流システムの見直し ■物流の合理化による環境負荷低減を図る ■輸送距離・量・エネルギー使用量とも増加したが、CO2発生源単位は98.2%
■デジタコ・ドライブレコーダー導入、エコ運転啓発 △ ■物流の合理化による環境負荷低減を図る

■エコドライブ啓発を推進する
■段ボール　2%削減 ■段ボール　1.6％削減　※通いカゴ（青果など）の利用拡大のため △ ■段ボール　2%削減

■包装資材の使用削減

■‌�PB商品の容器包装を見直し、包装資材の軽減化、バイオマスプラスチッ
　ク製容器包装の拡大を図る ■バイオマスプラスチック製容器の店頭回収で再生製品を作製した △ ■‌�PB商品の容器包装を見直し、包装資材の軽減化、バイオマ

スプラスチック製容器包装の拡大を図る

■包装資材　3%削減
■レジ袋　587ｔ（95.3%）　△4.7%
■包装紙　137ｔ（99.3%）　△0.7%
■紙袋　　146ｔ（96.0%）　△4.0%
■合計で前年比△3.97％

○ ■包装資材　3%削減

■レジ袋辞退率　80%目標（2018年までに85%達成を目指す） ■全店有料化店舗　100%達成
■全社換算　86.1% ○ ■‌�レジ袋辞退率85%を維持する（2018年までに85%達成を目

指す）

廃棄物の適正処理と
リサイクル推進

■廃棄物排出削減 ■廃棄物排出総量　前年比　2%削減 ■廃棄物総排出量　1%削減
■廃棄物処理場、リサイクル現場を確認 × ■廃棄物排出総量　前年比　2%削減

■食品リサイクル推進

■リサイクルループに周辺店舗を組み入れ、規模の拡大を図る
■営業店舗所在地1府18県でリサイクルループ15件を運用。（福島県を除く）
■岐阜県でエコフィードを製造し鶏卵を生産する「橋本」が食品リサイクルループ
に認定された ○

■�事業継続のために、既存のリサイクルループの運用状況を確
認し、生産品の流通ルートの確保、販売拡大を図る
■‌�既存のリサイクルループに周辺店舗を組み入れ、規模の拡大
を図る

■リサイクルループ参加店舗145店舗実現 ■リサイクルループ参加店舗　145店舗 ■リサイクルループ参加店舗150店舗で実施
■リサイクル率　61.0% ■リサイクル率　61.6%

○

■リサイクル率　63.0%
■発生抑制　△25.0%（2007年度比） ■発生抑制　△28.9%（2007年度比） ■発生抑制　△25.0%
■売り上げ100万円あたりの発生量　33kg
■再生利用等実施率　70.0%

■売り上げ100万円あたりの発生量　31.3kg
■再生利用等実施率　72.9%

■売り上げ100万円あたりの発生量　31.0kg
■再生利用等実施率　72.0%

■店頭容器包装回収の推進

■リサイクルボックスの回収品目を増やす
■全店4品目を回収する
■リサイクル回収量を増やす

■牛乳パック　　　530,667kg（97.8%）
■トレイ　　　　　274,643kg（97.9%）
■アルミ缶　　　　647,981kg（107.1%）
■ペットボトル　2,200,183kg（103.5%）
■リサイクルボックス回収実績　2.8%向上

○
■リサイクルボックスの回収品目を増やす
■全店4品目を回収する
■リサイクル回収量を増やす

■一部店舗で透明プラ容器を回収しリサイクルする ■透明プラスチック容器回収は未実施 × ■回収した商品トレイをケミカルリサイクルで再資源化する

■バイオマスプラ製容器包装
■使用品目を増やす ■PB商品の容器包装の見直しを検討中 △ ■使用品目を増やす

■回収店頭を拡大する ■リサイクル製品（道路工事資材）作製
■店頭回収140店舗で実施 × ■回収店頭を拡大する

環境情報の開示と環境保全活動

■環境情報の開示
■環境学習DVDの作成
■チラシ・POPなどで環境配慮商品eco!onを紹介し、拡販する
■新しいポスターを作成し、さらに情報提供を進める

■ISO店舗導入教育用DVDを作成した
■eco!onなどの情報を掲載、HPのリニューアル
■環境掲示板の設置を標準化

○
■環境学習DVDの作成
■チラシ・POP・HPなどで環境配慮商品eco!onを紹介し、
　拡販する
■新しいポスターを作成し、さらに情報提供を進める

■環境保全活動 ■クリーンアップキャンペーンを全店で年2回実施 ■全店実施 ○ ■クリーンアップキャンペーンを全店で年2回実施

■環境教育、啓発活動の拡大

■店舗の省エネ教育を実施 ■テナントの廃棄物分別教育を実施

○

■店舗の省エネ教育を実施
■子ども環境学習120回、農業体験8回 ■子ども環境学習106回、農業体験8回を実施 ■子ども環境学習120回、農業体験8回

■エコ博を10回開催、エコフェスタを4回実施 ■エコ博を10店舗で10回開催、エコフェスタを5店舗で開催
■メッセナゴヤ、EPOCに参加 ■エコ博を10回開催、エコフェスタを8回実施

■環境関連事業者連絡会セミナーの開催 ■講演会、リサイクル施設見学会を2回実施 ■環境関連事業者連絡会セミナーの開催

環境汚染防止 ■環境汚染物質の排出抑制と監視
■全店舗での排水水質監視を実施
■低濃度PCBの適正管理を実施

■水質検査の実施と排水管理マニュアル（DVD作成）の徹底
■排水水質検査の全店実施、基準値以内に法令遵守 △

■‌�教育用資料作成（iPad全対応）店舗での排水水質監視を実施
■低濃度PCBの適正管理を実施

■フロン排出抑制法対応を実施 ■適正管理の実施 ■フロン排出抑制法対応を実施
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　COOL CHOICEとは
　国は地球温暖化対策を国民へ普及啓発するために「COOL 
CHOICE（クールチョイス）」活動を2015年より展開しています。
COOL CHOICEは「賢い選択」という意味で、地球温暖化への危
機感を共有し、一人ひとりの意識を変え、ライフスタイルを賢く選ぶ
ことを目指しています。

　毎日の生活でCOOL CHOICE
　2030年までに2013年度比40％の温室効果ガス排出量を家庭部
門で削減するためには、家や自動車、家電製品などのエコ商品への
買い替えに加え、毎日の生活を見直すことが必要です。一生に一
度、50年に一回の家の購入や建て替えはCO2削減効果がとても大
きいと見込めます。また、自動車や家電製品をエコカーや省エネ型に
買い替えることも即刻効果が出る行動です。しかし、これらは大きな
出費が伴い、機会はたびたびありません。
　そこで、毎日の生活を見直し、一人ひとりが地球温暖化防止に貢
献できる活動「エコショッピング」「エコドライブ」「クールビズ」な
どに取り組むことが重要なCOOL CHOICEにつながります。

　ユニーでは、お客様・地域社会・お取引先様とともに、持続可能な社会構築に向けたさまざまな環境活動を進めてきました。自社の省エネ
や廃棄物の発生抑制・リサイクルの促進、環境配慮商品eco!onの販売など、企業としての環境活動だけでは持続可能な社会を構築すること
はできません。お客様の生活をエコライフスタイルに変えていただくことが、ユニーの目指すCOOL CHOICEです。

　環境省は2016年5月、環境大臣をチームリーダーとし
た「COOL CHOICE推進チーム」を立ち上げました。
COOL CHOICE推進チームのメンバーには、ユニーをは
じめ大手流通や経済団体、自治体、テレビの放送作家、
雑誌の編集長などもいます。COOL CHOICEは強制され
るものではなく、「省エネでお得」「楽しく参加」「手軽で
便利」など普段の暮らしのなかで実施してもらえる行動を
普及・啓発することを期待されています。

エコ・ファーストの約束3 環境にイイこと、
プラス。

　ユニーのCOOL CHOICEの取り組み

COOL CHOICEのロゴマーク

地球温暖化はCO2など温室効果ガスの増加が原因であるとされています。最近では地球温暖化によると推測される気候変動が各地で
観測され、日常生活にも影響を与えています。こうしたなかで、昨年暮れのCOP21で採択されたパリ協定で、
日本は「2030年までに2013年度の温室効果ガス排出量と比べ26％を削減する」という目標を掲げました。
この目標を達成するために、国民への普及活動強化が盛り込まれた地球温暖化対策推進法が2016年5月に改正されました。

低 炭 素 社 会

低 炭 素 社 会 の 構 築

　国が2030年度までに目標を達成するには、家庭やオ
フィスから排出される民生部門の温室効果ガスを2013
年度と比べて40％削減する必要がありますが、これまで
行ってきた国民運動「環のくらし」「チームマイナス6％」

「チャレンジ25」では効果が出ず、反対に排出量は増加
していました。

地球温暖化とは

国民運動　旗印はCOOL CHOICE

　COOL CHOICE推進チーム

　「お買い物でCOOL CHOICE」を推進
　ユニーの店舗では、環境配慮商品eco!onの販売、容器包装の削減や使い終わった容器を再生利用するために回収するリサイクルボックスの
設置、できるだけ環境負荷の少ない来店方法を推進するための電気自動車充電スタンドの設置など、お客様に「お買い物でCOOL 
CHOICE」を実践していただくために取り組んでいます。また、既存店舗の照明をLEDに換えたり、新規開店店舗の空調施設を省エネ型にす
るなど、環境配慮型店舗設備導入の推進、ユニーに来店してお買い物することがCOOL CHOICEになるように努めています。

　お客様にCOOL CHOICEを普及・啓発
　体験型環境イベント「エコ博」「エコフェア」の2015年のテーマは「お買い物で
COOL CHOICE」。ユニーと地域の環境啓発団体、メーカーや環境関連事業者、自治
体が一緒になって、お客様に楽しくCOOL CHOICEなライフスタイルを体験していただく
イベントを各地の大型ショッピングセンターで開催しています。

　夏休み自由研究でCOOL CHOICEを
　普及・啓発
　ユニーでは毎年夏に、子ども達に夏休み自由
研究の参考にしていただくため、店舗に「お買
い物を通して環境活動」につながる内容の展示
を行っています。2016年の夏休みは「お買い
物でCOOL CHOICE」をテーマに実施しました。

出典：温室効果ガスインベントリ（環境省・国立環境研究所）をもとに作成

◆COOL CHOICE目指すべき新しい価値観 （環境省資料より）

◆COOL CHOICEを旗印とするムーブメントづくり （環境省資料より）

COOL CHOICE推進チーム ユニーの「お買い物でクール
チョイス」を説明する百瀬部長

さまざまな業界から
クールチョイスへの提言

地元NPOの取組みを紹介ユニーのCOOL CHOICEを
お客様にアピール

会場を子ども達と一緒に回る
エコロキッズツアー

キリンブースではビールの容器包装の
削減を紹介

積水ハウスの取組みを紹介 山崎製パンのブースでは
容器包装の減装ショッピングを紹介

COOL CHOICEをテーマにした展示

とよあけ市民大学　1day summer school

　地域のイベントでもCOOL CHOICE

　CO2などの温室効果ガス（GHG：Green House 
Gases)の増加により、地球表面から出てくる赤外線
が吸収・再放出され大気中に熱が溜まり、地球温暖
化が進んでいるといわれています。本来自然界で発
生したCO2は、森林や海洋による吸収によりバランス
が取れていたのですが、人間が化石燃料（石油や石
炭、天然ガスなど）を消費するようになり、吸収しき
れなくなってしまいました。
　地球温暖化は、化石燃料をエネルギーとして電気を
起こしたり、自動車を走らせたり、冷暖房に使用するこ
とにより温室効果ガスを排出し、また熱を放出している
ことが原因といわれています。このまま地球温暖化が
進むと、100年後には大気中の温室効果ガスがさらに
増加し、平均気温が上昇し、多くの生き物が生存でき
なくなるといわれています。

フロン
CFCs・HCFs

メタン
CH4

二酸化炭素
CO2

亜酸化窒素
N2O

温室効果ガス（GHG）

地球温暖化の一番の原因は
二酸化炭素！！

エコライフスタイルでCOOL CHOICE
クールビズ・エコショッピング

低炭素型サービスでCOOL CHOICE
カーシェアリング・公共交通利用

買い替えでCOOL CHOICE
LED照明・エコカー・低炭素商品

　地球環境の現状 　家庭部門のCO2排出状況

重
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●危機意識浸透のための効果的な
コンテンツの作成

●動画等の伝達手段の活用
●地球温暖化防止コミュニケー
ターによる出前授業

●小・中・高校等での環境教育

●家電量販店、小売店等と連携し
た LED・省エネ家電への買換
え促進

●LED 普及キャンペーン「あかり
未来計画」

●関係業界と連携した高効率給湯
器、節水型トイレ、高断熱高気密
住宅の新築・リフォームの促進

●自販連、自工会等と連携したエ
コカーの販売促進

●鉄道・バス業界等と連携し、公
共交通の利用促進

●関連企業と連携し、都市部での
カーシェアリングを促進

●物流業界、ネット通販業界、コ
ンビニ等と連携し、低炭素物流
サービスの利用を促進

●自治体、産業界、メディア、NPO
等と連携し、クールビズ、ウォー
ムビズ、ウォームシェア、エコ
ドライブ等の普及イベント開催
等の広報を実施

地球温暖化に関する危機意識の浸透
●地球温暖化問題を身近に感じてもらうこ
とにより国民一人一人の自主的な行動を
促す

① 低炭素製品への買換
●LED・エアコン・冷蔵庫・エコカーな
どの省エネ製品

●高効率給湯器、節水型トイレ
●高断熱高気密住宅の新築・リフォーム

② 低炭素サービスの選択
●公共交通
●都市部ではカーシェアリング
●低炭素物流サービスの利用
●スマートメーターによる「見える化」

③ 低炭素なライフスタイル転換
●クールビズ、ウォームビズ等を通じた
節電

●ウォームシェア（公共施設、都市部で
は銭湯の利用等）

●エコドライブ、自転車の利用
●森里川海の保全・活用
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経済的（省エネ）で快適・健康的（室内環境・ヒートショック防止等）な、
低炭素な暮らし

目指すべき新しい価値観
「CO2排出のより少ない」商品、サービス、ライフスタイルを
選択すること（＝COOL CHOICE）が 当たり前

さらに、認知⇒行動の共有
＋

認知⇒行動の各段階で、
ハードルを越える

地球温暖化は手を
こまねいていては
いけない

・自分にも責任
・自分の行動が有効

・行動がとれるか
・手間や費用は？ 「COOL CHOICE」

認 知 行 動

21,000

19,000

17,000

15,000

13,000

11,000

5,000
1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2025 2030

（年度）

環のくらし開始

◆家庭部門のCO2排出量

東日本大震災後の
節電開始

チャレンジ 25
開始チームマイナス 6% 開始

2013 年度から
約 4 割削減

（万 tCO2）

LED電球の導入で
COOL CHOICE

スーパーへは
電気自動車で

COOL CHOICE

環境配慮商品eco!onを
買って使えば

COOL CHOICE
使い終わった容器包装は

リサイクルボックスで
COOL CHOICE

◆COOL CHOICEの活動例
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　COOL CHOICEとは
　国は地球温暖化対策を国民へ普及啓発するために「COOL 
CHOICE（クールチョイス）」活動を2015年より展開しています。
COOL CHOICEは「賢い選択」という意味で、地球温暖化への危
機感を共有し、一人ひとりの意識を変え、ライフスタイルを賢く選ぶ
ことを目指しています。

　毎日の生活でCOOL CHOICE
　2030年までに2013年度比40％の温室効果ガス排出量を家庭部
門で削減するためには、家や自動車、家電製品などのエコ商品への
買い替えに加え、毎日の生活を見直すことが必要です。一生に一
度、50年に一回の家の購入や建て替えはCO2削減効果がとても大
きいと見込めます。また、自動車や家電製品をエコカーや省エネ型に
買い替えることも即刻効果が出る行動です。しかし、これらは大きな
出費が伴い、機会はたびたびありません。
　そこで、毎日の生活を見直し、一人ひとりが地球温暖化防止に貢
献できる活動「エコショッピング」「エコドライブ」「クールビズ」な
どに取り組むことが重要なCOOL CHOICEにつながります。

　ユニーでは、お客様・地域社会・お取引先様とともに、持続可能な社会構築に向けたさまざまな環境活動を進めてきました。自社の省エネ
や廃棄物の発生抑制・リサイクルの促進、環境配慮商品eco!onの販売など、企業としての環境活動だけでは持続可能な社会を構築すること
はできません。お客様の生活をエコライフスタイルに変えていただくことが、ユニーの目指すCOOL CHOICEです。

　環境省は2016年5月、環境大臣をチームリーダーとし
た「COOL CHOICE推進チーム」を立ち上げました。
COOL CHOICE推進チームのメンバーには、ユニーをは
じめ大手流通や経済団体、自治体、テレビの放送作家、
雑誌の編集長などもいます。COOL CHOICEは強制され
るものではなく、「省エネでお得」「楽しく参加」「手軽で
便利」など普段の暮らしのなかで実施してもらえる行動を
普及・啓発することを期待されています。

エコ・ファーストの約束3 環境にイイこと、
プラス。

　ユニーのCOOL CHOICEの取り組み

COOL CHOICEのロゴマーク

地球温暖化はCO2など温室効果ガスの増加が原因であるとされています。最近では地球温暖化によると推測される気候変動が各地で
観測され、日常生活にも影響を与えています。こうしたなかで、昨年暮れのCOP21で採択されたパリ協定で、
日本は「2030年までに2013年度の温室効果ガス排出量と比べ26％を削減する」という目標を掲げました。
この目標を達成するために、国民への普及活動強化が盛り込まれた地球温暖化対策推進法が2016年5月に改正されました。

低 炭 素 社 会

低 炭 素 社 会 の 構 築

　国が2030年度までに目標を達成するには、家庭やオ
フィスから排出される民生部門の温室効果ガスを2013
年度と比べて40％削減する必要がありますが、これまで
行ってきた国民運動「環のくらし」「チームマイナス6％」

「チャレンジ25」では効果が出ず、反対に排出量は増加
していました。

地球温暖化とは

国民運動　旗印はCOOL CHOICE

　COOL CHOICE推進チーム

　「お買い物でCOOL CHOICE」を推進
　ユニーの店舗では、環境配慮商品eco!onの販売、容器包装の削減や使い終わった容器を再生利用するために回収するリサイクルボックスの
設置、できるだけ環境負荷の少ない来店方法を推進するための電気自動車充電スタンドの設置など、お客様に「お買い物でCOOL 
CHOICE」を実践していただくために取り組んでいます。また、既存店舗の照明をLEDに換えたり、新規開店店舗の空調施設を省エネ型にす
るなど、環境配慮型店舗設備導入の推進、ユニーに来店してお買い物することがCOOL CHOICEになるように努めています。

　お客様にCOOL CHOICEを普及・啓発
　体験型環境イベント「エコ博」「エコフェア」の2015年のテーマは「お買い物で
COOL CHOICE」。ユニーと地域の環境啓発団体、メーカーや環境関連事業者、自治
体が一緒になって、お客様に楽しくCOOL CHOICEなライフスタイルを体験していただく
イベントを各地の大型ショッピングセンターで開催しています。

　夏休み自由研究でCOOL CHOICEを
　普及・啓発
　ユニーでは毎年夏に、子ども達に夏休み自由
研究の参考にしていただくため、店舗に「お買
い物を通して環境活動」につながる内容の展示
を行っています。2016年の夏休みは「お買い
物でCOOL CHOICE」をテーマに実施しました。

出典：温室効果ガスインベントリ（環境省・国立環境研究所）をもとに作成

◆COOL CHOICE目指すべき新しい価値観 （環境省資料より）

◆COOL CHOICEを旗印とするムーブメントづくり （環境省資料より）

COOL CHOICE推進チーム ユニーの「お買い物でクール
チョイス」を説明する百瀬部長

さまざまな業界から
クールチョイスへの提言

地元NPOの取組みを紹介ユニーのCOOL CHOICEを
お客様にアピール

会場を子ども達と一緒に回る
エコロキッズツアー

キリンブースではビールの容器包装の
削減を紹介

積水ハウスの取組みを紹介 山崎製パンのブースでは
容器包装の減装ショッピングを紹介

COOL CHOICEをテーマにした展示

とよあけ市民大学　1day summer school

　地域のイベントでもCOOL CHOICE

　CO2などの温室効果ガス（GHG：Green House 
Gases)の増加により、地球表面から出てくる赤外線
が吸収・再放出され大気中に熱が溜まり、地球温暖
化が進んでいるといわれています。本来自然界で発
生したCO2は、森林や海洋による吸収によりバランス
が取れていたのですが、人間が化石燃料（石油や石
炭、天然ガスなど）を消費するようになり、吸収しき
れなくなってしまいました。
　地球温暖化は、化石燃料をエネルギーとして電気を
起こしたり、自動車を走らせたり、冷暖房に使用するこ
とにより温室効果ガスを排出し、また熱を放出している
ことが原因といわれています。このまま地球温暖化が
進むと、100年後には大気中の温室効果ガスがさらに
増加し、平均気温が上昇し、多くの生き物が生存でき
なくなるといわれています。

フロン
CFCs・HCFs

メタン
CH4

二酸化炭素
CO2

亜酸化窒素
N2O

温室効果ガス（GHG）

地球温暖化の一番の原因は
二酸化炭素！！

エコライフスタイルでCOOL CHOICE
クールビズ・エコショッピング

低炭素型サービスでCOOL CHOICE
カーシェアリング・公共交通利用

買い替えでCOOL CHOICE
LED照明・エコカー・低炭素商品

　地球環境の現状 　家庭部門のCO2排出状況

重
層
的
・
波
状
的
な
普
及
啓
発

重
層
的
・
波
状
的
な
普
及
啓
発

●危機意識浸透のための効果的な
コンテンツの作成

●動画等の伝達手段の活用
●地球温暖化防止コミュニケー
ターによる出前授業

●小・中・高校等での環境教育

●家電量販店、小売店等と連携し
た LED・省エネ家電への買換
え促進

●LED 普及キャンペーン「あかり
未来計画」

●関係業界と連携した高効率給湯
器、節水型トイレ、高断熱高気密
住宅の新築・リフォームの促進

●自販連、自工会等と連携したエ
コカーの販売促進

●鉄道・バス業界等と連携し、公
共交通の利用促進

●関連企業と連携し、都市部での
カーシェアリングを促進

●物流業界、ネット通販業界、コ
ンビニ等と連携し、低炭素物流
サービスの利用を促進

●自治体、産業界、メディア、NPO
等と連携し、クールビズ、ウォー
ムビズ、ウォームシェア、エコ
ドライブ等の普及イベント開催
等の広報を実施

地球温暖化に関する危機意識の浸透
●地球温暖化問題を身近に感じてもらうこ
とにより国民一人一人の自主的な行動を
促す

① 低炭素製品への買換
●LED・エアコン・冷蔵庫・エコカーな
どの省エネ製品

●高効率給湯器、節水型トイレ
●高断熱高気密住宅の新築・リフォーム

② 低炭素サービスの選択
●公共交通
●都市部ではカーシェアリング
●低炭素物流サービスの利用
●スマートメーターによる「見える化」

③ 低炭素なライフスタイル転換
●クールビズ、ウォームビズ等を通じた
節電

●ウォームシェア（公共施設、都市部で
は銭湯の利用等）

●エコドライブ、自転車の利用
●森里川海の保全・活用

幅
広
い
関
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者
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も
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・
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要
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し
、
政
府
全
体
で
取
り
組
む

低
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素
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
拡
大
・
創
出

経済的（省エネ）で快適・健康的（室内環境・ヒートショック防止等）な、
低炭素な暮らし

目指すべき新しい価値観
「CO2排出のより少ない」商品、サービス、ライフスタイルを
選択すること（＝COOL CHOICE）が 当たり前

さらに、認知⇒行動の共有
＋

認知⇒行動の各段階で、
ハードルを越える

地球温暖化は手を
こまねいていては
いけない

・自分にも責任
・自分の行動が有効

・行動がとれるか
・手間や費用は？ 「COOL CHOICE」

認 知 行 動

21,000

19,000

17,000

15,000

13,000

11,000

5,000
1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2025 2030

（年度）

環のくらし開始

◆家庭部門のCO2排出量

東日本大震災後の
節電開始

チャレンジ 25
開始チームマイナス 6% 開始

2013 年度から
約 4 割削減

（万 tCO2）

LED電球の導入で
COOL CHOICE

スーパーへは
電気自動車で

COOL CHOICE

環境配慮商品eco!onを
買って使えば

COOL CHOICE
使い終わった容器包装は

リサイクルボックスで
COOL CHOICE

◆COOL CHOICEの活動例
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家電リサイクル

　家電リサイクル法に定めら
れた冷蔵庫・洗濯機・エアコ
ン・テレビの4品目を、お客様の
家庭から回収しています。しか
し、家電製品を取り扱う店舗が
年々縮小しているため、回収
量は減少しています。

　フロン排出抑制法の概要
　～所有者・使用者による排出の抑制義務～

　ノンフロン冷蔵ケース
　テラスウォーク一宮の青果売場にフロンガスを使用しな
いCO2冷媒を用いたノンフロン冷蔵ケースを導入しました。
地球温暖化の原因物質の排出を抑える狙いがあります。

●レジ袋を辞退すると、1枚につき30.8gのCO2が削減できます。
　ユニーが2006年に使用したレジ袋 …… 3億3,363万枚
　ユニーが2015年に使用したレジ袋 …… 6,328万枚
　 差引 2億7,035万枚削減（CO2は2006年度対比8,327tの削減）

●リサイクルボックスで回収すると
　アルミ缶1㎏で8.6㎏のCO2削減
　牛乳パック1㎏で0.5㎏のCO2削減
　食品トレイ1㎏で6.3㎏のCO2削減
　ペットボトル1㎏で3.6㎏のCO2削減

　ユニーの大型店舗やモールには1,000台以上の駐
車場があります。お客様が自動車で来店されると、
CO2やその他の排気ガスが排出されます。そこで、
環境にやさしい来店方法として電気自動車を使って
いただくために、充電スタンドの設置を推進していま
す。お客様がお買い物中に充電していただくことが
でき、遠方からも安心して来ていただけます。ユニー
では、2016年7月時点で、充電スタンド設置店舗数
は51店舗、普通充電スタンド67台、急速充電スタ
ンド4台です。また、充電スタンド本体に、日本政府
が推進する新国民運動「COOL CHOICE」の旗印
となるロゴマークを掲示して利用を促しています。

電気自動車充電スタンド2台設置（レイクウォーク岡谷）リサイクルボックス

ユニー本社　室外機

フロン排出抑制法 対応マニュアル

ノンフロン冷蔵ケース

　ユニーでは循環型社会構築のための活動として、お客様と一緒に「容器包装の3R」を行っています。使用済みの容器包装をリサイクルボッ
クスで回収する、購入したレジ袋は繰り返し使う、マイバッグやマイバスケット持参でレジ袋を使用しない、といったことが容器包装の3R活動で
す。これらの活動は資源循環だけでなく、CO2の発生の抑制に貢献し地球温暖化防止につながることが、環境省のプロジェクトに参加し数値
化することで確認できました。

エコマーク認定証 日本環境協会がアピタ千代田橋店の環境展に出展 グリーン購入啓発イベント

簡易点検・定期点検の実施

漏洩を発見した場合、速やかに漏洩箇所を特定し修理

機器整備に関する履歴の記録・保存

算定漏洩量の報告

CFC
（R12 ほか）

HCFC
（R22 ほか）

HFC
（R１３４a、R410A ほか）

CO2
（自然冷媒） 

性　質 フロン排出
抑制法 規制概要種別

（冷媒番号） オゾン破壊係数 地球温暖化係数
大

0.8 ～ 1.0
中

0.02 ～ 0.11

小

ー

大
4000 ～ 10000

大
100 ～ 2000

大
1000 ～ 4000

ー

該当

該当

該当

非

1995年末に製造中止

2020年までに原則全廃

　地球温暖化とオゾン層破壊の原因になるフロンの排出抑
制を目的に、フロン排出抑制法が2015年4月1日に施行
されました。業務用エアコン、冷凍冷蔵機器の管理者に、
機器およびフロン類の適切な管理が義務付けられました。
　ユニーでは、総務部を中心にCSR部、建設部、サン総
合メンテナンスから部署横断のタスクフォースを結成して
対応に当たることとし、「フロン排出抑制法 対応マニュア
ル」を策定して店舗での管理運用を実施しています。

低GWP・ノンフロン製品への転換

　古い機器の多くに特定フロンのR22が使用されています。オゾン層保護法によって2020
年には生産が廃止されるため、低GWP・ノンフロン製品への転換を迫られています。

フロン排出抑制法への対応

容器包装削減活動とリサイクルによるCO2削減効果（環境省「3R行動見える化ツール」プロジェクトによる）

低炭素社会を目指すエコストア

電気自動車の充電スタンドを設置

◆フロン類と自然冷媒

1

2

3

4

647,981

530,667

274,643

2,200,183

3,653,474

アルミ缶

牛乳パック

食品トレイ

ペットボトル

合　計

回収実績（kg）

5,572,637

265,334

1,730,251

7,920,659

15,488,881

CO2削減量（kg）

◆2015年度リサイクル回収によるCO2削減量

◆家電リサイクル回収実績

◆フロン類算定漏洩量（2015年度）

フロン類の種類

算定漏洩量(t-CO2)

算定漏洩量(kg)

R22 R404A R410A

13,931

7,696

1,930

492

1,967

942

R407C

62

35

合計

17,890

―

＊ 急速充電スタンド設置
★普通・急速充電スタンド設置
※1店舗2台設置もあります

岐阜県●アクアウォーク大垣
　　　●ラスパ御嵩
　　　●アピタ岐阜店
　　　●アピタ美濃加茂店
　　　●ピアゴ可児店

愛知県
●ポートウォークみなと
●アピタ千代田橋店
●アピタ名古屋南店
●アピタ鳴海店
●ピアゴ ラ フーズコア
　アラタマ店
●リーフウォーク稲沢
●テラスウォーク一宮
●ヴェルサウォーク西尾
●ラスパ太田川
●アピタ阿久比店
●アピタ岡崎北店
●エアポートウォーク名古屋

神奈川県
●アピタ長津田店 

埼玉県
●ピオニウォーク東松山★
●ベニバナウォーク桶川
●アピタ本庄店＊

群馬県
●けやきウォーク前橋

静岡県
●プレ葉ウォーク浜北
●アピタ静岡店
●アピタ初生店
●アピタ富士吉原店
●アピタ磐田店
●ピアゴ浜松泉町店

山梨県
●ラザウォーク甲斐双葉 

石川県●ラスパ白山
　　　●アピタ松任店＊ 
　　　●ピアゴ金沢ベイ店

富山県
●アピタ富山東店

福井県●アピタ敦賀店 
　　　●アピタ福井大和田店＊

奈良県
●アピタ西大和店 

●アピタ安城南店
●アピタ大府店
●アピタ刈谷店
●アピタ木曽川店
●アピタ江南西店
●アピタ知立店
●アピタ東海荒尾店
●アピタ豊田元町店
●ピアゴ新城店
●ピアゴ蟹江店
●ピアゴ尾西店
●アピタ岩倉店

 

茨城県
●アピタ佐原東店

◆電気自動車充電スタンド設置店舗

長野県
●アピタ飯田店
●レイクウォーク岡谷

　エコマーク小売店舗認定第1号のアピタ千代田橋店
　名古屋市のアピタ千代田橋店は、日本環境協会が新たに認定基準を制定したエコマーク小売店舗第1号として2012年1月27日に認定され
ました。その後2016年までエコマーク認定期間が継続しています。ユニーは持続可能な社会を目指し、店舗で具体的に実践しています。その
活動と成果がエコマーク小売店舗の認定基準に達していると認定されたのです。特に評価された項目は次のとおりです。

●食品リサイクルループを実践し生産した野菜などを販売、さらにその工程を見
学や農業体験を通して消費者に伝えていること。

●容器包装廃棄物削減とリサイクル推進の取り組み。
・レジ袋辞退率
・青果、鶏卵のパックにバイオマスプラスチックを使用。使用後は回収してリ

サイクルしている。
・ばら売りの推進やトレイを使わない販売など。
・店頭回収の実施および再生品化の推進（回収した牛乳パックから製造した

トイレットペーパーの販売など）。
●消費者交流などによる環境啓発活動の実施。

・地域の消費者と一緒に「環境にやさしいお買い物」をテーマにした交流会
を開催している。

・子ども達のお店探検など、次世代に環境教育を行っている。

（単位：件）

（年度）
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家電リサイクル

　家電リサイクル法に定めら
れた冷蔵庫・洗濯機・エアコ
ン・テレビの4品目を、お客様の
家庭から回収しています。しか
し、家電製品を取り扱う店舗が
年々縮小しているため、回収
量は減少しています。

　フロン排出抑制法の概要
　～所有者・使用者による排出の抑制義務～

　ノンフロン冷蔵ケース
　テラスウォーク一宮の青果売場にフロンガスを使用しな
いCO2冷媒を用いたノンフロン冷蔵ケースを導入しました。
地球温暖化の原因物質の排出を抑える狙いがあります。

●レジ袋を辞退すると、1枚につき30.8gのCO2が削減できます。
　ユニーが2006年に使用したレジ袋 …… 3億3,363万枚
　ユニーが2015年に使用したレジ袋 …… 6,328万枚
　 差引 2億7,035万枚削減（CO2は2006年度対比8,327tの削減）

●リサイクルボックスで回収すると
　アルミ缶1㎏で8.6㎏のCO2削減
　牛乳パック1㎏で0.5㎏のCO2削減
　食品トレイ1㎏で6.3㎏のCO2削減
　ペットボトル1㎏で3.6㎏のCO2削減

　ユニーの大型店舗やモールには1,000台以上の駐
車場があります。お客様が自動車で来店されると、
CO2やその他の排気ガスが排出されます。そこで、
環境にやさしい来店方法として電気自動車を使って
いただくために、充電スタンドの設置を推進していま
す。お客様がお買い物中に充電していただくことが
でき、遠方からも安心して来ていただけます。ユニー
では、2016年7月時点で、充電スタンド設置店舗数
は51店舗、普通充電スタンド67台、急速充電スタ
ンド4台です。また、充電スタンド本体に、日本政府
が推進する新国民運動「COOL CHOICE」の旗印
となるロゴマークを掲示して利用を促しています。

電気自動車充電スタンド2台設置（レイクウォーク岡谷）リサイクルボックス

ユニー本社　室外機

フロン排出抑制法 対応マニュアル

ノンフロン冷蔵ケース

　ユニーでは循環型社会構築のための活動として、お客様と一緒に「容器包装の3R」を行っています。使用済みの容器包装をリサイクルボッ
クスで回収する、購入したレジ袋は繰り返し使う、マイバッグやマイバスケット持参でレジ袋を使用しない、といったことが容器包装の3R活動で
す。これらの活動は資源循環だけでなく、CO2の発生の抑制に貢献し地球温暖化防止につながることが、環境省のプロジェクトに参加し数値
化することで確認できました。

エコマーク認定証 日本環境協会がアピタ千代田橋店の環境展に出展 グリーン購入啓発イベント

簡易点検・定期点検の実施

漏洩を発見した場合、速やかに漏洩箇所を特定し修理

機器整備に関する履歴の記録・保存

算定漏洩量の報告

CFC
（R12 ほか）

HCFC
（R22 ほか）

HFC
（R１３４a、R410A ほか）

CO2
（自然冷媒） 

性　質 フロン排出
抑制法 規制概要種別

（冷媒番号） オゾン破壊係数 地球温暖化係数
大

0.8 ～ 1.0
中

0.02 ～ 0.11

小

ー

大
4000 ～ 10000

大
100 ～ 2000

大
1000 ～ 4000

ー

該当

該当

該当

非

1995年末に製造中止

2020年までに原則全廃

　地球温暖化とオゾン層破壊の原因になるフロンの排出抑
制を目的に、フロン排出抑制法が2015年4月1日に施行
されました。業務用エアコン、冷凍冷蔵機器の管理者に、
機器およびフロン類の適切な管理が義務付けられました。
　ユニーでは、総務部を中心にCSR部、建設部、サン総
合メンテナンスから部署横断のタスクフォースを結成して
対応に当たることとし、「フロン排出抑制法 対応マニュア
ル」を策定して店舗での管理運用を実施しています。

低GWP・ノンフロン製品への転換

　古い機器の多くに特定フロンのR22が使用されています。オゾン層保護法によって2020
年には生産が廃止されるため、低GWP・ノンフロン製品への転換を迫られています。

フロン排出抑制法への対応

容器包装削減活動とリサイクルによるCO2削減効果（環境省「3R行動見える化ツール」プロジェクトによる）

低炭素社会を目指すエコストア

電気自動車の充電スタンドを設置

◆フロン類と自然冷媒

1

2

3

4

647,981

530,667

274,643

2,200,183

3,653,474

アルミ缶

牛乳パック

食品トレイ

ペットボトル

合　計

回収実績（kg）

5,572,637

265,334

1,730,251

7,920,659

15,488,881

CO2削減量（kg）

◆2015年度リサイクル回収によるCO2削減量

◆家電リサイクル回収実績

◆フロン類算定漏洩量（2015年度）

フロン類の種類

算定漏洩量(t-CO2)

算定漏洩量(kg)

R22 R404A R410A

13,931

7,696

1,930

492

1,967

942

R407C

62

35

合計

17,890

―

＊ 急速充電スタンド設置
★普通・急速充電スタンド設置
※1店舗2台設置もあります

岐阜県●アクアウォーク大垣
　　　●ラスパ御嵩
　　　●アピタ岐阜店
　　　●アピタ美濃加茂店
　　　●ピアゴ可児店

愛知県
●ポートウォークみなと
●アピタ千代田橋店
●アピタ名古屋南店
●アピタ鳴海店
●ピアゴ ラ フーズコア
　アラタマ店
●リーフウォーク稲沢
●テラスウォーク一宮
●ヴェルサウォーク西尾
●ラスパ太田川
●アピタ阿久比店
●アピタ岡崎北店
●エアポートウォーク名古屋

神奈川県
●アピタ長津田店 

埼玉県
●ピオニウォーク東松山★
●ベニバナウォーク桶川
●アピタ本庄店＊

群馬県
●けやきウォーク前橋

静岡県
●プレ葉ウォーク浜北
●アピタ静岡店
●アピタ初生店
●アピタ富士吉原店
●アピタ磐田店
●ピアゴ浜松泉町店

山梨県
●ラザウォーク甲斐双葉 

石川県●ラスパ白山
　　　●アピタ松任店＊ 
　　　●ピアゴ金沢ベイ店

富山県
●アピタ富山東店

福井県●アピタ敦賀店 
　　　●アピタ福井大和田店＊

奈良県
●アピタ西大和店 

●アピタ安城南店
●アピタ大府店
●アピタ刈谷店
●アピタ木曽川店
●アピタ江南西店
●アピタ知立店
●アピタ東海荒尾店
●アピタ豊田元町店
●ピアゴ新城店
●ピアゴ蟹江店
●ピアゴ尾西店
●アピタ岩倉店

 

茨城県
●アピタ佐原東店

◆電気自動車充電スタンド設置店舗

長野県
●アピタ飯田店
●レイクウォーク岡谷

　エコマーク小売店舗認定第1号のアピタ千代田橋店
　名古屋市のアピタ千代田橋店は、日本環境協会が新たに認定基準を制定したエコマーク小売店舗第1号として2012年1月27日に認定され
ました。その後2016年までエコマーク認定期間が継続しています。ユニーは持続可能な社会を目指し、店舗で具体的に実践しています。その
活動と成果がエコマーク小売店舗の認定基準に達していると認定されたのです。特に評価された項目は次のとおりです。

●食品リサイクルループを実践し生産した野菜などを販売、さらにその工程を見
学や農業体験を通して消費者に伝えていること。

●容器包装廃棄物削減とリサイクル推進の取り組み。
・レジ袋辞退率
・青果、鶏卵のパックにバイオマスプラスチックを使用。使用後は回収してリ

サイクルしている。
・ばら売りの推進やトレイを使わない販売など。
・店頭回収の実施および再生品化の推進（回収した牛乳パックから製造した

トイレットペーパーの販売など）。
●消費者交流などによる環境啓発活動の実施。

・地域の消費者と一緒に「環境にやさしいお買い物」をテーマにした交流会
を開催している。

・子ども達のお店探検など、次世代に環境教育を行っている。

（単位：件）

（年度）
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低炭素社会の構築

環境配慮商品eco!on 環境配慮商品eco!onをもっと魅力的に…若者とコラボ

環境学習で学ぶ環境配慮商品eco!on

eco!onの考え方

CO2削減

●何度も使える
　（リユース）マグボトル・マイバッグ
●修理して長く使える
●リサイクル素材でできている
●容器包装が少ない

3R

低炭素社会を目指す 地球を汚さない

リデュース・リユース・リサイクル

●省エネ
　（LED電球、省エネ家電、クールビズ衣料）
●FSC（森林保全商品）
●バイオマス資源
　（植物を原料にした燃料やプラスチックは
　カーボンニュートラル）
●節水商品
　（水はエネルギーを使って供給されている）

●排水を汚さない
　（洗剤・廃油リサイクル品・無洗米）
●大気を汚さない
　（ノンフロン冷蔵庫、エアコン）
●土壌を汚さない
　（減農薬・化学肥料農作物、
　  オーガニックコットン）

●バイオマスプラ
　つめかえ容器

●回収された
　牛乳パックを使った
　トイレットペーパー

●スリッパ

　私達の普段の生活を省エネ・省資源、３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）といったエコライフスタイルにすれば、持続可能な社会構築に
貢献できます。お買い物は価格やデザインのほかに「環境にやさしい」という視点で商品を選ぶことも、エコライフスタイルにつながります。
　ユニーでは環境配慮商品eco!onを開発・販売しています。原料や製造過程、容器包装、使用時の省エネ・節水、使用後の再資源化など
「環境にやさしい」商品を開発し販売しています。商品をお客様に選んでいただくことで地球環境保全に貢献しています。

　環境配慮商品は、「地球環境保全に役立つ」と認識されてはいますが、購入にはなかなか結びつきません。どうしたらもっとたくさんの方に購
入していただき、お買い物で地球環境に貢献していただけるか。長年の大きな課題です。

　環境問題に関心のある学生
と若者に力を借りたい企業を
結び、企業にとっては魅力あ
る商品作りや環境活動、学生には地域の担い手としてグローバルな
視点で環境配慮行動を実践するための「人づくり」プロジェクトです。
※2015年設立　5企業　20名の学生参加

　ユニーではPB（プライベートブラン
ド）商品を開発するうえで、特に環境
に配慮した商品をeco!on（エコオン）
としてロゴをあしらったパッケージで
販売しています。
　eco!onは、商品開発担当者の申請書と添付資料をもとに、環境
配慮商品としてお客様に提供できる商品であることを審査して決まり
ます。

　環境配慮商品とは、原料・製造・容器包装・販売・使用時・使
用後といった生産者から販売者、購入者、再生利用事業者などの
「バリューチェーン」で環境負荷を低減させた商品といえます。
　ユニーの環境配慮商品eco!onは、こうした環境負荷の少ない安
全・安心な商品として開発・販売しています。商品を購入していた
だくことで、お客様の健康で快適なエコライフを支援し持続可能な
社会構築を、生産者やお客様と一緒に推進していくことを目的にし
ています。

インタープリター講座で
eco!onの「コトPOP」を作成

エコイベントでeco!onを紹介 お店探検隊で店長が説明 夏休み自由研究応援隊
の展示

取締役執行役員
衣料・住関本部長

彦坂 慶太

　衣料部が環境配
慮商品eco!onとして
取り組んでおります

「オーガニックコットン
Tシャツ」は環境にや
さしいことはもちろんで
すが、「綿花の質」に
もこだわった良質な生
地を使用したベーシッ
クアイテムです。今後は、トレンドを取り入れ
たファッション衣料から実用的なインナーウェ
アまで、幅広い商品で良質なオーガニック
コットンを使った商品開発を進めていきます。

オーガニックコットン商品開発について 大学生の協力でお客さまの行動変革による効果測定にアンケート調査を実施

衣料部 チーフバイヤー
樺山 偉晴

　eco!on「オーガニックコットンTシャツ」は、地球環境や生産
者にやさしいインド産の良質な「オーガニック・シャンカー綿」を
使用して柔らかな肌触りの生地に仕上げた良質なベーシック
アイテムです。
　環境面の配慮だけでなく紡績から縫製まで厳しい基準で生
産管理されていますので品質にも自信を持ってオススメできる
ユニーオリジナル商品です。 

　eco!on「オーガニックコットンTシャツ」は、何にでも合わせや
すい便利なベーシックアイテムを心がけて企画しました。
　お客様に、日頃着用していただける機会の多い商品にオーガ
ニックコットンを使用することで、オーガニックコットンが普及し地球
環境の改善にお役に立てたらうれしいですね。 

地球環境にやさしく、何にでも合わせやすいベーシックアイテム

1

2

3

4

お客様と一緒に育てていく環境配慮型商品です

ユニーが定める品質基準を満たしています

ユニーが定める環境に配慮した生産条件を満たしています

「eco!on開発プロジェクト」で審査し、第三者審査委員会で
評価されます

　環境にやさしいお買い物でエコライフスタイル

　環境に配慮したオリジナル商品「eco!on」（エコオン）

　かがやけ☆あいちサスティナ研究所（愛知県環境部と協働プロジェクト）

　eco!onをもっと消費者に知ってもらい「お買い物で環境貢献」を
推進するために、「魅力的な環境配慮商品を作り、販売拡大を図るこ
と」を研究員に提示しました。研究員は店頭インタビューなどで「消
費者どころか従業員にも認知度が低い」と課題を明らかにし、提案
を出しました。

①従業員のキャッチコピーコンぺ　     ②学生のパッケージデサインコンペ　
③PR動画によるプロモーション 

　「チーム ユニー」のミッション

　環境配慮商品eco!onは購入していただいて
初めて地球環境に貢献できます。ユニーでは環
境配慮商品eco!onを知って購入していただくた
めに、さまざまなイベントや展示、環境学習を
行っています。

　「学生視点でPR動画を制作し、店頭モニターで放映｣という
研究員からの提案にユニーと大学生が協働で取り組み、
eco!onシリーズとして初めて発売する環境にやさしい良質綿の
Ｔシャツ「オーガニックコットンＴシャツ」のPR動画（各15秒）4本
を制作しました。PR動画は、大学生ならではの視点とセンス、
アイディアを取り入れ、4つのテーマをも
とに環境意識の向上だけでなく、商品の
持つ魅力を伝える内容となっています。
また、撮影は学生の手で行われ、若々
しい斬新な出来栄えとなっています。

　PR動画制作

　eco!onの考え方

衣料部 マネジャー
貝塚 直子

　「説明を聞き、実際に使用してみると、eco!on商品は良い。でもなぜ
売れないのか？」チームユニー4名全員一致のこの“素朴な疑問”か
ら話し合いが始まりました。何度もお店に足を運び、インタビュー調査
で買い手の生の声を把握し、ユニーの皆さんに臆せず意見や疑問を
ぶつけることで、現状と課題をしっかりとつかむプロセスに時間をかけ
ました。初めは受け身だったメンバーも、白熱した時間を過ごすにつ
れ、私も含め、あたかもユニーの商品開発部門の一チームのような4
カ月を過ごしました。今回の提案の肝は「従業員の巻き込み」。まずは
売り手であるユニーのみなさんが、eco!on商品を支持していることが重要だと考えました。
加えて未来の顧客である大学生も巻き込み、「コンペティション」を実施しながら既存商品
のブラッシュアップをするという仕掛けを提案しました。ユニーの皆さんからは期待以上との
評価をいただき、メンバーの成長ぶりも素晴らしかったです。これがどのような形で実現に向
かうか、今からとても楽しみです。

営業企画部
チーフマネジャー

浅井 崇

　次世代を担う学生さんと
共に仕事ができたことは名
誉なことでした。今回の動画
はほぼ彼らの制作によるもの
で、私は監修したに過ぎませ
んが彼らの視点にはオリジナ
リティーがありました。eco!on
のコンセプトがお客様に訴
求できたと思っています。

PR動画制作を監修して

アピタ売り場で動画の放映

オーガニックコットンTシャツ

●FSCノート ●バイオマスプラ容器

●割りばし

●オーガニックコットンTシャツ

●エコ野菜 ファシリテーター
木村 まい

◆動画テーマ

オーガニックコットンのイメージが
伝わり、触れてみたくなる映像

ユニー従業員をモデルに男女・
世代を問わず着てみたくなる映像

ユニーは衣料品から事業がスタ
ートしたことを明示した歴史映像

学生とユニー従業員が協働で
「eco!on」をPRし普及させること
で持続可能な社会を目指す映像

◆eco!on商品に認定されるプロセス

eco!on開発プロジェクトに提出

審査を受け、認定

第三者審査委員会で評価を受ける

■申請者および商品情報…申請者、商品名、販売期間、売価、販売数量など
■消費者へアピールしたいエコ・セールスポイント…商品のライフサイクル（製造・生産
→流通・販売→消費・使用→廃棄）に応じた環境配慮への取り組み

■商品の最終製造工場の第三者認証の取得状況…
　・商品の最終製造工場の環境マネジメントシステム、第三者認証の取得状況
　・情報開示状況（環境レポート、ホームページなどでの環境への取り組み情報の開示状況）

再生資源を原料にしていたり、廃棄時に
環境汚染を防止するなどの工夫があるか。

●過剰包装ではないか。
●再生資源やバイオマスプラスチックなど
を使用しているか。

毎月開かれるeco!on開発プロジェクト

●商品の最終製造工程の企業は、第三者認証による環境マネジメントシステム
（ISO14001、エコステージ、エコアクション21、KESなど）を取得、もしくは環境
方針を掲げ、その情報を公開しているか。

●商品のトレーサビリティは確保されているか。

あなたの商品には、お客様にお勧めしたい環境面でのセールスポイントがあるか。

「環境にやさしい」機能を持っているか。
（マイバッグ、雨水利用タンクなど）

セールスポイントセールスポイント

提出資料の作成提出資料の作成

製造事業者製造事業者

商品機能商品機能容器包装容器包装

ユニーでのチェックユニーでのチェック

●マーガリン入り
　バターロール

●箱なしティッシュ

●さとうきび紙プレート

LOVE編

ユニー100年の
誇り編

ターゲット編

オーガニック
コットン編

　研究員に依頼したのは「オーガニックコット
ンＴシャツのプロモーション」。研究員は、学
生ならではのセンスととアイディアでPR動画
を作成し、ユニーは店頭でプロモーションに
使いました。環境意識の向上だけではなく、
商品本来の魅力も打ち出し、難しかった若者
層にも購買拡大し売上にも貢献しました。

　「オーガニックコットンＴシャツ」をプロモーション

研究員メンバー ユニー社員とディスカッション

いいえ
（90.4%）

いいえ
（21.0%）

はい（9.6%）

はい
（79.0%）

●この動画をアピタ・ピアゴの売り場で
　見たことはありますか。

◆オーガニックコットンTシャツ
　インタビュー調査結果（単純集計グラフ）

●ユニーのオーガニックコットン
　Tシャツを買いたいと思いますか。
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低炭素社会の構築

環境配慮商品eco!on 環境配慮商品eco!onをもっと魅力的に…若者とコラボ

環境学習で学ぶ環境配慮商品eco!on

eco!onの考え方

CO2削減

●何度も使える
　（リユース）マグボトル・マイバッグ
●修理して長く使える
●リサイクル素材でできている
●容器包装が少ない

3R

低炭素社会を目指す 地球を汚さない

リデュース・リユース・リサイクル

●省エネ
　（LED電球、省エネ家電、クールビズ衣料）
●FSC（森林保全商品）
●バイオマス資源
　（植物を原料にした燃料やプラスチックは
　カーボンニュートラル）
●節水商品
　（水はエネルギーを使って供給されている）

●排水を汚さない
　（洗剤・廃油リサイクル品・無洗米）
●大気を汚さない
　（ノンフロン冷蔵庫、エアコン）
●土壌を汚さない
　（減農薬・化学肥料農作物、
　  オーガニックコットン）

●バイオマスプラ
　つめかえ容器

●回収された
　牛乳パックを使った
　トイレットペーパー

●スリッパ

　私達の普段の生活を省エネ・省資源、３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）といったエコライフスタイルにすれば、持続可能な社会構築に
貢献できます。お買い物は価格やデザインのほかに「環境にやさしい」という視点で商品を選ぶことも、エコライフスタイルにつながります。
　ユニーでは環境配慮商品eco!onを開発・販売しています。原料や製造過程、容器包装、使用時の省エネ・節水、使用後の再資源化など
「環境にやさしい」商品を開発し販売しています。商品をお客様に選んでいただくことで地球環境保全に貢献しています。

　環境配慮商品は、「地球環境保全に役立つ」と認識されてはいますが、購入にはなかなか結びつきません。どうしたらもっとたくさんの方に購
入していただき、お買い物で地球環境に貢献していただけるか。長年の大きな課題です。

　環境問題に関心のある学生
と若者に力を借りたい企業を
結び、企業にとっては魅力あ
る商品作りや環境活動、学生には地域の担い手としてグローバルな
視点で環境配慮行動を実践するための「人づくり」プロジェクトです。
※2015年設立　5企業　20名の学生参加

　ユニーではPB（プライベートブラン
ド）商品を開発するうえで、特に環境
に配慮した商品をeco!on（エコオン）
としてロゴをあしらったパッケージで
販売しています。
　eco!onは、商品開発担当者の申請書と添付資料をもとに、環境
配慮商品としてお客様に提供できる商品であることを審査して決まり
ます。

　環境配慮商品とは、原料・製造・容器包装・販売・使用時・使
用後といった生産者から販売者、購入者、再生利用事業者などの
「バリューチェーン」で環境負荷を低減させた商品といえます。
　ユニーの環境配慮商品eco!onは、こうした環境負荷の少ない安
全・安心な商品として開発・販売しています。商品を購入していた
だくことで、お客様の健康で快適なエコライフを支援し持続可能な
社会構築を、生産者やお客様と一緒に推進していくことを目的にし
ています。

インタープリター講座で
eco!onの「コトPOP」を作成

エコイベントでeco!onを紹介 お店探検隊で店長が説明 夏休み自由研究応援隊
の展示

取締役執行役員
衣料・住関本部長

彦坂 慶太

　衣料部が環境配
慮商品eco!onとして
取り組んでおります

「オーガニックコットン
Tシャツ」は環境にや
さしいことはもちろんで
すが、「綿花の質」に
もこだわった良質な生
地を使用したベーシッ
クアイテムです。今後は、トレンドを取り入れ
たファッション衣料から実用的なインナーウェ
アまで、幅広い商品で良質なオーガニック
コットンを使った商品開発を進めていきます。

オーガニックコットン商品開発について 大学生の協力でお客さまの行動変革による効果測定にアンケート調査を実施

衣料部 チーフバイヤー
樺山 偉晴

　eco!on「オーガニックコットンTシャツ」は、地球環境や生産
者にやさしいインド産の良質な「オーガニック・シャンカー綿」を
使用して柔らかな肌触りの生地に仕上げた良質なベーシック
アイテムです。
　環境面の配慮だけでなく紡績から縫製まで厳しい基準で生
産管理されていますので品質にも自信を持ってオススメできる
ユニーオリジナル商品です。 

　eco!on「オーガニックコットンTシャツ」は、何にでも合わせや
すい便利なベーシックアイテムを心がけて企画しました。
　お客様に、日頃着用していただける機会の多い商品にオーガ
ニックコットンを使用することで、オーガニックコットンが普及し地球
環境の改善にお役に立てたらうれしいですね。 

地球環境にやさしく、何にでも合わせやすいベーシックアイテム

1

2

3

4

お客様と一緒に育てていく環境配慮型商品です

ユニーが定める品質基準を満たしています

ユニーが定める環境に配慮した生産条件を満たしています

「eco!on開発プロジェクト」で審査し、第三者審査委員会で
評価されます

　環境にやさしいお買い物でエコライフスタイル

　環境に配慮したオリジナル商品「eco!on」（エコオン）

　かがやけ☆あいちサスティナ研究所（愛知県環境部と協働プロジェクト）

　eco!onをもっと消費者に知ってもらい「お買い物で環境貢献」を
推進するために、「魅力的な環境配慮商品を作り、販売拡大を図るこ
と」を研究員に提示しました。研究員は店頭インタビューなどで「消
費者どころか従業員にも認知度が低い」と課題を明らかにし、提案
を出しました。

①従業員のキャッチコピーコンぺ　     ②学生のパッケージデサインコンペ　
③PR動画によるプロモーション 

　「チーム ユニー」のミッション

　環境配慮商品eco!onは購入していただいて
初めて地球環境に貢献できます。ユニーでは環
境配慮商品eco!onを知って購入していただくた
めに、さまざまなイベントや展示、環境学習を
行っています。

　「学生視点でPR動画を制作し、店頭モニターで放映｣という
研究員からの提案にユニーと大学生が協働で取り組み、
eco!onシリーズとして初めて発売する環境にやさしい良質綿の
Ｔシャツ「オーガニックコットンＴシャツ」のPR動画（各15秒）4本
を制作しました。PR動画は、大学生ならではの視点とセンス、
アイディアを取り入れ、4つのテーマをも
とに環境意識の向上だけでなく、商品の
持つ魅力を伝える内容となっています。
また、撮影は学生の手で行われ、若々
しい斬新な出来栄えとなっています。

　PR動画制作

　eco!onの考え方

衣料部 マネジャー
貝塚 直子

　「説明を聞き、実際に使用してみると、eco!on商品は良い。でもなぜ
売れないのか？」チームユニー4名全員一致のこの“素朴な疑問”か
ら話し合いが始まりました。何度もお店に足を運び、インタビュー調査
で買い手の生の声を把握し、ユニーの皆さんに臆せず意見や疑問を
ぶつけることで、現状と課題をしっかりとつかむプロセスに時間をかけ
ました。初めは受け身だったメンバーも、白熱した時間を過ごすにつ
れ、私も含め、あたかもユニーの商品開発部門の一チームのような4
カ月を過ごしました。今回の提案の肝は「従業員の巻き込み」。まずは
売り手であるユニーのみなさんが、eco!on商品を支持していることが重要だと考えました。
加えて未来の顧客である大学生も巻き込み、「コンペティション」を実施しながら既存商品
のブラッシュアップをするという仕掛けを提案しました。ユニーの皆さんからは期待以上との
評価をいただき、メンバーの成長ぶりも素晴らしかったです。これがどのような形で実現に向
かうか、今からとても楽しみです。

営業企画部
チーフマネジャー

浅井 崇

　次世代を担う学生さんと
共に仕事ができたことは名
誉なことでした。今回の動画
はほぼ彼らの制作によるもの
で、私は監修したに過ぎませ
んが彼らの視点にはオリジナ
リティーがありました。eco!on
のコンセプトがお客様に訴
求できたと思っています。

PR動画制作を監修して

アピタ売り場で動画の放映

オーガニックコットンTシャツ

●FSCノート ●バイオマスプラ容器

●割りばし

●オーガニックコットンTシャツ

●エコ野菜 ファシリテーター
木村 まい

◆動画テーマ

オーガニックコットンのイメージが
伝わり、触れてみたくなる映像

ユニー従業員をモデルに男女・
世代を問わず着てみたくなる映像

ユニーは衣料品から事業がスタ
ートしたことを明示した歴史映像

学生とユニー従業員が協働で
「eco!on」をPRし普及させること
で持続可能な社会を目指す映像

◆eco!on商品に認定されるプロセス

eco!on開発プロジェクトに提出

審査を受け、認定

第三者審査委員会で評価を受ける

■申請者および商品情報…申請者、商品名、販売期間、売価、販売数量など
■消費者へアピールしたいエコ・セールスポイント…商品のライフサイクル（製造・生産
→流通・販売→消費・使用→廃棄）に応じた環境配慮への取り組み

■商品の最終製造工場の第三者認証の取得状況…
　・商品の最終製造工場の環境マネジメントシステム、第三者認証の取得状況
　・情報開示状況（環境レポート、ホームページなどでの環境への取り組み情報の開示状況）

再生資源を原料にしていたり、廃棄時に
環境汚染を防止するなどの工夫があるか。

●過剰包装ではないか。
●再生資源やバイオマスプラスチックなど
を使用しているか。

毎月開かれるeco!on開発プロジェクト

●商品の最終製造工程の企業は、第三者認証による環境マネジメントシステム
（ISO14001、エコステージ、エコアクション21、KESなど）を取得、もしくは環境
方針を掲げ、その情報を公開しているか。

●商品のトレーサビリティは確保されているか。

あなたの商品には、お客様にお勧めしたい環境面でのセールスポイントがあるか。

「環境にやさしい」機能を持っているか。
（マイバッグ、雨水利用タンクなど）

セールスポイントセールスポイント

提出資料の作成提出資料の作成

製造事業者製造事業者

商品機能商品機能容器包装容器包装

ユニーでのチェックユニーでのチェック

●マーガリン入り
　バターロール

●箱なしティッシュ

●さとうきび紙プレート

LOVE編

ユニー100年の
誇り編

ターゲット編

オーガニック
コットン編

　研究員に依頼したのは「オーガニックコット
ンＴシャツのプロモーション」。研究員は、学
生ならではのセンスととアイディアでPR動画
を作成し、ユニーは店頭でプロモーションに
使いました。環境意識の向上だけではなく、
商品本来の魅力も打ち出し、難しかった若者
層にも購買拡大し売上にも貢献しました。

　「オーガニックコットンＴシャツ」をプロモーション

研究員メンバー ユニー社員とディスカッション

いいえ
（90.4%）

いいえ
（21.0%）

はい（9.6%）

はい
（79.0%）

●この動画をアピタ・ピアゴの売り場で
　見たことはありますか。

◆オーガニックコットンTシャツ
　インタビュー調査結果（単純集計グラフ）

●ユニーのオーガニックコットン
　Tシャツを買いたいと思いますか。

18

低炭素社会の構築

環境レポート2016



事業活動における環境負荷

省エネルギー･省資源活動

一括物流

インプット アウトプット 環境負荷軽減

その他

商品 お客様

生ゴミ

店舗

メーカー

リサイクルセンター

ユニー本社・事務所

エネルギー

リサイクル
ボックス

堆肥

商品

商品

廃棄物

CO2排出

燃料

段ボール
39,176t

原油換算
4,714kℓ

年間走行距離

（エネルギー起源）
568,480t-CO2

廃棄物
80,559t

電気
1,841千kWh

エネルギー

※データは燃料を除き2015.2.21～2016.2.20のものです

CO2排出
（エネルギー起源）

923t-CO2
工場

農家

廃棄物
47.3t

コピー用紙
15,185千枚

水道

4,787千㎥
CO2排出

水道
30千㎥

2,414万km

包装材

932,416千kWh

21,228千㎥

5,956千ℓ

電気

ガス

石油

587t

146t

137t

レジ袋

紙袋類

包装紙類

◆エネルギー使用量の推移　※データは、各年度とも当年2月21日～翌年2月20日までのものです。

2015年度のCO2換算係数は下記より換算しました。
●電気…環境省ホームページ温室効果ガス排出量　算定・報告・公表制度について　電気事業者別のCO2排出係数（2014年度実績）（平成27年11月30日公表）　
●水道…独立行政法人国立環境研究所「水道に関するCO2排出原単位の算定根拠」（環境省推奨）　
●ガス・石油…環境省ホームページ温室効果ガス排出量　算定・報告・公表制度について　算定・報告・公表制度における算定方法・排出係数一覧（平成22年3月改訂後）
※二酸化炭素排出量：●調整後排出係数…電気事業者の調整後排出係数（京都メカニズムクレジット・国内認証排出削減量を加味している）
●単位面積時間当たりの使用量…CO2排出量／営業面積×営業時間

単位面積時間当たりの使用量
（単位：W/H.㎡）

（年度）

新規出店の店舗には、高効率省エネ
機器を導入、既存店23店舗でLED
照明への切替えた効果により、削減
に繋がりました。今後もLED照明に全
店を切替えていきます。

単位面積時間当たりの使用量
（単位：リットル/H.㎡）

（年度）

（年度）

LED照明への切替えにより店内熱量
が減少し、空調使用を抑えたことも削
減の要因です。今後は、節水トイレの
採用や雨水利用などにより、水道水
の使用制御を図ります。

単位面積時間当たりの使用量
（単位：リットル/H.㎡）

（年度）

（年度）

LED照明への切替えにより店内熱量
が減少し、空調使用を抑えたことも削
減の要因です。今後も効率の良い設
備転換により削減を図ります。

単位面積時間当たりの使用量
（単位：cc/H.㎡）

（年度）

（年度）

LED照明への切替えにより店内熱量
が減少し、空調使用を抑えたことも削
減の要因です。今後も効率の良い設
備転換により削減を図ります。
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実排出係数 調整後排出係数

◆5社の電気使用に伴う二酸化炭素の調整後排出係数
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電気事業者別の二酸化炭素排出係数（調
整後）は、上げ止まり傾向にはあるものの、
二酸化炭素排出量（調整後）は、2013年
度以前と比べ排出係数の関係により高い数
値状況で推移しています。

　ユニーの事業活動の中で環境負荷の大きな原因は、店舗でのエネルギー使用です。店舗では、照明や空調・食品の冷蔵・冷凍の陳列ケー
スなどに電気やガスなどのエネルギーを使います。また、商品の輸送や冷蔵・冷凍保管の倉庫などでも多くのエネルギーを使用しています。こ
れらのエネルギーは化石燃料（石油、石炭、天然ガスなど）から得ているため、地球温暖化の原因といわれているCO2などを排出しています。
それ以外にも、店舗から排出する廃棄物やお客様が商品と一緒に持ち帰る容器包装も大きな環境負荷の原因になります。
　ユニーでは、これらの原因を明らかにし、環境負荷の低減に努め、エコ・ファースト企業として持続可能な社会を目指します。 

　省エネ活動
　店舗では、照明や空調、冷蔵・冷凍ケースに多くのエネルギーが使われています。そのため、可能な限りの節電に取り組んでいるほか、
LED照明やリーチイン冷凍ケース等の省電力型機器を導入し、省エネルギーに努めています。空調の基本温度を管理し、電力のピークカットに
取り組んでいます。また、店舗バックヤードや本部の蛍光灯にプルスイッチを取り付け、必要に応じた電力使用を心がけています。

　環境省主導のライトダウンキャンペーンに参加し
ました。これは、「CO2削減／ライトダウンキャン
ペーン」の一環で、6月21日（夏至）と7月7日（クー
ル・アースデー、七夕）両日には、夜8時から10
時までの２時間程度、商業施設や家庭での一斉消
灯を呼びかけたものです。

　ライトダウンキャンペーンに参加
　従来の白熱灯や蛍光灯に比べ消費電力の少ない
LED照明の導入を推進しています。2016年7月まで
に76店舗に導入が完了し、今後全店に導入してい
きます。LED照明の導入により1店舗あたり消費電力
が最大30%削減の
効果が期待できま
す。また 売 場・及
び冷蔵・冷凍ケー
ス照明を一部消灯
したりするなど、明
るさ感を損なうこと
なく節電に努めて
います。

LED照明の導入
　店舗では、エネルギー使用量の削減を目的に、月
に１度、省エネルギー推進委員会を開催しています。
メンバーは、店長や各副店長の管理職と設備担当
や専門店代表者などで構成され、毎月の電気、ガ
ス、水道などの使用量の推移を確認し、削減の施
策を検討し具体的に実施しています。ISOの導入店
舗は、省エネルギー推進委員会がISO推進委員会
として施策を講じています。

　省エネルギー推進委員会

IT物流本部
物流部長　浅井 盛希

　私達物流部は、環境負荷削減に向けて「一括配送」、「混載推進」等で輸送の合理化を図り、CO2の発生抑制に取り組んでいます。その結果、以
下のとおりになりました。

　各センターにもデジタコ、ドライブレコーダー等を導入し「エコ運転の啓蒙」に努めています。2015年から2016年にかけて、北陸・山静・関東北で統
合センターが稼働しました。
　今年は統合センターをフル稼働させ、さらなる物流の効率化に取り組みます。

環境負荷削減に向けての取り組み

●エネルギー使用量は、原油換算で4,714kℓ、前年比100.5％
●エネルギーの使用に伴って発生するCO2排出量は、12,528t-CO2、

前年比100.5％、原単位では、98.2％（CO2の発生量の増加より、
輸送量が増えたため改善しました。）

●輸送量は、4,500万tkm、前年比102.3％（輸送距離 2,414万km）
●ダンボール購入金額（弥富センター購入分）は、3,500万円、前年比

95.8％

地球温暖化・大気汚染の問題が深刻化する中、温室効果ガスの主な部分を占めるCO2の大気中濃度は年々上昇しており、
その排出量の削減は、事業活動（事業所の維持・商品の輸送など）をしている企業にとって、責務であり急務であります。
ユニーは地球環境にマイナスの影響を及ぼす環境負荷をできるだけ出さないよう、継続的に軽減していくよう、
その原因を調べ対策を考え行動していくことを、従業員や関係者がそれぞれの役割の中で実践しています。

低炭素社会

環 境負荷
環境にイイこと、
プラス。
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事業活動における環境負荷

省エネルギー･省資源活動

一括物流

インプット アウトプット 環境負荷軽減

その他

商品 お客様

生ゴミ

店舗

メーカー

リサイクルセンター

ユニー本社・事務所

エネルギー

リサイクル
ボックス

堆肥

商品

商品

廃棄物

CO2排出

燃料

段ボール
39,176t

原油換算
4,714kℓ

年間走行距離

（エネルギー起源）
568,480t-CO2

廃棄物
80,559t

電気
1,841千kWh

エネルギー

※データは燃料を除き2015.2.21～2016.2.20のものです

CO2排出
（エネルギー起源）

923t-CO2
工場

農家

廃棄物
47.3t

コピー用紙
15,185千枚

水道

4,787千㎥
CO2排出

水道
30千㎥

2,414万km

包装材

932,416千kWh

21,228千㎥

5,956千ℓ

電気

ガス

石油

587t

146t

137t

レジ袋

紙袋類

包装紙類

◆エネルギー使用量の推移　※データは、各年度とも当年2月21日～翌年2月20日までのものです。

2015年度のCO2換算係数は下記より換算しました。
●電気…環境省ホームページ温室効果ガス排出量　算定・報告・公表制度について　電気事業者別のCO2排出係数（2014年度実績）（平成27年11月30日公表）　
●水道…独立行政法人国立環境研究所「水道に関するCO2排出原単位の算定根拠」（環境省推奨）　
●ガス・石油…環境省ホームページ温室効果ガス排出量　算定・報告・公表制度について　算定・報告・公表制度における算定方法・排出係数一覧（平成22年3月改訂後）
※二酸化炭素排出量：●調整後排出係数…電気事業者の調整後排出係数（京都メカニズムクレジット・国内認証排出削減量を加味している）
●単位面積時間当たりの使用量…CO2排出量／営業面積×営業時間

単位面積時間当たりの使用量
（単位：W/H.㎡）

（年度）

新規出店の店舗には、高効率省エネ
機器を導入、既存店23店舗でLED
照明への切替えた効果により、削減
に繋がりました。今後もLED照明に全
店を切替えていきます。

単位面積時間当たりの使用量
（単位：リットル/H.㎡）

（年度）

（年度）

LED照明への切替えにより店内熱量
が減少し、空調使用を抑えたことも削
減の要因です。今後は、節水トイレの
採用や雨水利用などにより、水道水
の使用制御を図ります。
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LED照明への切替えにより店内熱量
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減の要因です。今後も効率の良い設
備転換により削減を図ります。
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が減少し、空調使用を抑えたことも削
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◆5社の電気使用に伴う二酸化炭素の調整後排出係数
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電気事業者別の二酸化炭素排出係数（調
整後）は、上げ止まり傾向にはあるものの、
二酸化炭素排出量（調整後）は、2013年
度以前と比べ排出係数の関係により高い数
値状況で推移しています。

　ユニーの事業活動の中で環境負荷の大きな原因は、店舗でのエネルギー使用です。店舗では、照明や空調・食品の冷蔵・冷凍の陳列ケー
スなどに電気やガスなどのエネルギーを使います。また、商品の輸送や冷蔵・冷凍保管の倉庫などでも多くのエネルギーを使用しています。こ
れらのエネルギーは化石燃料（石油、石炭、天然ガスなど）から得ているため、地球温暖化の原因といわれているCO2などを排出しています。
それ以外にも、店舗から排出する廃棄物やお客様が商品と一緒に持ち帰る容器包装も大きな環境負荷の原因になります。
　ユニーでは、これらの原因を明らかにし、環境負荷の低減に努め、エコ・ファースト企業として持続可能な社会を目指します。 

　省エネ活動
　店舗では、照明や空調、冷蔵・冷凍ケースに多くのエネルギーが使われています。そのため、可能な限りの節電に取り組んでいるほか、
LED照明やリーチイン冷凍ケース等の省電力型機器を導入し、省エネルギーに努めています。空調の基本温度を管理し、電力のピークカットに
取り組んでいます。また、店舗バックヤードや本部の蛍光灯にプルスイッチを取り付け、必要に応じた電力使用を心がけています。

　環境省主導のライトダウンキャンペーンに参加し
ました。これは、「CO2削減／ライトダウンキャン
ペーン」の一環で、6月21日（夏至）と7月7日（クー
ル・アースデー、七夕）両日には、夜8時から10
時までの２時間程度、商業施設や家庭での一斉消
灯を呼びかけたものです。

　ライトダウンキャンペーンに参加
　従来の白熱灯や蛍光灯に比べ消費電力の少ない
LED照明の導入を推進しています。2016年7月まで
に76店舗に導入が完了し、今後全店に導入してい
きます。LED照明の導入により1店舗あたり消費電力
が最大30%削減の
効果が期待できま
す。また 売 場・及
び冷蔵・冷凍ケー
ス照明を一部消灯
したりするなど、明
るさ感を損なうこと
なく節電に努めて
います。

LED照明の導入
　店舗では、エネルギー使用量の削減を目的に、月
に１度、省エネルギー推進委員会を開催しています。
メンバーは、店長や各副店長の管理職と設備担当
や専門店代表者などで構成され、毎月の電気、ガ
ス、水道などの使用量の推移を確認し、削減の施
策を検討し具体的に実施しています。ISOの導入店
舗は、省エネルギー推進委員会がISO推進委員会
として施策を講じています。

　省エネルギー推進委員会

IT物流本部
物流部長　浅井 盛希

　私達物流部は、環境負荷削減に向けて「一括配送」、「混載推進」等で輸送の合理化を図り、CO2の発生抑制に取り組んでいます。その結果、以
下のとおりになりました。

　各センターにもデジタコ、ドライブレコーダー等を導入し「エコ運転の啓蒙」に努めています。2015年から2016年にかけて、北陸・山静・関東北で統
合センターが稼働しました。
　今年は統合センターをフル稼働させ、さらなる物流の効率化に取り組みます。

環境負荷削減に向けての取り組み

●エネルギー使用量は、原油換算で4,714kℓ、前年比100.5％
●エネルギーの使用に伴って発生するCO2排出量は、12,528t-CO2、

前年比100.5％、原単位では、98.2％（CO2の発生量の増加より、
輸送量が増えたため改善しました。）

●輸送量は、4,500万tkm、前年比102.3％（輸送距離 2,414万km）
●ダンボール購入金額（弥富センター購入分）は、3,500万円、前年比

95.8％

地球温暖化・大気汚染の問題が深刻化する中、温室効果ガスの主な部分を占めるCO2の大気中濃度は年々上昇しており、
その排出量の削減は、事業活動（事業所の維持・商品の輸送など）をしている企業にとって、責務であり急務であります。
ユニーは地球環境にマイナスの影響を及ぼす環境負荷をできるだけ出さないよう、継続的に軽減していくよう、
その原因を調べ対策を考え行動していくことを、従業員や関係者がそれぞれの役割の中で実践しています。

低炭素社会

環 境負荷
環境にイイこと、
プラス。
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廃棄物分別を徹底するために

　ユニーの廃棄物分別・計量は
直営売り場だけでなく、入店されて
いるコンセッショナリーや専門店、
お客様ゴミ箱などの共有部分で
の廃棄物など店舗から排出される
すべての廃棄物で行っています。
廃棄物を正しく分別して計量して
もらうために直営従業員・専門店
従業員など関連している人たちに
定期的に教育を行っています。

リサイクルセンター

リサイクル工場

ユニー店舗

店の中での販売活動や商品加工・サービスから発生する
廃棄物を、リサイクル資源にする取り組みをしています。
1.発泡スチロールの再資源化　2.食品廃棄物の再資源化
3.段ボールは100％リサイクル　  4.OA紙の再資源化

牛乳パック（再生紙の原料）や食品トレイ（再生プラスチッ
クの原料）、アルミ缶（再生アルミの原料）は、各店舗にリ
サイクルボックスを設置し、ゴミの再生利用にお客様と一
緒に取り組んでいます。

物流センター

牛乳
パック トレイ アルミ缶 ペット

ボトル
ペット
ボトル
キャップ

レジ袋

バックヤードの廃棄物分別
「ゴミステーション」専門店店長会議での分別教育「ユニーのゴミ図鑑」と教育用DVD

オリコンをリユース

段ボール箱による納品 発泡スチロール容器による納品 通い箱（オリコン）による納品

販 売

ユニーで発生するゴミ お客様が持ち帰るゴミ

再生エネルギー

●家電リサイクル
●小型家電リサイクル
●衣料品回収
　（ビジネスウェア、ス

ニーカー、肌着、水着）
●羽毛布団
●家庭の廃食用油

再生製品

使い終わった製品の回収

お客様とともに回収

商品搬入時に商品を入れてきた段ボール箱や発泡スチロールの容器を
使い捨てから通い箱（オリコン）にすることによって、廃棄物の発生を抑制しています。

ユニーに入ってくるゴミ

リサイクル工場
古紙業者にて
リサイクル

段ボール

段ボール箱
100％回収

リサイクル工場にて
リサイクル

フラワーポット
ベンチ原料

発泡スチロール
容器

リサイクル処理

再生工場

生ゴミ

トイレット
ペーパー

フラワーポット
ベンチ原料

アルミ缶
再生アルミ製品飼料・肥料

回収した羽毛布団は洗浄し、再
び羽毛布団や衣類にリサイクル

環境省が実施す
る PLA-PLUS プ
ロジェクトでプラス
チック製品の回収

（単位：kg）
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　ユニーでは2003年度から順次店舗に廃棄物計量器を設置し、店舗から排出される全ての廃棄物を排出場所ごとに分別計量しています。排
出場所（売り場、専門店、その他）ごとに管理することで排出責任を明確にし、廃棄物の発生原因を追求し発生抑制に努めています。排出された
廃棄物は分別を徹底することで再生資源としての価値が上がり、リサイクルが進みます。
　2015年度の廃棄物排出量は2014年度対比99.0％で1％削減しました。多くの種類の廃棄物を削減しましたが食品の売り上げが増加したた
め、一般可燃ゴミとビニール（食品系）が微増しました。食品ゴミに関しては商品廃棄を削減することによって生ゴミを削減しました。また、魚あ
らに関しては一部商品をプロセスセンターで加工することにより、歩留まりが高まり廃棄量を削減しました。納品時にオリコンやクレートを使
用して排出量の多い段ボールを削減し、今後は容器包装自体を簡素化したり軽量化して廃棄物の排出量を削減していきます。そして排出され
た廃棄物は正しい分別によって再生資源としてリサイクルを進めていきます。

一般可燃ゴミ

ビニール（食品系）

小計
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魚のアラ

てんかす
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小計
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紙類（再生可）

小計

プラスチック

ビニール（衣住系）

ペットボトル

陶器・ガラス

金属カス

その他

小計

種　類区  分
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再生紙
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合　計
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◆廃棄物構成比率

◆廃棄物総排出量の推移
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食品ゴミ
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発泡スチロール

段ボールおよび再生紙

その他

20.07%

22.38%

51.68%

2.56%

◆廃棄物排出量

2015年度

2.29%1.02%

シールを発行します。同時にデータは事務所
の端末に記録、集計され、本社の端末に送
信されます。テナントや売場には毎月集計さ
れた結果が告知されます。

計量した廃棄物は、それぞれ温度管
理された廃棄物庫で保管されます。
腐敗しやすい食品廃棄物などは冷蔵
保管されます。

廃棄物は排出場所・種類ごとにバー
コードで管理し、計量器に載せ、重量
を計ります。

売り場では廃棄物を種類ごとに別々
の容器に分けて入れます。混ぜてし
まうとリサイクルできないので、容器
に入れる時にきちんと分別します。
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2013年度
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企業活動から発生する廃棄物をできるだけ削減するには、廃棄物の発生場所や原因、種類などを正確に調べることが必要です。また発生し
た廃棄物を再生資源としてリサイクルするためには、適正な分別と保管が大切です。ユニーでは全店舗に廃棄物計量システムを導入し、直営
売り場だけでなく専門店や共有部分から排出される廃棄物ごとに、排出場所・19種類に分別し計量しています。この活動により廃棄物の発
生抑制やリサイクルを推進しています。廃棄物を削減するために家庭に持ち帰るとゴミになる容器包装を削減したり、使用済み容器包装を
店頭回収してリサイクルしています。今後はお客様から使い終わった製品の回収に取り組みお客様とともにリサイクルに取り組んでいきます。

循環型社会

廃 棄物を削減する取り組み
環境にイイこと、
プラス。

廃棄物削減のための取り組み

ユニーで発生するゴミ

全　体

廃棄物計量システム

エコ・ファーストの約束1
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廃棄物分別を徹底するために

　ユニーの廃棄物分別・計量は
直営売り場だけでなく、入店されて
いるコンセッショナリーや専門店、
お客様ゴミ箱などの共有部分で
の廃棄物など店舗から排出される
すべての廃棄物で行っています。
廃棄物を正しく分別して計量して
もらうために直営従業員・専門店
従業員など関連している人たちに
定期的に教育を行っています。

リサイクルセンター

リサイクル工場

ユニー店舗

店の中での販売活動や商品加工・サービスから発生する
廃棄物を、リサイクル資源にする取り組みをしています。
1.発泡スチロールの再資源化　2.食品廃棄物の再資源化
3.段ボールは100％リサイクル　  4.OA紙の再資源化

牛乳パック（再生紙の原料）や食品トレイ（再生プラスチッ
クの原料）、アルミ缶（再生アルミの原料）は、各店舗にリ
サイクルボックスを設置し、ゴミの再生利用にお客様と一
緒に取り組んでいます。

物流センター

牛乳
パック トレイ アルミ缶 ペット

ボトル
ペット
ボトル
キャップ

レジ袋

バックヤードの廃棄物分別
「ゴミステーション」専門店店長会議での分別教育「ユニーのゴミ図鑑」と教育用DVD

オリコンをリユース

段ボール箱による納品 発泡スチロール容器による納品 通い箱（オリコン）による納品

販 売

ユニーで発生するゴミ お客様が持ち帰るゴミ

再生エネルギー

●家電リサイクル
●小型家電リサイクル
●衣料品回収
　（ビジネスウェア、ス

ニーカー、肌着、水着）
●羽毛布団
●家庭の廃食用油

再生製品

使い終わった製品の回収

お客様とともに回収

商品搬入時に商品を入れてきた段ボール箱や発泡スチロールの容器を
使い捨てから通い箱（オリコン）にすることによって、廃棄物の発生を抑制しています。

ユニーに入ってくるゴミ

リサイクル工場
古紙業者にて
リサイクル

段ボール

段ボール箱
100％回収

リサイクル工場にて
リサイクル

フラワーポット
ベンチ原料

発泡スチロール
容器

リサイクル処理

再生工場

生ゴミ

トイレット
ペーパー

フラワーポット
ベンチ原料

アルミ缶
再生アルミ製品飼料・肥料

回収した羽毛布団は洗浄し、再
び羽毛布団や衣類にリサイクル

環境省が実施す
る PLA-PLUS プ
ロジェクトでプラス
チック製品の回収
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　ユニーでは2003年度から順次店舗に廃棄物計量器を設置し、店舗から排出される全ての廃棄物を排出場所ごとに分別計量しています。排
出場所（売り場、専門店、その他）ごとに管理することで排出責任を明確にし、廃棄物の発生原因を追求し発生抑制に努めています。排出された
廃棄物は分別を徹底することで再生資源としての価値が上がり、リサイクルが進みます。
　2015年度の廃棄物排出量は2014年度対比99.0％で1％削減しました。多くの種類の廃棄物を削減しましたが食品の売り上げが増加したた
め、一般可燃ゴミとビニール（食品系）が微増しました。食品ゴミに関しては商品廃棄を削減することによって生ゴミを削減しました。また、魚あ
らに関しては一部商品をプロセスセンターで加工することにより、歩留まりが高まり廃棄量を削減しました。納品時にオリコンやクレートを使
用して排出量の多い段ボールを削減し、今後は容器包装自体を簡素化したり軽量化して廃棄物の排出量を削減していきます。そして排出され
た廃棄物は正しい分別によって再生資源としてリサイクルを進めていきます。
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2015年度

2.29%1.02%

シールを発行します。同時にデータは事務所
の端末に記録、集計され、本社の端末に送
信されます。テナントや売場には毎月集計さ
れた結果が告知されます。

計量した廃棄物は、それぞれ温度管
理された廃棄物庫で保管されます。
腐敗しやすい食品廃棄物などは冷蔵
保管されます。

廃棄物は排出場所・種類ごとにバー
コードで管理し、計量器に載せ、重量
を計ります。

売り場では廃棄物を種類ごとに別々
の容器に分けて入れます。混ぜてし
まうとリサイクルできないので、容器
に入れる時にきちんと分別します。
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2,059,522

81,393,727

2013年度

11,994,522 

4,177,479 
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14,035,060 

2,322,053 
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18,649,667 
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1,612,301 

903,002 

40,681,559

2,472,695

43,154,254
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82,623,529
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企業活動から発生する廃棄物をできるだけ削減するには、廃棄物の発生場所や原因、種類などを正確に調べることが必要です。また発生し
た廃棄物を再生資源としてリサイクルするためには、適正な分別と保管が大切です。ユニーでは全店舗に廃棄物計量システムを導入し、直営
売り場だけでなく専門店や共有部分から排出される廃棄物ごとに、排出場所・19種類に分別し計量しています。この活動により廃棄物の発
生抑制やリサイクルを推進しています。廃棄物を削減するために家庭に持ち帰るとゴミになる容器包装を削減したり、使用済み容器包装を
店頭回収してリサイクルしています。今後はお客様から使い終わった製品の回収に取り組みお客様とともにリサイクルに取り組んでいきます。

循環型社会

廃 棄物を削減する取り組み
環境にイイこと、
プラス。

廃棄物削減のための取り組み

ユニーで発生するゴミ

全　体

廃棄物計量システム

エコ・ファーストの約束1
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地球環境活動に寄付

　有料レジ袋を購入してい
ただくと、ユニーは1枚につ
き1円を、地域の自治体の
環境活動に寄付します。
◆2015年度実績
　3,396万6,383円
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　ユニーは、2007年6月に、横浜市のピアゴ中山店（旧ユニー中山店）で初めて有料化を開始しましたが、単独での実施だったため、自治体や消
費者・同業者との連携が取れず、またお客様からのご理解がいただけず来店客が減少、売り上げも一時低迷するといった厳しいスタートでした。
　店舗での啓発活動の結果、売り上げは持ち直せましたが反省することがたくさんありました。これ以降、ユニーは自治体や市民との合意のうえ、
地域の近隣の同業他社とも連携し、地域全体で取り組みました。その後は大きな問題もなく地域を拡大、2014年2月20日には全店舗レジ袋無料
配布中止（有料化）を実現しました。

　家庭から排出されるごみの約60％が商品の容器包装だといわれています。容器包装には商品の品質や衛生安全を保全し、持ち運びやすいな
どの機能がありますが、さらに軽量化や簡素化を図り、廃棄物の発生抑制を促進しなければなりません。そこで、中身に対して容器包装の軽い商
品に「減装マーク」をつけ、消費者に紹介して購入を促す実験をNPOごみじゃぱん（神戸大学）と一緒に実施しています。エコ博では、賛同したメー
カーが減装商品を消費者にアピールしました。

　2002年より、愛知県・三重県・岐阜県の東海三県と名古屋市の小売店が共催して
「環境にやさしいお買い物」を消費者に啓発する活動を行っています。容器包装が軽量
なもの、容器つめ買え商品、容器包装資材が再生資源やバイオマスプラスチックなど
の環境への負荷ができるだけ小さいものを優先的に購入することで、廃棄物削減やリ
サイクル資源の利活用、資源の保全などの環境貢献ができることを紹介し、消費者に
環境について関心をもってもらい、商品選びに役立ててもらうことが目的です。ユニー
では独自企画として、環境に配慮したオリジナル商品「eco!on」やバイオマスプラスチッ
ク製容器包装の普及啓発活動を行っています。また、県や市と協力して店内でイベント
を開催し、より多くの消費者に知ってもらい、買っていただくように努めています。

日本ハム、容器包装削減を子ども達に説明 エコ博、減装戦隊「へらすんじゃー」が
子ども達とクイズ

山崎製パンの減装商品を紹介する
ごみじゃぱんの学生
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※2014年2月20日全店でのレジ袋有料化実施

愛知県と協働でイベント開催
ヴェルサウォーク西尾

キャンペーンポスター

紙パックで手すきハガキ作り
ヴェルサウォーク西尾

愛知県AELネットも出展
（環境施設のスタンプラリー）

三重県　アピタ松阪三雲店 名古屋市
ヒルズウォーク徳重ガーデンズ

岐阜県　アピタ美濃加茂店

群馬県より感謝状を受け取る
けやきウォーク前橋の衣笠拓也支配人

容器包装の本来の目的は、商品の品質や衛生安全を保全し、手軽に安全に持ち運びできることです。
ユニーはセルフサービスで商品を販売しているため、お客様が自分で商品を選び精算します。
そのためほとんどの商品は容器包装に入れて販売しています。
ところが使い終わった容器包装が家庭ゴミの50％（容積比）を占め、
廃棄されたものを焼却処分する際には大量のCO2を排出し地球温暖化の一因になるともいわれています。
ユニーではお客様とメーカーが協働で容器包装の簡素化や軽量化に取り組み3Rを実践し環境負荷低減に取り組んでいます。

循環型社会

環 境 にやさし い容器包装
エコ・ファーストの約束1 環境にイイこと、

プラス。

　レジ袋の歴史は古く、1970年代にスーパーで商品の持ち帰り用に使われ始めました。薄くて丈夫、水にも強く便利なことから瞬く間に社会に浸
透しました。ところが一度使えば廃棄され、自然には分解しないことから、ゴミの増加や自然破壊につながると大きな問題になり、消費者団体など
による「お買い物袋持参運動」が1980年代に始まりました。ユニーでは1989年からレジ袋削減に取り組んでいます。
　2001年からはマイバッグを配布したり、2006年には「ノーレジ袋キャンペーン」を展開したり、さらに啓発活動を進めましたが効果が出ず、
2007年からは「レジ袋無料配布中止（有料化）」を始めました。廃棄されたレジ袋を焼却することでCO2が発生すること、原料である化石燃料（石
油）の枯渇なども問題にされ、持続可能な社会の妨げになることから、ユニーでは2014年2月に全店の食品売り場でレジ袋無料配布の中止に踏
み切りました。

容器包装をできるだけ使わない販売への取り組み

レジ袋削減のための取り組み

◆レジ袋辞退率の推移

1989年に愛知県一宮市で「レ
ジ袋をもう一度使いましょう」とい
う、お買い物袋持参運動を開始
しました。

全店の食品売り場でレジ袋無料
配布を中止にしました。

群馬県　アピタ高崎店

2001年からは「何度も使えるレジ袋代わり
のマイバッグ」をスタンプカードと交換で差し
上げるマイバッ
グキャンペーンを
始めました。

お買い物袋持参運動の説明を受ける
従業員（1989年11月、サンテラス一宮店）

2006年から「レジ袋を使わない
お買い物」をお客様と一緒に進
めるために、ポ
スターや館内放
送でアピール
し、レジ袋の辞
退率を高めるこ
とができました。

お買い物袋持参運動開始 マイバッグキャンペーン ノーレジ袋キャンペーン レジ袋の無料配布中止

1

◆ノーレジ袋キャンペーン
◆レジ袋無料配布の中止
◆ばら売りなど、容器包装を使わない販売
◆どうしても使用する容器包装の小型化・薄肉化
◆トレイを使わない販売の検討
◆贈答品などの簡易包装
◆マイボトルやマグカップなどの利用促進

レジ袋のように、お客様と一緒に
「使わなくてもよい容器包装」を削減する。

◆環境配慮商品eco!onの容器に
　バイオマスプラスチックを使用
◆有料レジ袋にバイオポリエチレンを使用
◆生鮮食品の販売に生分解性バイオマス
　プラスチック、ポリ乳酸製容器包装を使用

限りある化石資源（石油）を使用せず、
繰り返し栽培可能な植物資源を原料にする。

◆リサイクルによる店頭回収
◆再生資源として製品（トイレットペーパーなど）
　やベンチなどにリサイクル
◆使用済みレジ袋を再びレジ袋にリサイクルする
◆ペットボトルキャップを店頭回収し、自動車部品や
　換気扇部品などへのアップサイクルを推進

お客様が商品と一緒に持ち帰った
容器包装を回収し、再生資源にする。

容器包装をできるだけ
使わない販売への取り組み

使った後の容器包装を
廃棄物にしない取り組み

サスティナブル（持続可能な）
原料を使った容器包装への取り組み1 2 3

レジ袋削減への取り組み
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レジ袋無料配布中止（有料化）

減装（へらそう）ショッピング

東海三県一市グリーン購入キャンペーン

自治体・市民団体・事業
者の三者がそれぞれの
役割を果たすために、協
議会を設立し充分に話
し合い、協定書を締結
するよう努める。

地域の市民団体が支援してくださること。

1

2

3

自治体が、レジ袋削減は「廃棄物削減および地
球温暖化防止」のためであることを広く市民に
知らせ、主体的に取り組むこと。

地域の小売り事業者などが皆で参加すること。

　レジ袋辞退率の推移とレジ袋使用量の推移について
　ユニーでは2007年からレジ袋無料配布中止（有料化）を
開始しました。当初はユニー全体で年間3億枚を超えるレジ
袋を使用していましたが、無料配布中止店舗を拡大するこ
とによって2013年には1億枚近くまで削減しました。レジ袋
辞退率も年々向上し90％近くまで向上しました。2014年に
全店での無料配布中止を実現し2015年にはレジ袋は
6,328万枚まで削減しました。この結果、容器包装リサイク
ル法の再商品化委託金額も減り環境負荷軽減と経費の削
減にもつながりました。

310,559
309,222
134,678
116,749
111,632
110,743
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63,288
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2013
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2015

レジ袋無料配布の中止
96店舗で無料配布中止
170店舗で無料配布中止
約73％の店舗で無料配布中止
四日市市・弥富市などの店舗が加わる
約80％の店舗で無料配布中止
滋賀県、長野県、愛知県全域で無料配布中止
関東８県、関西２県含め全店舗で無料配布中止
全店での無料配布中止を継続

年度 枚数（単位：千枚） 重量（単位：ｔ） 備　　考

◆レジ袋使用量の推移※1
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1,851
1,029
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2億7,978万円
2億2,272万円
1億6,655万円
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1億3,557万円
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年度 委託金額（税込）

◆容器包装リサイクル法への対応※2

※3

※1 2008年にユーストアと合併し80店舗増える
※2 容器包装リサイクル法に基づき、公益財団法人日本容器包装リサイクル協会へ支払った委託金額
※3 全店でのレジ袋有料化を実施したためプラスチック容器包装が大きく削減された
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容器包装ゴミを減らしたPB商品

◆スタイルワンマーガリン入りバターロール
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地球環境活動に寄付

　有料レジ袋を購入してい
ただくと、ユニーは1枚につ
き1円を、地域の自治体の
環境活動に寄付します。
◆2015年度実績
　3,396万6,383円
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　ユニーは、2007年6月に、横浜市のピアゴ中山店（旧ユニー中山店）で初めて有料化を開始しましたが、単独での実施だったため、自治体や消
費者・同業者との連携が取れず、またお客様からのご理解がいただけず来店客が減少、売り上げも一時低迷するといった厳しいスタートでした。
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配布中止（有料化）を実現しました。

　家庭から排出されるごみの約60％が商品の容器包装だといわれています。容器包装には商品の品質や衛生安全を保全し、持ち運びやすいな
どの機能がありますが、さらに軽量化や簡素化を図り、廃棄物の発生抑制を促進しなければなりません。そこで、中身に対して容器包装の軽い商
品に「減装マーク」をつけ、消費者に紹介して購入を促す実験をNPOごみじゃぱん（神戸大学）と一緒に実施しています。エコ博では、賛同したメー
カーが減装商品を消費者にアピールしました。

　2002年より、愛知県・三重県・岐阜県の東海三県と名古屋市の小売店が共催して
「環境にやさしいお買い物」を消費者に啓発する活動を行っています。容器包装が軽量
なもの、容器つめ買え商品、容器包装資材が再生資源やバイオマスプラスチックなど
の環境への負荷ができるだけ小さいものを優先的に購入することで、廃棄物削減やリ
サイクル資源の利活用、資源の保全などの環境貢献ができることを紹介し、消費者に
環境について関心をもってもらい、商品選びに役立ててもらうことが目的です。ユニー
では独自企画として、環境に配慮したオリジナル商品「eco!on」やバイオマスプラスチッ
ク製容器包装の普及啓発活動を行っています。また、県や市と協力して店内でイベント
を開催し、より多くの消費者に知ってもらい、買っていただくように努めています。

日本ハム、容器包装削減を子ども達に説明 エコ博、減装戦隊「へらすんじゃー」が
子ども達とクイズ
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岐阜県　アピタ美濃加茂店

群馬県より感謝状を受け取る
けやきウォーク前橋の衣笠拓也支配人

容器包装の本来の目的は、商品の品質や衛生安全を保全し、手軽に安全に持ち運びできることです。
ユニーはセルフサービスで商品を販売しているため、お客様が自分で商品を選び精算します。
そのためほとんどの商品は容器包装に入れて販売しています。
ところが使い終わった容器包装が家庭ゴミの50％（容積比）を占め、
廃棄されたものを焼却処分する際には大量のCO2を排出し地球温暖化の一因になるともいわれています。
ユニーではお客様とメーカーが協働で容器包装の簡素化や軽量化に取り組み3Rを実践し環境負荷低減に取り組んでいます。

循環型社会

環 境 にやさし い容器包装
エコ・ファーストの約束1 環境にイイこと、

プラス。

　レジ袋の歴史は古く、1970年代にスーパーで商品の持ち帰り用に使われ始めました。薄くて丈夫、水にも強く便利なことから瞬く間に社会に浸
透しました。ところが一度使えば廃棄され、自然には分解しないことから、ゴミの増加や自然破壊につながると大きな問題になり、消費者団体など
による「お買い物袋持参運動」が1980年代に始まりました。ユニーでは1989年からレジ袋削減に取り組んでいます。
　2001年からはマイバッグを配布したり、2006年には「ノーレジ袋キャンペーン」を展開したり、さらに啓発活動を進めましたが効果が出ず、
2007年からは「レジ袋無料配布中止（有料化）」を始めました。廃棄されたレジ袋を焼却することでCO2が発生すること、原料である化石燃料（石
油）の枯渇なども問題にされ、持続可能な社会の妨げになることから、ユニーでは2014年2月に全店の食品売り場でレジ袋無料配布の中止に踏
み切りました。

容器包装をできるだけ使わない販売への取り組み

レジ袋削減のための取り組み

◆レジ袋辞退率の推移

1989年に愛知県一宮市で「レ
ジ袋をもう一度使いましょう」とい
う、お買い物袋持参運動を開始
しました。

全店の食品売り場でレジ袋無料
配布を中止にしました。

群馬県　アピタ高崎店

2001年からは「何度も使えるレジ袋代わり
のマイバッグ」をスタンプカードと交換で差し
上げるマイバッ
グキャンペーンを
始めました。

お買い物袋持参運動の説明を受ける
従業員（1989年11月、サンテラス一宮店）

2006年から「レジ袋を使わない
お買い物」をお客様と一緒に進
めるために、ポ
スターや館内放
送でアピール
し、レジ袋の辞
退率を高めるこ
とができました。

お買い物袋持参運動開始 マイバッグキャンペーン ノーレジ袋キャンペーン レジ袋の無料配布中止

1

◆ノーレジ袋キャンペーン
◆レジ袋無料配布の中止
◆ばら売りなど、容器包装を使わない販売
◆どうしても使用する容器包装の小型化・薄肉化
◆トレイを使わない販売の検討
◆贈答品などの簡易包装
◆マイボトルやマグカップなどの利用促進

レジ袋のように、お客様と一緒に
「使わなくてもよい容器包装」を削減する。

◆環境配慮商品eco!onの容器に
　バイオマスプラスチックを使用
◆有料レジ袋にバイオポリエチレンを使用
◆生鮮食品の販売に生分解性バイオマス
　プラスチック、ポリ乳酸製容器包装を使用

限りある化石資源（石油）を使用せず、
繰り返し栽培可能な植物資源を原料にする。

◆リサイクルによる店頭回収
◆再生資源として製品（トイレットペーパーなど）
　やベンチなどにリサイクル
◆使用済みレジ袋を再びレジ袋にリサイクルする
◆ペットボトルキャップを店頭回収し、自動車部品や
　換気扇部品などへのアップサイクルを推進

お客様が商品と一緒に持ち帰った
容器包装を回収し、再生資源にする。

容器包装をできるだけ
使わない販売への取り組み

使った後の容器包装を
廃棄物にしない取り組み

サスティナブル（持続可能な）
原料を使った容器包装への取り組み1 2 3

レジ袋削減への取り組み

8
7
.8

2
4
.3

2
4
.3

7
5
.0

レジ袋無料配布中止（有料化）

減装（へらそう）ショッピング

東海三県一市グリーン購入キャンペーン

自治体・市民団体・事業
者の三者がそれぞれの
役割を果たすために、協
議会を設立し充分に話
し合い、協定書を締結
するよう努める。

地域の市民団体が支援してくださること。

1

2

3

自治体が、レジ袋削減は「廃棄物削減および地
球温暖化防止」のためであることを広く市民に
知らせ、主体的に取り組むこと。

地域の小売り事業者などが皆で参加すること。

　レジ袋辞退率の推移とレジ袋使用量の推移について
　ユニーでは2007年からレジ袋無料配布中止（有料化）を
開始しました。当初はユニー全体で年間3億枚を超えるレジ
袋を使用していましたが、無料配布中止店舗を拡大するこ
とによって2013年には1億枚近くまで削減しました。レジ袋
辞退率も年々向上し90％近くまで向上しました。2014年に
全店での無料配布中止を実現し2015年にはレジ袋は
6,328万枚まで削減しました。この結果、容器包装リサイク
ル法の再商品化委託金額も減り環境負荷軽減と経費の削
減にもつながりました。

310,559
309,222
134,678
116,749
111,632
110,743
109,528
68,454
63,288

2007
2008
2009
2010
2011
2012
2013
2014
2015

レジ袋無料配布の中止
96店舗で無料配布中止
170店舗で無料配布中止
約73％の店舗で無料配布中止
四日市市・弥富市などの店舗が加わる
約80％の店舗で無料配布中止
滋賀県、長野県、愛知県全域で無料配布中止
関東８県、関西２県含め全店舗で無料配布中止
全店での無料配布中止を継続

年度 枚数（単位：千枚） 重量（単位：ｔ） 備　　考

◆レジ袋使用量の推移※1

1,818
1,851
1,029

964
851
839
821
616
587

2億9,729万円
2億7,978万円
2億2,272万円
1億6,655万円
1億6,154万円
1億4,868万円
1億5,866万円
1億6,104万円
1億3,557万円

2007
2008
2009
2010
2011
2012
2013
2014
2015

年度 委託金額（税込）

◆容器包装リサイクル法への対応※2

※3

※1 2008年にユーストアと合併し80店舗増える
※2 容器包装リサイクル法に基づき、公益財団法人日本容器包装リサイクル協会へ支払った委託金額
※3 全店でのレジ袋有料化を実施したためプラスチック容器包装が大きく削減された

2
3
.4

2
3
.4

8
8
.3

2
2
.8

2
2
.8

8
8
.7

2
1
.5

2
1
.5

8
9
.5

容器包装ゴミを減らしたPB商品

◆スタイルワンマーガリン入りバターロール
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　リサイクル回収の輸送にかかるエネルギーやCO2の排出などが問題にされることがあります。ユニーでは店舗か
ら物流センター内にあるリサイクルセンターに搬送するときに商品配送便の帰り便を使うことにより、無駄な燃料
やCO2の排出削減に努めています（現在中京地区・山静地区・北陸地区の物流センターにリサイクルセンターを
設置。その他の地区は店舗から直接リサイクル工場に搬送しています）。リサイクルセンターでは、各店舗から回
収した使用済み容器包装を計量し効率的に搬送しやすいように圧縮し、それぞれのリサイクル工場に搬出します。

店　舗 リサイクル工場

空容器類

商品

計量
計量データ

容器包装リサイクルの仕組み
リサイクルセンター

計量したデータはユニー本社
へフィードバックします。
※計量システムは、中京地区で実施

袋に貼られた店舗コードを
読みとり、店舗ごとの重さ
を量ります。

各店舗からリサイクル資
源が到着します。

物流
センター

弥富物流センター内のリサイクルセンター

計量システム

◆リサイクルボックスでの店頭回収実績

2011

2012

2013

2014

2015

178

184

193

205

205

217

217

220

223

223

82.0

84.8

87.7

91.9

91.9

参加率
（%）

食品取扱
店舗年度

参加
店舗

1,760,944

1,865,920

2,146,522

2,126,669

2,200,183

回収量
（㎏）

（単位：kg）

（年度）
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リサイクル量の推移
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参加店舗数と参加率の推移

ペットボトルのリサイクル

ペットボトル

　ユニーではサス
ティナブル（持続
可能）な資源であ
り、CO2を増やさ
ないバイオマスプ
ラスチック（ポリ乳
酸）を青果売場と
鶏卵パックに使用
しています。使用
済みの容器は回収
しリサイクルしてい
ます。

バイオマスプラスチック（バイオポリエチレン）製容器包装
　ユニーの有料レジ袋は植
物由来のバイオポリエチレン
を25％含有品です。サトウ
キビの廃材から作られたバ
イオポリエチレンは石油製品
に比べ、17％CO2を削減し
ています。

回収店舗数

回収店舗

全社合計（45期）（kg）

全社合計（44期）（kg）

前年比

205店舗

91.9％

2,200,183

2,126,669

103.5%

223店舗

100.0％

274,643

280,492

97.9%

223店舗

100.0％

530,667

542,743

97.8%

208店舗

93.3％

647,981

605,198

107.1%

ー

ー

3,653,474

3,555,103

102.8%

ペットボトル発泡トレイ牛乳パックアルミ缶 店舗総合計

　容器包装はプラスチック製のものが多く、ほとんど石油製品です。
石油など化石燃料は限りある資源であり、使い捨ての容器包装に枯
渇が心配される貴重な資源を使ってよいのでしょうか。また、石油を
産出する時、焼却処分する時にはCO2を排出し、地球温暖化の一因
とされています。そこで、ユ
ニーは2006年から植物由来の
バイオマスプラスチック製容器
包装を使用しています。

（単位：kg）リサイクル量の推移

2011 （年度）2012 2013 2014

バイオマスマーク
動植物を原料としたプラスチック

使用後は水と二酸化炭素に
分解され、自然に還ります。

バイオ
リサイクル

大気中の二酸化炭素　ゼロ

水と二酸化炭素に分解

光合成

自然に
かえります

リサイクル
できます

微生物

植物

堆肥化

サーマル
リサイクル

燃焼水
二酸化炭素

コンポスト処理

カーボンニュートラル リサイクルボックス

回収したバイオマス
プラスチック製容器

フレーク

バイオモニタリング
キャップ 処理済み

プラスチック

加熱したバイオマス
プラスチック製容器

リサイクル工場

細かく粉砕処理
をして、フレークと
いう小さなチップ
に加工します。

種類の違うプラ
スチック容器が
混入していても、
加水分解で分離
できます。

高架道路や
橋を造ると
きに利用さ
れます。

各店舗のリサイクルステ
ーションに、バイオマスプ
ラスチック製容器（卵パ
ック）回収ボックスを設置
し、お客様から使用済み
容器を回収しています。

トウモロコシ

成型品
バイオマスプラスチック

リサイクルボックスによる容器の店頭回収

回収した容器はリサイクルセンターに集約

使用済み容器包装のリサイクルループ

バイオマスプラスチック製容器包装

バイオマスプラスチック（ポリ乳酸）製容器包装

使った後の容器包装を廃棄物にしない取り組み2

サスティナブル（持続可能な）原料を使った容器包装への取り組み3

2015
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制服、ジャンパー、
文房具などに

商 品

2011
2012
2013
2014
2015

217
217
220
223
223

217
217
220
223
223

100.0
100.0
100.0
100.0
100.0

参加率
（%）

食品取扱
店舗

年度 参加
店舗

参加店舗数と参加率の推移

598,709
575,332
581,646
542,743
530,667

回収量
（㎏）

店 舗

リサイクル
ボックスで回収

商 品 リサイクルセンター

計量

牛乳パック

牛乳パックトイレットペーパー

出荷

リサイクル工場
他の古紙と
とも に ユ
ニーの包装
紙・袋・ト
イレットペー
パーに再生
しています。

牛乳パックのリサイクル

自動包装機でト
イレットペーパー
を包装

抄紙機で原紙を作
り、リワインダーで
巻きなおして裁断

パルパーで液化
しスクリーン工程
で原料を精製

アルミ缶のリサイクル

アルミ缶

2011
2012
2013
2014
2015

173
177
193
196
208

217
217
220
223
223

79.7
81.6
87.7
87.9
93.3

参加率
（%）

食品取扱
店舗年度 参加

店舗

参加店舗数と参加率の推移

534,081
555,663
596,767
605,198
647,981

回収量
（㎏）

（単位：kg）リサイクル量の推移
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2015

店 舗

リサイクル
ボックスで回収

アルミ缶

リサイクルセンター

計量・圧縮

高温でアルミ缶を
溶かす

アルミ缶のリサイ
クル工場

アルミの製造に
は膨大な電気を
必要としますが、
アルミ缶の再利
用によってエネ
ルギーが節約で
きます。

リサイクル工場

溶かしたアルミニ
ウムを塊（再 生
地金）にする

薄 い 板 にして、
アルミ缶に加工
する

発泡スチロールトレイの
ケミカルリサイクル

再生油として
食品トレイの
原料にリサイクル

商 品発泡スチロールトレイの
リサイクル

フレーク

洗浄粉砕処理して
チップ状にする

ペレット

さらに洗浄・脱水して、
ペレット（チップよりも
細かく）にする

2011
2012
2013
2014
2015

217
217
220
223
223

217
217
220
223
223

100.0
100.0
100.0
100.0
100.0

参加率
（%）

食品取扱
店舗

年度 参加
店舗

参加店舗数と参加率の推移

304,644
291,151
291,509
280,492
274,643

回収量
（㎏）

（単位：kg）
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（年度）2015

2
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食品トレイ

店 舗

リサイクル
ボックスで回収

食品トレイ

フラワーポットや
ベンチ、ペン立て
などの日用品に

商 品 リサイクルセンター

計量

生鮮食品などに使
われる発 泡スチ
ロールトレイは工場
でフラワーポットや
ベンチの原料に
再生しています。

リサイクル工場

再生バイオマス
プラスチック

リサイクル工場

リサイクルセンター

計量・圧縮
リサイクル
ボックスで回収

フレーク

粉砕処理をして細かくする

フレークを
溶かして透明な
PET樹脂に戻す

店 舗

リサイクルセンター

計量

中間処理

中間処理したトレイ

食品トレイ

店 舗

リサイクル
ボックスで回収

食品トレイ

リサイクル工場

コークス炉プラスチックリサイクル
設備

ボトルキャップ運動

　ユニーでは回収したペットボトルキャップを、再
生プラスチックの専門企業いその株式会社に
売却し、NPO「世界の子どもにワクチンを 日本
委員会」に寄付しています。また、再生プラス
チックは自動車部品の原料としてリサイクルして
います。ユニーはこうした使用済み容器包装の

「アップサイクル」を目指しています。

環境生命

途上国の子ども達へ
ワクチンを贈ります

キャップをリサイクル
することで

環境への負荷を低減します

帰り
“キャップ”を運びます

行き“新聞”を
運びます

協力

※NPO法人世界の子どもにワクチンを 日本委員会トヨタ自動車「SAI」 エンジンルームの部品

　ユニーでは店頭回収した発泡スチロールトレイを新日鐡住金のコークス炉化
学原料化法を用いて熱分解し、衛生的で安全なプラスチック原料に戻し、原
料の一部を食品容器に循環利用するケミカルリサイクルに取り組んでいます。

　ユニーでは家庭ごみの削減と再資源化を
図るために、使用済み容器包装を店頭回
収しています。回収した容器包装は店舗ご
とに重量を計りその結果をポスターで公表
し、再資源として国内循環ルートで運用し
ています。2015年度は総回収量が前年度
比2.8%増加しました。お客様と進める「循
環型社会構築」の取り組みです。

アピタ・ピアゴに
設置した回収箱から
YCが回収

回収したキャップは
読売新聞清須工場へ

集約

集まったキャップを
いその株式会社に

売却

NPO法人JVC※を通じて
途上国の子ども達へ
ワクチンを贈る

キャップを
洗浄・破砕し、
加工

トヨタ自動車の
ハイブリッド車「SAI」の部品
などに生まれ変わる

ペレットにして
再商品化
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　リサイクル回収の輸送にかかるエネルギーやCO2の排出などが問題にされることがあります。ユニーでは店舗か
ら物流センター内にあるリサイクルセンターに搬送するときに商品配送便の帰り便を使うことにより、無駄な燃料
やCO2の排出削減に努めています（現在中京地区・山静地区・北陸地区の物流センターにリサイクルセンターを
設置。その他の地区は店舗から直接リサイクル工場に搬送しています）。リサイクルセンターでは、各店舗から回
収した使用済み容器包装を計量し効率的に搬送しやすいように圧縮し、それぞれのリサイクル工場に搬出します。

店　舗 リサイクル工場

空容器類

商品

計量
計量データ

容器包装リサイクルの仕組み
リサイクルセンター

計量したデータはユニー本社
へフィードバックします。
※計量システムは、中京地区で実施

袋に貼られた店舗コードを
読みとり、店舗ごとの重さ
を量ります。

各店舗からリサイクル資
源が到着します。

物流
センター

弥富物流センター内のリサイクルセンター

計量システム

◆リサイクルボックスでの店頭回収実績

2011

2012

2013

2014

2015

178

184

193

205

205

217

217

220

223

223

82.0

84.8

87.7

91.9

91.9

参加率
（%）

食品取扱
店舗年度

参加
店舗

1,760,944

1,865,920

2,146,522

2,126,669

2,200,183

回収量
（㎏）

（単位：kg）

（年度）
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参加店舗数と参加率の推移

ペットボトルのリサイクル

ペットボトル

　ユニーではサス
ティナブル（持続
可能）な資源であ
り、CO2を増やさ
ないバイオマスプ
ラスチック（ポリ乳
酸）を青果売場と
鶏卵パックに使用
しています。使用
済みの容器は回収
しリサイクルしてい
ます。

バイオマスプラスチック（バイオポリエチレン）製容器包装
　ユニーの有料レジ袋は植
物由来のバイオポリエチレン
を25％含有品です。サトウ
キビの廃材から作られたバ
イオポリエチレンは石油製品
に比べ、17％CO2を削減し
ています。

回収店舗数

回収店舗

全社合計（45期）（kg）

全社合計（44期）（kg）

前年比

205店舗

91.9％

2,200,183

2,126,669

103.5%

223店舗

100.0％

274,643

280,492

97.9%

223店舗

100.0％

530,667

542,743

97.8%

208店舗

93.3％

647,981

605,198

107.1%

ー

ー

3,653,474

3,555,103

102.8%

ペットボトル発泡トレイ牛乳パックアルミ缶 店舗総合計

　容器包装はプラスチック製のものが多く、ほとんど石油製品です。
石油など化石燃料は限りある資源であり、使い捨ての容器包装に枯
渇が心配される貴重な資源を使ってよいのでしょうか。また、石油を
産出する時、焼却処分する時にはCO2を排出し、地球温暖化の一因
とされています。そこで、ユ
ニーは2006年から植物由来の
バイオマスプラスチック製容器
包装を使用しています。

（単位：kg）リサイクル量の推移

2011 （年度）2012 2013 2014

バイオマスマーク
動植物を原料としたプラスチック

使用後は水と二酸化炭素に
分解され、自然に還ります。

バイオ
リサイクル

大気中の二酸化炭素　ゼロ

水と二酸化炭素に分解

光合成

自然に
かえります

リサイクル
できます

微生物

植物

堆肥化

サーマル
リサイクル

燃焼水
二酸化炭素

コンポスト処理

カーボンニュートラル リサイクルボックス

回収したバイオマス
プラスチック製容器

フレーク

バイオモニタリング
キャップ 処理済み

プラスチック

加熱したバイオマス
プラスチック製容器

リサイクル工場

細かく粉砕処理
をして、フレークと
いう小さなチップ
に加工します。

種類の違うプラ
スチック容器が
混入していても、
加水分解で分離
できます。

高架道路や
橋を造ると
きに利用さ
れます。

各店舗のリサイクルステ
ーションに、バイオマスプ
ラスチック製容器（卵パ
ック）回収ボックスを設置
し、お客様から使用済み
容器を回収しています。

トウモロコシ

成型品
バイオマスプラスチック

リサイクルボックスによる容器の店頭回収

回収した容器はリサイクルセンターに集約

使用済み容器包装のリサイクルループ

バイオマスプラスチック製容器包装

バイオマスプラスチック（ポリ乳酸）製容器包装

使った後の容器包装を廃棄物にしない取り組み2

サスティナブル（持続可能な）原料を使った容器包装への取り組み3
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制服、ジャンパー、
文房具などに

商 品

2011
2012
2013
2014
2015

217
217
220
223
223

217
217
220
223
223

100.0
100.0
100.0
100.0
100.0

参加率
（%）

食品取扱
店舗

年度 参加
店舗

参加店舗数と参加率の推移

598,709
575,332
581,646
542,743
530,667

回収量
（㎏）

店 舗

リサイクル
ボックスで回収

商 品 リサイクルセンター

計量

牛乳パック

牛乳パックトイレットペーパー

出荷

リサイクル工場
他の古紙と
とも に ユ
ニーの包装
紙・袋・ト
イレットペー
パーに再生
しています。

牛乳パックのリサイクル

自動包装機でト
イレットペーパー
を包装

抄紙機で原紙を作
り、リワインダーで
巻きなおして裁断

パルパーで液化
しスクリーン工程
で原料を精製

アルミ缶のリサイクル

アルミ缶

2011
2012
2013
2014
2015

173
177
193
196
208

217
217
220
223
223

79.7
81.6
87.7
87.9
93.3

参加率
（%）

食品取扱
店舗年度 参加

店舗

参加店舗数と参加率の推移

534,081
555,663
596,767
605,198
647,981

回収量
（㎏）

（単位：kg）リサイクル量の推移
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2015

店 舗

リサイクル
ボックスで回収

アルミ缶

リサイクルセンター

計量・圧縮

高温でアルミ缶を
溶かす

アルミ缶のリサイ
クル工場

アルミの製造に
は膨大な電気を
必要としますが、
アルミ缶の再利
用によってエネ
ルギーが節約で
きます。

リサイクル工場

溶かしたアルミニ
ウムを塊（再 生
地金）にする

薄 い 板 にして、
アルミ缶に加工
する

発泡スチロールトレイの
ケミカルリサイクル

再生油として
食品トレイの
原料にリサイクル

商 品発泡スチロールトレイの
リサイクル

フレーク

洗浄粉砕処理して
チップ状にする

ペレット

さらに洗浄・脱水して、
ペレット（チップよりも
細かく）にする

2011
2012
2013
2014
2015

217
217
220
223
223

217
217
220
223
223

100.0
100.0
100.0
100.0
100.0

参加率
（%）

食品取扱
店舗

年度 参加
店舗

参加店舗数と参加率の推移

304,644
291,151
291,509
280,492
274,643

回収量
（㎏）

（単位：kg）
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食品トレイ

店 舗

リサイクル
ボックスで回収

食品トレイ

フラワーポットや
ベンチ、ペン立て
などの日用品に

商 品 リサイクルセンター

計量

生鮮食品などに使
われる発 泡スチ
ロールトレイは工場
でフラワーポットや
ベンチの原料に
再生しています。

リサイクル工場

再生バイオマス
プラスチック

リサイクル工場

リサイクルセンター

計量・圧縮
リサイクル
ボックスで回収

フレーク

粉砕処理をして細かくする

フレークを
溶かして透明な
PET樹脂に戻す

店 舗

リサイクルセンター

計量

中間処理

中間処理したトレイ

食品トレイ

店 舗

リサイクル
ボックスで回収

食品トレイ

リサイクル工場

コークス炉プラスチックリサイクル
設備

ボトルキャップ運動

　ユニーでは回収したペットボトルキャップを、再
生プラスチックの専門企業いその株式会社に
売却し、NPO「世界の子どもにワクチンを 日本
委員会」に寄付しています。また、再生プラス
チックは自動車部品の原料としてリサイクルして
います。ユニーはこうした使用済み容器包装の

「アップサイクル」を目指しています。

環境生命

途上国の子ども達へ
ワクチンを贈ります

キャップをリサイクル
することで

環境への負荷を低減します

帰り
“キャップ”を運びます

行き“新聞”を
運びます

協力

※NPO法人世界の子どもにワクチンを 日本委員会トヨタ自動車「SAI」 エンジンルームの部品

　ユニーでは店頭回収した発泡スチロールトレイを新日鐡住金のコークス炉化
学原料化法を用いて熱分解し、衛生的で安全なプラスチック原料に戻し、原
料の一部を食品容器に循環利用するケミカルリサイクルに取り組んでいます。

　ユニーでは家庭ごみの削減と再資源化を
図るために、使用済み容器包装を店頭回
収しています。回収した容器包装は店舗ご
とに重量を計りその結果をポスターで公表
し、再資源として国内循環ルートで運用し
ています。2015年度は総回収量が前年度
比2.8%増加しました。お客様と進める「循
環型社会構築」の取り組みです。

アピタ・ピアゴに
設置した回収箱から
YCが回収

回収したキャップは
読売新聞清須工場へ

集約

集まったキャップを
いその株式会社に

売却

NPO法人JVC※を通じて
途上国の子ども達へ
ワクチンを贈る

キャップを
洗浄・破砕し、
加工

トヨタ自動車の
ハイブリッド車「SAI」の部品
などに生まれ変わる

ペレットにして
再商品化
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　概念図（平成25年度推計）

新たな目標値（2015年から2019年）

前回の目標値（2007年から2012年）

2013年度実績

食品製造業 食品卸売業 食品小売業 外食産業

95%

85%

95%

70%

70%

58%

55%

45%

45%

50%

40%

25% 　食品ロス削減に向けた納品期限の見直し
　食品製造業～卸売業～小売業のフードチェーンでは、商習慣を見直して食品ロスを
削減する取り組みが試験的に行われています。スーパーなどへの納品期限を賞味期
限の1/3以内とするいわゆる「1/3ルール」が食品ロスの一因と考えられ、これを
1/2にして、食品廃棄抑制につながるかどうかというものです。ユニーでは今後、製
造業者や物流センターでの過剰在庫や店舗での廃棄を削減できるような成果を期待し
て、飲料や菓子を対象に実証試験を実施する予定です。

生鮮食品の調理クズ（野菜、果物など）、賞味期限切れや飲食の食べ残し

魚のアラ（魚介類の調理クズや内臓・骨）

廃食用油（使用済み揚げ油）

てんかす（フライやテンプラなどの揚げカス）

合計

13,756

2,104

1,234

981

18,075

店舗から発生する食品廃棄物（未利用食品） 排出量（ｔ） リサイクル量（ｔ）

2014年度 2015年度
リサイクル率（%）

7,503

1,880

1,234

509

11,126

54.5%

89.4%

100.0%

51.9%

61.6%

13,982

2,237

1,249

964

18,432

7,330

1,993

1,249

493

11,066

52.4%

89.1%

100.0%

51.1%

60.0%

排出量（ｔ） リサイクル量（ｔ） リサイクル率（%）

※端数を四捨五入しているため､合計数値と一致しない場合があります

※当該年度の単純実施率に2007年度比の発生抑制を加味した値

　2013年度に、日本で排出された食品由来廃棄物は2,797万tで、そのうち食品リサイクル法の対象である食品関連事業者（食品製造業・
卸売業・小売業・外食産業）が排出する事業系食品廃棄物は806万tにものぼります。そのうち330万tがまだ食べられる食品ロスでした。
　一方で、家庭系廃棄物は870万tであり、そのうち302万tがまだ食べられる食品でした。こういった食品ロスを発生させないためには、食品
関連事業者だけではなく消費者も一緒に取り組むことが必要であり、フードチェーン全体で取り組む最重要課題です。

　ユニーの店舗で排出される食品残さは、店内加工時
に発生するキャベツの外葉や魚のアラなどの非可食部分
と「消費期限切れ・賞味期限切れ」「飲食の食材廃棄」
などの可食部分があります。特に後者は「食品ロス」と
され、消費者の行動と密接に関連しています。店舗での
食品廃棄物の発生抑制を進めるためには、消費者と連
携した取り組みが必要です。

　リサイクル実績
　2015年度は、岐阜県で飼料化のリサイクルループが構築でき、調理クズや売れ残り食品のリサイクル量が増加し、リサイクル率が1.6%向
上しました。また廃食用油は調理方法の改善（スチームコンベクション）やろ過器による再利用等で廃棄量を削減し、発生抑制に貢献しました。

食品廃棄物発生量（t） 

リサイクル量 （t）

リサイクル率 （％）

再生利用等実施率（％）※

食品廃棄物等の発生原単位（発生量：kg/売上高：百万円）

発生原単位の対前年度比（％）

19,944

10,812

54.2

64.1

34.67696

97.3

2013年度 2014年度 2015年度2012年度2011年度2010年度2009年度2008年度2007年度
19,089

10,874

57.0

66.5

34.15311

98.5

18,650

11,099

59.5

69.6

32.80502

96.1

18,432

11,066

60.0

69.7

33.03063

100.7

18,075

11,126

61.6

72.9

31.29166

94.7

21,436

7,561

35.3

47.3

35.83000

81.4

19,605

6,656

34.0

34.0

44.00000

-    

22,908

9,444

41.2

48.9

38.99000

108.8

21,210

10,378

48.9

59.0

35.64000

91.4

　食品リサイクルの推移
　食品ロス（売れ残り食品）の発生抑制に取り組んできた結果、食品廃棄物排出量は年々減少しています。また、リサイクル率に発生抑制

（2007年度比）を加味した国への報告数値「再生利用等実施率」は72.9%と昨年より3.2%上昇しました。さらに2014年度から国が設定し
た売上に対する食品廃棄物の発生源単位も31.3kgと食料品小売業の目標65.6kgを大きくクリアしています。今後はさらに発生抑制とリサイク
ル促進に努めます。

安全であり環境負荷が少ないこと。（大気汚染・水質汚染を予防し、省エネであること）

再生資源として有効であること。（有価資源になり再廃棄しない）

経費が抑えられること。（公共処理料金との比較）

継続できる方法であること。（リサイクルルートが確立していること）

　2001年にユニー環境部が発足した時点で食品リサイクル法はすでに施行されて
おり、食品関連事業者は業種の区別なく、食品廃棄物の20%以上の発生抑制・
減量・リサイクルをすることが義務付けされていました。ユニーは環境負荷が少な
く、経済的負担が重くなく、かつ持続可能な方法を検討しました。そこで、食品残
さを再生利用した循環型農業「食品リサイクルループ」を構築し、地元生産者と
の取り組みで「地産地消」を実現しました。2014年の法改正でリサイクル率55%
が新たな目標値に設定され、ユニーではさらに取り組みの強化を図っています。

■資料：●「平成25年度食料需給
表」（農林水産省大臣官房）　●「食
品廃棄物等の発生量及び再生利用
等の内訳（平成25年度実績）」（農
林水産省統計部）　●事業系廃棄
物及び家庭系廃棄物の量は、「一般
廃棄物の排出及び処理状況、産業
廃棄物の排出及び処理状況」（環境
省）等を基に環境省廃棄物・リサイ
クル対策部において推計　●「平成
27年度食品循環資源の再生利用等
に関する実施状況調査等業務報告
書」（環境省請負調査）
■注：●事業系廃棄物の「食品リサ
イクル法における再生利用」のうち

「エネルギー化等」とは、食品リサイ
クル法で定めるメタン、エタノール、
炭化の過程を経て製造される燃料
及び還元剤、油脂及び油脂製品の
製造である。　●ラウンドの関係に
より合計と内訳の計が一致しないこ
とがある。

日本の食料自給率が40％に満たず、多くの食料を海外から輸入するなかで、毎日たくさんの食料を廃棄しています。
ユニーは食品リサイクル法を遵守し、食品をできるだけ廃棄しない、また食品リサイクルループを各地で展開し、地域循環農業を進めています。
そして消費者と生産者を結び地産地消にも取り組んでいます。

循 環 型 社 会

食 品 廃 棄 物
リ サ イ ク ル シ ス テ ム

環境にイイこと、
プラス。

ユニーの食品リサイクル方針

食品リサイクルの実績

ユニーの店舗から排出される未利用食品（食品残さ）

食品廃棄物発生抑制への取り組み

　2016年1月、愛知県で登録再生利用事業者（ダイコー）が、堆肥化目的でメーカーなどから搬入された食品廃棄物を、不正流通させてし
まったことが発覚しました。そこで再発防止のための対策が立てられました。
［廃棄食品の不正流通に関する今後の対策］
●食品廃棄物の排出から処理にいたるフローの管理強化 ●マニフェストの機能強化
●廃棄物処理事業者に係る対策:透明性と信頼性の強化 ●排出事業者に係る対策:食品廃棄物の転売防止対策の強化

食品廃棄物不正転売再発防止について（環境省から）

　環境省と農林水産省の合同委員会で、2007年の食品リサイクル法改正から5年が経過したことで見直しを行いました。従来の食品関連事業
者だけではなく、国民や自治体の役割も重要になっています。

食品リサイクル法改正

日本の食品廃棄物等の利用状況
1

2

3

4

1 食品廃棄物等の発生抑制（リデュース）の推進
●発生抑制の目標値を26業種に加え菓子製造業や給食事業など5業種を追加
●食品ロス削減のためにフードチェーン全体で国民運動を展開
［食品ロス削減国民運動の取り組み］
●消費期限の延長と消費者の過度な鮮度意識の改善 ●小売における食品廃棄物の継続的な計量 ●外食時のドギーバッグ利用や
食品関連事業者のフードバンクの活用 ●省庁・自治体・関係団体が連携した普及啓発活動 など

2 食品循環資源の再生利用（リサイクル）の促進
●再生利用手法の優先順位　①飼料化　②堆肥化　③メタン化など（飼料・堆肥以外）

●再生利用等実施率の目標値の引き上げ
●リサイクルループの認定制度の促進
●登録再生利用事業者制度の登録要件の強化、指導・監督の強化
●食品関連事業者からの報告による都道府県の再生利用等実施の現状把握

3 再生利用等実施率の新たな目標値

ろすのんロゴ

エコ・ファーストの約束1

商品の売れ残り
（生鮮食品・工場製品）

惣菜など製造・飲食の廃食用油

調理・パック詰・青果の調理クズ・
魚のアラ・精肉クズなど

食品の食べ残し

総菜やパンなど店内で製造す
る際、飲食店で調理する時に
排出される使用済み廃食用油

非可食
残さ

製品
廃棄

◆納品期限見直しの例（賞味期間が6カ月の場合）

製造日 スーパー等の納品期限 販売期限 賞味期限

2カ月 2カ月 2カ月

2カ月１カ月

製造日
スーパー等の納品期限

販売期限 賞味期限

3カ月

⬇見直し後

飲食店などでお客様が残した
食品残さ

市場や生産地から生鮮食品が
搬入され、売り場に出すため
に調理加工する際に排出され
る食品残さ

焼却・埋立等：326万t

焼却・埋立：829万t

再生利用：55万t
（肥料化・メタン化等向け）

食品リサイクル法における
熱回収：45万t

食品リサイクル法における
再生利用：1,336万t

うち飼料化向け：975万t
うち肥料化向け：249万t

うちエネルギー化等向け：112万t

食品リサイクル法における
減量：220万t

家庭系廃棄物（870万t）（B）B
うち可食部分と考えられる量

（302万t）

食べ残し、過剰除去、
直接廃棄

うち可食部分と考えられる量
（632万t）

※いわゆる「食品ロス」

食品由来の廃棄物等（2,797万t）　　+ BA

うち可食部分と考えられる量

（330万t）
規格外品、返品、
売れ残り、食べ残し

事業系食品廃棄物等（1,927万t）（A）

うち　事業系廃棄物（806万t）
有価物（901万t）

A

食
品
資
源
の
利
用
主
体

①食品関連事業者
　・食品製造業
　・食品卸売業
　・食品小売業
　・外食産業

②一般家庭

食用仕向量 （8,339万t）
粗食料＋加工用
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　概念図（平成25年度推計）

新たな目標値（2015年から2019年）

前回の目標値（2007年から2012年）

2013年度実績

食品製造業 食品卸売業 食品小売業 外食産業

95%

85%

95%

70%

70%

58%

55%

45%

45%

50%

40%

25% 　食品ロス削減に向けた納品期限の見直し
　食品製造業～卸売業～小売業のフードチェーンでは、商習慣を見直して食品ロスを
削減する取り組みが試験的に行われています。スーパーなどへの納品期限を賞味期
限の1/3以内とするいわゆる「1/3ルール」が食品ロスの一因と考えられ、これを
1/2にして、食品廃棄抑制につながるかどうかというものです。ユニーでは今後、製
造業者や物流センターでの過剰在庫や店舗での廃棄を削減できるような成果を期待し
て、飲料や菓子を対象に実証試験を実施する予定です。

生鮮食品の調理クズ（野菜、果物など）、賞味期限切れや飲食の食べ残し

魚のアラ（魚介類の調理クズや内臓・骨）

廃食用油（使用済み揚げ油）

てんかす（フライやテンプラなどの揚げカス）

合計

13,756

2,104

1,234

981

18,075

店舗から発生する食品廃棄物（未利用食品） 排出量（ｔ） リサイクル量（ｔ）

2014年度 2015年度
リサイクル率（%）

7,503

1,880

1,234

509

11,126

54.5%

89.4%

100.0%

51.9%

61.6%

13,982

2,237

1,249

964

18,432

7,330

1,993

1,249

493

11,066

52.4%

89.1%

100.0%

51.1%

60.0%

排出量（ｔ） リサイクル量（ｔ） リサイクル率（%）

※端数を四捨五入しているため､合計数値と一致しない場合があります

※当該年度の単純実施率に2007年度比の発生抑制を加味した値

　2013年度に、日本で排出された食品由来廃棄物は2,797万tで、そのうち食品リサイクル法の対象である食品関連事業者（食品製造業・
卸売業・小売業・外食産業）が排出する事業系食品廃棄物は806万tにものぼります。そのうち330万tがまだ食べられる食品ロスでした。
　一方で、家庭系廃棄物は870万tであり、そのうち302万tがまだ食べられる食品でした。こういった食品ロスを発生させないためには、食品
関連事業者だけではなく消費者も一緒に取り組むことが必要であり、フードチェーン全体で取り組む最重要課題です。

　ユニーの店舗で排出される食品残さは、店内加工時
に発生するキャベツの外葉や魚のアラなどの非可食部分
と「消費期限切れ・賞味期限切れ」「飲食の食材廃棄」
などの可食部分があります。特に後者は「食品ロス」と
され、消費者の行動と密接に関連しています。店舗での
食品廃棄物の発生抑制を進めるためには、消費者と連
携した取り組みが必要です。

　リサイクル実績
　2015年度は、岐阜県で飼料化のリサイクルループが構築でき、調理クズや売れ残り食品のリサイクル量が増加し、リサイクル率が1.6%向
上しました。また廃食用油は調理方法の改善（スチームコンベクション）やろ過器による再利用等で廃棄量を削減し、発生抑制に貢献しました。

食品廃棄物発生量（t） 

リサイクル量 （t）

リサイクル率 （％）

再生利用等実施率（％）※

食品廃棄物等の発生原単位（発生量：kg/売上高：百万円）

発生原単位の対前年度比（％）

19,944

10,812

54.2

64.1

34.67696

97.3

2013年度 2014年度 2015年度2012年度2011年度2010年度2009年度2008年度2007年度
19,089

10,874

57.0

66.5

34.15311

98.5

18,650

11,099

59.5

69.6

32.80502

96.1

18,432

11,066

60.0

69.7

33.03063

100.7

18,075

11,126

61.6

72.9

31.29166

94.7

21,436

7,561

35.3

47.3

35.83000

81.4

19,605

6,656

34.0

34.0

44.00000

-    

22,908

9,444

41.2

48.9

38.99000

108.8

21,210

10,378

48.9

59.0

35.64000

91.4

　食品リサイクルの推移
　食品ロス（売れ残り食品）の発生抑制に取り組んできた結果、食品廃棄物排出量は年々減少しています。また、リサイクル率に発生抑制

（2007年度比）を加味した国への報告数値「再生利用等実施率」は72.9%と昨年より3.2%上昇しました。さらに2014年度から国が設定し
た売上に対する食品廃棄物の発生源単位も31.3kgと食料品小売業の目標65.6kgを大きくクリアしています。今後はさらに発生抑制とリサイク
ル促進に努めます。

安全であり環境負荷が少ないこと。（大気汚染・水質汚染を予防し、省エネであること）

再生資源として有効であること。（有価資源になり再廃棄しない）

経費が抑えられること。（公共処理料金との比較）

継続できる方法であること。（リサイクルルートが確立していること）

　2001年にユニー環境部が発足した時点で食品リサイクル法はすでに施行されて
おり、食品関連事業者は業種の区別なく、食品廃棄物の20%以上の発生抑制・
減量・リサイクルをすることが義務付けされていました。ユニーは環境負荷が少な
く、経済的負担が重くなく、かつ持続可能な方法を検討しました。そこで、食品残
さを再生利用した循環型農業「食品リサイクルループ」を構築し、地元生産者と
の取り組みで「地産地消」を実現しました。2014年の法改正でリサイクル率55%
が新たな目標値に設定され、ユニーではさらに取り組みの強化を図っています。

■資料：●「平成25年度食料需給
表」（農林水産省大臣官房）　●「食
品廃棄物等の発生量及び再生利用
等の内訳（平成25年度実績）」（農
林水産省統計部）　●事業系廃棄
物及び家庭系廃棄物の量は、「一般
廃棄物の排出及び処理状況、産業
廃棄物の排出及び処理状況」（環境
省）等を基に環境省廃棄物・リサイ
クル対策部において推計　●「平成
27年度食品循環資源の再生利用等
に関する実施状況調査等業務報告
書」（環境省請負調査）
■注：●事業系廃棄物の「食品リサ
イクル法における再生利用」のうち

「エネルギー化等」とは、食品リサイ
クル法で定めるメタン、エタノール、
炭化の過程を経て製造される燃料
及び還元剤、油脂及び油脂製品の
製造である。　●ラウンドの関係に
より合計と内訳の計が一致しないこ
とがある。

日本の食料自給率が40％に満たず、多くの食料を海外から輸入するなかで、毎日たくさんの食料を廃棄しています。
ユニーは食品リサイクル法を遵守し、食品をできるだけ廃棄しない、また食品リサイクルループを各地で展開し、地域循環農業を進めています。
そして消費者と生産者を結び地産地消にも取り組んでいます。

循 環 型 社 会

食 品 廃 棄 物
リ サ イ ク ル シ ス テ ム

環境にイイこと、
プラス。

ユニーの食品リサイクル方針

食品リサイクルの実績

ユニーの店舗から排出される未利用食品（食品残さ）

食品廃棄物発生抑制への取り組み

　2016年1月、愛知県で登録再生利用事業者（ダイコー）が、堆肥化目的でメーカーなどから搬入された食品廃棄物を、不正流通させてし
まったことが発覚しました。そこで再発防止のための対策が立てられました。
［廃棄食品の不正流通に関する今後の対策］
●食品廃棄物の排出から処理にいたるフローの管理強化 ●マニフェストの機能強化
●廃棄物処理事業者に係る対策:透明性と信頼性の強化 ●排出事業者に係る対策:食品廃棄物の転売防止対策の強化

食品廃棄物不正転売再発防止について（環境省から）

　環境省と農林水産省の合同委員会で、2007年の食品リサイクル法改正から5年が経過したことで見直しを行いました。従来の食品関連事業
者だけではなく、国民や自治体の役割も重要になっています。

食品リサイクル法改正

日本の食品廃棄物等の利用状況
1

2

3

4

1 食品廃棄物等の発生抑制（リデュース）の推進
●発生抑制の目標値を26業種に加え菓子製造業や給食事業など5業種を追加
●食品ロス削減のためにフードチェーン全体で国民運動を展開
［食品ロス削減国民運動の取り組み］
●消費期限の延長と消費者の過度な鮮度意識の改善 ●小売における食品廃棄物の継続的な計量 ●外食時のドギーバッグ利用や
食品関連事業者のフードバンクの活用 ●省庁・自治体・関係団体が連携した普及啓発活動 など

2 食品循環資源の再生利用（リサイクル）の促進
●再生利用手法の優先順位　①飼料化　②堆肥化　③メタン化など（飼料・堆肥以外）

●再生利用等実施率の目標値の引き上げ
●リサイクルループの認定制度の促進
●登録再生利用事業者制度の登録要件の強化、指導・監督の強化
●食品関連事業者からの報告による都道府県の再生利用等実施の現状把握

3 再生利用等実施率の新たな目標値

ろすのんロゴ

エコ・ファーストの約束1

商品の売れ残り
（生鮮食品・工場製品）

惣菜など製造・飲食の廃食用油

調理・パック詰・青果の調理クズ・
魚のアラ・精肉クズなど

食品の食べ残し

総菜やパンなど店内で製造す
る際、飲食店で調理する時に
排出される使用済み廃食用油

非可食
残さ

製品
廃棄

◆納品期限見直しの例（賞味期間が6カ月の場合）

製造日 スーパー等の納品期限 販売期限 賞味期限

2カ月 2カ月 2カ月

2カ月１カ月

製造日
スーパー等の納品期限

販売期限 賞味期限

3カ月

⬇見直し後

飲食店などでお客様が残した
食品残さ

市場や生産地から生鮮食品が
搬入され、売り場に出すため
に調理加工する際に排出され
る食品残さ

焼却・埋立等：326万t

焼却・埋立：829万t

再生利用：55万t
（肥料化・メタン化等向け）

食品リサイクル法における
熱回収：45万t

食品リサイクル法における
再生利用：1,336万t

うち飼料化向け：975万t
うち肥料化向け：249万t

うちエネルギー化等向け：112万t

食品リサイクル法における
減量：220万t

家庭系廃棄物（870万t）（B）B
うち可食部分と考えられる量

（302万t）

食べ残し、過剰除去、
直接廃棄

うち可食部分と考えられる量
（632万t）

※いわゆる「食品ロス」

食品由来の廃棄物等（2,797万t）　　+ BA

うち可食部分と考えられる量

（330万t）
規格外品、返品、
売れ残り、食べ残し

事業系食品廃棄物等（1,927万t）（A）

うち　事業系廃棄物（806万t）
有価物（901万t）

A

食
品
資
源
の
利
用
主
体

①食品関連事業者
　・食品製造業
　・食品卸売業
　・食品小売業
　・外食産業

②一般家庭

食用仕向量 （8,339万t）
粗食料＋加工用
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　2001年に食品リサイクル法が施行されて以来、ユニーでは各地でさまざまな方法でリサ
イクルに努めてきました。現在は「地域循環」を推進し、食品リサイクルループの構築による、
環境負荷の少ないリサイクルを拡大しています。
2000年

◆福井市で地域循環の堆肥化事業に参加
◆アピタ新守山店に熱乾燥処理機を導入
2001年

◆アピタ福井大和田店が地域循環堆肥化事業に参加
2002年

◆茨城県で堆肥化リサイクルに取り組む
◆アピタ岡崎北店、アピタ東海荒尾店に真空乾燥機導入
2003年

◆富山市内店舗が富山エコタウン（バイオガス発電）に参加
2004年

◆アピタ伊那店、アピタ大和郡山店に真空乾燥機導入
◆愛知県内でJA愛知経済連の協力により堆肥化事業開始
◆アピタ鈴鹿店が堆肥化リサイクルに参加
2005年

◆アピタ松阪三雲店で堆肥で育った野菜の販売を開始
◆アピタ瀬戸店、アピタ江南西店に真空乾燥機導入
2006年

◆横浜市内3店舗が、飼料化リサイクルに参加

2007年
◆愛知県で構築した「食品リサイクルループ」が、全国で初めて

食品リサイクル法再生利用事業計画に認定される
◆第1回食品リサイクル推進環境大臣賞最優秀賞を受賞
◆アピタ前橋店、アピタ大垣店に真空乾燥機を導入
2008年

◆愛知県尾張地域のリサイクルループが認定される
◆アピタ御嵩店に真空乾燥機を導入
2009年

◆名古屋市と周辺部の店舗が飼料化リサイクルに参加
◆千葉県、埼玉県、山梨県、石川県でリサイクルループの取り組

み開始
2010年

◆神奈川県のリサイクルループが認定される
◆千葉県でサークルKサンクス、ファミリーマートとともにリサイクルルー

プを構築。「エコフィードで育てた豚肉使用の惣菜パン」を販売
2011年

◆千葉県、愛知県・岐阜県、京都府の飼料化リサイクルと三重
県の堆肥化リサイクルのリサイクルループが認定される

2012年
◆京都府のリサイクルループに奈良県・滋賀県の店舗を加える
◆福井県、新潟県、長野県のリサイクルループが認定される
2013年

◆静岡県・山梨県、埼玉県・群馬県、茨城県・栃木県、石川県の
リサイクルループが認定され、1府18県下で15件のリサイクル
ループを構築する

◆第34回食品産業優良企業等表彰「環境部門」において、農
林水産大臣賞を受賞
2014年

◆2014愛知環境賞において銀賞を受賞
◆愛知県三河地域のリサイクルループで生産された精米を使

用したおにぎり、弁当をサークルKサンクスが限定販売
2015年

◆納品期限パイロットプロジェクトの功績で農林水産省より感謝
状を受ける

◆神奈川県横浜有機リサイクルが廃業、再生利用事業者を武
松商事に変更

◆岐阜県で飼料化のリサイクルループを構築
2016年

◆神奈川県・岐阜県のリサイクルループが認定される
◆福井県のリサイクルループを新たに構築

　リサイクルループを構成するパートナーシップ

　2005年にユニーが再生利用事業者ヒラテ産業・農業生産者ＪＡあいち経済連と食品リサイクルループを構築してから10年経ちました。
2007年には全国初の再生利用事業計画を国から認定され、参加店舗は2店舗から17店舗に規模を拡大しながら継続しています。

食品リサイクルループの構築

食品リサイクル普及に向けての取り組み

リサイクルループを継続する取り組み

食品リサイクルの歩み

各地で広がる食品リサイクルループ

●食品残さから異物を分別し、計量する
　・分別マニュアルの作成と従業員教育の徹底
●品質確保のために、適正に保管する
　・冷蔵保管施設と専用容器の整備
●リサイクルして作った農畜産物を販売

●品質の高い再生製品（堆肥・飼料）を
製造する

●農業生産者のニーズにあった再生製品
を製造する

●トレーサビリティの確立
　（生産者の顔の見える農畜産物）
　農業生産者の生産技術と適正な再生製品
（堆肥・飼料）によって、安全・安心な農
畜産物を提供してもらう

　ユニーのリサイクルループは、地域の再生利用
事業者・農業生産者とパートナーシップを組み、
農業生産物を店舗で販売しています。社内では
再生利用事業者を選び、食品残さで堆肥や飼料
を作ることまでは環境担当者の役割、生産物の
品質確保と販売は仕入れ担当者の役割です。

食品関連
事業者

農業
生産者

消費者

再生利用
事業者

食品循環資源を
排出する店舗

リサイクル農畜産物を
消費者に提供する

　リサイクルループを有効に運用するために

　食品残さを排出するユニーと、堆肥や飼料を製造する再生利用事業者、それを使って農畜産物を生産する農業生産者、そしてそれを販売し
て消費者に届ける「食品リサイクルループ＝命をつなぐ環」を回し続けることが、地域循環型農業です。ユニーはこれからもパートナーシップを
大切に、安心・安全で生産者の顔の見えるリサイクルループを回し続けます。

　ユニーは店舗を営業している各地域で食品リサイクルループを構築し、地域循環を目指しています。
　2007年1月に全国で初めて、環境大臣・農林水産大臣・経済産業大臣から「再生利用事業計画」の認定を受けて以来、各地で再生利用事
業者・農業生産者とのパートナーシップを基に、食品リサイクルループの構築を進めています。ユニーの食品リサイクルループは、単に食品廃棄
物をリサイクル処理することが目的ではなく、地域循環・地産地消などで生産者と消費者を結び、安全・安心な農作物を提供する小売業の役割
を果たすことでもあります。
　食品リサイクルループの初認定から10年、この間にはパートナーである再生利用事業者の都合や農業生産者との調整不和などで、パートナー
の変更や事業の停滞など、継続が難しくなることもありました。こうした困難にもめげずに、現在1府18県で15件のリサイクルループを回し、
145店舗が参加しています。

　グループ会社と回すリサイクルループ
　ユニーグループ・ホールディングスの一員であるサークルKサンクスも同じ地域
で店舗展開しており、ユニーのリサイクルループに組み入れています。食品残さを
同じ再生利用事業者に搬入し、2014年からは農業生
産物を販売しています。食品残さの回収はコンビニ分
だけを運搬するよりも、大型スーパーや食品スーパーと
同じルートで運搬するほうがエネルギーの節減とCO2
の削減、そして作業の効率化が実現します。
　また、生産品はコンビニのお弁当などに利活用する
ことで、付加価値商品として販売することができます。

　食品リサイクルループの生産者と協働
で、農業体験・交流事業を開催しまし
た。消費者は田畑の土に触れ、農作業を
体験することで、食べ物の大切さ、安
全・安心な
農産物生産
にかける生
産者の努力
を知ることが
できました。

　消費者の農業体験と生産者との交流
　2005年、最初にエコ堆肥を使って
リサイクルループのパートナーになっ
たJAあいち海部エコ部会では、毎年
総会を開
き、前 年
度の総括
と次年度
の計画を
承認して
います。

　JAあいち海部　エコ部会

青果売場の
エコ野菜コーナー

JAあいち海部　エコ部会総会

エコ米を使ったサークルKサンクス
のお弁当

消費者の農業体験と生産者との交流

食品残さをリサイクルするためにパートナーを探す リサイクル農作物を販売

リサイクルループで生産した
農作物を販売することを目
的としてパートナーを探す

再生製品（堆肥や飼料）を利
用する農業者を探す

生産された農作物を
販売するために、社内
で検討する

農業生産者と食品関
連事業者がパートナー
シップを図る

売場ではリサイクル作
物の特徴を消費者へ
充分にアピールする

環境担当者の役割 仕入れ担当者・販売担当者の役割

再生利用事業者の製造する堆
肥・飼料の品質確認。

地産地消を前提に生産技術の高
い農業者と組む。

農畜産物の生産履歴・品
質が社内基準を満たす。

販売計画を基に生産計画を
立て購入契約を結ぶ。

売り場に、「安全・安心な
農作物」であることを明示。

買う・食べる

エコ野菜売場では、生産者の
顔を付けて販売

エコ野菜マーク

関係者が一堂に会し、意見交換を実施

JAあいち海部
村山 靖さん

　JAあいち海部ではエコ部会を平成18年
に設立し、現在では17名の生産者が、ユ
ニー店舗から排出された食品残さを原料にし
た堆肥を使用して野菜を生産しています。野
菜はユニーの14店舗の特設コーナーで、生
産者の顔写真付きのPOPを掲げて販売して
います。これはとても生産者のやりがいに繋
がっています。今後は生産者数を増やし、販
売店も拡大したいと考えています。

食品リサイクルループのパートナー

名古屋市内、
尾張地区の
限定店舗で販売

生産物

トラックで
運搬

食品残さ
を計量

堆肥を熟成
混合機へ投入

一宮市の生ごみ堆肥化処理場（D.I.D）

店舗から発生した食品残さを
清潔な専用容器に入れて専
用のトラックで運搬します。

地元のJAで生産する
ので、収穫された野菜
は翌朝には店頭に並
びます。地産地消を推
進しています。

堆肥場で十分発酵
させ完熟させます。

D.I.Dバイオマスリサイクルシステム

リサイクル堆肥
「エコパワー」
完成！

●サークルKサンクスを環の中に組み入れ、さらに食品残さの搬入地域を拡大しました

生 産

堆肥を
使って栽培

集荷場

JAグループ

一宮市の 店 舗

D.I.Dバイオマスリサイクルシステム・JAグループ［愛知県］

橋本、鶏卵［岐阜県］
不二産業、JA新潟みらい［新潟県］

地元JAと進める
食品リサイクルループ

生 産

商 品

登録再生利用事業者

不二産業にて堆肥化

JA新潟みらい

●むかしの堆肥、レインボー・フューチャー
茨城県・栃木県

●静岡油化工業、地元の農業生産者
静岡県・山梨県

●富山グリーンフードリサイクル、
JAなのはな

富山県

●アイル・クリーンテック、角屋商店
埼玉県・群馬県

●いいだ有機、JAみなみ信州
長野県

●不二産業、JA新潟みらい
新潟県

●長谷川造園、
　JA花咲ふくい

福井県

●京都有機質資源 鶏卵
京都府・滋賀県・奈良県

●三功、酵素の里
三重県

●ブライトピック、
　プリマハム、山崎製パン

千葉県

●武松商事、アリタホックサイエンス 
神奈川県

●トスマク・アイ、JA松任
石川県

●橋本、鶏卵
岐阜県

●ヒラテ産業・JAあいち経済連
●ディーアイディー・JAあいち経済連
●中部有機リサイクル PBブランド豚

愛知県

中部有機リサイクル PBブランド豚［愛知県］

店 舗
中部有機リサイクル

食品循環資源（飼料化）
リサイクルループ

店舗から出る
食品残さ

豚の配合飼料製造
（登録再生利用事業者）

エコフィード
（ドライエコ
フィードP1）

商 品

愛知県内
畜産農家

愛知県・岐阜県の
店舗

中部有機リサイクル
により飼料化

原料受入室

登録再生利用事業者

橋本
関エコフィードセンター

蒸気間接加熱方式で
エコフィードを製造

店舗から出る
食品残さ

生産

エコフィードを配合した飼料で養鶏（愛知県）

店舗

中京地区の
一部店舗で
期間限定販売

生 産

武松商事、アリタホックサイエンス［神奈川県］

恋する豚

武松商事、アリタホックサイエンスと
進める食品リサイクルループ

商 品

店 舗

横浜市内
店舗

店舗から出る
食品残さ

店 舗

新潟市内店舗

稲沢市・江南市・
豊山町・大口町・
岩倉市・小牧市
の店舗で排出し
た食品残さも再
生利用。

橋本、養鶏業者と進める
エコフィードリサイクルシステム

登録再生利用事業者

蒸気間接加熱方式
で飼料を製造

武松商事

生 産

生産者
在田 正則さん

店舗から出る
食品残さを分別

冷蔵保存

愛知県ヒラテ産業・JAグループ［愛知県］
店舗から発生した食品
残さを熱処理機搭載のト
ラックで一次処理しなが
ら運搬します。堆肥場で
発酵させます。

ヒラテ産業
運搬用
トラック

JAグループと進める食品リサイクル
生 産

店 舗

ヒラテ産業堆肥場

愛知県内の一部
店舗で販売 JAあいち中央でお米やチンゲン菜を栽培
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　2001年に食品リサイクル法が施行されて以来、ユニーでは各地でさまざまな方法でリサ
イクルに努めてきました。現在は「地域循環」を推進し、食品リサイクルループの構築による、
環境負荷の少ないリサイクルを拡大しています。
2000年

◆福井市で地域循環の堆肥化事業に参加
◆アピタ新守山店に熱乾燥処理機を導入
2001年

◆アピタ福井大和田店が地域循環堆肥化事業に参加
2002年

◆茨城県で堆肥化リサイクルに取り組む
◆アピタ岡崎北店、アピタ東海荒尾店に真空乾燥機導入
2003年

◆富山市内店舗が富山エコタウン（バイオガス発電）に参加
2004年

◆アピタ伊那店、アピタ大和郡山店に真空乾燥機導入
◆愛知県内でJA愛知経済連の協力により堆肥化事業開始
◆アピタ鈴鹿店が堆肥化リサイクルに参加
2005年

◆アピタ松阪三雲店で堆肥で育った野菜の販売を開始
◆アピタ瀬戸店、アピタ江南西店に真空乾燥機導入
2006年

◆横浜市内3店舗が、飼料化リサイクルに参加

2007年
◆愛知県で構築した「食品リサイクルループ」が、全国で初めて

食品リサイクル法再生利用事業計画に認定される
◆第1回食品リサイクル推進環境大臣賞最優秀賞を受賞
◆アピタ前橋店、アピタ大垣店に真空乾燥機を導入
2008年

◆愛知県尾張地域のリサイクルループが認定される
◆アピタ御嵩店に真空乾燥機を導入
2009年

◆名古屋市と周辺部の店舗が飼料化リサイクルに参加
◆千葉県、埼玉県、山梨県、石川県でリサイクルループの取り組

み開始
2010年

◆神奈川県のリサイクルループが認定される
◆千葉県でサークルKサンクス、ファミリーマートとともにリサイクルルー

プを構築。「エコフィードで育てた豚肉使用の惣菜パン」を販売
2011年

◆千葉県、愛知県・岐阜県、京都府の飼料化リサイクルと三重
県の堆肥化リサイクルのリサイクルループが認定される

2012年
◆京都府のリサイクルループに奈良県・滋賀県の店舗を加える
◆福井県、新潟県、長野県のリサイクルループが認定される
2013年

◆静岡県・山梨県、埼玉県・群馬県、茨城県・栃木県、石川県の
リサイクルループが認定され、1府18県下で15件のリサイクル
ループを構築する

◆第34回食品産業優良企業等表彰「環境部門」において、農
林水産大臣賞を受賞
2014年

◆2014愛知環境賞において銀賞を受賞
◆愛知県三河地域のリサイクルループで生産された精米を使

用したおにぎり、弁当をサークルKサンクスが限定販売
2015年

◆納品期限パイロットプロジェクトの功績で農林水産省より感謝
状を受ける

◆神奈川県横浜有機リサイクルが廃業、再生利用事業者を武
松商事に変更

◆岐阜県で飼料化のリサイクルループを構築
2016年

◆神奈川県・岐阜県のリサイクルループが認定される
◆福井県のリサイクルループを新たに構築

　リサイクルループを構成するパートナーシップ

　2005年にユニーが再生利用事業者ヒラテ産業・農業生産者ＪＡあいち経済連と食品リサイクルループを構築してから10年経ちました。
2007年には全国初の再生利用事業計画を国から認定され、参加店舗は2店舗から17店舗に規模を拡大しながら継続しています。

食品リサイクルループの構築

食品リサイクル普及に向けての取り組み

リサイクルループを継続する取り組み

食品リサイクルの歩み

各地で広がる食品リサイクルループ

●食品残さから異物を分別し、計量する
　・分別マニュアルの作成と従業員教育の徹底
●品質確保のために、適正に保管する
　・冷蔵保管施設と専用容器の整備
●リサイクルして作った農畜産物を販売

●品質の高い再生製品（堆肥・飼料）を
製造する

●農業生産者のニーズにあった再生製品
を製造する

●トレーサビリティの確立
　（生産者の顔の見える農畜産物）
　農業生産者の生産技術と適正な再生製品
（堆肥・飼料）によって、安全・安心な農
畜産物を提供してもらう

　ユニーのリサイクルループは、地域の再生利用
事業者・農業生産者とパートナーシップを組み、
農業生産物を店舗で販売しています。社内では
再生利用事業者を選び、食品残さで堆肥や飼料
を作ることまでは環境担当者の役割、生産物の
品質確保と販売は仕入れ担当者の役割です。

食品関連
事業者

農業
生産者

消費者

再生利用
事業者

食品循環資源を
排出する店舗

リサイクル農畜産物を
消費者に提供する

　リサイクルループを有効に運用するために

　食品残さを排出するユニーと、堆肥や飼料を製造する再生利用事業者、それを使って農畜産物を生産する農業生産者、そしてそれを販売し
て消費者に届ける「食品リサイクルループ＝命をつなぐ環」を回し続けることが、地域循環型農業です。ユニーはこれからもパートナーシップを
大切に、安心・安全で生産者の顔の見えるリサイクルループを回し続けます。

　ユニーは店舗を営業している各地域で食品リサイクルループを構築し、地域循環を目指しています。
　2007年1月に全国で初めて、環境大臣・農林水産大臣・経済産業大臣から「再生利用事業計画」の認定を受けて以来、各地で再生利用事
業者・農業生産者とのパートナーシップを基に、食品リサイクルループの構築を進めています。ユニーの食品リサイクルループは、単に食品廃棄
物をリサイクル処理することが目的ではなく、地域循環・地産地消などで生産者と消費者を結び、安全・安心な農作物を提供する小売業の役割
を果たすことでもあります。
　食品リサイクルループの初認定から10年、この間にはパートナーである再生利用事業者の都合や農業生産者との調整不和などで、パートナー
の変更や事業の停滞など、継続が難しくなることもありました。こうした困難にもめげずに、現在1府18県で15件のリサイクルループを回し、
145店舗が参加しています。

　グループ会社と回すリサイクルループ
　ユニーグループ・ホールディングスの一員であるサークルKサンクスも同じ地域
で店舗展開しており、ユニーのリサイクルループに組み入れています。食品残さを
同じ再生利用事業者に搬入し、2014年からは農業生
産物を販売しています。食品残さの回収はコンビニ分
だけを運搬するよりも、大型スーパーや食品スーパーと
同じルートで運搬するほうがエネルギーの節減とCO2
の削減、そして作業の効率化が実現します。
　また、生産品はコンビニのお弁当などに利活用する
ことで、付加価値商品として販売することができます。

　食品リサイクルループの生産者と協働
で、農業体験・交流事業を開催しまし
た。消費者は田畑の土に触れ、農作業を
体験することで、食べ物の大切さ、安
全・安心な
農産物生産
にかける生
産者の努力
を知ることが
できました。

　消費者の農業体験と生産者との交流
　2005年、最初にエコ堆肥を使って
リサイクルループのパートナーになっ
たJAあいち海部エコ部会では、毎年
総会を開
き、前 年
度の総括
と次年度
の計画を
承認して
います。

　JAあいち海部　エコ部会

青果売場の
エコ野菜コーナー

JAあいち海部　エコ部会総会

エコ米を使ったサークルKサンクス
のお弁当

消費者の農業体験と生産者との交流

食品残さをリサイクルするためにパートナーを探す リサイクル農作物を販売

リサイクルループで生産した
農作物を販売することを目
的としてパートナーを探す

再生製品（堆肥や飼料）を利
用する農業者を探す

生産された農作物を
販売するために、社内
で検討する

農業生産者と食品関
連事業者がパートナー
シップを図る

売場ではリサイクル作
物の特徴を消費者へ
充分にアピールする

環境担当者の役割 仕入れ担当者・販売担当者の役割

再生利用事業者の製造する堆
肥・飼料の品質確認。

地産地消を前提に生産技術の高
い農業者と組む。

農畜産物の生産履歴・品
質が社内基準を満たす。

販売計画を基に生産計画を
立て購入契約を結ぶ。

売り場に、「安全・安心な
農作物」であることを明示。

買う・食べる

エコ野菜売場では、生産者の
顔を付けて販売

エコ野菜マーク

関係者が一堂に会し、意見交換を実施

JAあいち海部
村山 靖さん

　JAあいち海部ではエコ部会を平成18年
に設立し、現在では17名の生産者が、ユ
ニー店舗から排出された食品残さを原料にし
た堆肥を使用して野菜を生産しています。野
菜はユニーの14店舗の特設コーナーで、生
産者の顔写真付きのPOPを掲げて販売して
います。これはとても生産者のやりがいに繋
がっています。今後は生産者数を増やし、販
売店も拡大したいと考えています。

食品リサイクルループのパートナー

名古屋市内、
尾張地区の
限定店舗で販売

生産物

トラックで
運搬

食品残さ
を計量

堆肥を熟成
混合機へ投入

一宮市の生ごみ堆肥化処理場（D.I.D）

店舗から発生した食品残さを
清潔な専用容器に入れて専
用のトラックで運搬します。

地元のJAで生産する
ので、収穫された野菜
は翌朝には店頭に並
びます。地産地消を推
進しています。

堆肥場で十分発酵
させ完熟させます。

D.I.Dバイオマスリサイクルシステム

リサイクル堆肥
「エコパワー」
完成！

●サークルKサンクスを環の中に組み入れ、さらに食品残さの搬入地域を拡大しました

生 産

堆肥を
使って栽培

集荷場

JAグループ

一宮市の 店 舗

D.I.Dバイオマスリサイクルシステム・JAグループ［愛知県］

橋本、鶏卵［岐阜県］
不二産業、JA新潟みらい［新潟県］

地元JAと進める
食品リサイクルループ

生 産

商 品

登録再生利用事業者

不二産業にて堆肥化

JA新潟みらい

●むかしの堆肥、レインボー・フューチャー
茨城県・栃木県

●静岡油化工業、地元の農業生産者
静岡県・山梨県

●富山グリーンフードリサイクル、
JAなのはな

富山県

●アイル・クリーンテック、角屋商店
埼玉県・群馬県

●いいだ有機、JAみなみ信州
長野県

●不二産業、JA新潟みらい
新潟県

●長谷川造園、
　JA花咲ふくい

福井県

●京都有機質資源 鶏卵
京都府・滋賀県・奈良県

●三功、酵素の里
三重県

●ブライトピック、
　プリマハム、山崎製パン

千葉県

●武松商事、アリタホックサイエンス 
神奈川県

●トスマク・アイ、JA松任
石川県

●橋本、鶏卵
岐阜県

●ヒラテ産業・JAあいち経済連
●ディーアイディー・JAあいち経済連
●中部有機リサイクル PBブランド豚

愛知県

中部有機リサイクル PBブランド豚［愛知県］

店 舗
中部有機リサイクル

食品循環資源（飼料化）
リサイクルループ

店舗から出る
食品残さ

豚の配合飼料製造
（登録再生利用事業者）

エコフィード
（ドライエコ
フィードP1）

商 品

愛知県内
畜産農家

愛知県・岐阜県の
店舗

中部有機リサイクル
により飼料化

原料受入室

登録再生利用事業者

橋本
関エコフィードセンター

蒸気間接加熱方式で
エコフィードを製造

店舗から出る
食品残さ

生産

エコフィードを配合した飼料で養鶏（愛知県）

店舗

中京地区の
一部店舗で
期間限定販売

生 産

武松商事、アリタホックサイエンス［神奈川県］

恋する豚

武松商事、アリタホックサイエンスと
進める食品リサイクルループ

商 品

店 舗

横浜市内
店舗

店舗から出る
食品残さ

店 舗

新潟市内店舗

稲沢市・江南市・
豊山町・大口町・
岩倉市・小牧市
の店舗で排出し
た食品残さも再
生利用。

橋本、養鶏業者と進める
エコフィードリサイクルシステム

登録再生利用事業者

蒸気間接加熱方式
で飼料を製造

武松商事

生 産

生産者
在田 正則さん

店舗から出る
食品残さを分別

冷蔵保存

愛知県ヒラテ産業・JAグループ［愛知県］
店舗から発生した食品
残さを熱処理機搭載のト
ラックで一次処理しなが
ら運搬します。堆肥場で
発酵させます。

ヒラテ産業
運搬用
トラック

JAグループと進める食品リサイクル
生 産

店 舗

ヒラテ産業堆肥場

愛知県内の一部
店舗で販売 JAあいち中央でお米やチンゲン菜を栽培
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種の多様性
いろいろな生き物がいること

生態系の多様性
海や川、森、里、

さまざまな自然があること

遺伝子の多様性
同じ種でも個体差があること

ノルウェーのきれいな海を守るために、養殖場か
ら加工工場まで汚水を外に出さないシステムを
構築、加工工
場の汚水は
魚油としてリ
サイクルして
います。

愛知県の伝統発酵食品
（八丁味噌）
八丁味噌は、愛知県の伝統的な発
酵食品で、大豆と塩を原料に木製
の樽に仕込む、昔ながらの製法で生
産されています。

サポート
●生息地
●栄養
●水
●土壌の
　形成

緩和作用 ●気候変動を緩和　
●害虫・病気・汚染を制御

供給作用 食料・繊維・燃料・淡水・遺伝子・
資源の供給

文化的
効用

精神・宗教的価値・知識・教育・
インスピレーション・
レクリエーションや美しいものの提供

エコ野菜

サスティナブル
コーヒー

バイオマス
プラスチック

リサイクル
トイレットペーパー

アトランティックサーモン

ご飯

みそ汁

コーヒー

サーモン

サスティナブルコーヒー

生産地・
生産者

一杯の
コーヒーから
地球環境を
考える

焙煎加工

輸入
スーパー等で
販売

環境に配慮した農園
は、生物多様性の保
全 に 貢 献し 、働く
人々のくらしを支え
ています。

生産履歴が明確で
安心・安全な生豆を、
生産者との持続可
能な関係で取引をし
ます。

消費者が購入するこ
とが、環境保全・社会
貢献につながります。

環境に配慮した製造に
努めています。

熱帯雨林の下でシェイドグロウン農法有機栽培で生産したコーヒーは、ジャン
グルの植物や畑の生き物の環境を守って生産されています。

野菜
食品リサイクル～命をつなぐ環～
店舗から排出される食品残さ（野菜クズや魚アラな
ど）を原料にした堆肥を使うと、土壌を健康に豊かに
する微生物やミミズが生きている畑や田んぼになり
ます。こうした畑や田んぼ
で野菜や米が育てられて
います。

三功グループと進める
“食品リサイクル”

商 品

店 舗

店舗から出る
食品残さを分別

生 産
2011年に食品リサイクル法

再生利用事業計画に認定されました

堆肥を使うことで土の中の
微生物の働きを活発にし
畑を豊かにします

津市の生ごみ堆肥化処理場（三功）

農業法人
酵素の里

　地球が誕生して以来、長い時間をかけて私たち人間を含めたさまざまな生き物が生まれ、つながり
合って生きてきました。その生物多様性がもたらす恵み「生態系サービス」によって、私達の命や暮ら
しは支えられています。生物多様性条約では、この生き物のつながりを3つのレベルに分類しています。

　ユニーの売り場に並んでいる食品は「生物多様性の恵み」です。生物多様性を身近なことに感じ、「私達は生き物の命をいただいて生きている」こと、
自然環境やそこで生きる生き物を大切に守ったうえで生産された食べ物を選ぶことで、生物多様性に貢献することを伝えることが私達の務めです。

　次世代を担う子ども達に、身近な生き物と触れ合うことで命を育む食べ物のことや、いろんな生き物と一緒に生きていることを体感する環境
学習を行っています。

　生物多様性の危機
　地球上に3,000万種の生き物がお互いにつながり合って生きている生物多様性ですが、人間の活動
が原因で毎年4万種が絶滅していると推定されています。その要因は、①開発・乱獲により自然を破壊
している、②里地里山などに人間が手を入れなくなった、③外来種の持ち込み、化学物質の排出などで
生態系を撹乱した、④地球温暖化の影響、が挙げられています。

　私達が生きるために必要な酸素は植物によって作られ、
汚れた水は微生物などによって浄化されています。このよう
に私達人間はいろいろな生き物からさまざまな「恵み」をも
らって生きています。こうした恵みを与えてくれる生物多様
性を守って作られた食べ物や製品を選んで購入することが生
物多様性を守ることにつながります。ユニーはこうした「供
給作用」をお客様のお買い物を通して行っています。

　自然を守ることが生き物を守ることになり、そうして作られた食物や製品をユニーが販売して、お客様が選んで購入してくださる、こうした生
物多様性への応援がお買い物でできることを、消費者の方にもっと知っていただけるよう努力しています。

　農業体験
　食品リサイクルループによる循環型農業を
行っている畑や田んぼで、農業体験を実施し
ました。食品残さの堆肥は発酵するときにガス
や熱を出すことを臭いや熱さで体感したり、カ
エルの住む田んぼで田植えをしました。

田んぼの感触は初めての体験

　川の水生生物を観察
　大垣市の郊外にある牧田川で、川に住む
生き物を観察しました。石の下に住む水生
昆虫や魚を捕らえ、名前を調べ形や動きを
観察してから川に戻しました。

山の近くの清流で魚や昆虫を見つけました

　森の探検
　名古屋市郊外の定光寺や犬山市の森の
中で、いろんな植物や生き物を見つけまし
た。専門のインタープリターに森や生き物の
話を聞きました。また、森の中で生き物が
繰り広げる循環や私達が森から恵みを受け
ていることを学びました。

　愛知県三河湾再生プロジェクト
　愛知県との協働で、子ども達に三河湾に親
しんでもらうために水生生物との触れ合い、名
産のアサリのつかみ取りなどを実施しました。

　日本モンキーセンター　キッズズー
　公益財団法人日本モンキーセンターと協働
で、子ども達が生き物と触れ合うキッズズー
を開催しました。また講師のキュレーターによ
る生き物クイズで楽しく学びました。

名古屋市近郊の森で生き物探し

三河湾の生き物と触れ合う不思議な形の生き物も地球の仲間

　森の町内会
　森を守るために間伐し、その費用を環境
評価として価格に反映させた紙を選んで使
うことで、森林保全に貢献する活動です。
ユニーは2015年の環境レポートに4,500kg
の森の町内会「間伐に寄与する紙」を使用
したことで、長野県
の森0.39haの間伐
に貢献しました。

　森の命を守る活動（キリン水源の森保全活動）
　キリン水源の森を保全する活動に、お客様と一
緒に参加しました。森を整備するために間伐作業を
森林保全協会の指導で行いました。

水族館生まれのアカウミガメの赤ちゃん

森の町内会 キリン・ライオン共同企画 キリン水源の森保全活動
エコ特お買い物券でSEF
の森林活動に寄付

お店で生き物と触れ合いました 子ども達がお買い物に訪れるアピタの店でエコ博を開催し、生き物の命に触れ、「みんな大切な命」について学びました。

　名古屋港水族館
　移動水族館でアカウミガメと触れ合いまし
た。また名古屋港水族館を訪れる子ども達
の観察ノートを作成し、海の生き物について
学ぶための支援をしています。

　FSC森林組合が定めた
「正しく管理された森林」の基
準を満たした木材や製品に認
定されるとFSC認証マークが
付きます。このマークの付いた
原料紙で小学生の使う学習
帳を作りました。FSC認証マー
クの付いた商品を購入するこ
とで、森林保全に貢献できるこ
とを、環境学習で子ども達に
伝えています。

FSC認証のeco!on学習帳

　ユニーではバイオマス原
料を使用した「詰め替えボト
ル」を販売しています。バイ
オマス原料を使用すること
で化石原料の使用を抑制
し、CO2削減に貢献します。
また詰め替えボトルの使用
を推奨し、詰め替え用製品
の購買を促進していくこと
で家庭から出るゴミの削減
にも貢献しています。

バイオマス素材の詰め替えボトル

珈琲工房ひぐち
樋口 美枝子さん

　コーヒーの木は、熱帯・亜熱帯
の豊かな森で育てられています。例
えば、パナマのコーヒー農園には、
絶滅危惧種に指定されている動
植物の30％が存在しています。こ
の生き物たちと共存できるコーヒー
の栽培をしている農園や働く人々
の生活の安定や向上につながる
取り組みをしている農園のコーヒー
を応援しています。コーヒーを通じ、
地球の未来と誰かの笑顔につな
がることを願っています。

サスティナブルコーヒーに寄せて

ホビー＆ステーショナリー部
チーフバイヤー 佐藤 雄一

FSCマーク付

ヘルス&ビューティ部
部長　千葉 哲志

私達の生活は、さまざまな自然や生き物のもたらす恵みによって成り立っています。ユニーではこうした生物多様性からの恵みを、
商品を通してお客様にお届けしています。また、次世代を担う子ども達に、自然の中や生き物との触れ合い、
農業体験などを通して「いろいろな生き物と一緒に生きていること」を学ぶ環境学習を行っています。

自然共生社会

生 物 多様性
環境にイイこと、
プラス。

命と暮らしを支える生物多様性

生物多様性を守る取り組み（供給作用）

森を守る活動

生物多様性に配慮した商品の販売

テーブルの上の生物多様性

いろんな生き物と一緒に生きる

自然共生社会を構築するために自然共生社会を構築するために

　森を守るドネーション企画
　商品を買っていただくことで森を守る活動
　エコとくお買い物券（家庭で不要に
なった衣料を回収し、配布したクーポン
券）の使用枚数1枚
に3円を寄付。森林
再生のために「公益
財団法人Save Earth 
Foundation」に 74
万円寄付しました。
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種の多様性
いろいろな生き物がいること

生態系の多様性
海や川、森、里、

さまざまな自然があること

遺伝子の多様性
同じ種でも個体差があること

ノルウェーのきれいな海を守るために、養殖場か
ら加工工場まで汚水を外に出さないシステムを
構築、加工工
場の汚水は
魚油としてリ
サイクルして
います。

愛知県の伝統発酵食品
（八丁味噌）
八丁味噌は、愛知県の伝統的な発
酵食品で、大豆と塩を原料に木製
の樽に仕込む、昔ながらの製法で生
産されています。

サポート
●生息地
●栄養
●水
●土壌の
　形成

緩和作用 ●気候変動を緩和　
●害虫・病気・汚染を制御

供給作用 食料・繊維・燃料・淡水・遺伝子・
資源の供給

文化的
効用

精神・宗教的価値・知識・教育・
インスピレーション・
レクリエーションや美しいものの提供

エコ野菜

サスティナブル
コーヒー

バイオマス
プラスチック

リサイクル
トイレットペーパー

アトランティックサーモン

ご飯

みそ汁

コーヒー

サーモン

サスティナブルコーヒー

生産地・
生産者

一杯の
コーヒーから
地球環境を
考える

焙煎加工

輸入
スーパー等で
販売

環境に配慮した農園
は、生物多様性の保
全 に 貢 献し 、働く
人々のくらしを支え
ています。

生産履歴が明確で
安心・安全な生豆を、
生産者との持続可
能な関係で取引をし
ます。

消費者が購入するこ
とが、環境保全・社会
貢献につながります。

環境に配慮した製造に
努めています。

熱帯雨林の下でシェイドグロウン農法有機栽培で生産したコーヒーは、ジャン
グルの植物や畑の生き物の環境を守って生産されています。

野菜
食品リサイクル～命をつなぐ環～
店舗から排出される食品残さ（野菜クズや魚アラな
ど）を原料にした堆肥を使うと、土壌を健康に豊かに
する微生物やミミズが生きている畑や田んぼになり
ます。こうした畑や田んぼ
で野菜や米が育てられて
います。

三功グループと進める
“食品リサイクル”

商 品

店 舗

店舗から出る
食品残さを分別

生 産
2011年に食品リサイクル法

再生利用事業計画に認定されました

堆肥を使うことで土の中の
微生物の働きを活発にし
畑を豊かにします

津市の生ごみ堆肥化処理場（三功）

農業法人
酵素の里

　地球が誕生して以来、長い時間をかけて私たち人間を含めたさまざまな生き物が生まれ、つながり
合って生きてきました。その生物多様性がもたらす恵み「生態系サービス」によって、私達の命や暮ら
しは支えられています。生物多様性条約では、この生き物のつながりを3つのレベルに分類しています。

　ユニーの売り場に並んでいる食品は「生物多様性の恵み」です。生物多様性を身近なことに感じ、「私達は生き物の命をいただいて生きている」こと、
自然環境やそこで生きる生き物を大切に守ったうえで生産された食べ物を選ぶことで、生物多様性に貢献することを伝えることが私達の務めです。

　次世代を担う子ども達に、身近な生き物と触れ合うことで命を育む食べ物のことや、いろんな生き物と一緒に生きていることを体感する環境
学習を行っています。

　生物多様性の危機
　地球上に3,000万種の生き物がお互いにつながり合って生きている生物多様性ですが、人間の活動
が原因で毎年4万種が絶滅していると推定されています。その要因は、①開発・乱獲により自然を破壊
している、②里地里山などに人間が手を入れなくなった、③外来種の持ち込み、化学物質の排出などで
生態系を撹乱した、④地球温暖化の影響、が挙げられています。

　私達が生きるために必要な酸素は植物によって作られ、
汚れた水は微生物などによって浄化されています。このよう
に私達人間はいろいろな生き物からさまざまな「恵み」をも
らって生きています。こうした恵みを与えてくれる生物多様
性を守って作られた食べ物や製品を選んで購入することが生
物多様性を守ることにつながります。ユニーはこうした「供
給作用」をお客様のお買い物を通して行っています。

　自然を守ることが生き物を守ることになり、そうして作られた食物や製品をユニーが販売して、お客様が選んで購入してくださる、こうした生
物多様性への応援がお買い物でできることを、消費者の方にもっと知っていただけるよう努力しています。

　農業体験
　食品リサイクルループによる循環型農業を
行っている畑や田んぼで、農業体験を実施し
ました。食品残さの堆肥は発酵するときにガス
や熱を出すことを臭いや熱さで体感したり、カ
エルの住む田んぼで田植えをしました。

田んぼの感触は初めての体験

　川の水生生物を観察
　大垣市の郊外にある牧田川で、川に住む
生き物を観察しました。石の下に住む水生
昆虫や魚を捕らえ、名前を調べ形や動きを
観察してから川に戻しました。

山の近くの清流で魚や昆虫を見つけました

　森の探検
　名古屋市郊外の定光寺や犬山市の森の
中で、いろんな植物や生き物を見つけまし
た。専門のインタープリターに森や生き物の
話を聞きました。また、森の中で生き物が
繰り広げる循環や私達が森から恵みを受け
ていることを学びました。

　愛知県三河湾再生プロジェクト
　愛知県との協働で、子ども達に三河湾に親
しんでもらうために水生生物との触れ合い、名
産のアサリのつかみ取りなどを実施しました。

　日本モンキーセンター　キッズズー
　公益財団法人日本モンキーセンターと協働
で、子ども達が生き物と触れ合うキッズズー
を開催しました。また講師のキュレーターによ
る生き物クイズで楽しく学びました。

名古屋市近郊の森で生き物探し

三河湾の生き物と触れ合う不思議な形の生き物も地球の仲間

　森の町内会
　森を守るために間伐し、その費用を環境
評価として価格に反映させた紙を選んで使
うことで、森林保全に貢献する活動です。
ユニーは2015年の環境レポートに4,500kg
の森の町内会「間伐に寄与する紙」を使用
したことで、長野県
の森0.39haの間伐
に貢献しました。

　森の命を守る活動（キリン水源の森保全活動）
　キリン水源の森を保全する活動に、お客様と一
緒に参加しました。森を整備するために間伐作業を
森林保全協会の指導で行いました。

水族館生まれのアカウミガメの赤ちゃん

森の町内会 キリン・ライオン共同企画 キリン水源の森保全活動
エコ特お買い物券でSEF
の森林活動に寄付

お店で生き物と触れ合いました 子ども達がお買い物に訪れるアピタの店でエコ博を開催し、生き物の命に触れ、「みんな大切な命」について学びました。

　名古屋港水族館
　移動水族館でアカウミガメと触れ合いまし
た。また名古屋港水族館を訪れる子ども達
の観察ノートを作成し、海の生き物について
学ぶための支援をしています。

　FSC森林組合が定めた
「正しく管理された森林」の基
準を満たした木材や製品に認
定されるとFSC認証マークが
付きます。このマークの付いた
原料紙で小学生の使う学習
帳を作りました。FSC認証マー
クの付いた商品を購入するこ
とで、森林保全に貢献できるこ
とを、環境学習で子ども達に
伝えています。

FSC認証のeco!on学習帳

　ユニーではバイオマス原
料を使用した「詰め替えボト
ル」を販売しています。バイ
オマス原料を使用すること
で化石原料の使用を抑制
し、CO2削減に貢献します。
また詰め替えボトルの使用
を推奨し、詰め替え用製品
の購買を促進していくこと
で家庭から出るゴミの削減
にも貢献しています。

バイオマス素材の詰め替えボトル

珈琲工房ひぐち
樋口 美枝子さん

　コーヒーの木は、熱帯・亜熱帯
の豊かな森で育てられています。例
えば、パナマのコーヒー農園には、
絶滅危惧種に指定されている動
植物の30％が存在しています。こ
の生き物たちと共存できるコーヒー
の栽培をしている農園や働く人々
の生活の安定や向上につながる
取り組みをしている農園のコーヒー
を応援しています。コーヒーを通じ、
地球の未来と誰かの笑顔につな
がることを願っています。

サスティナブルコーヒーに寄せて

ホビー＆ステーショナリー部
チーフバイヤー 佐藤 雄一

FSCマーク付

ヘルス&ビューティ部
部長　千葉 哲志

私達の生活は、さまざまな自然や生き物のもたらす恵みによって成り立っています。ユニーではこうした生物多様性からの恵みを、
商品を通してお客様にお届けしています。また、次世代を担う子ども達に、自然の中や生き物との触れ合い、
農業体験などを通して「いろいろな生き物と一緒に生きていること」を学ぶ環境学習を行っています。

自然共生社会

生 物 多様性
環境にイイこと、
プラス。

命と暮らしを支える生物多様性

生物多様性を守る取り組み（供給作用）

森を守る活動

生物多様性に配慮した商品の販売

テーブルの上の生物多様性

いろんな生き物と一緒に生きる

自然共生社会を構築するために自然共生社会を構築するために

　森を守るドネーション企画
　商品を買っていただくことで森を守る活動
　エコとくお買い物券（家庭で不要に
なった衣料を回収し、配布したクーポン
券）の使用枚数1枚
に3円を寄付。森林
再生のために「公益
財団法人Save Earth 
Foundation」に 74
万円寄付しました。
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ユニーはESD（持続可能な開発のための教育）の考え方を取り入れた環境学習に取り組んでいます。現在のことだけではなく
未来のことも考え、未来の子ども達そして地球の生き物達のために、美しい自然を残していくこと、それが持続可能な環境学習の目的です。
これからの持続可能な社会の主役は今の子ども達になります。
地球温暖化を防止して循環型社会をつくるために子ども達に毎日の暮らしの中でどう行動していくべきかを環境学習を通じて伝えます。

子ども環 境 学習
環境にイイこと、
プラス。

EPOC出前講座

ユニーのESD

ESDとは

環境省中部環境
パートナーシップオフィス

チーフプロデューサー
新海 洋子さん

　「私たちは本気です。大人の皆さんも、本気になってESDに取り組んでください。ESDは、こ
の世界の未来にとって一番大切なものなのではないでしょうか」。
　2014年11月「ESDユネスコ世界会議」が開催されました。その閉会会合での子ども達のス
ピーチの一部です。子ども達、というのは「ESDあいち・なごやこども会議」のメンバーであり、愛知
県内の小学5年生から中学3年生までの121名です。彼らが約４カ月の間、学び、体験し、話し
合いを重ねました。子ども達の変化は素晴らしいものでした。現実を見て、話を聞き、話し合いを
重ね、自分にできること、大人に提案することを整理していく。初めて会った子ども達が、同じ問題
意識を持ち、一緒に悩み、解決のための方法を考える。このスピーチは子ども達の「ことば」です。
　大人は本気になっているのでしょうか。子ども達の思いや願いに応える活動をしているのでしょうか。
大人がすべきことは、子ども達が出会い、学ぶ場をつくること、学び方や学ぶ方
向性を示すこと、子ども達の可能性を十分に引き出すこと、ではないでしょうか。
　貴社は私達の暮らしに必要なものの、生産、流通、消費を担っていま
す。この流れを持続可能にすること、地球の自然や資源が有限であるか
らこそ、うまく循環させて上手に使い未来に残していく方法を、子ども達と
楽しく学び合いたい、伝え合いたい。もっともっと子ども達が魅力に感じ
る活動を生み出すことができる。貴社のもつポテンシャルを存分に活か
し、子ども達とともに、地域とともに「本気」になって活動を生み出してい
く。そこには計り知れない面白味や醍醐味があるはずです。

子ども達と取り組むこれからのESD

ユニーは、持続可能な社会をつくっていくために環境学習を実施しています。
　ユニーは、持続可能な社会を担う子ども達がお店探検や農業体験・自然探検などを通じて、環境、社会貢献、食糧問題、命の大切さなど
を学び、美しい自然の中で生きていくための「力」を育むことを願い活動しています。

　　  循環型農業体験
●食品廃棄物が再生資源になる過程の
見学
●循環型農業で収穫体験
●いろいろな生き物と一緒に生きている
ことを学ぶ
●畑の恵みをいただく

　私達の生活になくてはならないスーパーマーケット。そこではどんな環境への工夫があるのでしょうか？
　2001年にたった1店舗からスタートした「エコロお店探検隊」は、2015年には106回実施し850名が参加しました。持続可能な社会を構築
するための体験を通じて、これからの未来を担う子ども達が地球環境を守り続けてくれることを願っています。

リサイクルの秘密を知ろうリサイクルの秘密を知ろう 環境にやさしいお買い物をしよう環境にやさしいお買い物をしよう

お店の裏側を探検しようお店の裏側を探検しよう

エコロお店探検隊

●ゴミの計量体験！
いつもは入れないお店の裏側では、
ゴミを分別して計量しているんだ！

●リサイクルボックス
お客様が使い終わった容器をリサイク
ルボックスに持ってきてくれると新し
いものに生まれ変わるよ。

●eco!on商品
ユニーオリジナル開発商品eco!onの
環境にやさしい秘密を知ろう。

●リサイクル工作
捨てればゴミになる物を材料にして
リサイクル工作で生まれ変わるよ。

●オリコン組み立て体験
折りたためて何度でも使える「オリコン」
をダンボール代わりに使っているよ。

●バイオマスプラスチック
植物生まれのバイオマスプラスチック
を野菜や果物、卵の容器として使用
しているよ。

●環境ラベル
普段何気なく使っている文房具にも
実は環境にやさしい商品があることを
知ったよ。

エコ工作にチャレンジしようエコ工作にチャレンジしよう

　EPOCは中部地区を活動拠点とする環境パートナーシッ
プクラブで、業種や規模の垣根を越えた企業が集まり地域
社会で活動しています。ユニーが所属する「次世代交流分
科会」では子ども達がわかりやすく学び、体験する講座を
担当しています。ユニーは「環
境にやさしいお買い物」をテー
マにユネスコスクールをはじめ
とする小学校や地域の児童館
で出前講座を開催。文房具な
どに付いている環境ラベルを探
すゲームや、再生資源を使った
リサイクル工作を通じ、身近な
スーパーマーケットでのお買い
物が環境にやさしいお買い物
になることを伝えました。

任務完了任務完了

低炭素社会
CO2など温室効果ガス
発生抑制を目指す社会

自然共生社会
生物多様性を
実現する社会

循環型社会
限りある資源を大切に、
3Rを実践する社会

持 続 可 能 な 社 会
　地球の温暖化、資源の浪費と枯渇、生態系サービスの劣化など、私達人間
が生きるための基盤である地球環境が持続不可能な状況になりつつあります。
また、世界中の人が私達日本人と同じ生活をすると、地球2.3個分の食料や資
源が必要だといわれています。このような状況であることを意識せずに食料や
資源を使い続ければ、未来の子ども達は生きていくことが困難になるかもしれま
せん。誰もが幸せに生きることのできる社会、つまり持続可能な社会を構築す
るためには、今と未来に想いを馳せ、地球の限りある資源を大切に使う暮らし
や社会、そして一人ひとりが行動を変えていかないといけません。

環境について学ぶための取り組み環境について学ぶための取り組み

　ESDは一人ひとりが世界の人々や世代、環境との関係性の中で生きていることを認識し、行動を変革するための教育です。
ユニーでは環境活動・社会貢献活動において、お客様、地域の方々、お取引先様、従業員などが一緒になって持続可能な
社会をつくることを目指しています。そして、お店に多くの方が集う地域のコミュニケーションスペースとしての機能づくりにも
取り組んでいます。この普段の取り組みが知らず知らずのうちにESDとなっているのです。

●EPOC講座の出前講座の実施。
　「環境にやさしいお買い物」をテーマにユネスコス

クールの小学校をはじめ市役所や地域の児童館
などで出前講座を開催。身近なお買い物での賢
い選択が持続可能な社会につながることを伝えて
います。（P33）

●なごや環境大学の市民講座でインタープリターを
養成。

　小学生から大人まで多様な世代がお買い物を通
じて環境について知り、共に「伝える」ことを学
びます。人と人、人と自然が共生する持続可能
な社会について「伝える」人材を育成しています。

（P35）

●自然環境の素晴らしさや資源の大切さに気付く多
様な体験学習を実施。エコロお店探検隊（P34）、
夏休み自然探検隊（P35）、モンキーサマースクー
ル（P36）、リサイクル工場見学（P36）、循環型
農業体験（P34）、企業連携講座（P36）など。

●持続可能な社会づく
りのための参加型イ
ベントエコ博。（P47）

●認知症の方へのお買
い物サポート。（P45）

経 済

社 会環 境

ひとづくり
●ライフスタイルをエコに

する環境配慮PB商品
「eco!on」の開発。

　（P17）

●リ デザイン プロジェク
トの実施。次世代と
障がい者による商品
の開発・生産・販売
事業。（P46）

ものづくり

コミュニティづくり

ひとづくり
ものづくり

コミュニティづくり

ESDの
エッセンス

ESDの
エッセンス

神田児童老人福祉センター

新城市立東郷東小学校

「eco!on」
FSCノート

エコ博エコロキッズ

EPOC講座甚目寺小学校

インタープリター講座

エコロお店探検隊

　モンキーサマースクール
●サルの生態について体験学習

　　  夏休み自然探検隊
●白川郷の自然の中で体験学習

　　    　エコロお店探検隊
●地球に優しいお買い物
●廃棄物をリサイクルする仕組みの見学
●ゴミを減らす取り組みの見学
●廃棄物を使ったエコ工作　　    　地元NPOや地元企業との

　　    　コラボレーション
●地域のいろいろな方から学ぶ

　　    　インタープリター養成
●お店探検隊やエコ博で案内役（インター
プリター）を行ってくれる人材を育成

　　  リサイクル工場見学
●廃棄物がリサイクルされる現場を見学

原案　ESD-J

環境教育

食料教育

防災教育

生物多様性教育

人権教育多文化共生教育

福祉教育

平和教育

● ピアゴエコクイズラリー
　食料品をメインに日常のお買い物に便利な「ピアゴ」のお
店では、子ども達自身がお店を回りラリー形式でクイズに答
えていくことでユニーの環境への取り組みや環境にやさしい
商品を知ることができる「ピアゴエコクイズラリー」を実施し
ました。2015年には121店舗2,558名が参加しました。

● 自由研究応援隊
　「私たちの生活と水」
をテーマに夏休みの自由
研究のヒントになる展示
や実験、環境配慮商品
eco!onを紹介しました。

エコ・ファーストの約束2

農業体験
　店舗から出るキャベツの葉や魚のアラなどの未利用食品を
たい肥にしてできた野菜（エコ野菜）の収穫を通じて循環型
農業を知り、いろいろな生き物と一緒に生きていること（生
物多様性）を体感するとともに、自然の大切さを学びました。

エコ野菜の収穫（JAあいち海部）稲刈り（JAあいち中央） エコ野菜のジャンボピーマン収穫
（JAあいち海部）
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ユニーはESD（持続可能な開発のための教育）の考え方を取り入れた環境学習に取り組んでいます。現在のことだけではなく
未来のことも考え、未来の子ども達そして地球の生き物達のために、美しい自然を残していくこと、それが持続可能な環境学習の目的です。
これからの持続可能な社会の主役は今の子ども達になります。
地球温暖化を防止して循環型社会をつくるために子ども達に毎日の暮らしの中でどう行動していくべきかを環境学習を通じて伝えます。

子ども環 境 学習
環境にイイこと、
プラス。

EPOC出前講座

ユニーのESD

ESDとは

環境省中部環境
パートナーシップオフィス

チーフプロデューサー
新海 洋子さん

　「私たちは本気です。大人の皆さんも、本気になってESDに取り組んでください。ESDは、こ
の世界の未来にとって一番大切なものなのではないでしょうか」。
　2014年11月「ESDユネスコ世界会議」が開催されました。その閉会会合での子ども達のス
ピーチの一部です。子ども達、というのは「ESDあいち・なごやこども会議」のメンバーであり、愛知
県内の小学5年生から中学3年生までの121名です。彼らが約４カ月の間、学び、体験し、話し
合いを重ねました。子ども達の変化は素晴らしいものでした。現実を見て、話を聞き、話し合いを
重ね、自分にできること、大人に提案することを整理していく。初めて会った子ども達が、同じ問題
意識を持ち、一緒に悩み、解決のための方法を考える。このスピーチは子ども達の「ことば」です。
　大人は本気になっているのでしょうか。子ども達の思いや願いに応える活動をしているのでしょうか。
大人がすべきことは、子ども達が出会い、学ぶ場をつくること、学び方や学ぶ方
向性を示すこと、子ども達の可能性を十分に引き出すこと、ではないでしょうか。
　貴社は私達の暮らしに必要なものの、生産、流通、消費を担っていま
す。この流れを持続可能にすること、地球の自然や資源が有限であるか
らこそ、うまく循環させて上手に使い未来に残していく方法を、子ども達と
楽しく学び合いたい、伝え合いたい。もっともっと子ども達が魅力に感じ
る活動を生み出すことができる。貴社のもつポテンシャルを存分に活か
し、子ども達とともに、地域とともに「本気」になって活動を生み出してい
く。そこには計り知れない面白味や醍醐味があるはずです。

子ども達と取り組むこれからのESD

ユニーは、持続可能な社会をつくっていくために環境学習を実施しています。
　ユニーは、持続可能な社会を担う子ども達がお店探検や農業体験・自然探検などを通じて、環境、社会貢献、食糧問題、命の大切さなど
を学び、美しい自然の中で生きていくための「力」を育むことを願い活動しています。

　　  循環型農業体験
●食品廃棄物が再生資源になる過程の
見学
●循環型農業で収穫体験
●いろいろな生き物と一緒に生きている
ことを学ぶ
●畑の恵みをいただく

　私達の生活になくてはならないスーパーマーケット。そこではどんな環境への工夫があるのでしょうか？
　2001年にたった1店舗からスタートした「エコロお店探検隊」は、2015年には106回実施し850名が参加しました。持続可能な社会を構築
するための体験を通じて、これからの未来を担う子ども達が地球環境を守り続けてくれることを願っています。

リサイクルの秘密を知ろうリサイクルの秘密を知ろう 環境にやさしいお買い物をしよう環境にやさしいお買い物をしよう

お店の裏側を探検しようお店の裏側を探検しよう

エコロお店探検隊

●ゴミの計量体験！
いつもは入れないお店の裏側では、
ゴミを分別して計量しているんだ！

●リサイクルボックス
お客様が使い終わった容器をリサイク
ルボックスに持ってきてくれると新し
いものに生まれ変わるよ。

●eco!on商品
ユニーオリジナル開発商品eco!onの
環境にやさしい秘密を知ろう。

●リサイクル工作
捨てればゴミになる物を材料にして
リサイクル工作で生まれ変わるよ。

●オリコン組み立て体験
折りたためて何度でも使える「オリコン」
をダンボール代わりに使っているよ。

●バイオマスプラスチック
植物生まれのバイオマスプラスチック
を野菜や果物、卵の容器として使用
しているよ。

●環境ラベル
普段何気なく使っている文房具にも
実は環境にやさしい商品があることを
知ったよ。

エコ工作にチャレンジしようエコ工作にチャレンジしよう

　EPOCは中部地区を活動拠点とする環境パートナーシッ
プクラブで、業種や規模の垣根を越えた企業が集まり地域
社会で活動しています。ユニーが所属する「次世代交流分
科会」では子ども達がわかりやすく学び、体験する講座を
担当しています。ユニーは「環
境にやさしいお買い物」をテー
マにユネスコスクールをはじめ
とする小学校や地域の児童館
で出前講座を開催。文房具な
どに付いている環境ラベルを探
すゲームや、再生資源を使った
リサイクル工作を通じ、身近な
スーパーマーケットでのお買い
物が環境にやさしいお買い物
になることを伝えました。

任務完了任務完了

低炭素社会
CO2など温室効果ガス
発生抑制を目指す社会

自然共生社会
生物多様性を
実現する社会

循環型社会
限りある資源を大切に、
3Rを実践する社会

持 続 可 能 な 社 会
　地球の温暖化、資源の浪費と枯渇、生態系サービスの劣化など、私達人間
が生きるための基盤である地球環境が持続不可能な状況になりつつあります。
また、世界中の人が私達日本人と同じ生活をすると、地球2.3個分の食料や資
源が必要だといわれています。このような状況であることを意識せずに食料や
資源を使い続ければ、未来の子ども達は生きていくことが困難になるかもしれま
せん。誰もが幸せに生きることのできる社会、つまり持続可能な社会を構築す
るためには、今と未来に想いを馳せ、地球の限りある資源を大切に使う暮らし
や社会、そして一人ひとりが行動を変えていかないといけません。

環境について学ぶための取り組み環境について学ぶための取り組み

　ESDは一人ひとりが世界の人々や世代、環境との関係性の中で生きていることを認識し、行動を変革するための教育です。
ユニーでは環境活動・社会貢献活動において、お客様、地域の方々、お取引先様、従業員などが一緒になって持続可能な
社会をつくることを目指しています。そして、お店に多くの方が集う地域のコミュニケーションスペースとしての機能づくりにも
取り組んでいます。この普段の取り組みが知らず知らずのうちにESDとなっているのです。

●EPOC講座の出前講座の実施。
　「環境にやさしいお買い物」をテーマにユネスコス

クールの小学校をはじめ市役所や地域の児童館
などで出前講座を開催。身近なお買い物での賢
い選択が持続可能な社会につながることを伝えて
います。（P33）

●なごや環境大学の市民講座でインタープリターを
養成。

　小学生から大人まで多様な世代がお買い物を通
じて環境について知り、共に「伝える」ことを学
びます。人と人、人と自然が共生する持続可能
な社会について「伝える」人材を育成しています。

（P35）

●自然環境の素晴らしさや資源の大切さに気付く多
様な体験学習を実施。エコロお店探検隊（P34）、
夏休み自然探検隊（P35）、モンキーサマースクー
ル（P36）、リサイクル工場見学（P36）、循環型
農業体験（P34）、企業連携講座（P36）など。

●持続可能な社会づく
りのための参加型イ
ベントエコ博。（P47）

●認知症の方へのお買
い物サポート。（P45）

経 済

社 会環 境

ひとづくり
●ライフスタイルをエコに

する環境配慮PB商品
「eco!on」の開発。

　（P17）

●リ デザイン プロジェク
トの実施。次世代と
障がい者による商品
の開発・生産・販売
事業。（P46）

ものづくり

コミュニティづくり

ひとづくり
ものづくり

コミュニティづくり

ESDの
エッセンス

ESDの
エッセンス

神田児童老人福祉センター

新城市立東郷東小学校

「eco!on」
FSCノート

エコ博エコロキッズ

EPOC講座甚目寺小学校

インタープリター講座

エコロお店探検隊

　モンキーサマースクール
●サルの生態について体験学習

　　  夏休み自然探検隊
●白川郷の自然の中で体験学習

　　    　エコロお店探検隊
●地球に優しいお買い物
●廃棄物をリサイクルする仕組みの見学
●ゴミを減らす取り組みの見学
●廃棄物を使ったエコ工作　　    　地元NPOや地元企業との

　　    　コラボレーション
●地域のいろいろな方から学ぶ

　　    　インタープリター養成
●お店探検隊やエコ博で案内役（インター
プリター）を行ってくれる人材を育成

　　  リサイクル工場見学
●廃棄物がリサイクルされる現場を見学

原案　ESD-J

環境教育

食料教育

防災教育

生物多様性教育

人権教育多文化共生教育

福祉教育

平和教育

● ピアゴエコクイズラリー
　食料品をメインに日常のお買い物に便利な「ピアゴ」のお
店では、子ども達自身がお店を回りラリー形式でクイズに答
えていくことでユニーの環境への取り組みや環境にやさしい
商品を知ることができる「ピアゴエコクイズラリー」を実施し
ました。2015年には121店舗2,558名が参加しました。

● 自由研究応援隊
　「私たちの生活と水」
をテーマに夏休みの自由
研究のヒントになる展示
や実験、環境配慮商品
eco!onを紹介しました。

エコ・ファーストの約束2

農業体験
　店舗から出るキャベツの葉や魚のアラなどの未利用食品を
たい肥にしてできた野菜（エコ野菜）の収穫を通じて循環型
農業を知り、いろいろな生き物と一緒に生きていること（生
物多様性）を体感するとともに、自然の大切さを学びました。

エコ野菜の収穫（JAあいち海部）稲刈り（JAあいち中央） エコ野菜のジャンボピーマン収穫
（JAあいち海部）
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店舗から集められた食品トレイの
リサイクルの仕組みを学びました

いろいろなサルの生態を見学して
霊長類の多様性を学んだよ

サルたちが仲間と一緒に食事をしている
様子を観察したよ

飼育係のお仕事体験。サルの種類に
よって食べるものが違うことを知ったよ

　2011年より公益財団法人日本モンキーセンターでサマースクールを開催しています。2015年度は
「ぼくの私の好きな生き物」をテーマに応募した24名の小学生が愛知県犬山市の日本モンキーセンター
で生き物を思いやる心、自然や未来について考え、人間に一番近い生き物であるサルを通じて命の大切
さを学びました。

磨製石器作りに挑戦。
道具を作る大変さを体験したよ

チンパンジーの家族がそれぞれゆっくり
食事ができるように、段ボールやタイヤ
を使って興味をもたせました

サルを通じて人間に一番近い生き物のことを
学んだ2日間でした！

モンキーサマースクール

白川郷の合掌集落で先人の知恵を学ぶ

エンリッチメント※を考えよう
※飼育されている動物たちの福祉と健康のために、飼育環境に変化を与えること

資源やエネルギー、生き物たちからの恵みを学ぶ

全国から来た仲間とチカラを合わせる

今年のテーマ
「つながろう　自然と仲間と」を

体感できました！

森の葉っぱや花で
テーブルをコーディネート、
お世話になった方を
おもてなし

　子ども達に地球環境や人を思いやる気持ち、地球の自然を守って生きていくことの大切さを伝えていく活動をしています。「持続可能な社会」を
担う子どもたちに、自然環境の大切さを感じてもらい、地球環境の中で強く生きていくための力を身につけてもらいたいと考え、2005年からアピ
タ・ピアゴ夏休み自然探検隊を開催しています。2015年は小学4年生～6年生24名が「つながろう　自然と仲間と」をテーマに世界遺産白川郷
で自然体験をしました。

水力発電に挑戦。
川の水流を利用して
電球を点灯させよう

（再生可能エネルギー）

夏休み自然探検隊

　ユニーでは2007年から市民講座を提供するなごや環境大学で「お店探検隊インタープリター」を
養成しています。地球にやさしいお買い物をテーマに講座の中で買い物を通して環境について知っ
てもらい、子どもから大人が自分が伝えたいことや思いを家
族や友人に伝えることを目的にしています。この講座を卒業し
「お店探検隊インタープリター」となった受講者は、ユニーの
環境学習やイベントでインタープリターとして活躍しています。

インタープリター養成講座

　環境活動を身近に感じていただくため、2004年より名古屋学芸大学の
学生と一緒に環境紙芝居を制作しています。肉声でお話を読むことで大人
も子どもも家族で楽しみ、共感いただけるよう取り組んでいます。

環境紙芝居
　地域のコミュニティーセンターを
目指すヒルズウォーク徳重では、
災害時に自分の命を守るための準
備を、ゲームや遊びの中で体験し
身につける防災イベントを開催しま
した。

あそぼうさい

白川郷合掌集落
ガイドウォーク

クギを1本も
使わずに建てられた
合掌造りの家

先人との
つながり
先人との
つながり

地域の力で子ども達に伝える　
　地域に密着したスーパーマーケットのユニーは、地域の方々と一緒に活動を行っています。学生から大人までたくさんの方の「地域の力」で行
われている環境や防災について学びました。

地球と仲良くなる　
　私達の生活の源である山地を舞台に自然体験学習を行いました。都市化が進み自然の中に身を置くことが少なくなっている子ども達に、自然
の恵み、自然の力、そして仲間とのつながりなどを体験しながら学んでもらうことで、これからの地球環境について考えるきっかけになりました。

地震の揺れには机の下に隠れて
身を守ることを学びました

　三功、酵素の里で食品廃棄物リサイクル工
場の見学と、リサイクル堆肥でできたさつまい
もの収穫体験を行いました。質の良い野菜は
良い土がなければ育ち
ません。土に触れて収
穫体験を行うことで土
の良さを実感しました。

三功リサイクル農場見学

リサイクル堆肥で育った
野菜の収穫（三重県）

　店舗の食品売り場から排出される食品残
さを原料にリサイクル堆肥を製造する工場
を見学し、微生物の働
きで食品が発酵する強
烈な臭いと熱さを体感
しました。完成した堆
肥は無臭で土のようで
した。

D.I.Dリサイクル堆肥工場見学

リサイクル堆肥は発酵中で
温かい（愛知県）

　不二産業では食べられなかった食物が堆
肥になることを見学し、その堆肥を使って生
産された芋や大根を収穫し、地域循環型農
業を学びました。良い
土から美味しい野菜が
作られることを、自分
たちで見て、触って収
穫の喜びを感じました。

不二産業リサイクル農場体験

　静岡県にある常葉大学の先生や
学生と親子環境学習を開催しまし
た。地元の世界遺産である富士山
の自然から「水の大切さ」を学びま
した。

「富士山の不思議」を
学びました

リサイクルって素敵な合言葉
　ユニーでは関連する事業者とともに食品リサイクルや容器包装リサイクルなどのさまざまなリサイクル活動を行っています。循環型農業を行っ
ている農場やリサイクル工場などに出向いて、体験学習を行いました。

　丸富製紙では、アピタ・ピアゴの
店頭で回収した牛乳パックを原料にし
たリサイクルトイレットペーパーの工場
見学を行いました。牛乳パックをリサ
イクルすることで森の木を切らずにす
み、森林を守ることにつながります。

丸富製紙工場見学
　中央化学では食品トレイが
どのようにリサイクルされて
いるかを見学しました。トレイ
を高熱で溶かし、パレット等
の原料にすることで、石油資
源の削減につながります。

中央化学リサイクル工場見学

リサイクルトイレットペーパーの
原反ロールの大きさに驚きました

森の中で講座 プラスチックの化学実験を
行いました

イベントで工作やアンケート
を実施しました

自然との
つながり
自然との
つながり

竹に切り込みを入れて
バンブードラムづくり！　

循環型農業でできた
野菜を収穫（新潟県）

展望台からの
白川郷の景色…
ずっと続くといいな

アヌビスヒヒのために、七夕飾りの
ような笹に果物をつけたり竹筒に
おやつを詰めました

水を水素と酸素に
分解してクリーンな
燃料エネルギーを作り

CO2を出さない燃料電池で
ミニカーを動かす

（未来のエネルギー）

早朝の森の中、
インタープリターから
森の生き物や植物に
ついて学んだよ

自分たちで火をおこし、
火の扱い方を学ぶ

仲間との
つながり
仲間との
つながり

テーブルマナーの学習。
フレンチハーフコースを

いただきます！

ユニー

地元企業

環境省 中部環境
パートナーシップオフィス

地元NPO
インタープリター

養成
なごや

環境大学

常葉大学の山田辰美教授による水の
ワークショップ

　愛知県犬山市の自然の中で、日
本ハムと共同で「自然と食を学ぶ」
体験イベントを開催しました。川遊
びや日本ハム製品のバーベキュー
を楽しみながら、環境について学
びました。

日本ハム
親子環境体験イベント

沢登りで山の水の勢いと冷たさを感じました

「トトちゃんとの約束」作者　向城さんの感想
この紙芝居を通じて自分にできる小さな行動も環境を変える大きな
一歩であることが伝わると嬉しいです。

「水ってすごい」作者　市川さんの感想
子どもには難しい内容かもしれませんが、理解できなくとも心に留
めてくれることが環境保護の一歩になると感じました。

サルは手を上手に使って食べていたよ
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店舗から集められた食品トレイの
リサイクルの仕組みを学びました

いろいろなサルの生態を見学して
霊長類の多様性を学んだよ

サルたちが仲間と一緒に食事をしている
様子を観察したよ

飼育係のお仕事体験。サルの種類に
よって食べるものが違うことを知ったよ

　2011年より公益財団法人日本モンキーセンターでサマースクールを開催しています。2015年度は
「ぼくの私の好きな生き物」をテーマに応募した24名の小学生が愛知県犬山市の日本モンキーセンター
で生き物を思いやる心、自然や未来について考え、人間に一番近い生き物であるサルを通じて命の大切
さを学びました。

磨製石器作りに挑戦。
道具を作る大変さを体験したよ

チンパンジーの家族がそれぞれゆっくり
食事ができるように、段ボールやタイヤ
を使って興味をもたせました

サルを通じて人間に一番近い生き物のことを
学んだ2日間でした！

モンキーサマースクール

白川郷の合掌集落で先人の知恵を学ぶ

エンリッチメント※を考えよう
※飼育されている動物たちの福祉と健康のために、飼育環境に変化を与えること

資源やエネルギー、生き物たちからの恵みを学ぶ

全国から来た仲間とチカラを合わせる

今年のテーマ
「つながろう　自然と仲間と」を

体感できました！

森の葉っぱや花で
テーブルをコーディネート、
お世話になった方を
おもてなし

　子ども達に地球環境や人を思いやる気持ち、地球の自然を守って生きていくことの大切さを伝えていく活動をしています。「持続可能な社会」を
担う子どもたちに、自然環境の大切さを感じてもらい、地球環境の中で強く生きていくための力を身につけてもらいたいと考え、2005年からアピ
タ・ピアゴ夏休み自然探検隊を開催しています。2015年は小学4年生～6年生24名が「つながろう　自然と仲間と」をテーマに世界遺産白川郷
で自然体験をしました。

水力発電に挑戦。
川の水流を利用して
電球を点灯させよう

（再生可能エネルギー）

夏休み自然探検隊

　ユニーでは2007年から市民講座を提供するなごや環境大学で「お店探検隊インタープリター」を
養成しています。地球にやさしいお買い物をテーマに講座の中で買い物を通して環境について知っ
てもらい、子どもから大人が自分が伝えたいことや思いを家
族や友人に伝えることを目的にしています。この講座を卒業し
「お店探検隊インタープリター」となった受講者は、ユニーの
環境学習やイベントでインタープリターとして活躍しています。

インタープリター養成講座

　環境活動を身近に感じていただくため、2004年より名古屋学芸大学の
学生と一緒に環境紙芝居を制作しています。肉声でお話を読むことで大人
も子どもも家族で楽しみ、共感いただけるよう取り組んでいます。

環境紙芝居
　地域のコミュニティーセンターを
目指すヒルズウォーク徳重では、
災害時に自分の命を守るための準
備を、ゲームや遊びの中で体験し
身につける防災イベントを開催しま
した。

あそぼうさい

白川郷合掌集落
ガイドウォーク

クギを1本も
使わずに建てられた
合掌造りの家

先人との
つながり
先人との
つながり

地域の力で子ども達に伝える　
　地域に密着したスーパーマーケットのユニーは、地域の方々と一緒に活動を行っています。学生から大人までたくさんの方の「地域の力」で行
われている環境や防災について学びました。

地球と仲良くなる　
　私達の生活の源である山地を舞台に自然体験学習を行いました。都市化が進み自然の中に身を置くことが少なくなっている子ども達に、自然
の恵み、自然の力、そして仲間とのつながりなどを体験しながら学んでもらうことで、これからの地球環境について考えるきっかけになりました。

地震の揺れには机の下に隠れて
身を守ることを学びました

　三功、酵素の里で食品廃棄物リサイクル工
場の見学と、リサイクル堆肥でできたさつまい
もの収穫体験を行いました。質の良い野菜は
良い土がなければ育ち
ません。土に触れて収
穫体験を行うことで土
の良さを実感しました。

三功リサイクル農場見学

リサイクル堆肥で育った
野菜の収穫（三重県）

　店舗の食品売り場から排出される食品残
さを原料にリサイクル堆肥を製造する工場
を見学し、微生物の働
きで食品が発酵する強
烈な臭いと熱さを体感
しました。完成した堆
肥は無臭で土のようで
した。

D.I.Dリサイクル堆肥工場見学

リサイクル堆肥は発酵中で
温かい（愛知県）

　不二産業では食べられなかった食物が堆
肥になることを見学し、その堆肥を使って生
産された芋や大根を収穫し、地域循環型農
業を学びました。良い
土から美味しい野菜が
作られることを、自分
たちで見て、触って収
穫の喜びを感じました。

不二産業リサイクル農場体験

　静岡県にある常葉大学の先生や
学生と親子環境学習を開催しまし
た。地元の世界遺産である富士山
の自然から「水の大切さ」を学びま
した。

「富士山の不思議」を
学びました

リサイクルって素敵な合言葉
　ユニーでは関連する事業者とともに食品リサイクルや容器包装リサイクルなどのさまざまなリサイクル活動を行っています。循環型農業を行っ
ている農場やリサイクル工場などに出向いて、体験学習を行いました。

　丸富製紙では、アピタ・ピアゴの
店頭で回収した牛乳パックを原料にし
たリサイクルトイレットペーパーの工場
見学を行いました。牛乳パックをリサ
イクルすることで森の木を切らずにす
み、森林を守ることにつながります。

丸富製紙工場見学
　中央化学では食品トレイが
どのようにリサイクルされて
いるかを見学しました。トレイ
を高熱で溶かし、パレット等
の原料にすることで、石油資
源の削減につながります。

中央化学リサイクル工場見学

リサイクルトイレットペーパーの
原反ロールの大きさに驚きました

森の中で講座 プラスチックの化学実験を
行いました

イベントで工作やアンケート
を実施しました

自然との
つながり
自然との
つながり

竹に切り込みを入れて
バンブードラムづくり！　

循環型農業でできた
野菜を収穫（新潟県）

展望台からの
白川郷の景色…
ずっと続くといいな

アヌビスヒヒのために、七夕飾りの
ような笹に果物をつけたり竹筒に
おやつを詰めました

水を水素と酸素に
分解してクリーンな
燃料エネルギーを作り

CO2を出さない燃料電池で
ミニカーを動かす

（未来のエネルギー）

早朝の森の中、
インタープリターから
森の生き物や植物に
ついて学んだよ

自分たちで火をおこし、
火の扱い方を学ぶ

仲間との
つながり
仲間との
つながり

テーブルマナーの学習。
フレンチハーフコースを

いただきます！

ユニー

地元企業

環境省 中部環境
パートナーシップオフィス

地元NPO
インタープリター

養成
なごや

環境大学

常葉大学の山田辰美教授による水の
ワークショップ

　愛知県犬山市の自然の中で、日
本ハムと共同で「自然と食を学ぶ」
体験イベントを開催しました。川遊
びや日本ハム製品のバーベキュー
を楽しみながら、環境について学
びました。

日本ハム
親子環境体験イベント

沢登りで山の水の勢いと冷たさを感じました

「トトちゃんとの約束」作者　向城さんの感想
この紙芝居を通じて自分にできる小さな行動も環境を変える大きな
一歩であることが伝わると嬉しいです。

「水ってすごい」作者　市川さんの感想
子どもには難しい内容かもしれませんが、理解できなくとも心に留
めてくれることが環境保護の一歩になると感じました。

サルは手を上手に使って食べていたよ
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3

●新入社員教育 
　新入社員に対して基礎教育
に使用するテキストに、環境の
基本的な事項や遵守すべき法
令などを記載しています。

社内コミュニケーション
●従業員教育マニュアル
　社内規程をまとめたポケッ
トガイドに環境のページを設
け、廃 棄 物 分 別などのマ
ニュアルを記載しています。

社外コミュニケーション
●ホームページ
　環境社会貢献のページに
は、活動の最新情報や環境
配慮商品の紹介、環境イベ
ントなどを掲載しています。

●社内報での情報の共有化
　社内報に「環境」「社会
貢献」のスペースを設け、
会社や各店舗での取り組
み、成果などの情報を全従
業員が共有し、従業員の環
境意識を高めています。

●環境教育用DVD 
　環 境 活 動 を 紹 介 す る
DVD「食品リサイクル」「容
器包装のリサイクル」「生物
多様性」を作成、環境学習
やイベントで上映し、消費
者や関係者に理解と協力を
促しています。

●環境壁新聞
　店舗の環境掲示板には、
ユニーの環境活動や生活に
役立つ情報などを掲載した

「やさしいくらしPress」を掲
示しています。ホームページ
からも見ることができます。

●新入社員教育
　新 入 社 員 オリエン
テーションのカリキュラ
ムに、環境方針の理解
や店舗･事業所での環
境保全活動、地域社会
貢献活動を入れた教育
を行っています。 

●環境関連事業者連絡会
　ユニーと取引のあ
る一般廃棄物や産業
廃棄物、リサイクル
などに関係する事業
者を集めて、年2回
情報交換と法令など
の勉強会を開催して
います。ユニーの目
指す環境保全活動を
同じ価値観で実施し
てもらうために行っ
ています。

地域の文化と歴史を取り入れた、皆が集うコミュニケーションスペースを目指して
　2016年7月にオープンしたレイクウォーク岡谷は、1985年から29年間営業を続けてきた「ア
ピタ岡谷」から生まれ変わった店舗です。省エネルギー設備を導入して循環型社会の推進に取
り組むとともに、大規模災害時は避難拠点としてご利用いただけるよう防災設備も導入しまし
た。地域の文化と歴史を取り入れ、地域の方々が集うコミュニケーションスペースを目指します。

●店舗見学の受け入れ
　店舗の環境施設見学や環境活動の見
学に、消費者団体、行政、同業他社な
どを受け入れています。特に廃棄物の
分別計量や食品リサイクルループに関
心が持たれています。

●管理職教育
　管理職に登用された社
員には、それぞれの職制
で必要な環境保全・社会
貢献に関する教育を実施し
ています。特に店舗に関わ
る法令の内容や遵守につ
いて講習を行っています。

●ISO14001集合教育
　環境マネジメントの
適正な運用と、それぞ
れの業務から環境側面
を抽出し、環境実施計
画を策定、目的目標を
達成するための教育を
行っています。

●テナント・その他の従業員教育 
　店舗に出店しているテナントやそこで働く人達に、
環境保全活動を理解し協力してもらうための教育を
実施しています。特に
廃棄物の分別計量シス
テムや排水に関する教
育 は、店 舗 ごとにマ
ニュアルやDVDを使っ
て行っています。

●関係会社従業員教育
　グループ企業や店舗
で働いている社外の人
達にも、環境保全や認
知症支援の教育を行っ
ています。

●各地区環境担当者教育
　関東・山静・北陸と
中京地区の環境担当者
に、環 境 教 育 や 省 エ
ネ、廃棄物管理などの
教育や情報交換を実施
しています。

新入社員オリエンテーション

店舗テナント教育

2015年度は延べ329人が参加

グループ企業従業員教育 省エネに関する教育受け入れ

日本ショッピングセンター協会店舗視察

新任店長・部室長教育で
環境教育を実施 ISO14001本社従業員集合教育

弥富リサイクルセンター

リサイクルループで生産した野菜売場

環境省より「廃棄物の適正処理」に
ついての講演

●海外からの見学者 
　JICA（独立行政法人国際協力機構）の課題研修「生
物多様性を活かした地域開発」として、アジアやアフ
リカ、南米からの見学を受け入れています。未利用食
品を再生利活用した、循環型農業の取り組みは、生
産地の土壌や生態系に影響を与えない、生物多様性
を大切にした農業です。

食品リサイクルに必要な廃棄物分別を見学

エコ・ファースト企業であるユニーの環境方針には小売業としての企業活動を通して「持続可能な社会」を、お客様や自治体、
お取引先様と一緒につくり上げていくことが明記してあります。
それらを実現していくために必要な知識や技術を習得させるための講習や実習を現場教育・集合教育で行っています。
また、ユニーと一緒に活動していただく消費者・行政・取引先や同業者、その他の店舗見学や講習も行っています。

環境教育

従業員教育

レイクウォーク岡谷

ユニーと一緒に環境学習

環境コミュニケーションツール

環境にイイこと、
プラス。

社会・地域に
イイこと、プラス。

エコ・ファーストの約束3

ユニーでは地球温暖化防止のため「エコストア」を建設しています。
省エネルギー設備を導入し、さらに従業員をはじめお客様や
お取引先様など関係する方々と共に環境活動を推進しています。

1
2

7

4

3

65
店内

　レイクウォーク岡谷は地域
の皆様に末永くご愛顧いただ
きたいという想いを込めて、地
元の諏訪大社の御柱をモー
ルのシンボルとして展示したほ
か、シルクが有名な岡谷の町
にちなんでレストスペースに
アートオブジェ「ダイヤモンドコ
クーン」をディスプレイしました。
　また、大規模災害時に避難拠点としてご利用い
ただけるよう、店舗の緑地帯に非常時の炊き出し
用「かまどベンチ」を配置し、店舗外周には「災害
用トイレ」を導入しています。（※p40に記載）
　地域の文化と歴史を取り入れ、災害時にも頼り
にされる、そんな店づくりに従業員一同精一杯取り
組んでまいります。

地域のシンボルとして地域の皆様
にご愛顧いただけるよう、天下の奇
祭として全国的に有名な信州諏訪

「御柱祭」にて使用された「御柱」
を、モールの1Ｆにシンボルモニュメ
ントとして展示しています。

諏訪大社の「御柱」

1
屋根の上や外壁に太陽
光パネルを導入。太陽
光で電気をつくり、得ら
れたエネルギーを館内で
も使用しています。現在
の発電量をモニターで確
認することができます。

太陽光発電 レイクウォーク岡谷
支配人　山口 明

養蚕･絹産業により近代日本の発
展に貢献した岡谷市を象徴する

「繭（コクーン）」をモチーフに、「リ
バースプロジェクト」によって製作さ
れたアートオブジェ「ダイヤモンドコ
クーン」を設置しています。

ダイヤモンドコクーン

2
電気とガスを使用したハ
イブリット空調を採用し、
最適運転を実現。また、
インバーター制御により
消費電力を削減した効率
的な運転を行い、省エネ
を図っています。

空調

3 雨水浸透施設
敷地外に放出される雨水量を25%削減して
います。地下水
の保全、平常時
の河川流量の確
保、洪水の防止
を図っています。

4
外壁に壁面緑化を導
入。ヒートアイランド対
策と断熱効果があり建
物の温度上昇を抑え、
空調使用量の削減にも
つながります。

壁面緑化 5
床材などにリサイクル資
源を使用、環境負荷の軽
減に配慮しています。ま
た、屋外ベンチには廃プ
ラスチックや廃木粉を利
用した製品を導入、再利
用活動に努めています。

ECO材 6 自然採光
フードコートにあるカーテンウォールには結露
防止・断熱効果のある複層ガラスを使用し、
空調負荷を下げて
います。また、外
光を積極的に取り
入れ、照明負荷を
軽減しています。

7 資材再利用
建物の解体工事等か
ら発生するコンクリー
トがらや 合 板、アス
ファルトなどを利用し、
資源の再利用に努め
ます。

地域に親しまれる店づくり

エコ・ファーストの約束2
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●新入社員教育 
　新入社員に対して基礎教育
に使用するテキストに、環境の
基本的な事項や遵守すべき法
令などを記載しています。

社内コミュニケーション
●従業員教育マニュアル
　社内規程をまとめたポケッ
トガイドに環境のページを設
け、廃 棄 物 分 別などのマ
ニュアルを記載しています。

社外コミュニケーション
●ホームページ
　環境社会貢献のページに
は、活動の最新情報や環境
配慮商品の紹介、環境イベ
ントなどを掲載しています。

●社内報での情報の共有化
　社内報に「環境」「社会
貢献」のスペースを設け、
会社や各店舗での取り組
み、成果などの情報を全従
業員が共有し、従業員の環
境意識を高めています。

●環境教育用DVD 
　環 境 活 動 を 紹 介 す る
DVD「食品リサイクル」「容
器包装のリサイクル」「生物
多様性」を作成、環境学習
やイベントで上映し、消費
者や関係者に理解と協力を
促しています。

●環境壁新聞
　店舗の環境掲示板には、
ユニーの環境活動や生活に
役立つ情報などを掲載した

「やさしいくらしPress」を掲
示しています。ホームページ
からも見ることができます。

●新入社員教育
　新 入 社 員 オリエン
テーションのカリキュラ
ムに、環境方針の理解
や店舗･事業所での環
境保全活動、地域社会
貢献活動を入れた教育
を行っています。 

●環境関連事業者連絡会
　ユニーと取引のあ
る一般廃棄物や産業
廃棄物、リサイクル
などに関係する事業
者を集めて、年2回
情報交換と法令など
の勉強会を開催して
います。ユニーの目
指す環境保全活動を
同じ価値観で実施し
てもらうために行っ
ています。

地域の文化と歴史を取り入れた、皆が集うコミュニケーションスペースを目指して
　2016年7月にオープンしたレイクウォーク岡谷は、1985年から29年間営業を続けてきた「ア
ピタ岡谷」から生まれ変わった店舗です。省エネルギー設備を導入して循環型社会の推進に取
り組むとともに、大規模災害時は避難拠点としてご利用いただけるよう防災設備も導入しまし
た。地域の文化と歴史を取り入れ、地域の方々が集うコミュニケーションスペースを目指します。

●店舗見学の受け入れ
　店舗の環境施設見学や環境活動の見
学に、消費者団体、行政、同業他社な
どを受け入れています。特に廃棄物の
分別計量や食品リサイクルループに関
心が持たれています。

●管理職教育
　管理職に登用された社
員には、それぞれの職制
で必要な環境保全・社会
貢献に関する教育を実施し
ています。特に店舗に関わ
る法令の内容や遵守につ
いて講習を行っています。

●ISO14001集合教育
　環境マネジメントの
適正な運用と、それぞ
れの業務から環境側面
を抽出し、環境実施計
画を策定、目的目標を
達成するための教育を
行っています。

●テナント・その他の従業員教育 
　店舗に出店しているテナントやそこで働く人達に、
環境保全活動を理解し協力してもらうための教育を
実施しています。特に
廃棄物の分別計量シス
テムや排水に関する教
育 は、店 舗 ごとにマ
ニュアルやDVDを使っ
て行っています。

●関係会社従業員教育
　グループ企業や店舗
で働いている社外の人
達にも、環境保全や認
知症支援の教育を行っ
ています。

●各地区環境担当者教育
　関東・山静・北陸と
中京地区の環境担当者
に、環 境 教 育 や 省 エ
ネ、廃棄物管理などの
教育や情報交換を実施
しています。

新入社員オリエンテーション

店舗テナント教育

2015年度は延べ329人が参加

グループ企業従業員教育 省エネに関する教育受け入れ

日本ショッピングセンター協会店舗視察

新任店長・部室長教育で
環境教育を実施 ISO14001本社従業員集合教育

弥富リサイクルセンター

リサイクルループで生産した野菜売場

環境省より「廃棄物の適正処理」に
ついての講演

●海外からの見学者 
　JICA（独立行政法人国際協力機構）の課題研修「生
物多様性を活かした地域開発」として、アジアやアフ
リカ、南米からの見学を受け入れています。未利用食
品を再生利活用した、循環型農業の取り組みは、生
産地の土壌や生態系に影響を与えない、生物多様性
を大切にした農業です。

食品リサイクルに必要な廃棄物分別を見学

エコ・ファースト企業であるユニーの環境方針には小売業としての企業活動を通して「持続可能な社会」を、お客様や自治体、
お取引先様と一緒につくり上げていくことが明記してあります。
それらを実現していくために必要な知識や技術を習得させるための講習や実習を現場教育・集合教育で行っています。
また、ユニーと一緒に活動していただく消費者・行政・取引先や同業者、その他の店舗見学や講習も行っています。

環境教育

従業員教育

レイクウォーク岡谷

ユニーと一緒に環境学習

環境コミュニケーションツール

環境にイイこと、
プラス。

社会・地域に
イイこと、プラス。

エコ・ファーストの約束3

ユニーでは地球温暖化防止のため「エコストア」を建設しています。
省エネルギー設備を導入し、さらに従業員をはじめお客様や
お取引先様など関係する方々と共に環境活動を推進しています。

1
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3

65
店内

　レイクウォーク岡谷は地域
の皆様に末永くご愛顧いただ
きたいという想いを込めて、地
元の諏訪大社の御柱をモー
ルのシンボルとして展示したほ
か、シルクが有名な岡谷の町
にちなんでレストスペースに
アートオブジェ「ダイヤモンドコ
クーン」をディスプレイしました。
　また、大規模災害時に避難拠点としてご利用い
ただけるよう、店舗の緑地帯に非常時の炊き出し
用「かまどベンチ」を配置し、店舗外周には「災害
用トイレ」を導入しています。（※p40に記載）
　地域の文化と歴史を取り入れ、災害時にも頼り
にされる、そんな店づくりに従業員一同精一杯取り
組んでまいります。

地域のシンボルとして地域の皆様
にご愛顧いただけるよう、天下の奇
祭として全国的に有名な信州諏訪

「御柱祭」にて使用された「御柱」
を、モールの1Ｆにシンボルモニュメ
ントとして展示しています。

諏訪大社の「御柱」

1
屋根の上や外壁に太陽
光パネルを導入。太陽
光で電気をつくり、得ら
れたエネルギーを館内で
も使用しています。現在
の発電量をモニターで確
認することができます。

太陽光発電 レイクウォーク岡谷
支配人　山口 明

養蚕･絹産業により近代日本の発
展に貢献した岡谷市を象徴する

「繭（コクーン）」をモチーフに、「リ
バースプロジェクト」によって製作さ
れたアートオブジェ「ダイヤモンドコ
クーン」を設置しています。

ダイヤモンドコクーン

2
電気とガスを使用したハ
イブリット空調を採用し、
最適運転を実現。また、
インバーター制御により
消費電力を削減した効率
的な運転を行い、省エネ
を図っています。

空調

3 雨水浸透施設
敷地外に放出される雨水量を25%削減して
います。地下水
の保全、平常時
の河川流量の確
保、洪水の防止
を図っています。

4
外壁に壁面緑化を導
入。ヒートアイランド対
策と断熱効果があり建
物の温度上昇を抑え、
空調使用量の削減にも
つながります。

壁面緑化 5
床材などにリサイクル資
源を使用、環境負荷の軽
減に配慮しています。ま
た、屋外ベンチには廃プ
ラスチックや廃木粉を利
用した製品を導入、再利
用活動に努めています。

ECO材 6 自然採光
フードコートにあるカーテンウォールには結露
防止・断熱効果のある複層ガラスを使用し、
空調負荷を下げて
います。また、外
光を積極的に取り
入れ、照明負荷を
軽減しています。

7 資材再利用
建物の解体工事等か
ら発生するコンクリー
トがらや 合 板、アス
ファルトなどを利用し、
資源の再利用に努め
ます。

地域に親しまれる店づくり

エコ・ファーストの約束2
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社会・地域にイイこと、
プラス。

ユニーの店舗では赤ちゃんから年配の方まで、全てのお客様が快適にお買い物を楽しんでいただけるように、店内のいろいろな所を
工夫しています。また、「環境にやさしいお買い物」をお客様と一緒に進め、持続可能な社会を目指して、 環境にやさしいプライベート
ブランド商品の販売、包装資材の削減や廃棄物の削減、分別、リサイクルなどを実施しています。

店 舗での取り組み

　“環境に配慮した店づくり”を目指しているユニーの店内では、ゴミ
の減量、リサイクルや省エネを推進するため、さまざまな設備を用意
するとともに、販売方法にも工夫をしています。特にお客様とともに
進めるゴミの減量に関しては、お客様が利用しやすいように、リサイ
クルステーションのほか、各所に分別ゴミ箱を設置しています。

リサイクルステーション
牛乳パックをはじめ、アルミ缶・ト
レイ・ペットボトル・バイオマスプラ
スチック製卵パックなどお客様のお
買い上げ後にゴミになるものを回収
し、リサイクルしています。

分別ゴミ箱
店内各所に「燃やせるゴミ」や「燃
やせないゴミ」など分別するための
ゴミ箱を置き、ゴミを分別回収して
います。

情報の開示
ユニーの取り組みをポスターなどで
紹介・報告しています。

小さなお子様に安全に遊んでいただけ
るように、床や遊具にソフトな素材を使
用した遊びのスペースを設けています。

廃棄物計量システム
各売場やテナントから排出される廃
棄物を分別し、計量することにより、
減量やリサイクルの促進を図ります。

飲料やお料理に使用していただけ
る水を提供する浄水機を設置しま
した。

アピタのおいしい水

地球温暖化防止の取り組みとして、
電気自動車用充電スタンドを設置し
ました。お買い物をしながら充電が
できます。

電気自動車充電スタンドの設置

子ども専用
トイレ

小さなお子様の遊び場
お子様の授乳やおむつ替えにご利
用いただけるベビー休憩室（赤ちゃ
んルーム）を設けました。

ベビー休憩室（赤ちゃんルーム）
危険防止のために、店内の階段に
は手すりを付け、足元に誘導ブロッ
クを設置しました。

危険防止の工夫

男性用トイレにも
ベビーシートを設
置したり、子ども
専用トイレを設置
しました。

子ども用トイレ設備の設置

原料・製造工程・使用時・容器包装廃棄時などの環境負荷を低減した環
境配慮商品を開発・販売しています。

環境配慮商品

車椅子でご利用いただけるトイレで
す。また、妊婦の方やお年を召した
方もご利用いただけます。

多目的トイレの設置

駐車場と店内の段差にはスロープを
つけ、公道入り口から各玄関まで誘
導ブロックを設置しました。

段差のない入り口

入り口の近くに、おもいやり駐車場
を設置しました。体の不自由な方、
高齢者の方、妊産婦の方など優先
の駐車場です。

おもいやり駐車場

お客様の声のポスト

環境に配慮した設備や工夫

ユニバーサルデザイン

お子様連れの方への配慮 よりよく利用していただくためのサービス・工夫

　ユニーはすべてのお客様に快適にご利
用いただける店づくりに取り組んでおりま
す。バリアフリー新法とは、「高齢者、障が
い者等の移動等の円滑化の促進に関する
法律」で、平成18年12月20日に施行されま
した。

バリアフリー新法

　大規模地震や災害が発生した時に地域の避難拠点として
利用いただける設備を設置しています。（レイクウォーク岡谷）

大規模災害への備え

店内でご利用いただける車椅子を
ご用意しています。

車椅子の無料貸し出し

1階各出入り口に
インターホンを設
置し、お呼び出し
によって介添え
サービスのご要望
にお応えします。

介添えサービスの実施

混雑時などに車椅
子の方が優先的
にご利用いただけ
ます。音声案内・
点字表示をし、低
い位置に操作ボタ
ンを付けました。

優先エレベーター

不測の事態に備
えてAEDを設置
しました。

AED（自動体外式除細動器）

●かまどベンチ ●災害用トイレ 災害時

非常時の炊き出しに利用できる
ベンチです。

スツールの中に便器が収納されて
いるので組み立てて使用します。

　お客様の声がユニーを変えます
　ユニーでは各店舗に「お客様の声のポスト」
を設置しています。ポストには店舗施設や商
品・サービスに対するさまざまなご意見ご要望、
お問い合わせ、またご指摘やお叱りの声が寄せ
られています。これらの「お客様の声」には店
長が必ず回答し、店舗や商品、サービスなどに
反映させております。ポストに寄せていただいた
「お客様の声」は地域のお客様のより良い生活
を築いていくためのメッセージであり、ユニーの
羅針盤でもあります。
　これからも、お客様からのメッセージを真摯に
受け止め、お客様に支持され期待される店づく
りに努めてまいります。
　環境、社会貢献に対してのご提案、ご要望な
ど貴重なご意見もいただいており、今後の取り
組みの参考とさせていただいております。また、
最近はお客様より心温
まるお褒めの言葉をい
ただく機会が増えてお
り、従業員一同の更な
る励みとしてありがた
く思っております。

営業統括本部
お客様サービス部長

黒田 洋司

ご意見･ご指摘

お問い合わせ･ご要望

お褒め

2,149件

1,811件

98件

53.0％

44.6％

2.4％

内容 件数 構成比率

89％

95％

104％

前年比

※データは、2015年3月～2016年2月（ユニー本部 受付分4,058件）
  のものです。

お客様の声

インターネット
電話・手紙

ご意見
ご要望

ご意見
ご要望

お客様

回答

回答

お客様の声
（従業員用）

店 舗

本 部

●必要に応じ、商品調査依頼
●「お客様の声」に対応、結果を記入・保管・掲示など
●ご指摘事例の周知徹底・従業員教育

●本部へのご意見の記録・
　集計・分析
●ご指摘事例の周知徹底・
　店長会報告など

報告・連絡・相談 確認・指導・改善

報告・連絡
確認・相談

販売員

店長

副店長
（売場責任者）

お客様の
声のポスト

お客様
サービス部 関連部署

お客様の声の流れ
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4 53
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社会・地域にイイこと、
プラス。

ユニーの店舗では赤ちゃんから年配の方まで、全てのお客様が快適にお買い物を楽しんでいただけるように、店内のいろいろな所を
工夫しています。また、「環境にやさしいお買い物」をお客様と一緒に進め、持続可能な社会を目指して、 環境にやさしいプライベート
ブランド商品の販売、包装資材の削減や廃棄物の削減、分別、リサイクルなどを実施しています。

店 舗での取り組み

　“環境に配慮した店づくり”を目指しているユニーの店内では、ゴミ
の減量、リサイクルや省エネを推進するため、さまざまな設備を用意
するとともに、販売方法にも工夫をしています。特にお客様とともに
進めるゴミの減量に関しては、お客様が利用しやすいように、リサイ
クルステーションのほか、各所に分別ゴミ箱を設置しています。

リサイクルステーション
牛乳パックをはじめ、アルミ缶・ト
レイ・ペットボトル・バイオマスプラ
スチック製卵パックなどお客様のお
買い上げ後にゴミになるものを回収
し、リサイクルしています。

分別ゴミ箱
店内各所に「燃やせるゴミ」や「燃
やせないゴミ」など分別するための
ゴミ箱を置き、ゴミを分別回収して
います。

情報の開示
ユニーの取り組みをポスターなどで
紹介・報告しています。

小さなお子様に安全に遊んでいただけ
るように、床や遊具にソフトな素材を使
用した遊びのスペースを設けています。

廃棄物計量システム
各売場やテナントから排出される廃
棄物を分別し、計量することにより、
減量やリサイクルの促進を図ります。

飲料やお料理に使用していただけ
る水を提供する浄水機を設置しま
した。

アピタのおいしい水

地球温暖化防止の取り組みとして、
電気自動車用充電スタンドを設置し
ました。お買い物をしながら充電が
できます。

電気自動車充電スタンドの設置

子ども専用
トイレ

小さなお子様の遊び場
お子様の授乳やおむつ替えにご利
用いただけるベビー休憩室（赤ちゃ
んルーム）を設けました。

ベビー休憩室（赤ちゃんルーム）
危険防止のために、店内の階段に
は手すりを付け、足元に誘導ブロッ
クを設置しました。

危険防止の工夫

男性用トイレにも
ベビーシートを設
置したり、子ども
専用トイレを設置
しました。

子ども用トイレ設備の設置

原料・製造工程・使用時・容器包装廃棄時などの環境負荷を低減した環
境配慮商品を開発・販売しています。

環境配慮商品

車椅子でご利用いただけるトイレで
す。また、妊婦の方やお年を召した
方もご利用いただけます。

多目的トイレの設置

駐車場と店内の段差にはスロープを
つけ、公道入り口から各玄関まで誘
導ブロックを設置しました。

段差のない入り口

入り口の近くに、おもいやり駐車場
を設置しました。体の不自由な方、
高齢者の方、妊産婦の方など優先
の駐車場です。

おもいやり駐車場

お客様の声のポスト

環境に配慮した設備や工夫

ユニバーサルデザイン

お子様連れの方への配慮 よりよく利用していただくためのサービス・工夫

　ユニーはすべてのお客様に快適にご利
用いただける店づくりに取り組んでおりま
す。バリアフリー新法とは、「高齢者、障が
い者等の移動等の円滑化の促進に関する
法律」で、平成18年12月20日に施行されま
した。

バリアフリー新法

　大規模地震や災害が発生した時に地域の避難拠点として
利用いただける設備を設置しています。（レイクウォーク岡谷）

大規模災害への備え

店内でご利用いただける車椅子を
ご用意しています。

車椅子の無料貸し出し

1階各出入り口に
インターホンを設
置し、お呼び出し
によって介添え
サービスのご要望
にお応えします。

介添えサービスの実施

混雑時などに車椅
子の方が優先的
にご利用いただけ
ます。音声案内・
点字表示をし、低
い位置に操作ボタ
ンを付けました。

優先エレベーター

不測の事態に備
えてAEDを設置
しました。

AED（自動体外式除細動器）

●かまどベンチ ●災害用トイレ 災害時

非常時の炊き出しに利用できる
ベンチです。

スツールの中に便器が収納されて
いるので組み立てて使用します。

　お客様の声がユニーを変えます
　ユニーでは各店舗に「お客様の声のポスト」
を設置しています。ポストには店舗施設や商
品・サービスに対するさまざまなご意見ご要望、
お問い合わせ、またご指摘やお叱りの声が寄せ
られています。これらの「お客様の声」には店
長が必ず回答し、店舗や商品、サービスなどに
反映させております。ポストに寄せていただいた
「お客様の声」は地域のお客様のより良い生活
を築いていくためのメッセージであり、ユニーの
羅針盤でもあります。
　これからも、お客様からのメッセージを真摯に
受け止め、お客様に支持され期待される店づく
りに努めてまいります。
　環境、社会貢献に対してのご提案、ご要望な
ど貴重なご意見もいただいており、今後の取り
組みの参考とさせていただいております。また、
最近はお客様より心温
まるお褒めの言葉をい
ただく機会が増えてお
り、従業員一同の更な
る励みとしてありがた
く思っております。

営業統括本部
お客様サービス部長

黒田 洋司

ご意見･ご指摘

お問い合わせ･ご要望

お褒め

2,149件

1,811件

98件

53.0％

44.6％

2.4％

内容 件数 構成比率

89％

95％

104％

前年比

※データは、2015年3月～2016年2月（ユニー本部 受付分4,058件）
  のものです。

お客様の声

インターネット
電話・手紙

ご意見
ご要望

ご意見
ご要望

お客様

回答

回答

お客様の声
（従業員用）

店 舗

本 部

●必要に応じ、商品調査依頼
●「お客様の声」に対応、結果を記入・保管・掲示など
●ご指摘事例の周知徹底・従業員教育

●本部へのご意見の記録・
　集計・分析
●ご指摘事例の周知徹底・
　店長会報告など

報告・連絡・相談 確認・指導・改善

報告・連絡
確認・相談

販売員

店長

副店長
（売場責任者）

お客様の
声のポスト

お客様
サービス部 関連部署

お客様の声の流れ
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社会貢献活動

ユニーの目指す持続可能な社会は、地球環境を守るだけではなく「みんなが幸せに暮らすことができる社会」です。
その実現のために、地域の皆様やNPO、企業、自治体と一緒に社会貢献・地域貢献活動を推進しています。
そしてユニーの店舗は地域社会の頼りになる「コミュニティセンター」でありたいと努めています。

社会貢献・
社会・地域に
イイこと、プラス。

地域貢献

お買い物で環境貢献・社会貢献

地域のNPO・企業とのコラボレーション

◆衣料回収実績

◆エコとくお買い物券使用実績と寄付金額

2015年10月17日

2016年5月11日

2016年6月4日
2016年6月18日
2016年6月25日

233

127

170

187

118

5.5

10

6

5.5

5

デンソーグループハートフルクラブ
名古屋を明るくする会
NPO法人日本救援衣料センター
デンソーグループハートフルクラブ
デンソーグループハートフルクラブ
トヨタ紡織ボランティアセンター

アピタ刈谷店

アピタ千代田橋店

アピタ安城南店
アピタ刈谷店
アピタ豊田元町店

衣料提供者人数（名）衣料回収量（ｔ）協力機関衣料回収店舗実施日

買い物が社会を変える
　フェアトレード
ユニーの店舗では、「フェアトレードマーク」の付いた商品と取り扱っています。フェアトレードとは
直訳すると「公正な貿易」。開発途上国などで生産された商品を適正な価格で取り引きすることで
す。また、このマークは立場の弱い生産者の生活改善や自立、生産地の環境保全なども確認され
保証されたマークです。ユニーではフェアトレード商品を販売し、支援しています。

　AJU自立の家・車いすセンター、小牧ワイナリーの支援
　1982年より支援を続けている「AJU自立の家・車いすセン
ター」に、2015年度は従業員からの募金61万5,931円を寄付し
ました。また、障がい者就労支援施設小牧ワイナリーが栽培した
ブドウを醸造したワインを店舗で販売
しています。また、2015年に小牧市
に「小牧ワイナリー」を設立、収穫し
たブドウでワインを醸造しました。ユ
ニーはこれからもワインの販売店舗を
拡大し、消費者に購入していただくこ
とで支援を続けます。

　日頃よく行くお店でお買い物をしたら社会貢献ができる……。そんなエシカルなお買い物の仕組みをユニーは実践しています。ユニーとメーカーが協働でお
買い上げに応じた寄付をする「ドネーション企画」は、お客様の思いを自然保護や社会貢献に役立てるものです。

　難民衣料救援
　ユニーはNPOや地元企業のボランティアと、お客様の家庭で不要になった衣料品を回収しています。回収した衣料品はNPO
法人日本救援衣料センターを通じて、アジア・アフリカ・南米に送りました。この事業には日本通運にも協力していただきました。

火おこし体験 川遊び体験 みんなで協力して川を上りました

感謝状を受ける百瀬CSR部長 熊野古道の保全活動（道普請） 「タコ」と呼ばれる専用の
道具で道をならしました

エコとくお買い物券

デンソーグループハートフルクラブ トヨタ紡織ボランティアセンター 名古屋を明るくする会

感謝状を受ける佐古社長パトラッシュ募金箱

　スターバックスの食品廃棄物の多くを占めているのが、毎日店舗でお客
様に提供するコーヒーを抽出した後に残る豆かすです。この豆かすを有効
活用できるコーヒー豆かすのリサイクルループを多くの関係者との連携によ
り実現しました。世界中のコーヒー生産者に大切に育てられ、日本に届けら
れたコーヒー豆は、お客様にお楽しみいただいた後、新たなジャーニーへ出
かけます。コーヒー豆かすから牛のえさや野菜のたい肥が作られ、そのえさ
やたい肥で育てられた牛のミルクや野菜が、また店舗でサンドイッチやドリン
ク類の原材料に用いられます。持続可能なより良い未来につながると信じ
て、これからもこの資源循環の取り組みを拡大していきたいと考えています。

　「小牧ワイナリー」は2015年5月1日にオープ
ン。障がいのある方が、自分らしく地域で暮らす
ために就労を支援するワイナリーです。暑い日も
寒い日も畑で働き、できることをコツコツと真面目
に、日々 の努力が報われるように、障がいがある
人もない人も、楽しく関わることのできる事業とし
てまいります。2016年春にリリースの初醸造「な
なつぼし」は大好評、今後は生産の安定を目指
し、ブドウの栽培と品質の向上を目指します。

初醸造「ななつぼし」をリリース

　10月1日　「コーヒーの日」イベント（リーフウォーク稲沢）
　日頃親しんでいるコーヒーは、日本ではほとんど栽培
されず、海外から輸入している作物です。コーヒーはど
のような環境で栽培され、加工･輸送されて私達のもと
に届くのかをほとんどの消費者は知りません。ただ、生
産国は途上国が多く、消費は先進国であるということ。
また生産地は「生物多様性ホットスポット」（絶滅が心配
される生き物が多く生息する地域）と重なっています。
　リーフウォーク稲沢では、店内でコーヒーを提供してい
る専門店が協働で、美味しいコーヒーと地球環境のつな
がりをお客様に伝えるイベントを開催しました。

ワンステップのポスター

小牧ワイナリー
川原 克博さん

スターバックスのリサイクルループ

スターバックス コーヒー 
ジャパン

関根 久仁子さん

　日本ハム商品をキャンペーン期間中にお買い上げいただいたお客様を招
待し、親子で楽しむ夏休み自然探検イベントを開催しました。大自然の中
で参加者は「火おこし」や「森の渓流探検」を体験しました。

WAFCA（ワフカ）車椅子支援活動

　羽毛布団リサイクルで「熊野古道の保全」
　家庭で不要になった羽毛布団を店頭で下取り回収し、羽毛をリサイクル
する取り組みを実施しました。この下取り収益金と、下取り枚数に応じて
配布した割引券のご利用で1枚につき5円を積み立て、世界遺産熊野古道
保全のために「和歌山県世界遺産協議会」に100万円を寄付しました。
また、熊野古道保全活動「道普請」に応募したお客様18組の親子と一緒
に保全活動を行いました。

　「エコとくお買物券」プレゼント企画
　家庭で不用になった衣料品を回収し、自動車の内装材としてリサイクルしています。衣料品をお持ちいただいたお客様に割引券として使用できる「エコとくお買
物券」を差し上げています。1枚の使用で割引金額の1％をユニーから被災地支援や緑化活動に寄付しています。

　盲導犬育成キャンペーン「ワンステップ」
　たくさんの愛犬家の善意が集まり、2015年11月1日から12月31日の2
カ月間で323,448円を寄付することができました。また店頭ではパトラッ
シュ募金箱を設置し、お客様から301万2,143円の寄付が集まりました。

　WAFCA（ワフカ）
　車椅子支援活動
　車椅子の修理リボランティ
アを行っているWAFCAとあ
いおいニッセイ同和損保が協
働でアピタ安城南店で障が
い者支援のイベントを開催し
ました。

　フェアトレードフェスティバルを開催
　2013年から毎年、名古屋市内の店舗を舞台にフェアトレード名古屋ネットワークと学生ボランティ
アとの協働でフェアトレードフェスティバルを開催しています。2015年はヒルズウォーク徳重ガーデ
ンズを会場にイベントを行いました。ユニーはフェアトレード商品を品揃え・販売することで、お客様
はその商品を選んで購入することで、生産地の子ども達を助けるフェアトレードを支援できることを
伝えました。こうしたイベントを今後も開催していきます。

●参加団体
NPO法人 フェアトレード名古屋ネットワーク
FTNN・学生チーム、名古屋外国語大学ボラン
ティアサークルLinks、名古屋高校生国際ボラン
ティア団体どえりゃあwings、日本福祉大学付属
高校

2015年4・5月

2015年9・10月

東日本大震災復興応援企画実行委員会

公益財団法人Save Earth Foundation

274,380

28,409

239,275

14,503

3

1

3

1

860,000

740,000

寄付先使用枚数合計（枚） 寄付単位（円） 寄付金（円）

　2015年に名古屋市がフェア
トレードタウンに認定されて9月で
1年になります。今年5月のフェ
アトレード推進月間に名古屋市
教育委員会は市内のすべての
小学校給食で「フェアトレード認
証の白ごま」を導入したメニュー
12万食を提供しました。子ども
達は栄養教師からフェアトレード
について学び、お家の方々にも
フェアトレードが伝わる機会となり
ました。教育の現場から、家庭の消費につなげたい！
子ども達が給食で食べたフェアトレード商品をぜひ近くの
スーパーで買えるようにしてほしいと、5月から名古屋市
内のユニー一部店舗でフェアトレード認証白ごまの取り
扱いを始めていただきました。買って使って消費してこそ
のフェアなトレード。責任あるお買い物で生産者に繋が
ることが理想です。

責任あるお買い物でフェアなトレードを

NPO法人フェアトレード
名古屋ネットワーク

FTNN代表
原田 さとみさん

参加団体の皆様

　日本ハム　自然体験ツアーを実施

　WFP（世界食糧計画）支援活動
　ユニーは食品を扱う企業として国連WFP協会に
加盟し、従業員を対象にワンコイン募金活動を実施
しています。本社や店舗では毎月第一日・月曜日の
ランチタイムにポケットのワンコインを募金してもら
い、開発途上国の子ども達の給食プログラムに
贈っています。2015年度は100万円寄付しました。

　世界の医療団～スマイル作戦キャンペーン～
　世界の子ども達に笑顔を贈る活動は、先天性の
病気やけが、戦争などで顔に傷を負った発展途上
国の子ども達に、医療支援をするための活動です。
2015年度には18店舗で開催し、902名が参加し
て、子ども達にメッセージを贈り、415万1,277円
の寄付金振込みの手続きをしていただきました。

募金活動

　UNHCR（国連難民高等弁務官事務所）支援活動
　2015年から2016年にかけて、世界は難民問題で揺れています。宗教
や人種、政治的な立場が異なるという理由で迫害を受け、内戦や生命さ
え脅かされて故郷から逃げ、他国に避難した難
民、また国内の別の地域に避難した避難民になっ
てしまった人々が安心できる暮らしに戻れるよう
に支援活動を行っています。2015年度は３店、
60名が9万9,500円の寄付振込みの手続きをし
てくださいました。

　愛の1円玉募金
　店頭に「愛の募金箱」を設
置し、お客様・取引先様・従
業員から善意のお金を募っ
ています、集まった募金は地
域の社会福祉協議会や福祉
団体へ寄付しています。

UNHCRの活動

中京地区 8,122,848円

関東地区 1,918,101円

山静地区 731,306円

北陸地区 

合　計 11,606,836円

834,581円

スマイル作戦キャンペーン本社食堂前　ワンコイン募金

愛の1円玉 募金箱

小牧ワイナリーで作業

スターバックスのコーヒーのリサ
イクル堆肥を使った苗植え

珈琲工房ひぐちのサスティナブ
ルコーヒーの試飲
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社会貢献活動

ユニーの目指す持続可能な社会は、地球環境を守るだけではなく「みんなが幸せに暮らすことができる社会」です。
その実現のために、地域の皆様やNPO、企業、自治体と一緒に社会貢献・地域貢献活動を推進しています。
そしてユニーの店舗は地域社会の頼りになる「コミュニティセンター」でありたいと努めています。

社会貢献・
社会・地域に
イイこと、プラス。

地域貢献

お買い物で環境貢献・社会貢献

地域のNPO・企業とのコラボレーション

◆衣料回収実績

◆エコとくお買い物券使用実績と寄付金額

2015年10月17日

2016年5月11日

2016年6月4日
2016年6月18日
2016年6月25日

233

127

170

187

118

5.5

10

6

5.5

5

デンソーグループハートフルクラブ
名古屋を明るくする会
NPO法人日本救援衣料センター
デンソーグループハートフルクラブ
デンソーグループハートフルクラブ
トヨタ紡織ボランティアセンター

アピタ刈谷店

アピタ千代田橋店

アピタ安城南店
アピタ刈谷店
アピタ豊田元町店

衣料提供者人数（名）衣料回収量（ｔ）協力機関衣料回収店舗実施日

買い物が社会を変える
　フェアトレード
ユニーの店舗では、「フェアトレードマーク」の付いた商品と取り扱っています。フェアトレードとは
直訳すると「公正な貿易」。開発途上国などで生産された商品を適正な価格で取り引きすることで
す。また、このマークは立場の弱い生産者の生活改善や自立、生産地の環境保全なども確認され
保証されたマークです。ユニーではフェアトレード商品を販売し、支援しています。

　AJU自立の家・車いすセンター、小牧ワイナリーの支援
　1982年より支援を続けている「AJU自立の家・車いすセン
ター」に、2015年度は従業員からの募金61万5,931円を寄付し
ました。また、障がい者就労支援施設小牧ワイナリーが栽培した
ブドウを醸造したワインを店舗で販売
しています。また、2015年に小牧市
に「小牧ワイナリー」を設立、収穫し
たブドウでワインを醸造しました。ユ
ニーはこれからもワインの販売店舗を
拡大し、消費者に購入していただくこ
とで支援を続けます。

　日頃よく行くお店でお買い物をしたら社会貢献ができる……。そんなエシカルなお買い物の仕組みをユニーは実践しています。ユニーとメーカーが協働でお
買い上げに応じた寄付をする「ドネーション企画」は、お客様の思いを自然保護や社会貢献に役立てるものです。

　難民衣料救援
　ユニーはNPOや地元企業のボランティアと、お客様の家庭で不要になった衣料品を回収しています。回収した衣料品はNPO
法人日本救援衣料センターを通じて、アジア・アフリカ・南米に送りました。この事業には日本通運にも協力していただきました。

火おこし体験 川遊び体験 みんなで協力して川を上りました

感謝状を受ける百瀬CSR部長 熊野古道の保全活動（道普請） 「タコ」と呼ばれる専用の
道具で道をならしました

エコとくお買い物券

デンソーグループハートフルクラブ トヨタ紡織ボランティアセンター 名古屋を明るくする会

感謝状を受ける佐古社長パトラッシュ募金箱

　スターバックスの食品廃棄物の多くを占めているのが、毎日店舗でお客
様に提供するコーヒーを抽出した後に残る豆かすです。この豆かすを有効
活用できるコーヒー豆かすのリサイクルループを多くの関係者との連携によ
り実現しました。世界中のコーヒー生産者に大切に育てられ、日本に届けら
れたコーヒー豆は、お客様にお楽しみいただいた後、新たなジャーニーへ出
かけます。コーヒー豆かすから牛のえさや野菜のたい肥が作られ、そのえさ
やたい肥で育てられた牛のミルクや野菜が、また店舗でサンドイッチやドリン
ク類の原材料に用いられます。持続可能なより良い未来につながると信じ
て、これからもこの資源循環の取り組みを拡大していきたいと考えています。

　「小牧ワイナリー」は2015年5月1日にオープ
ン。障がいのある方が、自分らしく地域で暮らす
ために就労を支援するワイナリーです。暑い日も
寒い日も畑で働き、できることをコツコツと真面目
に、日々 の努力が報われるように、障がいがある
人もない人も、楽しく関わることのできる事業とし
てまいります。2016年春にリリースの初醸造「な
なつぼし」は大好評、今後は生産の安定を目指
し、ブドウの栽培と品質の向上を目指します。

初醸造「ななつぼし」をリリース

　10月1日　「コーヒーの日」イベント（リーフウォーク稲沢）
　日頃親しんでいるコーヒーは、日本ではほとんど栽培
されず、海外から輸入している作物です。コーヒーはど
のような環境で栽培され、加工･輸送されて私達のもと
に届くのかをほとんどの消費者は知りません。ただ、生
産国は途上国が多く、消費は先進国であるということ。
また生産地は「生物多様性ホットスポット」（絶滅が心配
される生き物が多く生息する地域）と重なっています。
　リーフウォーク稲沢では、店内でコーヒーを提供してい
る専門店が協働で、美味しいコーヒーと地球環境のつな
がりをお客様に伝えるイベントを開催しました。

ワンステップのポスター

小牧ワイナリー
川原 克博さん

スターバックスのリサイクルループ

スターバックス コーヒー 
ジャパン

関根 久仁子さん

　日本ハム商品をキャンペーン期間中にお買い上げいただいたお客様を招
待し、親子で楽しむ夏休み自然探検イベントを開催しました。大自然の中
で参加者は「火おこし」や「森の渓流探検」を体験しました。

WAFCA（ワフカ）車椅子支援活動

　羽毛布団リサイクルで「熊野古道の保全」
　家庭で不要になった羽毛布団を店頭で下取り回収し、羽毛をリサイクル
する取り組みを実施しました。この下取り収益金と、下取り枚数に応じて
配布した割引券のご利用で1枚につき5円を積み立て、世界遺産熊野古道
保全のために「和歌山県世界遺産協議会」に100万円を寄付しました。
また、熊野古道保全活動「道普請」に応募したお客様18組の親子と一緒
に保全活動を行いました。

　「エコとくお買物券」プレゼント企画
　家庭で不用になった衣料品を回収し、自動車の内装材としてリサイクルしています。衣料品をお持ちいただいたお客様に割引券として使用できる「エコとくお買
物券」を差し上げています。1枚の使用で割引金額の1％をユニーから被災地支援や緑化活動に寄付しています。

　盲導犬育成キャンペーン「ワンステップ」
　たくさんの愛犬家の善意が集まり、2015年11月1日から12月31日の2
カ月間で323,448円を寄付することができました。また店頭ではパトラッ
シュ募金箱を設置し、お客様から301万2,143円の寄付が集まりました。

　WAFCA（ワフカ）
　車椅子支援活動
　車椅子の修理リボランティ
アを行っているWAFCAとあ
いおいニッセイ同和損保が協
働でアピタ安城南店で障が
い者支援のイベントを開催し
ました。

　フェアトレードフェスティバルを開催
　2013年から毎年、名古屋市内の店舗を舞台にフェアトレード名古屋ネットワークと学生ボランティ
アとの協働でフェアトレードフェスティバルを開催しています。2015年はヒルズウォーク徳重ガーデ
ンズを会場にイベントを行いました。ユニーはフェアトレード商品を品揃え・販売することで、お客様
はその商品を選んで購入することで、生産地の子ども達を助けるフェアトレードを支援できることを
伝えました。こうしたイベントを今後も開催していきます。

●参加団体
NPO法人 フェアトレード名古屋ネットワーク
FTNN・学生チーム、名古屋外国語大学ボラン
ティアサークルLinks、名古屋高校生国際ボラン
ティア団体どえりゃあwings、日本福祉大学付属
高校

2015年4・5月

2015年9・10月

東日本大震災復興応援企画実行委員会

公益財団法人Save Earth Foundation

274,380

28,409

239,275

14,503

3

1

3

1

860,000

740,000

寄付先使用枚数合計（枚） 寄付単位（円） 寄付金（円）

　2015年に名古屋市がフェア
トレードタウンに認定されて9月で
1年になります。今年5月のフェ
アトレード推進月間に名古屋市
教育委員会は市内のすべての
小学校給食で「フェアトレード認
証の白ごま」を導入したメニュー
12万食を提供しました。子ども
達は栄養教師からフェアトレード
について学び、お家の方々にも
フェアトレードが伝わる機会となり
ました。教育の現場から、家庭の消費につなげたい！
子ども達が給食で食べたフェアトレード商品をぜひ近くの
スーパーで買えるようにしてほしいと、5月から名古屋市
内のユニー一部店舗でフェアトレード認証白ごまの取り
扱いを始めていただきました。買って使って消費してこそ
のフェアなトレード。責任あるお買い物で生産者に繋が
ることが理想です。

責任あるお買い物でフェアなトレードを

NPO法人フェアトレード
名古屋ネットワーク

FTNN代表
原田 さとみさん

参加団体の皆様

　日本ハム　自然体験ツアーを実施

　WFP（世界食糧計画）支援活動
　ユニーは食品を扱う企業として国連WFP協会に
加盟し、従業員を対象にワンコイン募金活動を実施
しています。本社や店舗では毎月第一日・月曜日の
ランチタイムにポケットのワンコインを募金してもら
い、開発途上国の子ども達の給食プログラムに
贈っています。2015年度は100万円寄付しました。

　世界の医療団～スマイル作戦キャンペーン～
　世界の子ども達に笑顔を贈る活動は、先天性の
病気やけが、戦争などで顔に傷を負った発展途上
国の子ども達に、医療支援をするための活動です。
2015年度には18店舗で開催し、902名が参加し
て、子ども達にメッセージを贈り、415万1,277円
の寄付金振込みの手続きをしていただきました。

募金活動

　UNHCR（国連難民高等弁務官事務所）支援活動
　2015年から2016年にかけて、世界は難民問題で揺れています。宗教
や人種、政治的な立場が異なるという理由で迫害を受け、内戦や生命さ
え脅かされて故郷から逃げ、他国に避難した難
民、また国内の別の地域に避難した避難民になっ
てしまった人々が安心できる暮らしに戻れるよう
に支援活動を行っています。2015年度は３店、
60名が9万9,500円の寄付振込みの手続きをし
てくださいました。

　愛の1円玉募金
　店頭に「愛の募金箱」を設
置し、お客様・取引先様・従
業員から善意のお金を募っ
ています、集まった募金は地
域の社会福祉協議会や福祉
団体へ寄付しています。

UNHCRの活動

中京地区 8,122,848円

関東地区 1,918,101円

山静地区 731,306円

北陸地区 

合　計 11,606,836円

834,581円

スマイル作戦キャンペーン本社食堂前　ワンコイン募金

愛の1円玉 募金箱

小牧ワイナリーで作業

スターバックスのコーヒーのリサ
イクル堆肥を使った苗植え

珈琲工房ひぐちのサスティナブ
ルコーヒーの試飲
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　メッセナゴヤ2015　環境展示会
　名古屋商工会議所主催のメッセナゴヤ2015に、ユニーグループ・ホール
ディングスとして、サークルKサンクスと共同出展しました。「環境にやさしい
お買い物…命につながる水を大切に」をテーマに、消費者に水を汚さない暮
らしを提案しました。特にマイクロプラスチックが海洋汚染の原因であり、海
洋生物に深刻なダメージを与えていること。それは家庭から排出されるプラス
チックごみが起因していることを説明する展示やエコ工作には、たくさんのお
客様に関心をもっていただきました。

　ユニーグループのドネーション企画
　東日本大震災の被災地には、まだまだ復興が進んでいない地域がありま
す。厳しい状況の中でも子ども達は未来に向かって夢をかなえようとしてい
ます。そんな子ども達を応援するために、メーカーとユニー・サークルKサ
ンクスが協働で、お買い上げに応じて寄付金を拠出するドネーション企画を
2014年から実施しています。
　2015年度は、宮城県七ヶ浜町の子ども達によるミュージカル公演を支
援しました。この劇団は震災前の2001年から町が子ども達の課外活動と
して取り組んできました。演目は「ゴーへ！」という震災に負けない思いを
テーマにしたものです。公演の開催には、名古屋のNPOや企業、団体が
上演委員会を立ち上げ、地元の高校生ボランティアも協力しました。

　近年日本を襲う天災、大地震や津波、大雨による河川の氾濫などは、各地で甚大な被害をもたらしました。ユニーは被災地の方々への支援と
して、お客様の善意を届ける活動をしました。

　2015年9月11日、茨城県常総市周辺は鬼怒川の堤防が決壊するほどの大雨に見舞われ、アピタ石下店も濁流に
飲み込まれました。午前10時過ぎから浸水が始まり、15分ほどで１階フロアが大人の腰ほどまで水位が上がり、お
客様・従業員合わせて100名ほどが店内に取り残されました。従業員はお客様を2階へ避難誘導し、浸水している
場所に取り残されている人がいないか確認し、2階まで浸水した場合の避難の準備などを行いました。この夜を明か
すための食料や布団の手配、簡易トイレの設置など、緊急避難所の役割を果たし、翌朝、自衛隊のヘリコプターで
救出されました。被災4日目には仮設テントでの販売、20日目からは2階部分で仮営業を始めることができました。

　ベルマークを集めて文房具を贈る
　ユニーは東日本大震災被災地の子ども達を支
援するために、お客様と従業員が一緒にベル
マークを集めて文房具を贈る活動をしています。
2015年度はユニーとグループ会社13社が協働
で取り組みました。2016年1月9日から2月16
日の期間で96万1,742点が集まり寄贈しました。

アピタ石下店

地域貢献活動
　ユニーは「地域のコミュニティーセンター」として、公職選挙の投票所の設置など、さまざまな地域貢献活動を行っています。いつもお買い物
に来ていただく店舗や地域の公園・公共施設などで、自治体やNPO・地域の皆様と一緒に地域活動を推進しています。

　全店一斉クリーンキャンペーン
　ユニーでは毎日、店舗や事業所周辺の清掃や除草を行っています。ま
た6月の環境月間、10月の3R推進月間には清掃活動の範囲を近くの公園
や子ども達の通学路などまで
広げた全店一斉クリーンキャ
ンペーンを実施しています。
そして本社ではグループ企業
と一緒に清掃活動を行い、
地域の美化に努めています。

　全国初の「共通投票所」設置
　長野県高森町にあるアピタ高森店は、町と町の選挙管理委員会と「共通
投票所の使用に関する協定」を締結し、2016年7月の参議院議員選挙か
ら共通投票所を設置することを決めました。この店は2015年4月の長野県
議会議員一般選挙で期日前投票所
を設置しています。いつものお買い
物に訪れるスーパーで投票ができる
ことで投票率の向上が図られるとと
もに、お客様に利便性や若い世代
が政治に参加しやすくなるよう努め
ています。

　ハーゲンダッツアイスクリームで楽器をプレゼント
　ハーゲンダッツと協働で、アイスクリームお買
い上げ1点につき1円を寄付することとし、宮城
県の幼稚園、保育園2施設に楽器を贈りました。
12月1カ月間で46万3,671個のアイスクリーム
をお買い上げいただき、46万3,671円の寄付金
で楽器を寄贈しました。寄贈式ではアイスクリー
ムもプレゼントしました。 宮城県山元町保育園

クリーンアップ活動

熊本地震義援金募金箱

　未来に心がつながる！絵本プロジェクト
　2012年から花王との協働で、東日本大震災
被災地の子ども達に「本棚いっぱいの絵本」を
贈っています。2015年3月17日から4月20日ま
での期間にアピタ・ピアゴ・ユーホーム・サーク
ルKサンクスの店舗で花王の対象商品1点お買い
上げにつき1円の寄付金を積み立てた115万
3,759円で、福島県・宮城県・岩手県の小学
校・幼稚園・保育園13施設に794冊の絵本を
寄贈しました。 福島県広野町幼稚園

ミュージカル「ゴーへ！」 花束を渡す佐古社長ドネーション企画ポスター

東日本大震災被災地の子ども達に笑顔を贈る

鬼怒川氾濫　災害時の緊急避難

地域で環境啓発活動

災害訓練イベント

　熊本地震災害義援金募金
ユニーグループの従業員とお
客様からの義援金、計1億
3,318万
4,894円
を日本赤
十字社に
寄託しま
した。

従業員の支援活動

　ユニー従業員の被災地支援活動
　義援金だけではなく、被災地の障害のある方
たちへの支援活動として、ユニー従業員のそれぞ
れの家庭からタオル
約18,000枚、バスタ
オル約4,500枚、毛
布約250枚を被災地
障害者センターくま
もとに届けました。

熊本地震への対応

　楽しく体験する防災イベント
　近年、東北大地震や熊本地震などの大災害が、各地に甚大な被害を及ぼしています。そこで地震が襲ってきたときに、自分の命を守るための行動を子ど
も達に遊びを通して体験してもらうイベントを、店頭や公園で開催しました。

弥富物流センター
大山 尚代

　5年前、東日本大震災の救援物資発送の時に作業を
一緒にした仲間達と「こんな悲しい作業はもう嫌だね…」
と語り合ったにも関わらず、再び熊本で大地震が発生しま
した。悲しくも5年前の経験が役に立ち、救援物資の発送
も滞りなく終わり、ユニー従業員の善意（温かい気持ち）と
タオルをお届けすることのお手伝いができたと思います。
今は熊本の一日も早い復興を心よりお祈り申し上げます。

従業員の気持ちとタオルを被災地へ

認定NPO法人
レスキューストックヤード

代表理事
栗田 暢之さん

　「いつ来てもおかしくない地震に向けて備えよう」と、いたるところで
叫ばれています。特に次代を担う子ども達への防災教育は重要です
が、まずはどう関心を持ってもらうかが難問です。そこで取り組んだの
が、「あそぼうさい・まなぼうさい」です。しかけは2つ。１つは「開催場所」。
特別に防災を意識せず、普段買い物に立ち寄る大型ショッピングセン
ターをターゲットに、今回ヒルズウォーク徳重ガーデンが快くお引き受け
くださいました。2つ目は「楽しく学ぶ」こと。暗室で危ないものを踏まず
に懐中電灯で笛を見つけて吹くという「まっくら体験」など。こうした取り
組みを今後もユニーのご協力により推進していきたいと思っています。

防災を子ども達と楽しく学ぶしかけづくり

あそぼうさい レッドベア防災キャンプ 災害時には店の段ボールで寝具をつくる

　あそぼうさい
　名古屋市緑区のヒルズウォーク徳重を会場に、名古屋市に本部のある災害支援
NPOレスキューストックヤードの主催で、体験型
防災イベント「あそぼうさい」を開催しました。
地元で防災活動に取り組んでいるNPO・団体
によるこのイベントには、震度7を体験できる
「ぐらっときたゾウ」や、暗闇で笛を探し出して
吹く「まっくらだゾウ」などで、子ども達は命を
守る行動を楽しみながら学びました。

　レッドベア　防災キャンプ
　名古屋市港区の戸田川緑地で、神戸市に本部のあるNPOプラ
ス･アーツの指導による親子対象の防災キャンプに参加しました。

　能登の里山里海スタディツアー
　ユニーと石川県、能登4市5町、関係
団体で構成する世界農業遺産活用実行
委員会では、2011年度から世界農業
遺産に認定された「能登の里山里海」
の魅力を体験して学ぶ、親子スタディツ
アーを実施しています。毎年2回ずつ
で、今までに輪島市・穴水町・志賀
町・七尾市・珠洲市・羽咋市、中能登
町・宝達志水町・能登町で実施し、能
登4市5町が一巡しました。今後も石川
県と連携しながら親子さんとともに活動
していきます。

　大垣市環境市民フェスティバル
　ユニーは大垣市環境市民会議に参
加し、市民や大垣市、企業・団体と
一緒に環境保全活動を行っています。
大垣市は水都といわれ、古くから自
然環境に恵まれた地域です。その自
然を未来に残そうと市民会議が毎年
開催しているイベントに、環境展示と
エコ工作、紙芝居を出展しました。

ユニーグループ・ホールディングスのブース プラスチック容器でエコ工作

　Mieこどもエコフェア
　三重県鈴鹿山麓リサーチパークで、
子ども達が楽しくエコライフを学ぶイベ
ントMieこどもエコフェアが開催され、
ユニーは環境展示とエコ工作を出展しま
した。夏休みの一日を環境について学
ぶ楽しい催しでした。

　環境デーなごや
　名古屋の中心部、久屋大通で開
催された環境デーなごやに、日本
チェーンストア協会中部支部の一員と
して出展しました。ユニーは大学生と
協働で制作した「環境紙芝居」の新
作をたくさんの子ども達の前で発表
しました。作者の大学生が一生懸命
読み聞かせ、とても共感を得ました。

エコ工作「鉛筆の削りかす粘土で
オリジナル鉛筆つくり」

ベルマーク寄贈する
キリンビバレッジの皆さんとユニー

協賛企業
アサヒ飲料㈱、旭化成ホームプ
ロダクツ㈱、㈱伊藤園、エス
テー㈱、キリンビバレッジ㈱、
コカ・コーラボトラーズ、サント
リーフーズ㈱、ショーワグロー
ブ㈱、㈱日本香堂、㈱バスクリ
ン、ユニ・チャーム㈱
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　子ども達の夢をかなえる「みちのく未来基金」
　ユニーとサークルKサンクスは、東日本大震災で親を亡くした子ども達の
進学を、2012年より10年間支援することを決め、みちのく未来基金に参
加しています。2015年
度には92人の子ども達が
希望の道に進学できまし
た。奨学金給付人数は述
べ526人になりました。

スタディツアー

ブルーベリージャム作り体験

アピタ高森店での調印式の様子

環境展示を出展

新作環境紙芝居を発表

みちのく未来基金　門出の会

被災地支援・防災活動
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エコ工作「鉛筆の削りかす粘土で
オリジナル鉛筆つくり」

ベルマーク寄贈する
キリンビバレッジの皆さんとユニー

協賛企業
アサヒ飲料㈱、旭化成ホームプ
ロダクツ㈱、㈱伊藤園、エス
テー㈱、キリンビバレッジ㈱、
コカ・コーラボトラーズ、サント
リーフーズ㈱、ショーワグロー
ブ㈱、㈱日本香堂、㈱バスクリ
ン、ユニ・チャーム㈱

七ヶ浜国際村ミュージカ劇団NaNa5931

　子ども達の夢をかなえる「みちのく未来基金」
　ユニーとサークルKサンクスは、東日本大震災で親を亡くした子ども達の
進学を、2012年より10年間支援することを決め、みちのく未来基金に参
加しています。2015年
度には92人の子ども達が
希望の道に進学できまし
た。奨学金給付人数は述
べ526人になりました。

スタディツアー

ブルーベリージャム作り体験

アピタ高森店での調印式の様子

環境展示を出展

新作環境紙芝居を発表

みちのく未来基金　門出の会

被災地支援・防災活動
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地域貢献活動
　認知症お買い物セーフティーネット
　高齢化社会が進みつつある中で、ユニーでは認知症の方にも安心してお買い物を楽しんで
いただけるようサポートに努めています。従業員には認知症への理解と見守りの役割を担う
ための教育を行い、店内での困りごと対応やお手伝いで支援しています。また一般のお客様
にもご理解・協力をしていただくために店内で認知症支援のボランティアや市の職員、支援
している大学と一緒にお買い物サポート啓発イベントを開催しています。

　ネットスーパー
　店舗に行かなくても買い物ができる「ネットスーパー」は、高齢者
など買い物が困難なお客様や時間がないお客様の強い味方です。
　またお客様の使用済み容器包装を商品納品の時に回収するなどリ
サイクルも推進しており、お客様に便利で環境にも配慮した取り組み
を進めていきます。こども虐待防止オレンジリング運動に協力し高齢
者だけでなく地域のこどもの見守りの啓発に取り組んでいます。

　お買い物セーフティーネット店舗
　店長はじめ従業員が認知症サポーター教育を受け、地域と連携し
認知症のお客様でも安心してお買い物ができる店舗を「認知症買い
物セーフティーネット店舗として認証しています。お店では認知症サ
ポーターバッジを付けた従業員がお客様の対応をします。

　サービス介助士の養成
　ユニーでは2007年からサービ
ス介助士の資格取得を進めてい
ます。高齢化社会が進み、高齢
者や障がいをお持ちの方にも安
心してお買い物をしていただくた
めに、サービスレベルの向上を
目指し、店長、副店長から資格
の取得を進めてきました。現在
サービス介助士の資格取得者人
数は1,657名です。今後も高齢
者や障がいをお持ちのお客様の
お買い物サポートに取り組んでい
きます。

●店長（キャラバン・メイト）

●自治体担当者（キャラバン・メイト）

●協力NPO（HEART TO HEART）

店舗での教育担当者

●店舗従業員

●グループ会社従業員

店　　舗

●市役所

●包括支援センター

●社会福祉協議会

自　治　体

連携教育

　高齢者見守りネットワーク事業に協力
　桑名市のアピタ、ピアゴが市の高齢者見守り
ネットワーク事業に協力し、店舗での認知症の
お客様の対応や、ネットスーパーの商品を配達
時に異変に気付いた場合は包括支援センターに
連絡するな
ど、地域の
高齢者の見
守りに協力
します。

ＮＰＯ ＨＥＡＲＴ ＴＯ ＨＥＡＲＴ
代表　尾之内 直美さん

　各地のアピタ店舗での「認知症啓発イ
ベント」も、早いもので6年目を迎えるまでに
なりました。また、認知症サポータ養成講座
には店長さんはじめ沢山の従業員の方に
受講していただいています。先日ある介護
家族から「アピタで妻が迷子になり従業員
の皆さんに助けてもらった。本当にありがた
かった」という嬉しいお話を聞きました。これ
からも認知症になっても安心して買い物が
できるようご支援よろしくお願いいたします。

認知症お買い物サポートを支援

衣料・住関本部
ホームファニシング担当

チーフバイヤー
墨 康秀

　リデザインプロジェクトにはプロジェクト立ち上げ当初か
ら関わっていますが、企業の皆さまや学生の皆さまから「あ
たたかい気持ち」をいただき本当にありがたく思っていま
す。製作は障がい者支援施設の方々の力をお借りして商
品化しており、皆さまの繋がりを大切にしています。今年も
リデザインプロジェクトの商品をたくさんの方へお届けでき
るように進めてまいります。

商品化に向けて

従業員への認知症サポーター教育を実施 店舗で認知症アンケートを実施 店舗での啓発イベント

車椅子の介助訓練

高齢者体験ネットスーパーの紹介 ネットスーパー配送車

オレンジリング運動に協力

認知症
買い物セーフティー

ネットマーク

桑名市との協定書締結式

審査をするタキヒヨー 滝社長

津島毛織工業組合 安達様

　地域の緑化活動を支援
　地球温暖化を防ぎ、ますます気温が高くなる夏の暑さを緩和するためには、地域に緑を増やすことが有効です。植樹や花壇など地域の緑化
活動を支援し、地球温暖化防止と緑地の生物多様性に貢献しています。

　大垣市「レジ袋　市民の森」活動
　岐阜県大垣市のアクアウォーク大垣には、大垣市環境市民会議と
の協働で作り上げ、環境大臣賞受賞の「レジ袋　市民の森」があり、
市民のボランティ
ア「グリーンサポー
ター」が木や花の
管理に活躍してい
ます。

　名古屋市名城公園　花の山プロジェクト
　名古屋市の名城公園の花
のエリアにある「ユニーの花
壇」を、市民ボランティアと
一緒に花を植えたり雑草を駆
除したりする活動をしていま
す。小さな子ども達も家族と
一緒に参加してくれました。

地域に緑を増やす

レジ袋 市民の森
グリーンサポーター活動

市民ボランティア ユニーの花壇の花植え
サポーターへ感謝状を贈る

●アピタ稲沢東店
●アピタ千代田橋店
●アピタ名古屋南店

●アピタ静岡店
●アピタ東海荒尾店
●アピタ長久手店

●アピタ安城南店　　
●アピタ長津田店

●愛知文化服装専門学校
●成安造形大学
●中部ファッション専門学校
●名古屋学芸大学

●名古屋コミュニケーションアート専門学校
●名古屋モード学園
●名古屋ファッション専門学校

7校310名参加（2015年度）

4施設参加（2015年度）

●社会福祉法人 名古屋市身体障害者福祉連合会　名身連第一ワークス・第一デイサービス
●社会福祉法人すぎな　作業所えがお
●社会福祉法人あさひ会　守山作業所
●障害者就労継続支援Ｂ型事業所　chord

チャリティ販売を実施
　リーフウォーク稲沢で2015年12月13日に開催された「あったかいクリスマス
チャリティイベント」で音楽を専門に学ぶ学生達によるゴスペルライブとRe 
DESIGN PROJECTのチャリティ販売をしました。収益金は東北の子ども達へ
プレゼントを贈る資金としました。

障がい者支援施設とのコラボレーション

ファッション性を取り入れたエコ商品の開発

24社5組合協力（今まで協力していただいた企業・団体）
㈱板倉産業、㈱イノアックコーポレーション、㈱イノアックリビング、㈱ウエイスト
ボックス、オパレックス㈱、音部㈱、CANTON、かきもと㈱、蔭山㈱、清原㈱、興
和㈱、タキヒヨー㈱、㈱高正商店、田宮服飾㈱、㈲テクスワン、㈱テクノフォーム
ジャパン、㈲東新化工、豊島㈱、パール金属㈱、丸安ニット㈱、三ケ日工業㈱、和
吾毛織㈱、日本毛織物等工業組合連合会：岐阜県毛織工業組合、津島毛織工業組
合、尾西毛織工業組合、尾北毛織工業組合、名古屋毛織工業組合、一般財団法人
カケンテストセンター、㈲パンサー

　ファッション性のある商品の生産は障がい者の仕事へのやりがいと
楽しさにつながります。毎年縫製技術が磨かれ、一つひとつ丁寧に
作っていただいています。ユニーは障がい者の働く機会を創出し、公
正な対価を支払うことで、障がい者の自立を支援しました。

　検査機関で検査を行い、ユニーの販売品質基準をクリアしたもの
をアピタの限定店舗で販売しました。協力企業・若者・障がい者、
そして買ってくださるお客様が、お買い物を通してつながりました。

学生への「環境・社会貢献」の啓発

世界をお買い物でハッピーに！
　「地球」「若者」「障がい者」、そして買ってくださるお客様がつながるリ デザイン プロジェクトは、規格外製品や端
材などの循環資源を繊維商社や企業などからご提供いただき、それらを使ってデザイン学校の生徒達がデザインしま
す。商品は地域の障がい者支援施設の方々に生産していただき、冬の時期にユニーの限定店舗で販売します。生産
に携わる人々も、商品を選ぶお客様も、お買い物を通してつながりあい、地域貢献・社会貢献をすることができます。

　ユニーの本社がある愛知県尾張地方は繊
維業が盛んで、多くのテキスタイルメーカー
があります。ご提供いただくものは倉庫に
眠っているサンプル生地や少しの傷のために
廃棄される生地ですが、この地方に古くから
伝わる伝統技術で織られた貴重なものばか
りでした。2015年は、尾州産地を代表する
テキスタイルメーカーのタキヒヨーが初めて
参加しました。

　デザインを専門に学ぶ学生達は、発想力豊かで魅力あふれる商品
をデザインします。センスとアイディアを活かしながらも、限られた素
材と障がい者支
援施設で生産可
能な縫製につい
ても考え、デザイ
ンの力でプロジェ
クトを支えました。

循環資材の活用

Re DESIGN PROJECT（リ デザイン プロジェクト）
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地域貢献活動
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認知症のお客様でも安心してお買い物ができる店舗を「認知症買い
物セーフティーネット店舗として認証しています。お店では認知症サ
ポーターバッジを付けた従業員がお客様の対応をします。

　サービス介助士の養成
　ユニーでは2007年からサービ
ス介助士の資格取得を進めてい
ます。高齢化社会が進み、高齢
者や障がいをお持ちの方にも安
心してお買い物をしていただくた
めに、サービスレベルの向上を
目指し、店長、副店長から資格
の取得を進めてきました。現在
サービス介助士の資格取得者人
数は1,657名です。今後も高齢
者や障がいをお持ちのお客様の
お買い物サポートに取り組んでい
きます。

●店長（キャラバン・メイト）

●自治体担当者（キャラバン・メイト）

●協力NPO（HEART TO HEART）

店舗での教育担当者

●店舗従業員

●グループ会社従業員

店　　舗

●市役所

●包括支援センター

●社会福祉協議会

自　治　体

連携教育

　高齢者見守りネットワーク事業に協力
　桑名市のアピタ、ピアゴが市の高齢者見守り
ネットワーク事業に協力し、店舗での認知症の
お客様の対応や、ネットスーパーの商品を配達
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連絡するな
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します。
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なりました。また、認知症サポータ養成講座
には店長さんはじめ沢山の従業員の方に
受講していただいています。先日ある介護
家族から「アピタで妻が迷子になり従業員
の皆さんに助けてもらった。本当にありがた
かった」という嬉しいお話を聞きました。これ
からも認知症になっても安心して買い物が
できるようご支援よろしくお願いいたします。

認知症お買い物サポートを支援

衣料・住関本部
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　リデザインプロジェクトにはプロジェクト立ち上げ当初か
ら関わっていますが、企業の皆さまや学生の皆さまから「あ
たたかい気持ち」をいただき本当にありがたく思っていま
す。製作は障がい者支援施設の方々の力をお借りして商
品化しており、皆さまの繋がりを大切にしています。今年も
リデザインプロジェクトの商品をたくさんの方へお届けでき
るように進めてまいります。
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従業員への認知症サポーター教育を実施 店舗で認知症アンケートを実施 店舗での啓発イベント

車椅子の介助訓練
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審査をするタキヒヨー 滝社長

津島毛織工業組合 安達様

　地域の緑化活動を支援
　地球温暖化を防ぎ、ますます気温が高くなる夏の暑さを緩和するためには、地域に緑を増やすことが有効です。植樹や花壇など地域の緑化
活動を支援し、地球温暖化防止と緑地の生物多様性に貢献しています。

　大垣市「レジ袋　市民の森」活動
　岐阜県大垣市のアクアウォーク大垣には、大垣市環境市民会議と
の協働で作り上げ、環境大臣賞受賞の「レジ袋　市民の森」があり、
市民のボランティ
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管理に活躍してい
ます。

　名古屋市名城公園　花の山プロジェクト
　名古屋市の名城公園の花
のエリアにある「ユニーの花
壇」を、市民ボランティアと
一緒に花を植えたり雑草を駆
除したりする活動をしていま
す。小さな子ども達も家族と
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市民ボランティア ユニーの花壇の花植え
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●社会福祉法人あさひ会　守山作業所
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　リーフウォーク稲沢で2015年12月13日に開催された「あったかいクリスマス
チャリティイベント」で音楽を専門に学ぶ学生達によるゴスペルライブとRe 
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障がい者支援施設とのコラボレーション

ファッション性を取り入れたエコ商品の開発

24社5組合協力（今まで協力していただいた企業・団体）
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ボックス、オパレックス㈱、音部㈱、CANTON、かきもと㈱、蔭山㈱、清原㈱、興
和㈱、タキヒヨー㈱、㈱高正商店、田宮服飾㈱、㈲テクスワン、㈱テクノフォーム
ジャパン、㈲東新化工、豊島㈱、パール金属㈱、丸安ニット㈱、三ケ日工業㈱、和
吾毛織㈱、日本毛織物等工業組合連合会：岐阜県毛織工業組合、津島毛織工業組
合、尾西毛織工業組合、尾北毛織工業組合、名古屋毛織工業組合、一般財団法人
カケンテストセンター、㈲パンサー

　ファッション性のある商品の生産は障がい者の仕事へのやりがいと
楽しさにつながります。毎年縫製技術が磨かれ、一つひとつ丁寧に
作っていただいています。ユニーは障がい者の働く機会を創出し、公
正な対価を支払うことで、障がい者の自立を支援しました。

　検査機関で検査を行い、ユニーの販売品質基準をクリアしたもの
をアピタの限定店舗で販売しました。協力企業・若者・障がい者、
そして買ってくださるお客様が、お買い物を通してつながりました。

学生への「環境・社会貢献」の啓発

世界をお買い物でハッピーに！
　「地球」「若者」「障がい者」、そして買ってくださるお客様がつながるリ デザイン プロジェクトは、規格外製品や端
材などの循環資源を繊維商社や企業などからご提供いただき、それらを使ってデザイン学校の生徒達がデザインしま
す。商品は地域の障がい者支援施設の方々に生産していただき、冬の時期にユニーの限定店舗で販売します。生産
に携わる人々も、商品を選ぶお客様も、お買い物を通してつながりあい、地域貢献・社会貢献をすることができます。

　ユニーの本社がある愛知県尾張地方は繊
維業が盛んで、多くのテキスタイルメーカー
があります。ご提供いただくものは倉庫に
眠っているサンプル生地や少しの傷のために
廃棄される生地ですが、この地方に古くから
伝わる伝統技術で織られた貴重なものばか
りでした。2015年は、尾州産地を代表する
テキスタイルメーカーのタキヒヨーが初めて
参加しました。

　デザインを専門に学ぶ学生達は、発想力豊かで魅力あふれる商品
をデザインします。センスとアイディアを活かしながらも、限られた素
材と障がい者支
援施設で生産可
能な縫製につい
ても考え、デザイ
ンの力でプロジェ
クトを支えました。

循環資材の活用

Re DESIGN PROJECT（リ デザイン プロジェクト）
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2015 年

◆2015年～2016年エコ博、エコフェスタ一覧
年 期　間

10月3日～4日

10月10日～11日

11月22日～23日

4月2日～3日

5月14日～15日

6月4日～5日

6月4日～5日

6月25日～26日

アピタ松任エコ博

東海三県一市グリーン購入
キャンペーン

東海三県一市グリーン購入
キャンペーン

10月17日～18日

10月24日～25日

10月24日～25日

11月7日～8日

アピタ長岡エコ博 アピタ長岡店（新潟県）

東海三県一市グリーン購入
キャンペーン

東海三県一市グリーン購入
キャンペーン

アピタ福井大和田エコ博

ラスパ御嵩エコフェスタ

アピタ富山東エコ博

けやきエコ博

リーフエコ博

アクアエコ博

アピタ松任店（石川県）

ヒルズウォーク徳重ガーデンズ
（愛知県）

10月3日～4日 ヴェルサウォーク西尾（愛知県）

アピタ美濃加茂店（岐阜県）

アピタ松阪三雲店（三重県）

ラザウォーク甲斐双葉（山梨県）

アピタ福井大和田店（福井県）

ラスパ御嵩（岐阜県）

アピタ富山東店（富山県）

けやきウォーク前橋（群馬県）

リーフウォーク稲沢（愛知県）

アクアウォーク大垣（岐阜県）

名　称 開　催　店

2016 年

10月17日～18日 アピタ長津田エコ博 アピタ長津田店（神奈川県）

10月24日～25日 アピタ伊東エコ博

ラザエコ博

アピタ伊東店（静岡県）

キリングループの容器包装３Ｒの
取り組み（キリン）

「いっしょに eco」を伝える
（花王）

段ボールコンポストの紹介
（大垣市環境市民会議）

サスティナブルコーヒーの試飲（珈
琲工房ひぐち）

リターナブルビンの使用
（明治）

環境にやさしい商品や環境社会
貢献活動を紹介（ライオン） 私達が生活し、生きていく中で、最も大切なものの１つである「水」について、

一般のお客様にも、生活における水との関わりについて知っていただき、今
私達ができることは何かを考えるきっかけにしていただくことができました。

ボトルキャップ運動で植木鉢プレ
ゼント（いその）

未来のあたりまえを作るエコ工
作（大日本印刷）

ヤマザキのエコプロダクツ減装
ショッピング（山崎製パン）

自然と共に生きるをテーマにした
ミュージカル（劇団シンデレラ）

白川郷の動物と自然の紹介
（トヨタ白川郷自然學校）

　ユニーでは、全国のモールや大型ショッピングセンターでエコライフを体験できる「エコ博」「エコフェスタ」を
開催しています。お買い物をきっかけにして環境に興味を持っていただけるよう、展示やエコ工作、ステージイベ
ントで「未来に地球をまるごととっておく」ために一人ひとりができることを伝えています。
　環境に興味のある方も、そうでない方も、大人も子どもも楽しみながらエコライフを知り、体験していただけます。

　「エコ博」は、モール型店舗やアピタで開催する、地球にや
さしいライフスタイルの体験ができるイベントの総称です。
　環境活動を積極的に推進している地域に根ざした企業様、
団体様と一緒に進めることで、「未来の子ども達に美しい自然
を残す」というメッセージをより強く発信できることになると考
えています。

エ コ 博 の テ ー マ は、「お 買 い 物 でCOOL 
CHOICE」。私たち消費者が日々行っている選択
に「CO2を抑えるモノ・コトであるか？」という視
点を加えて、未来のために「賢い選択＝COOL 
CHOICE」をすることで、普段の生活をエコライ
フにするお手伝いをします。

アピタ富山東店
（富山県富山市）

アピタ富山東店
（富山県富山市）

アピタ松任店
（石川県白山市）

アピタ松任店
（石川県白山市）

ヴェルサウォーク西尾
（愛知県西尾市）

ヴェルサウォーク西尾
（愛知県西尾市）

ヒルズウォーク徳重ガーデンズ
（名古屋市緑区）

ヒルズウォーク徳重ガーデンズ
（名古屋市緑区）

アピタ長岡店（新潟県長岡市 ）アピタ長岡店（新潟県長岡市 ）

ラスパ御嵩
（岐阜県可児郡）

ラスパ御嵩
（岐阜県可児郡）

アピタ美濃加茂店
（岐阜県美濃加茂市）

アピタ美濃加茂店
（岐阜県美濃加茂市）

アピタ松阪三雲店
（三重県松阪市）

アピタ松阪三雲店
（三重県松阪市）

ラザウォーク甲斐双葉
（山梨県甲斐市）

ラザウォーク甲斐双葉
（山梨県甲斐市）

アピタ伊東店
（静岡県伊東市）

アピタ伊東店
（静岡県伊東市）

アピタ長津田店
（横浜市緑区）

アピタ長津田店
（横浜市緑区）

けやきウォーク前橋
（群馬県前橋市）

けやきウォーク前橋
（群馬県前橋市）

リーフウォーク稲沢
（愛知県稲沢市）

リーフウォーク稲沢
（愛知県稲沢市）

アクアウォーク大垣
（岐阜県大垣市）
アクアウォーク大垣

（岐阜県大垣市）

アピタ福井大和田店
（福井県福井市 ）
アピタ福井大和田店

（福井県福井市 ）

エコ工作

エコ宣言

水の展示とクイズ

2016 年

2015年は「地球は水の惑星 命につなが
る水を大切に」を全体テーマとして展示を

行いました。エコ博・エコフェスタを通して、地球にやさしいライ
フスタイルのきっかけづくりを行っています。

2015年

お店でエコライフを体験できるエコ博

エコ博って何！？

地球温暖化防止や CO2 を減らす取り組みを展示・紹介いただきました。

長岡市（アピタ長岡エコ博） 横浜市（アピタ長津田エコ博） 愛知県（ヴェルサエコ博）

山梨県（ラザエコ博） 前橋市（けやきエコ博） 白山市（アピタ松任エコ博）

環境紙芝居で子どもにも大人にもわか
りやすい「賢い選択」を学びました。

おがくず粘土で世界に 1 つだけの鉛筆
をつくりました。

ユニーの環境展ブース ユニーブース前でエコロキッズツアー

CO2CO2 減装パッケージ
（日本ハム）

動物たちとの触れ合い
（日本モンキーセンター）

グリーンダウンプロジェクトの活
動紹介（GreenDownProject）

行政による出展ブース

伊東里山クラブ（アピタ伊東エコ博） 山梨県地球温暖化防止活動推進センター
（公益財団法人 キープ協会）（ラザエコ博）

福井小水力利用推進協議会
（アピタ福井大和田エコ博）

地元の団体による出展ブース

丸富製紙（ラザエコ博） フジタ（アピタ伊東エコ博） 伊藤園（アピタ長津田エコ博） 北陸コカ・コーラボトリング（アピタ福井大和田エコ博） 味の素ゼネラルフーヅ（ヴェルサエコ博）

ごみじゃぱん（ヴェルサエコ博） 金沢エコライフくらぶ
（アピタ松任エコ博）

ゼロエネルギー住宅・省エネリノ
ベーション相談会（積水ハウス）

企業出展ブース
ステージ

富山県/公益財団法人環日本海環境協力センター/公益財団法人とやま環境財団/高岡市衛生公社・クリーン産業/雪印メグミルク 特約店サンライト/丸越/日産プリンス群馬販売/キリンビバ
レッジ/パックタケヤマ/AJU自立の家小牧ワイナリー/UCS/リサイクル楽団/大垣市環境市民会議/岐阜県園芸福祉協会西濃支部/竹竹バンブー隊/いまいせ心療センター/ミニ天丼/もりの
学舎自然学校/東海子どもの本ネットワーク/東海三県一市グリーン購入キャンペーン実行委員会/エコマーク事務局/西尾市/EXPOエコマネー事務局/北陸電力/名古屋市環境局/生ごみ出
さないプロジェクト/名古屋商業高校/三重県環境生活部地球温暖化対策課/神奈川県/テレビ神奈川/九都県市廃棄物問題検討委員会/岐阜県環境生活部廃棄物対策課/美濃加茂市環境
課/坂井商事/静岡県 くらし・環境部環境局/伊東市 市民部 環境課/伊豆半島ジオパーク推進協議会/NPO法人伊豆の風/太陽光発電所ネットワーク/NPO法人全国盲導犬施設連合会/静
岡油化工業/富士サファリパーク/山梨県エネルギー局/甲斐市環境課/公益財団法人やまなし環境財団/エコ環境練楽甲斐/幼児緑育研究会/認定NPO法人スペースふう/富士川クリーン/
アースサポーター福井会/福井市/福井テレビ/エコ・ファースト推進協議会（下記写真に掲載のない参加企業・団体）

84社の行政・企業・団体・NPOと協働で実施しました
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2015 年

◆2015年～2016年エコ博、エコフェスタ一覧
年 期　間

10月3日～4日

10月10日～11日

11月22日～23日

4月2日～3日

5月14日～15日

6月4日～5日

6月4日～5日

6月25日～26日

アピタ松任エコ博

東海三県一市グリーン購入
キャンペーン

東海三県一市グリーン購入
キャンペーン

10月17日～18日

10月24日～25日

10月24日～25日

11月7日～8日

アピタ長岡エコ博 アピタ長岡店（新潟県）

東海三県一市グリーン購入
キャンペーン

東海三県一市グリーン購入
キャンペーン

アピタ福井大和田エコ博

ラスパ御嵩エコフェスタ

アピタ富山東エコ博

けやきエコ博

リーフエコ博

アクアエコ博

アピタ松任店（石川県）

ヒルズウォーク徳重ガーデンズ
（愛知県）

10月3日～4日 ヴェルサウォーク西尾（愛知県）

アピタ美濃加茂店（岐阜県）

アピタ松阪三雲店（三重県）

ラザウォーク甲斐双葉（山梨県）

アピタ福井大和田店（福井県）

ラスパ御嵩（岐阜県）

アピタ富山東店（富山県）

けやきウォーク前橋（群馬県）

リーフウォーク稲沢（愛知県）

アクアウォーク大垣（岐阜県）

名　称 開　催　店

2016 年

10月17日～18日 アピタ長津田エコ博 アピタ長津田店（神奈川県）

10月24日～25日 アピタ伊東エコ博

ラザエコ博

アピタ伊東店（静岡県）

キリングループの容器包装３Ｒの
取り組み（キリン）

「いっしょに eco」を伝える
（花王）

段ボールコンポストの紹介
（大垣市環境市民会議）

サスティナブルコーヒーの試飲（珈
琲工房ひぐち）

リターナブルビンの使用
（明治）

環境にやさしい商品や環境社会
貢献活動を紹介（ライオン） 私達が生活し、生きていく中で、最も大切なものの１つである「水」について、

一般のお客様にも、生活における水との関わりについて知っていただき、今
私達ができることは何かを考えるきっかけにしていただくことができました。

ボトルキャップ運動で植木鉢プレ
ゼント（いその）

未来のあたりまえを作るエコ工
作（大日本印刷）

ヤマザキのエコプロダクツ減装
ショッピング（山崎製パン）

自然と共に生きるをテーマにした
ミュージカル（劇団シンデレラ）

白川郷の動物と自然の紹介
（トヨタ白川郷自然學校）

　ユニーでは、全国のモールや大型ショッピングセンターでエコライフを体験できる「エコ博」「エコフェスタ」を
開催しています。お買い物をきっかけにして環境に興味を持っていただけるよう、展示やエコ工作、ステージイベ
ントで「未来に地球をまるごととっておく」ために一人ひとりができることを伝えています。
　環境に興味のある方も、そうでない方も、大人も子どもも楽しみながらエコライフを知り、体験していただけます。

　「エコ博」は、モール型店舗やアピタで開催する、地球にや
さしいライフスタイルの体験ができるイベントの総称です。
　環境活動を積極的に推進している地域に根ざした企業様、
団体様と一緒に進めることで、「未来の子ども達に美しい自然
を残す」というメッセージをより強く発信できることになると考
えています。

エ コ 博 の テ ー マ は、「お 買 い 物 でCOOL 
CHOICE」。私たち消費者が日々行っている選択
に「CO2を抑えるモノ・コトであるか？」という視
点を加えて、未来のために「賢い選択＝COOL 
CHOICE」をすることで、普段の生活をエコライ
フにするお手伝いをします。

アピタ富山東店
（富山県富山市）

アピタ富山東店
（富山県富山市）

アピタ松任店
（石川県白山市）

アピタ松任店
（石川県白山市）

ヴェルサウォーク西尾
（愛知県西尾市）

ヴェルサウォーク西尾
（愛知県西尾市）

ヒルズウォーク徳重ガーデンズ
（名古屋市緑区）

ヒルズウォーク徳重ガーデンズ
（名古屋市緑区）

アピタ長岡店（新潟県長岡市 ）アピタ長岡店（新潟県長岡市 ）

ラスパ御嵩
（岐阜県可児郡）

ラスパ御嵩
（岐阜県可児郡）

アピタ美濃加茂店
（岐阜県美濃加茂市）

アピタ美濃加茂店
（岐阜県美濃加茂市）

アピタ松阪三雲店
（三重県松阪市）

アピタ松阪三雲店
（三重県松阪市）

ラザウォーク甲斐双葉
（山梨県甲斐市）

ラザウォーク甲斐双葉
（山梨県甲斐市）

アピタ伊東店
（静岡県伊東市）

アピタ伊東店
（静岡県伊東市）

アピタ長津田店
（横浜市緑区）

アピタ長津田店
（横浜市緑区）

けやきウォーク前橋
（群馬県前橋市）

けやきウォーク前橋
（群馬県前橋市）

リーフウォーク稲沢
（愛知県稲沢市）

リーフウォーク稲沢
（愛知県稲沢市）

アクアウォーク大垣
（岐阜県大垣市）
アクアウォーク大垣

（岐阜県大垣市）

アピタ福井大和田店
（福井県福井市 ）
アピタ福井大和田店

（福井県福井市 ）

エコ工作

エコ宣言

水の展示とクイズ

2016 年

2015年は「地球は水の惑星 命につなが
る水を大切に」を全体テーマとして展示を

行いました。エコ博・エコフェスタを通して、地球にやさしいライ
フスタイルのきっかけづくりを行っています。

2015年

お店でエコライフを体験できるエコ博

エコ博って何！？

地球温暖化防止や CO2 を減らす取り組みを展示・紹介いただきました。

長岡市（アピタ長岡エコ博） 横浜市（アピタ長津田エコ博） 愛知県（ヴェルサエコ博）

山梨県（ラザエコ博） 前橋市（けやきエコ博） 白山市（アピタ松任エコ博）

環境紙芝居で子どもにも大人にもわか
りやすい「賢い選択」を学びました。

おがくず粘土で世界に 1 つだけの鉛筆
をつくりました。

ユニーの環境展ブース ユニーブース前でエコロキッズツアー

CO2CO2 減装パッケージ
（日本ハム）

動物たちとの触れ合い
（日本モンキーセンター）

グリーンダウンプロジェクトの活
動紹介（GreenDownProject）

行政による出展ブース

伊東里山クラブ（アピタ伊東エコ博） 山梨県地球温暖化防止活動推進センター
（公益財団法人 キープ協会）（ラザエコ博）

福井小水力利用推進協議会
（アピタ福井大和田エコ博）

地元の団体による出展ブース

丸富製紙（ラザエコ博） フジタ（アピタ伊東エコ博） 伊藤園（アピタ長津田エコ博） 北陸コカ・コーラボトリング（アピタ福井大和田エコ博） 味の素ゼネラルフーヅ（ヴェルサエコ博）

ごみじゃぱん（ヴェルサエコ博） 金沢エコライフくらぶ
（アピタ松任エコ博）

ゼロエネルギー住宅・省エネリノ
ベーション相談会（積水ハウス）

企業出展ブース
ステージ

富山県/公益財団法人環日本海環境協力センター/公益財団法人とやま環境財団/高岡市衛生公社・クリーン産業/雪印メグミルク 特約店サンライト/丸越/日産プリンス群馬販売/キリンビバ
レッジ/パックタケヤマ/AJU自立の家小牧ワイナリー/UCS/リサイクル楽団/大垣市環境市民会議/岐阜県園芸福祉協会西濃支部/竹竹バンブー隊/いまいせ心療センター/ミニ天丼/もりの
学舎自然学校/東海子どもの本ネットワーク/東海三県一市グリーン購入キャンペーン実行委員会/エコマーク事務局/西尾市/EXPOエコマネー事務局/北陸電力/名古屋市環境局/生ごみ出
さないプロジェクト/名古屋商業高校/三重県環境生活部地球温暖化対策課/神奈川県/テレビ神奈川/九都県市廃棄物問題検討委員会/岐阜県環境生活部廃棄物対策課/美濃加茂市環境
課/坂井商事/静岡県 くらし・環境部環境局/伊東市 市民部 環境課/伊豆半島ジオパーク推進協議会/NPO法人伊豆の風/太陽光発電所ネットワーク/NPO法人全国盲導犬施設連合会/静
岡油化工業/富士サファリパーク/山梨県エネルギー局/甲斐市環境課/公益財団法人やまなし環境財団/エコ環境練楽甲斐/幼児緑育研究会/認定NPO法人スペースふう/富士川クリーン/
アースサポーター福井会/福井市/福井テレビ/エコ・ファースト推進協議会（下記写真に掲載のない参加企業・団体）

84社の行政・企業・団体・NPOと協働で実施しました
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　私達にとって、一番身近な「食」に関するさま
ざまな「こと」を紹介するサイトです。旬の食べ物
を食卓に取り入れる方法や栄養士が考える健康＆
簡単「からだにイイことレシピ」、食物栄養学科の
学生と協力して作った「食育まんが」など、さま
ざまな情報で日々の食生活を応援しています。ま
た、店頭などで行った食育イベントレポートも順次
アップしています。

http://www.uny.co.jp/tabemonogatari/
あいち食育サポート企業団活動紹介ホームページ　http://aichishokuiku-support.info/

　心身ともに健全な社会のため、子どもから大人まで
食に関心を持ち、正しい知識を身につけ、おいしく楽しい
食生活を送っていただけるよう食育活動に取り組みます。 私たちは、食と食に関わる情報の提供を通して、

食の大切さや楽しさを地域のお客様と共有化します。

ユニーの食育理念

ユニーの食育方針

食材の旬・生まれ・栄養
素・調理方法や昔なが
らの伝統食など、親から
子へ語り伝えていきた
い食の物語を「たべもの
がたり」と名付け、皆様
に分かりやすくお伝えし
ていきます。

　地元愛知の健全な食生活の実現と豊かで活力ある社会づくりに向
けて、「あいち食育サポート企業団」を結成し、愛知県や関係団体
等と連携・協働して食育を推進しています。また、「おうちでごはん
の日」や「早寝早起き 朝ごはん」運動の普及、日本型食生活の良さ・
地産地消の啓発、食の体験活動なども推進しています。

2007年 「あいち食育サポート企業団」の結成
2008年 「地域に根ざした食育コンクール」で最優秀賞
2010年 愛知県とともにドアラを食育大使に任命
2011年 愛知県図書館に食育絵本110冊を寄贈
2012年 愛知県に企業団オリジナル食育絵本1,000冊を寄贈
2012年 名古屋文理大学にて食育講座を開講
2013年 「野菜を食べよう！レシピコンテスト」を開催
2014年 「あいちを食べよう　いいともあいちフェア」を実施
2015年 有識者を招いて食育勉強会を開催

「地域に根ざした食育コンクール2008」にて
農林水産大臣賞（最優秀賞）を受賞

愛知県とともにあいち食育大使にドアラを任命 愛知県にオリジナル絵本を
寄贈

愛知農林水産フェアで食育イベントを実施

愛知県と共催で食育講座を実施 毎月加盟企業による店頭イベントを実施 名古屋文理大学にて食育講座を開講

企業との食育への取り組み
　店舗内外のイベントを通じて、食を大切にする心を育むこと
を目的に、食品関連企業や各種団体と共同で、食に関するさ
まざまなイベントを開催しています。

学生との食育への取り組み
　大学や専門学校の学生と、食育まんがやイベントなど、子ど
もにも分かりやすい食育活動に取り組んでいます。食育におけ
る学生と子どもの「共育」推進も目的としています。

5ADAY（ファイブ・ア・デイ）
食育体験ツアー
　「1日5皿分（350g）以上の野菜と
200g以上の果物を食べましょう」を
スローガンとした活動を推進しています。

生産者との食育への取り組み
　お客様が農産物の栽培から収穫までを生産者と触れ合いな
がら体験することにより、売り場の野菜・果物を身近に感じて
いただくことも大切な食育と考えています。

ふれあいクッキング
　お客様に食材の「おいしさ」「栄養」
「使い方」を実感し、よりよく知ってい
ただくために、店舗で料理教室を行っ
ています。

メニュー提案コーナー
　栄養士が健康を考え、旬の食材を
使ったレシピを提案するライブクッキ
ング（365キッチン、クッキングワ
ゴン）を行っています。

日本高血圧学会減塩委員会主催
「JSH減塩食品アワード金賞」を2年連続受賞しました
　健康をテーマにしたプ
ライベートブランド「スタ
イルワンヘルシー」シリー
ズの開発販売でお客様の
健康に寄与すべく努力し
ています。

ユニー㈱ イチビキ㈱ カゴメ㈱ カネハツ食品㈱ ㈱クレスト

㈱トーカン ㈱浜乙女

㈱Mizkan

コーミ㈱ 敷島製パン㈱ ㈱昭和

ポッカサッポロ
フード＆ビバ

レッジ㈱
㈱丸越 マルサンアイ㈱

「いいともあいちフェア」を愛知県内全店で実施

心身ともに健全な社会に向けて、国を挙げて取り組まれている食育。
ユニーでは、皆様の「健康なからだ」と「豊かなこころ」づくりを応援します。
子ども達の「食」への興味・関心を育て、親子や親しい人同士で食の楽しさを発見・実感するきっかけになるよう、
「おいしく」「たのしく」をモットーに、さまざまな食育活動に取り組んでいます。

ユニーの食育について
社会・地域に
イイこと、プラス。

1

2

3

4

5

新鮮かつおいしい食材を提供することにより味覚を養います。

食材の持つ栄養素とその働きを理解することにより体を養います。

食材のルーツをたどることにより食べ物を大切にする心を養います。

食材本来の味や特性を活かした調理や料理ができる技を培います。

合理的な手法を用いた商品選択により安全・安心な食材提供に努めます。

ユニーの食育

あいち食育サポート企業団の活動

店舗を中心とした食育活動

ホームページ

　あいち食育サポート企業団 加盟企業
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を食卓に取り入れる方法や栄養士が考える健康＆
簡単「からだにイイことレシピ」、食物栄養学科の
学生と協力して作った「食育まんが」など、さま
ざまな情報で日々の食生活を応援しています。ま
た、店頭などで行った食育イベントレポートも順次
アップしています。

http://www.uny.co.jp/tabemonogatari/
あいち食育サポート企業団活動紹介ホームページ　http://aichishokuiku-support.info/

　心身ともに健全な社会のため、子どもから大人まで
食に関心を持ち、正しい知識を身につけ、おいしく楽しい
食生活を送っていただけるよう食育活動に取り組みます。 私たちは、食と食に関わる情報の提供を通して、

食の大切さや楽しさを地域のお客様と共有化します。

ユニーの食育理念

ユニーの食育方針

食材の旬・生まれ・栄養
素・調理方法や昔なが
らの伝統食など、親から
子へ語り伝えていきた
い食の物語を「たべもの
がたり」と名付け、皆様
に分かりやすくお伝えし
ていきます。

　地元愛知の健全な食生活の実現と豊かで活力ある社会づくりに向
けて、「あいち食育サポート企業団」を結成し、愛知県や関係団体
等と連携・協働して食育を推進しています。また、「おうちでごはん
の日」や「早寝早起き 朝ごはん」運動の普及、日本型食生活の良さ・
地産地消の啓発、食の体験活動なども推進しています。

2007年 「あいち食育サポート企業団」の結成
2008年 「地域に根ざした食育コンクール」で最優秀賞
2010年 愛知県とともにドアラを食育大使に任命
2011年 愛知県図書館に食育絵本110冊を寄贈
2012年 愛知県に企業団オリジナル食育絵本1,000冊を寄贈
2012年 名古屋文理大学にて食育講座を開講
2013年 「野菜を食べよう！レシピコンテスト」を開催
2014年 「あいちを食べよう　いいともあいちフェア」を実施
2015年 有識者を招いて食育勉強会を開催

「地域に根ざした食育コンクール2008」にて
農林水産大臣賞（最優秀賞）を受賞

愛知県とともにあいち食育大使にドアラを任命 愛知県にオリジナル絵本を
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愛知農林水産フェアで食育イベントを実施

愛知県と共催で食育講座を実施 毎月加盟企業による店頭イベントを実施 名古屋文理大学にて食育講座を開講

企業との食育への取り組み
　店舗内外のイベントを通じて、食を大切にする心を育むこと
を目的に、食品関連企業や各種団体と共同で、食に関するさ
まざまなイベントを開催しています。

学生との食育への取り組み
　大学や専門学校の学生と、食育まんがやイベントなど、子ど
もにも分かりやすい食育活動に取り組んでいます。食育におけ
る学生と子どもの「共育」推進も目的としています。

5ADAY（ファイブ・ア・デイ）
食育体験ツアー
　「1日5皿分（350g）以上の野菜と
200g以上の果物を食べましょう」を
スローガンとした活動を推進しています。

生産者との食育への取り組み
　お客様が農産物の栽培から収穫までを生産者と触れ合いな
がら体験することにより、売り場の野菜・果物を身近に感じて
いただくことも大切な食育と考えています。

ふれあいクッキング
　お客様に食材の「おいしさ」「栄養」
「使い方」を実感し、よりよく知ってい
ただくために、店舗で料理教室を行っ
ています。

メニュー提案コーナー
　栄養士が健康を考え、旬の食材を
使ったレシピを提案するライブクッキ
ング（365キッチン、クッキングワ
ゴン）を行っています。

日本高血圧学会減塩委員会主催
「JSH減塩食品アワード金賞」を2年連続受賞しました
　健康をテーマにしたプ
ライベートブランド「スタ
イルワンヘルシー」シリー
ズの開発販売でお客様の
健康に寄与すべく努力し
ています。

ユニー㈱ イチビキ㈱ カゴメ㈱ カネハツ食品㈱ ㈱クレスト

㈱トーカン ㈱浜乙女

㈱Mizkan

コーミ㈱ 敷島製パン㈱ ㈱昭和

ポッカサッポロ
フード＆ビバ

レッジ㈱
㈱丸越 マルサンアイ㈱

「いいともあいちフェア」を愛知県内全店で実施

心身ともに健全な社会に向けて、国を挙げて取り組まれている食育。
ユニーでは、皆様の「健康なからだ」と「豊かなこころ」づくりを応援します。
子ども達の「食」への興味・関心を育て、親子や親しい人同士で食の楽しさを発見・実感するきっかけになるよう、
「おいしく」「たのしく」をモットーに、さまざまな食育活動に取り組んでいます。

ユニーの食育について
社会・地域に
イイこと、プラス。
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新鮮かつおいしい食材を提供することにより味覚を養います。

食材の持つ栄養素とその働きを理解することにより体を養います。

食材のルーツをたどることにより食べ物を大切にする心を養います。

食材本来の味や特性を活かした調理や料理ができる技を培います。

合理的な手法を用いた商品選択により安全・安心な食材提供に努めます。

ユニーの食育

あいち食育サポート企業団の活動

店舗を中心とした食育活動

ホームページ

　あいち食育サポート企業団 加盟企業
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愛知県ファミリー・フレンドリー企業に登録

次世代法に基づく基準適合一般事業主認定企業

　ユニーを支えているのは「人」。その能力を最大限に発揮させていく
ことが、会社の成長につながっています。そこでユニーでは、配属に
おいても本人の希望を考慮しています。毎年、全社員を対象に自己
申告を実施し、今後のキャリアについて本人の希望を確認しています。
配属希望の部署やそのために取り組んでいる自己啓発などを調査する
ことで、その後の配属に活かしています。
　営業店舗で店長を目指して仕事している方、商品部でバイヤーとし
て世界中に商品の買いつけに行く方、スタッフ部署で営業の企画を立
案している方など、各人の能力・適性により活躍できるフィールドは
たくさん用意されています。

　キャリアに応じて必要な教育研修を実施。自己啓発を勧め、従業員
の成長をサポートしています。

J1

J2

L1

L2

S1M1

A1

A2

S2

（在層上限期間５年）

● A職層 … アドミニストレーション
 　　  職層
● M職層 … マネジメント職層
● L 職 層  … リーダー職層
● J 職 層  … ジュニア職層

J職層

L職層

M職層

A職層

●研修
新入社員から管理
職まで各職層別に
研修を実施。2015
年度の研修参加者
数は述べ3,512名
超えになります。

●サービス介助士資格
高齢者の方や障がいを持つ方にも
安心して買い物に来ていただけるよ
う、店舗の店長や副店長などの管
理職を中心にサービス介助士資格
の取得を勧めています。現在までに、
1,600名以上が取得しています。

●人事制度のフレーム

▲
18才

▲
23才

▲
25才

▲
27才

▲
55才

▲
60才

「S層：シニア
マネジメント職層」 ●技能研修

特別勤務者（パートタイム）の方には、
生鮮部門担当者を中心に商品加工
技術のある方に技能給を、福祉用
具専門相談員やグリーンアドバイ
ザー、自転車安
全整備士、ホー
ムヘルパーなど
の資格を取得し、
仕事に活かして
いる方にライセ
ンス給を支給し
ています。

●従業員キャリアアップ
従業員のキャリアアップを手伝うため、148講座におよぶ通信
教育講座を案内。会社推薦講座受講者には会社からの補助が
あります。2015年度は995名が受講しました。

●半日年休制度
付与された年次有給休暇のうち6日間を半日に分割して年間12回取得可
能。年次有給休暇をより取得しやすくするため、2006年より導入しました。

●育児休暇
本人、または配偶者の出産日から2年以内に有給の休暇を5日取得可能。
2016年より導入しました。

●65歳までの再雇用制度
定年を迎えた従業員がその後の生活の安定を図るため、再雇用されることを
希望した場合、65歳までをキャリア社員として再雇用し、長年培った知識・
経験・専門能力・技能を活用できるようにしています。

●自社商品割引購買制度
自社商品を割引で購入可能。同居家族も同条件で利用できる「家族証」を
発行しています。

●アニバーサリー休暇
本人および家族の誕生日を対象の記念日として、記念日を含む月度にアニバーサリー休暇として、1年間に2日の年次有給休暇を取得することができる制
度です。ここでいう家族とは、配偶者、父母、子、配偶者の父母、孫を対象とします。

　ノーマライゼーションの理念に基づき、障がいを持つ人も活き活きと働ける職場環境をつくるため、障
がい者雇用に取り組んでいます。毎年、特別支援学校や施設から職場体験の受け入れも実施しています。 2013年　2.05％ 2015年　2.29％

2014年　2.15％ 2016年　2.27％

　労働者が男女ともに仕事と家庭を両立させながら働くことが
できる職場環境づくりに取り組んでいる企業として認められ、
2003年に愛知県ファミリー・フレンドリー企業に登録しました。

　ユニーグループ各社の従業員と家族を含めた生涯にわたる総合福祉確立のために、会社と労働組合の共同事業として設立されています。主
な福利厚生事業として、お祝い金やお見舞金の慶弔活動、社内セーフティーネットとしての共済保険制度の提供、健康支援活動や各種セミ
ナーの開催、宿泊・レジャー関連施設の斡旋などを行っています。

行楽・レクリエーション
　従業員同士の親睦や交流を深めることを目
的とするレクリエーション活動として、店舗や事
業所ごとに、行楽等を行っています。また、心
と体の健康づくりとして日頃のストレスを発散で
きるよう、スポーツ・レクリエーションや地域ご
とに中日ドラゴンズの応援会を行っています。

サークル活動
　共通の趣味を持つ仲間で同好会をつくり活動することで、活発な職場づくりに活かしています。内容は、フットサル・ボウリング・ゴルフなど
のスポーツ、写真・華道・茶道・手話・将棋など文化的なものなど多岐にわたっています。

ライフデザインセミナー
　正社員を対象に、定年退職後にも充実した生き方・暮らし
方ができるよう、先を見据えた人生設計を支援するセミナー
を、社外から専門講師を招いて、年代別に開催しています。

健康セミナー
　夫婦でも参加できる体験型セミ
ナーです。食習慣・運動習慣を見
直すきっかけづくりを目的とし、管
理栄養士等の資格を持った社外講師
によるストレッチやウォーキングを取
り入れた講義を行っています。
（ユニーグループ健康保険組合と共同で開催）

健康ウォーキング
　家族やOBも参加できるウォーキン
グ大会を各地域で開催しています。
仕事を離れ、自然の中やテーマパー
クを歩くことで、運動の楽しさを実感
するとともに、従業員同士の交流を
図る場にもなっています。
（ユニーグループ健康保険組合と共同で開催）

教育・住宅など大きな資金が必要となる
30代40代半ばが対象。「経済（お金）」
に関する内容を中心に、心身の「健康」
にも触れた講義を行っています。

退職後
入社 30歳

ライフデザインセミナー40

40歳 50歳 60歳

30代40代の
正社員向け

定年退職まであと10年という節目に、充実した
人生を送るため、経済面だけでなく｢健康づくり、
趣味づくり｣への関心を持ってもらえるよう行って
います。（ユニーグループ企業年金基金と共同で開催）

ライフデザインセミナー50
50歳前後の
正社員向け

社会保険や税金、退職金、在籍中に加入していた保険制度など、退職
に伴う各種手続きについての定年退職者向け説明会を行っています。
（会社、ユニーグループ健康保険組合、ユニーグループ企業年金基金などと共同で開催）

ライフデザインセミナー60
定年退職を間近に
控えた正社員向け

宿泊施設、レジャー施設
　従業員がより充実して働くためには余暇の充実も重要なポイントで
す。従業員と家族の皆さんに旅行やレジャーを通して楽しんでいただ
くため、全国各地にあるリゾートホテル、シティホテル、アミューズメ
ントパークなどと法人契約
しています。各宿泊施設、
各レジャー施設の最新情
報を、従業員向けに定期
的に発行している冊子や、
専用ホームページで案
内・紹介しています。

保険制度・貯蓄制度
　従業員本人はもちろん、家族まで対象とし
てスケールメリットを活かした団体保険を提供
しています。正社員やパートタイマーなどそれ
ぞれのニーズに合わせたコースを設定してい
ます。また、財形貯蓄や拠出型企業年金保険
など、有利な貯蓄制度を提供しています。

従業員同士が仲良く交流し、心と体の健康を増進するために

従業員が充実した人生を送るために

従業員の健康な身体づくりのために

従業員が安心して働くために 従業員と家族の充実した余暇生活のために

　仕事と子育ての両立を図るために必要な、雇用環境の整
備などを進めるための「一般事業主行動計画」を策定し、基
準に適合した一般事業主として2008年に認定されました。

ユニーでは従業員一人ひとりが、自ら学び、考え、動く「考動」する人材になることを目指しています。
流通小売業に従事するビジネス人としてのスキルアップのみならず、
広く社会に貢献できる人間力を育成するのが、ユニーの人材に対する考え方です。
安定した雇用環境や実力重視の人材登用、充実した福利厚生など、従業員一人ひとりを強力にバックアップしています。

働きやすい 職場環境づく り
従業員にイイこと、
プラス。

ユニーグループ総合福祉センター

ワークライフバランスへの取り組み

障がい者雇用

キャリアアップ制度 充実の教育体系

◆障がい者雇用率
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愛知県ファミリー・フレンドリー企業に登録

次世代法に基づく基準適合一般事業主認定企業

　ユニーを支えているのは「人」。その能力を最大限に発揮させていく
ことが、会社の成長につながっています。そこでユニーでは、配属に
おいても本人の希望を考慮しています。毎年、全社員を対象に自己
申告を実施し、今後のキャリアについて本人の希望を確認しています。
配属希望の部署やそのために取り組んでいる自己啓発などを調査する
ことで、その後の配属に活かしています。
　営業店舗で店長を目指して仕事している方、商品部でバイヤーとし
て世界中に商品の買いつけに行く方、スタッフ部署で営業の企画を立
案している方など、各人の能力・適性により活躍できるフィールドは
たくさん用意されています。

　キャリアに応じて必要な教育研修を実施。自己啓発を勧め、従業員
の成長をサポートしています。

J1

J2

L1

L2

S1M1

A1

A2

S2

（在層上限期間５年）

● A職層 … アドミニストレーション
 　　  職層
● M職層 … マネジメント職層
● L 職 層  … リーダー職層
● J 職 層  … ジュニア職層

J職層

L職層

M職層

A職層

●研修
新入社員から管理
職まで各職層別に
研修を実施。2015
年度の研修参加者
数は述べ3,512名
超えになります。

●サービス介助士資格
高齢者の方や障がいを持つ方にも
安心して買い物に来ていただけるよ
う、店舗の店長や副店長などの管
理職を中心にサービス介助士資格
の取得を勧めています。現在までに、
1,600名以上が取得しています。

●人事制度のフレーム

▲
18才

▲
23才

▲
25才

▲
27才

▲
55才

▲
60才

「S層：シニア
マネジメント職層」 ●技能研修

特別勤務者（パートタイム）の方には、
生鮮部門担当者を中心に商品加工
技術のある方に技能給を、福祉用
具専門相談員やグリーンアドバイ
ザー、自転車安
全整備士、ホー
ムヘルパーなど
の資格を取得し、
仕事に活かして
いる方にライセ
ンス給を支給し
ています。

●従業員キャリアアップ
従業員のキャリアアップを手伝うため、148講座におよぶ通信
教育講座を案内。会社推薦講座受講者には会社からの補助が
あります。2015年度は995名が受講しました。

●半日年休制度
付与された年次有給休暇のうち6日間を半日に分割して年間12回取得可
能。年次有給休暇をより取得しやすくするため、2006年より導入しました。

●育児休暇
本人、または配偶者の出産日から2年以内に有給の休暇を5日取得可能。
2016年より導入しました。

●65歳までの再雇用制度
定年を迎えた従業員がその後の生活の安定を図るため、再雇用されることを
希望した場合、65歳までをキャリア社員として再雇用し、長年培った知識・
経験・専門能力・技能を活用できるようにしています。

●自社商品割引購買制度
自社商品を割引で購入可能。同居家族も同条件で利用できる「家族証」を
発行しています。

●アニバーサリー休暇
本人および家族の誕生日を対象の記念日として、記念日を含む月度にアニバーサリー休暇として、1年間に2日の年次有給休暇を取得することができる制
度です。ここでいう家族とは、配偶者、父母、子、配偶者の父母、孫を対象とします。

　ノーマライゼーションの理念に基づき、障がいを持つ人も活き活きと働ける職場環境をつくるため、障
がい者雇用に取り組んでいます。毎年、特別支援学校や施設から職場体験の受け入れも実施しています。 2013年　2.05％ 2015年　2.29％

2014年　2.15％ 2016年　2.27％

　労働者が男女ともに仕事と家庭を両立させながら働くことが
できる職場環境づくりに取り組んでいる企業として認められ、
2003年に愛知県ファミリー・フレンドリー企業に登録しました。

　ユニーグループ各社の従業員と家族を含めた生涯にわたる総合福祉確立のために、会社と労働組合の共同事業として設立されています。主
な福利厚生事業として、お祝い金やお見舞金の慶弔活動、社内セーフティーネットとしての共済保険制度の提供、健康支援活動や各種セミ
ナーの開催、宿泊・レジャー関連施設の斡旋などを行っています。

行楽・レクリエーション
　従業員同士の親睦や交流を深めることを目
的とするレクリエーション活動として、店舗や事
業所ごとに、行楽等を行っています。また、心
と体の健康づくりとして日頃のストレスを発散で
きるよう、スポーツ・レクリエーションや地域ご
とに中日ドラゴンズの応援会を行っています。

サークル活動
　共通の趣味を持つ仲間で同好会をつくり活動することで、活発な職場づくりに活かしています。内容は、フットサル・ボウリング・ゴルフなど
のスポーツ、写真・華道・茶道・手話・将棋など文化的なものなど多岐にわたっています。

ライフデザインセミナー
　正社員を対象に、定年退職後にも充実した生き方・暮らし
方ができるよう、先を見据えた人生設計を支援するセミナー
を、社外から専門講師を招いて、年代別に開催しています。

健康セミナー
　夫婦でも参加できる体験型セミ
ナーです。食習慣・運動習慣を見
直すきっかけづくりを目的とし、管
理栄養士等の資格を持った社外講師
によるストレッチやウォーキングを取
り入れた講義を行っています。
（ユニーグループ健康保険組合と共同で開催）

健康ウォーキング
　家族やOBも参加できるウォーキン
グ大会を各地域で開催しています。
仕事を離れ、自然の中やテーマパー
クを歩くことで、運動の楽しさを実感
するとともに、従業員同士の交流を
図る場にもなっています。
（ユニーグループ健康保険組合と共同で開催）

教育・住宅など大きな資金が必要となる
30代40代半ばが対象。「経済（お金）」
に関する内容を中心に、心身の「健康」
にも触れた講義を行っています。

退職後
入社 30歳

ライフデザインセミナー40

40歳 50歳 60歳

30代40代の
正社員向け

定年退職まであと10年という節目に、充実した
人生を送るため、経済面だけでなく｢健康づくり、
趣味づくり｣への関心を持ってもらえるよう行って
います。（ユニーグループ企業年金基金と共同で開催）

ライフデザインセミナー50
50歳前後の
正社員向け

社会保険や税金、退職金、在籍中に加入していた保険制度など、退職
に伴う各種手続きについての定年退職者向け説明会を行っています。
（会社、ユニーグループ健康保険組合、ユニーグループ企業年金基金などと共同で開催）

ライフデザインセミナー60
定年退職を間近に
控えた正社員向け

宿泊施設、レジャー施設
　従業員がより充実して働くためには余暇の充実も重要なポイントで
す。従業員と家族の皆さんに旅行やレジャーを通して楽しんでいただ
くため、全国各地にあるリゾートホテル、シティホテル、アミューズメ
ントパークなどと法人契約
しています。各宿泊施設、
各レジャー施設の最新情
報を、従業員向けに定期
的に発行している冊子や、
専用ホームページで案
内・紹介しています。

保険制度・貯蓄制度
　従業員本人はもちろん、家族まで対象とし
てスケールメリットを活かした団体保険を提供
しています。正社員やパートタイマーなどそれ
ぞれのニーズに合わせたコースを設定してい
ます。また、財形貯蓄や拠出型企業年金保険
など、有利な貯蓄制度を提供しています。

従業員同士が仲良く交流し、心と体の健康を増進するために

従業員が充実した人生を送るために

従業員の健康な身体づくりのために

従業員が安心して働くために 従業員と家族の充実した余暇生活のために

　仕事と子育ての両立を図るために必要な、雇用環境の整
備などを進めるための「一般事業主行動計画」を策定し、基
準に適合した一般事業主として2008年に認定されました。

ユニーでは従業員一人ひとりが、自ら学び、考え、動く「考動」する人材になることを目指しています。
流通小売業に従事するビジネス人としてのスキルアップのみならず、
広く社会に貢献できる人間力を育成するのが、ユニーの人材に対する考え方です。
安定した雇用環境や実力重視の人材登用、充実した福利厚生など、従業員一人ひとりを強力にバックアップしています。

働きやすい 職場環境づく り
従業員にイイこと、
プラス。

ユニーグループ総合福祉センター

ワークライフバランスへの取り組み

障がい者雇用

キャリアアップ制度 充実の教育体系

◆障がい者雇用率
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2012年度
男
0

0

0

0

2

2

36

46

27

30

1

22

正社員
出産休暇

育児休業

介護休業

パートナー社員・キャリア社員・
パートタイマー

パートナー社員・キャリア社員・
パートタイマー

パートナー社員・キャリア社員・
パートタイマー

正社員

正社員

女
2013年度
男 女

2014年度 2015年度
男 女

0

0

1

0

0

0

28

47

22

34

1

18

0

0

0

0

0

1

28

44

20

28

1

22

男 女
0

0

0

0

0

0

35

57

39

38

3

23

◆出産休暇・育児休業・介護休業取得者

全従業員の男女比
（アルバイトを除く）

男性5,513名
（20.5%）

女性21,321名
（79.5%）

男性2,595名
（94.1%）

女性162名
（5.9%）

管理職の男女比

◆社員概要

　ダイバーシティとは、多様な人材を積極的に活用しようという考え方のことです。多様性（性別や年齢、国籍や人種、病気や障がいの有無、
妊娠や育児、介護など）を大切にして１人ひとりが活躍できるようにすることで、最大の能力を活かし充実した働き方ができます。
女性が輝き活躍できる職場を目指して

　世界経済フォーラム（WEF）が発表したThe Global Gender Gap Report 2015によると、ランキング1位（もっとも男女の格差が少ない国）
はアイスランドでした。日本は101位で先進国では最下位です。経済産業省は経済のグローバル化や少子高齢化が進む中で日本の企業競争力の
強化を図っていくためには、女性や高齢者など、一人ひとりが能力を最大限発揮して価値創造に参画していくことが必要だと考えています。
　小売業では女性従業員比率が高く、仕事と家庭の両立支援や女性の活躍推進に積極的に取り組んできた企業が多い業界です。お買い物にい
らっしゃるお客様も女性が多いことから、女性の能力発揮の推進を積極的に受け入れる風土があるはずですが、まだまだ充分に能力が発揮できて
いるとは言えない状況です。

　現在ユニーでは215店舗で2万6834人が働いています（アルバイトを除く）。そのうち女性は2万1321名で、79.5％を占めますが、女性の管
理職の割合は、管理職全体の5.9％でしかありません。しかしながら、2014年には初の女性執行役員が誕生し、現在、女性管理職は店長3名、
部長職2名、副店長39名、チーフバイヤー、チーフFMD、チーフマネジャー8名、その他管理職110名を合わせ162名です。（※2016年7月時点）
　ユニーでは男女共に管理職として活躍できる労働環境の整備に向け、2016年4月から3か年計画で女性活躍推進法行動計画を定め、女性
管理職の割合を20年をめどに10％以上にする目標を立て、女性の活躍を応援しています。
育児・介護と仕事の両立のため制度を拡充

　小売りの現場では長時間労働の問題が実在するのが現状です。そこでユニーでは人
的生産性を向上させるレイバースケジューリングプログラム（LSP※）を導入し、作業
の無駄や無理を省く店舗運営を進めています。子育て支援の制度はもちろんですが、
介護休業は従来の93日から365日まで延長し、複数回の取得もできるようにしまし
た。介護休業は社員3名、非正規社員23名が取得しています。
　また、今まで結婚、出産、育児、介護、配偶者の転勤などの理由でやむを得ず退
職した正社員については、退職後5年以内に正社員として受け入れる再雇用制度も導
入しました。退職時に管理職資格を持っていた場合はその資格をもったまま復職するこ
とができます。子育て社員や介護に関わる社員も諦めることなく能力を生かして活躍で
きるよう、ユニーでは働き方や制度を拡充しながら、男女が共に働きやすい職場環境
を整え、ワークライフバランスを推し進める取り組みを続けていきます。
※LSP：達成したい売場目標を決め、それを実現するために必要な作業・手順、時間等を設定し、誰が
　　　  いつどんな作業をどのくらいの時間で行うか計画し管理すること。

　ユニーグループ・ホールディングスでは、2014年に発足したグループダイバーシティ推進委員会のも
と、誰もが能力を発揮できる職場環境を整えようと努めてきました。
　2015年11月には、女性の人材育成の一環として、ユニー、サークルKサンクス、さが美、パレモ、
UCSの5社合同で初めて「キャリアデザインフォーラム」と「女性管理職フォーラム」を実施しました。
　キャリアデザインフォーラムでは、一般職の女性社員26名が各本部、店舗から集まり、自分の強みや課
題、価値観を見つめなおすことで今後管理職を目指すためのキャリア形成について考えを深めました。ま
た、女性管理職フォーラムでは、管理職やそれに準ずる層の女性社員29名が活発な議論を交わし、管理
職として周囲への影響力を拡大するための行動を探りました。

　このプロジェクトは仕事・家庭に忙しい女性の気持ちに寄り添って、毎日を
もっと楽しく、もっとうれしくするアイテム・企画をバラエティ豊かに提案する
もので、ユニーグループで働く女性社員が部門の垣根を越えて結成していま
す。2015年12月には豊田自動織機の女性社員が女性向け車両アイテムを企
画する「Vitz女子力向上委員会」とコラボレーションを行い、オリジナルVitz
を発売しました。
　今後も働く女性、
忙しい主婦の皆さん
の 満 足 で き る 商
品・サービスの 開
発に取り組んでまい
ります。

業務サポート本部　人事部
マネジャー　中村 真由美

　ダイバーシティを推進するということは、性別や
生活環境などに関わらず、様 な々人が十分に力を
発揮できる職場環境を整えることです。そのため、
2016年5月に育児休業と介護休業期間の延長
や正社員再雇用制度の導入、育児休暇の新設
など、制度面の改定を進めてきました。しかし、制度は実際に利用されな
ければ意味がありません。制度を利用しやすい風土作りを進めることも
同時に考えながら、働き方の改善に取り組んでいきたいと考えています。

キャリアデザインフォーラム

ダイバーシティの取り組み

ユニーで働く従業員の現状

ユニーグループ・ホールディングスでのダイバーシティの取り組み

輝く女性のキモチ研究所「デイジーラボ」

　ユニーには育児短時間勤務という制度がありますがこの制度を利用しているワーキ
ングマザーであり、子どもを育てるママでもある4名に働くことの目的、意味、子ど
もを育てることの喜びなどを語ってもらいました。

特集「働くママはキラキラ輝いています」

ダイバーシティ推進に向けて

　ユニーグループの女性従業員（社員・パートタイマー）約
260名で結成されたスタイルワン研究所はプライベートブ
ランド「Style ONE」「Prime ONE」のブランド力向上を図
るため、女性ならではのきめ細かい感性を取り入れたり、働
く女性や経験豊富な主婦の意見を商品開発に反映させて
います。
　また 、現 状 商 品 からリ
ニューアルに向けてのポイン
トを探しバイヤーに提言する
など、男性中心の商品開発
バイヤーを縁の下で支える
活動を行っています。

スタイルワン研究所

デイジーラボEDITIONの限定Vitz
車両アイテム紹介

記者会見に臨む吉田本部長（左端）と
大澤マネジャー（左から２番目）

育児休業・育児短時間勤務制度

　2016年5月には、育児や介護による退職を防ぎ、仕事と
の両立支援に関する制度をより利用しやすくするために拡
充を図りました。育児休業は今までは原則1年間、保育所へ
入所できない場合などは1年半でしたが、子どもが1歳6カ月
を経過した直後の4月末日まで期間を延長可能としました。
なお、父母がともに育児休業を取得する場合は、1歳2カ月
までの間に1年間取得できます。
　また、ユニーでは子育て中は、正社員で最大2時間30
分、パートは2時間短縮できる育児短時間勤務制度を導入
し、子どもが小学校3年生の終期になるまで利用できます。
また、半日単位で取得できる子の看護、介護休暇などの制
度があります。昨年度は、育児休業は正社員で36名、非正
規社員で31名が取得をし、全員が仕事に復職しました。

働きがいのある職場づくり

業務サポート本部
人事部長
葛山 浩之

　育児に対する制度がクローズアップされていますが、同時に介護
に関わる制度の充実についても従業員のニーズは高まっています。そ
こでユニーでは介護に関わる制度の充実にも力を注いでいます。例え
ば、2016年5月には介護を必要とするもの1名につき、要介護状態ご
とに取得できる介護休業の期間・回数について拡大しました。
　今後も、ユニーでは育児や介護による離職を減らし、従業員の状
況にあった制度の導入を行い、経営理念の一つである「働きがいのある職場」をつくること
で、皆が輝きながら働き続けることができるよう努めていきます。

スタイルワン研究所でのミーティング

営業統括本部　管理部
マネジャー

庄司 佳織

アピタ稲沢店
業務課

鈴木 貴子

IT物流本部　ECビジネス部
マネジャー

岡田 真理

業務サポート本部　CSR部
マネジャー

土井 万寿美

大変な出産を経て、職場のことや自分の仕事が気になって仕方なかった休業中
●私は自宅が近いこともあり、育児休暇中も2カ月に1度職場に出向いてい
ました。上司からメールをもらうと復帰を待ってくれているような気がして嬉
しかったです。
●上司とメールで連絡を取ったり、ランチに誘ったりしてもらいコミュニケー
ションを取っていました。育児をしていると社会から取り残されたように感じ
ることもあるので、外出する機会をもてることは情報収集やリフレッシュにも
繋がりとてもありがたく思いました。また、所属する部署が出展する社内外で
のイベントに子どもと一緒に顔を出したりなど、仕事の事を考える時間は結構
あった気がします。

職場に復帰です。その時サポートしてくれたのは家族でした
●基本的には決まった時間に帰宅できますが、事前に予定がわかっていたり
する場合は実家の母親にサポートしてもらうこともあります。主人は復帰直
後は家で子どもをみればいいんじゃない、などと言っていましたが、今では
「働いてくれてありがとう」と言葉をかけてくれます。
●主人が家事、子育てなど家庭全般を積極的に取り組んでくれています。社
内結婚なのですが、買い物も店舗で勤務している主人が担当で時間短縮を
図っています。我が家の合言葉は“フィフティーフィフティー”です。

どうして育児をしながら働きたいと思ったのでしょうか？
●復帰して3カ月なのでまだまだ休業中との生活の変化へ対応しきれていな
く戸惑う事も多いのが現状です。ただ、復帰後自身が担当している環境学
習の運営で久しぶりに店舗へ出向いた際、自分が休業中も変わらず取り組
みが続いていて地域の子ども達が笑顔で参加しているのを見て、自分の取
り組みが定着し地域社会に役立つ事ができたと感じ、嬉しく思いました。
●仕事に使命感をもっているので職場のメンバーから頼りにされていると感
じること。また、後輩に子どもがいても働き続けられるという姿を見せ、「先
輩みたいに頑張りたいです」と言われることが嬉しいです。ユニーの中に働
きながら子どもを育てる方が増えたらいいなと思います。また、先の話です
が働く私の姿を見て育った娘が大人になった時、出産しても働き続けられる
と思ってくれたらいいなと思います。
●子どもが生まれてから安心・安全への関心が高まり、栄養価の高い商品
や簡単に作れる料理への興味も深まりました。将来的には子育ての経験を生
かして子ども用品の開発などにも関わってみたいとも考えています。
●同僚が育児をしながら働いている人が多かったので、元々復職することが
あたり前という感覚をもっていました。今後機会があればベビーカーママで
もお買い物をしやすいお店づくりなど、母親目線を生かした店舗開発にも
チャレンジしたい思っています。また子どもも小学生になりこれからの教育の
ためにも安定収入が得られる事も大事ですね。

これからワーキングマザーになろうとしている後輩たちへのメッセージ
●あまり堅苦しく考えることはないと思います。私は普通に働いて普通に出
産しています。子どもにとっても働いているお母さんが普通になっているみ
たいです。土曜日も仕事ですが、子どもは「仕事頑張ってね」と送り出して
くれますよ。
●私は働くことには覚悟と信念がいると思います。入社したらまずは勉強して
昇格してから出産することが、復職後働き続けるうえで働きやすい環境とな
ると思います。
●先のことはまだ見えないことはありますが、安易に辞めるべきではないと
思います。制度をよく勉強して活用すれば仕事を続けていくことはできます。
そして可能な限り前向きに、毎日楽しく仕事に取り組みたいですね。
●子育てをしながら仕事をする事は確かに忙しくて大変です。しかし、仕事
をしていくうえでいろいろな人と知り合い、学びながら子育ても仕事も楽し
む。そして、自分の取り組みが地域貢献や会社の価値が上がることに繋が
るということは、本当に素晴らしいことだと思います。

さあ、働きながら輝くワーキングマザーになりましょう！

ダイバーシティ
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輝く女性のキモチ研究所「デイジーラボ」

　ユニーには育児短時間勤務という制度がありますがこの制度を利用しているワーキ
ングマザーであり、子どもを育てるママでもある4名に働くことの目的、意味、子ど
もを育てることの喜びなどを語ってもらいました。

特集「働くママはキラキラ輝いています」

ダイバーシティ推進に向けて

　ユニーグループの女性従業員（社員・パートタイマー）約
260名で結成されたスタイルワン研究所はプライベートブ
ランド「Style ONE」「Prime ONE」のブランド力向上を図
るため、女性ならではのきめ細かい感性を取り入れたり、働
く女性や経験豊富な主婦の意見を商品開発に反映させて
います。
　また 、現 状 商 品 からリ
ニューアルに向けてのポイン
トを探しバイヤーに提言する
など、男性中心の商品開発
バイヤーを縁の下で支える
活動を行っています。

スタイルワン研究所

デイジーラボEDITIONの限定Vitz
車両アイテム紹介

記者会見に臨む吉田本部長（左端）と
大澤マネジャー（左から２番目）

育児休業・育児短時間勤務制度

　2016年5月には、育児や介護による退職を防ぎ、仕事と
の両立支援に関する制度をより利用しやすくするために拡
充を図りました。育児休業は今までは原則1年間、保育所へ
入所できない場合などは1年半でしたが、子どもが1歳6カ月
を経過した直後の4月末日まで期間を延長可能としました。
なお、父母がともに育児休業を取得する場合は、1歳2カ月
までの間に1年間取得できます。
　また、ユニーでは子育て中は、正社員で最大2時間30
分、パートは2時間短縮できる育児短時間勤務制度を導入
し、子どもが小学校3年生の終期になるまで利用できます。
また、半日単位で取得できる子の看護、介護休暇などの制
度があります。昨年度は、育児休業は正社員で36名、非正
規社員で31名が取得をし、全員が仕事に復職しました。

働きがいのある職場づくり

業務サポート本部
人事部長
葛山 浩之

　育児に対する制度がクローズアップされていますが、同時に介護
に関わる制度の充実についても従業員のニーズは高まっています。そ
こでユニーでは介護に関わる制度の充実にも力を注いでいます。例え
ば、2016年5月には介護を必要とするもの1名につき、要介護状態ご
とに取得できる介護休業の期間・回数について拡大しました。
　今後も、ユニーでは育児や介護による離職を減らし、従業員の状
況にあった制度の導入を行い、経営理念の一つである「働きがいのある職場」をつくること
で、皆が輝きながら働き続けることができるよう努めていきます。

スタイルワン研究所でのミーティング

営業統括本部　管理部
マネジャー

庄司 佳織

アピタ稲沢店
業務課

鈴木 貴子

IT物流本部　ECビジネス部
マネジャー

岡田 真理

業務サポート本部　CSR部
マネジャー

土井 万寿美

大変な出産を経て、職場のことや自分の仕事が気になって仕方なかった休業中
●私は自宅が近いこともあり、育児休暇中も2カ月に1度職場に出向いてい
ました。上司からメールをもらうと復帰を待ってくれているような気がして嬉
しかったです。
●上司とメールで連絡を取ったり、ランチに誘ったりしてもらいコミュニケー
ションを取っていました。育児をしていると社会から取り残されたように感じ
ることもあるので、外出する機会をもてることは情報収集やリフレッシュにも
繋がりとてもありがたく思いました。また、所属する部署が出展する社内外で
のイベントに子どもと一緒に顔を出したりなど、仕事の事を考える時間は結構
あった気がします。

職場に復帰です。その時サポートしてくれたのは家族でした
●基本的には決まった時間に帰宅できますが、事前に予定がわかっていたり
する場合は実家の母親にサポートしてもらうこともあります。主人は復帰直
後は家で子どもをみればいいんじゃない、などと言っていましたが、今では
「働いてくれてありがとう」と言葉をかけてくれます。
●主人が家事、子育てなど家庭全般を積極的に取り組んでくれています。社
内結婚なのですが、買い物も店舗で勤務している主人が担当で時間短縮を
図っています。我が家の合言葉は“フィフティーフィフティー”です。

どうして育児をしながら働きたいと思ったのでしょうか？
●復帰して3カ月なのでまだまだ休業中との生活の変化へ対応しきれていな
く戸惑う事も多いのが現状です。ただ、復帰後自身が担当している環境学
習の運営で久しぶりに店舗へ出向いた際、自分が休業中も変わらず取り組
みが続いていて地域の子ども達が笑顔で参加しているのを見て、自分の取
り組みが定着し地域社会に役立つ事ができたと感じ、嬉しく思いました。
●仕事に使命感をもっているので職場のメンバーから頼りにされていると感
じること。また、後輩に子どもがいても働き続けられるという姿を見せ、「先
輩みたいに頑張りたいです」と言われることが嬉しいです。ユニーの中に働
きながら子どもを育てる方が増えたらいいなと思います。また、先の話です
が働く私の姿を見て育った娘が大人になった時、出産しても働き続けられる
と思ってくれたらいいなと思います。
●子どもが生まれてから安心・安全への関心が高まり、栄養価の高い商品
や簡単に作れる料理への興味も深まりました。将来的には子育ての経験を生
かして子ども用品の開発などにも関わってみたいとも考えています。
●同僚が育児をしながら働いている人が多かったので、元々復職することが
あたり前という感覚をもっていました。今後機会があればベビーカーママで
もお買い物をしやすいお店づくりなど、母親目線を生かした店舗開発にも
チャレンジしたい思っています。また子どもも小学生になりこれからの教育の
ためにも安定収入が得られる事も大事ですね。

これからワーキングマザーになろうとしている後輩たちへのメッセージ
●あまり堅苦しく考えることはないと思います。私は普通に働いて普通に出
産しています。子どもにとっても働いているお母さんが普通になっているみ
たいです。土曜日も仕事ですが、子どもは「仕事頑張ってね」と送り出して
くれますよ。
●私は働くことには覚悟と信念がいると思います。入社したらまずは勉強して
昇格してから出産することが、復職後働き続けるうえで働きやすい環境とな
ると思います。
●先のことはまだ見えないことはありますが、安易に辞めるべきではないと
思います。制度をよく勉強して活用すれば仕事を続けていくことはできます。
そして可能な限り前向きに、毎日楽しく仕事に取り組みたいですね。
●子育てをしながら仕事をする事は確かに忙しくて大変です。しかし、仕事
をしていくうえでいろいろな人と知り合い、学びながら子育ても仕事も楽し
む。そして、自分の取り組みが地域貢献や会社の価値が上がることに繋が
るということは、本当に素晴らしいことだと思います。

さあ、働きながら輝くワーキングマザーになりましょう！

ダイバーシティ
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働きやすい職場環境づくり
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